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［０］とある日常の風景
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　緩ゆるやかに湾わん曲きよくした人工の大地。高さ百メートルの天井に映し出された偽いつわりの空。左右にそびえ立つカーボンメタル（カーボンナノチューブ複合鋼）と樹じゆ脂しコンクリートで造られた壁かべが、ここは自然の惑星上ではないと理解を強しいる。

　ここはスタンフォード・トーラス型スペースコロニーを発展させ実現したリング状の居住区併へい設せつ工場人工衛星「アイランド」の一つ、磐いわ都とアイランド。このアイランドの特徴となっている二重リングの内側、遠心力による疑ぎ似じ重力〇・五Ｇ（地球面の重力＝一Ｇ）の低重力区画で鎧よろい武む者しやが二人、向かい合っていた。

　それぞれの身を覆おおうのは全身板金甲冑プレートアーマーと呼ばれていたタイプの、身体からだ全体をすっぽり覆う金属甲かつ冑ちゆうのレプリカ。二人の手にはそれぞれ、練習用の槍やりと長柄刀グレイブ。

「行くぞ」

　槍を持つ背の高い青年が声を掛け、

「お願いします！」

　長柄刀グレイブを持つ背の低い少年が応こたえる。

　二人が同時に踏み込み、槍の刺し突とつを長柄刀グレイブの打ち込みが逸そらした。槍はすぐに引かれ、再び突き出される。その動きは滑なめらかだ。それに対して、槍を払う長柄刀グレイブを操る手はぎこちない。

　彼らが着ている甲冑のレプリカは鉄よりも軽い金属で作られているとはいえその分厚く、加えて両肩に小型の盾たてが一体化して取り付けられている為ため、総重量は一Ｇ下で二十キログラムに達する。武器も練習用の軽量なカーボン樹脂（炭素繊せん維い強化プラスチック）製だが、それでも一Ｇ下で五キロ前後の重さがある。この負荷を軽減する為の低重力環境なのだが、少年はまだ甲冑を着て闘たたかう感覚自体に慣れていないようだ。

　決着は呆あつ気けなく付いた。少年は一度も反撃の機会を摑つかめぬまま体勢を崩され、ちょうど十合目に青年の振るう槍の穂ほ先さきが少年の喉のどを守る立て襟えり状の装甲に触れた所で止まった。

「……参りました」

　青年が頷うなずいて槍を引く。二人の試合を横で見ていた──多分、審判を務めていた──少女が右手を挙げて詰まらなそうな声で宣言する。

「勝者、如月きさらぎ候補生」

　そして顔の前面がスモークシールドになった兜かぶとを後ろにはね上げ、大きく息をついた少年を不機嫌な眼まな差ざしで睨にらんだ。

「情けないわねぇ、蒼生あおい。ここに来てもう一ヶ月も経たつのに。勝てないのはともかく、十合しかもたないなんて。それでもあたしの弟なの」

　視線だけでなく声こわ音ねも機嫌が悪いと主張している。

「……姉さんはそう言うけど俺おれだって腕を上げているんだ。龍りゆう一いちさんが強すぎるんだよ」

「ふーん……いいわ、あんたの仇かたきはあたしが取ってあげる」

「仇って、今のは単なる練習試合……」

　弟の言い分を、姉は聞いていなかった。彼女はクルリと、ではなくガチャリと音を立てて青年へ振り返った。

「龍一、今度はあたしの相手をしてくれない」

「良いいぜ」

　少女は二人と同じ鎧よろいを着ていた。結い上げた鮮やかな朱しゆ髪ぱつの後ろに蝶ちよう番つがいでぶら下がっていた兜かぶとを被かぶり、スモークシールドを下ろして青年、如月きさらぎ龍一と向かい合う。

「朱あか理り、得え物ものはそれで良いのか？」

　伝統的な武器の中でも扱いが難しいとされる十じゆう文もん字じ鎌かま槍やりを構えた朱理に龍一が訊たずねる。

「大だい丈じよう夫ぶよ。あたしの場合は武器を選んでなんていられなかったからね。余よ程ほどの変わり種でない限り使いこなしてみせる」

　その問いに、朱理は不敵な笑顔で頭かぶりを振りながら答えた。

「そうか。遠えん慮りよは要いらないってことだな」

「当然。行くよ！」

「おう！」

　何の合図も無く、そのまま模も擬ぎ戦せんを始める朱理と龍一。

「うわっ！」

　審判の位置につこうとしていた蒼生あおいは、二人が振り回す武器を避よけて尻しり餅もちをつく羽目になった。低重力のお蔭かげで骨折などの負傷は無かったが、痛みまでゼロというわけには行かない。矛ほこを交えながら遠ざかっていく二人に対し心の中で悪態をつきながら起き上がろうとした彼の頭上から、

「……蒼生君、大丈夫ですか？」

　甘い花の香りを乗せた微そよ風かぜのような声が降ってきた。振り返った蒼生の目にまず入ってきたのは体高二メートルの有線コントロール人型ロボット、マリオネット・ドウル（通称「マリオン」）、そして器用にバランスを取ってその右肩に腰掛けた少女だった。
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「玲れい音ねさん」

　蒼生が慌あわてて立ち上がる。彼に「玲音」と呼ばれた少女がヘルメットを脱いだ。目の下まで覆おおうバイザーに隠されていた顔が露あらわになる。長い睫まつ毛げにけぶる大きな瞳ひとみが印象的な、何処どことなく妖よう精せいをイメージさせる繊せん細さいで儚はかなげな顔立ちだ。

　彼女はヘルメットを手に持ったまま、人型ロボット・マリオンの肩から軽やかに飛び降りた。低重力環境ならではのフワッとした動作。それが彼女には大層似つかわしく蒼生には思えた。薄うす手での素材で作られた丈たけの長いジャケットの裾すそがスカートのようにはためいて、下にショート丈たけのパンツを穿はいていると分かっていても蒼生あおいは思わずドキッとしてしまう。

　肩の少し下まで届く長さに切り揃そろえたボリュームのある黒くろ絹ぎぬの髪が軽やかに揺れて纏まとまりを取り戻す。そのまま少しも停てい滞たいを感じさせない身のこなしで、玲れい音ねは蒼生のすぐ目の前に歩み寄った。思いがけない至近距離に蒼生の鼓こ動どうが乱れる。玲音の身長は小柄な蒼生よりも更さらに五センチ程ほど低い。彼女は心配そうな目で立ち尽くす蒼生の瞳ひとみをのぞき込んだ。

「怪け我がはしていませんよね？」

　少し上うわ目め遣づかいの、じっと見詰める眼まな差ざし。それに堪たえられず、蒼生はぎこちなく視線を逸そらした。

「大だい丈じよう夫ぶです。すみません、ご心配をお掛けしました」

　目を逸らしたまま謝罪する蒼生。

　何が可笑おかしかったのか、玲音はクスッと笑った。

「蒼生君が謝る必要は無いんですけど。私が勝手に心配しているんですから」

「あ、はい、すみません」

「また謝る。そんなに硬くならなくても良いいのに」

　クスクス笑う玲音を見ていて、彼女が妖よう精せいじみているのは容姿だけではないと蒼生は改めて──もう何度目になるのか分からない程だが──感じた。玲音の発言は決して気まぐれでも理り不ふ尽じんでもない常識的なものがほとんどなのだが、そのくせ何となく摑つかみ所がないような雰ふん囲い気きがある。もしかしたらそれは、彼女が特別な「エクサー」だからなのかもしれない。

「ところで……あれ、放っておいても構わないんですか？」

　玲れい音ねが指差す方を見て、蒼生あおいはようやく自分が果たすべき役割を思い出した。

「姉さん！　龍りゆう一いちさんも！　一体何をやっているんだよ！」

　今やっている訓練課題は武器を使った模も擬ぎ戦せんで、甲かつ冑ちゆうを着込んで動く肉体感覚を養うというものだ。それなのに朱あか理りと龍一は二人とも武器を手放して組み合ったまま人工芝しばの地面を転がり回っていた。

　朱理は女性としては大柄な方とはいえ、龍一との身長差は二十センチ近くある。組み合っては勝負にならないはずだが、朱理の方が生身を使った喧けん嘩かに慣れているのか体格差を感じさせない接戦を演じていた。

「二人とも、離れろって！」

　両者の間に何とか割って入ろうとする蒼生だが、肘ひじで打たれ足で蹴け飛とばされる始末だ。鎧よろいのお蔭かげでダメージは無かったが、取り付くことすらままならない。最後の手段で教官を呼びに行くか、と蒼生が覚悟を決めたところで、彼の横から無ぶ骨こつな機械の腕が二人に向かって伸びた。

「朱理、蒼生君が困っていますよ？　龍一さんも女の子相手に取っ組み合いはどうかと思いますが」

　ヘルメットを被かぶった玲音が、その後頭部から伸びたケーブルが気になるのか髪を弄いじるように片手で弄もてあそびながら、良い感じの笑顔を逆さ吊づりの朱あか理りたちへ向けた。ケーブルの先は二人の足首を摑つかんで宙吊りにしているマリオンのうなじにつながっている。この人型ロボットが二人を吊り下げているのは玲音の操作によるものだった。

「二人とも、本当に何をやっているんですか」

　玲音が朱理と龍一の兜かぶとへ同時に手を伸ばす。二人が抵抗する間も無く、簡単な操作で兜が跳はね上がり二人の顔が露あらわになる。

　スモークシールドの防ぼう壁へきが無くなり玲音の視線に直接曝さらされることになった朱理が、決まり悪げに目を逸そらした。一方の龍一はやけにダンディな愛あい想そ笑いを浮かべて、

「いや、何時いつも思うんだが玲音は大したものだな。マリオンに自分とは全く別の動作を取らせるんだから」

　質問とは全く関係の無い応こたえを返した。しかしどんなに話を逸らしてみたところで、逆さ吊りにされている状況は変わらない。いくら〇・五Ｇとはいえ頭に血が集まっていく。にこやかな笑顔を絶やさぬ玲音に潔いさぎよく白旗を揚あげたのは龍一だった。

「……悪かった。つい調子に乗りすぎたことは謝るから、そろそろ降ろしてくれないか。いくら低重力とはいえ、鎧よろいを着たままでこの体勢は辛つらい」

「……ゴメン、玲音。あたしも謝るから。いい加減、鼻血が出そう」

　龍一に続いて朱理も謝罪を口にする。それに満足したのか、玲音の操るマリオンがパッと手を離した。二人は真っ逆さまに落下したが、さすがにそのまま頭を打つような無様は演じない。朱あか理りも龍りゆう一いちも地面に手をつき巧たくみに転がってノーダメージで立ち上がった。

「私に謝るより教官への言い訳を考えておいた方が良いいと思いますよ」

　そんな二人に言葉でダメージを与えて、玲れい音ねは蒼生あおいへと振り返る。その何事も無かったかの如ごとき表情に蒼生は少なからず慄りつ然ぜんとしていたが、それには気づかず、あるいは気づかなかったふりで、玲音は笑顔のまま蒼生へ話し掛けた。

「蒼生君、私と一緒に練習しません？　蒼生君はＮＩＴＵニツツよりＭＩＴＵミツツの方が向いていると思います」

「えっ、いや、俺おれは……」

　迷う素振りを見せた蒼生に、朱理がムッとした表情を浮かべる。

「あたしより玲音に教わるのが良いなら勝手にすれば？」

　本音の分からぬ玲音の微笑ほほえみとそっぽを向いた朱理の後ろ姿を交互に見て、蒼生の舌は（精神的に）麻ま痺ひしてしまう。

「蒼生、もてる男は辛いな」

　笑いを堪こらえているのが丸分かりな表情で近寄ってきた龍一が、口を耳元に寄せて楽しそうに囁ささやいた。

　蒼生は天を仰あおぎたくなった。見えるのは偽ぎ装そうされた有限な空でしかないと分かっていたが。……無論、そんな自分の立場を悪化させるような真似まねができるはずもなく、

（皆みんな、もっとまともな性格だと思っていたんだけどなぁ……）

　彼にできるのはせいぜい心の中で愚ぐ痴ちることだけだ。──こんなつまらないことで愚痴っていられる幸せな時間を嚙かみ締めながら。

　磐いわ都と高等訓練校。ここは太陽系開発機構直属軍の教育機関で、十五歳以上二十四歳以下の士官または士官候補生に軍事のみならず現代の市民に必要な知識と技能を学ばせることを目的としている学校だ。

　教育と言えば古ぼけた汎はん用よう端末にインストールされた時代遅れの教材か、面倒見の良いい老人から雑多で断片的な知識を入手するのが当たり前。生きていく為ために必要な技能は現場で大人おとなたちから盗むのが当然だった子供の頃ころを思えば、蒼生あおいにとってここは夢のような環境だった。いや、二ヶ月前の彼にとって、ここでの生活は夢でしかなかった。

　二ヶ月前──西暦二四一七年七月三十一日のあの戦いが全すべての始まりだった。その時、蒼生の隣となりにいたのは姉の朱あか理りだけだった。龍りゆう一いちは命のやり取りをする敵だった。玲れい音ねは見知らぬ、生きる世界が違う他人だった。

『候補生、集合！』

　教官の号令が蒼生の感傷を断ち切る。彼はわずか二ヶ月前の過去に思いを馳はせる間も無く、辛つらく忙しくも幸福な「今」へ駆け足で戻っていった。
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　西暦二四一七年七月二十五日。

　寒冷の砂漠と化した大地を巨大な鎧よろい武む者しやが闊かつ歩ぽする。

　行進というには不ふ揃ぞろいな隊列で土煙を巻き上げながら進む巨人の群れ。全身を覆おおう洋風の甲かつ冑ちゆうを纏まとう機械仕掛けの巨神。身の丈たけ二十五メートルに及ぶ偽ぎ神しんの正体は、タイタニック・ドウル、あるいは単にドウルと呼ばれる巨大人型兵器、その隊列だ。

　機種名は「王ワン虎フウ」。世界各地の正規軍が配備しているドウルと同じ主世代機で、砲撃戦にも白兵戦にも対応する汎はん用よう型の機体だ。重装甲でありながら機動性も悪くない。ただし大出力のモーターを多数搭載している所為せいで稼か働どう時間に難があると噂うわさされている。

　それなのに専用の大型輸送車両を使わず、長時間行動用のエネルギーパックを背負って乾いた大地を踏破しているのは、これが正規の部隊ではなく戦闘に直接用いる兵器を持ち出すのが精一杯だった為ためだろう。

　その不ぶ恰かつ好こうで威い圧あつ的な暴力の津つ波なみを、翼つばさを広げた機械仕掛けの鵬おおとりが空から哀あわれみと侮ぶ蔑べつをこめて見下ろしていた。

「ラサに進軍する西シー都ドウ脱走部隊二十四機を直下に視認。警告を繰り返すも返信無し」

「このジャミング濃度では電波など届くまい。カプセルは投下したか」

「二分前より断続的に投下済みです」

　通信士の言葉を裏付けるように、先行する無人偵てい察さつ機きの腹から投下された信号灯カプセルの放つ発光信号が、砂さ塵じんの中で星の瞬またたきのように煌きらめいている。

「こちらの警告を無視している、ということですかな」

　副長席から告げられた質問の形の断定に、艦長席の指揮官がおもむろに頷うなずきを返す。

　太陽系連盟直属軍・ＳＯＦＥＡソフイアの大気圏内外両用空くう宙ちゆう母艦二番艦「ガルトマン」は、脱走軍の頭上で大きく旋回した。

「やむを得んな」

　彼らは最初から「やむを得ない」という判断で出動しているのだが、ある意味白々しい指揮官の独白を、彼の部下は知らぬ顔で聞き流した。

「ウォード少しよう尉い」

　ガルトマン艦長ユースフ＝アモンが艦長席のインターカムで格納庫に待機するパイロットへ呼び掛ける。その口調は、気の所為か直前のものより少し柔らかくなっていた。

『ハイ』

　機内通信機から返って来た声は、甲かん高だかい少女のものだった。大人おとなのそれとは明らかに違うが、発音に舌足らずな子供っぽさは無い。声のトーンは別にして、その落ち着いた語調は大人の返事と変わらなかった。

「残念ながら作戦に変更は無い。もうすぐラサの防衛圏内に入る。そうなればラサ軍が出撃し、ポリス間の紛争に発展しかねない。故ゆえに現地点において、西シー都ドウ脱走部隊を撃破せよ」

『了解しました。タイタニック・ドウル「朧月ミステイムーン」、降下シークエンスに入ります』

　少女の返答と共に、カウントが開始される。

　艦底の大型ハッチが開く。地面に正対する姿勢で両側から支えられたタイタニック・ドウルの姿が露あらわとなった。

　管制官がカウントゼロを告げたと同時、機体を支えるフックが外れ、朧月ミステイムーンはただ一機、ガルトマンから敵軍の直ただ中なかへ降下ダイブした。




　水平姿勢から足を下にした垂直姿勢へ。空中で体勢を整え、乾いた大地に朧月ミステイムーンが土つち埃ぼこりも立てずフワリと降り立つ。その降下中の姿を捉とらえていたのだろう。元西シー都ドウ軍のタイタニック・ドウル「王ワン虎フウ」は朧月ミステイムーンを半包囲する迎撃陣形を取っていた。

　圧あつ搾さく空気が排出される鋭い音と共に、王ワン虎フウの背から大容量キャパシタを内蔵したエネルギーパックがパージされる。エネルギーパックの質量を背負ったままでは、歩くことはできても戦闘に必要な機動性は到とう底てい確保できないからだ。そうして身軽になった王ワン虎フウが、朧月ミステイムーンへ一いつ斉せいに襲おそい掛かった。

　単機の朧月ミステイムーンに対して、王ワン虎フウは二十四機。

　サイズは朧月ミステイムーンが体高約二十メートル、王ワン虎フウが約二十五メートル。要所要所に装甲を追加している王ワン虎フウのいかつい機体に対して、両肩に長さ八メートルの長方形シールドを備えた以外目立つ増設装甲の無い朧月ミステイムーンの乳白色の機体はむしろ華きや奢しやにも見える。

　普通に考えれば、いや普通なら考えるまでもなく多勢に無勢、勝敗は明らかだ。だが脱走軍の動きには窮きゆう鼠その焦あせりが、朧月ミステイムーンのたたずまいには獅し子しの余裕すらもが窺うかがわれる。

　それは両者の戦力差を忠実に映し出していた。

　戦端は包囲された朧月ミステイムーンの方から開かれた。半円形隊列のまま前進し両りよう翼よくを窄すぼめて半包囲から完全包囲へ移行しようとする西シー都ドウ脱走部隊に対し、乳白色のドウルは正面の王ワン虎フウへ向かって突進し長なが柄えの武器を振り抜いた。

　接近は一いつ瞬しゆんだった。体高二十メートルの朧月ミステイムーンはタイタニック・ドウルとして小柄な部類に属する。だがアフリカ象ですら体高四メートルに満たないことを考えれば、十分に巨大だと言える。その巨体が五十メートル以上の距離を目にも留まらぬスピードで移動したのだ。

　慣性制御システム搭載機のみが可能とする高機動。

　ドウルにはサイクロニクス技術の産物である慣性制御システムが組み込まれている。この兵器が正面投影面積を考こう慮りよすれば不合理でしかない人型をしているのは、サイクロニクス装備の性能を最も効率よく引き出す為ためだ。

　サイクロニクス──サイキックとエレクトロニクスの合成語で示されるこの技術はサイキック能力、後にＳＩＭＡシーマ（Symbolic Image Materialize Ability）と命名された象徴的な物理的干かん渉しよう力りよくを発揮する精神由来の能力を、電子回路のサポートにより安定的に発揮する為ための技術だ。サイクロニクス機関はそれを格納する容器が人の形に近ければ近い程ほど、高い能力を発揮することが帰き納のう的に判明している。何故なぜそうなるのか、そのシステムを未いまだ理論的に解明できていない現状、他ほかの不合理な点を全すべて無視してサイクロニクスのもたらす絶大な力を最大限利用するべく人型兵器が作り出され戦場に投入されている。

　慣性制御のみならず、通常のテクノロジーでは実現不可能な超常技術オーバーテクノロジーを実現し通常兵器とは一線を画す機動力、攻撃力、防御力をもたらすサイクロニクスは、タイタニック・ドウルという兵器の中核技術だ。その中でも軍事的に最もポピュラーなサイクロニクス機関である慣性制御システムはドウルの標準的な装備であり当然、朧月ミステイムーンだけでなく王ワン虎フウにも搭載されている。

　だが朧月ミステイムーンの突進は王ワン虎フウの反応速度を超えていた。対応できない──同じ速さで動けないというレベルに止とどまらず、王ワン虎フウの設計者が想定したドウルの最高速度を大きく上回っていた。

　朧月ミステイムーンが振るう炭素繊せん維い強化セラミックスの黒くろ銀がねの刃やいばが最初に接触した王ワン虎フウの首をガードした右腕ごと切り落とす。その巨大な刃は慣性を無視して翻ひるがえり、そのまま両脚を切断した。

　土煙を上げて王ワン虎フウが横転する。重大な損傷を受けた機体は過電流の逆流などからパイロットを保護する為、操縦席のユニットを胸部から排出した。朧月ミステイムーンは宙を舞うコクピットユニットに目もくれず、次の機体へ襲おそい掛かる。

　朧月ミステイムーンが得え物ものを一いつ閃せんする度たびに敵ドウルの首が落ち、両脚が纏まとめて切断される。主しゆ穂ほと月げつ牙がの間に隙すき間まが無い巨大な方ほう天てん戟げきは、王ワン虎フウの重装甲をいとも容易たやすく切り裂さいていく。

　王ワン虎フウが振り回すジグソー・グレイブは、朧月ミステイムーンにかすることもできない。

　敵機のガンジャベリン──レールガンで撃ち出される、先端に成形炸さく薬やくを仕込んだ針のような形状の投槍ジヤベリン──も、朧月ミステイムーンの影に触れることすらできない。

　サイズを無視すれば全身板金鎧プレートアーマーに身を固かためた中世騎き士しが徒歩で白兵戦を行っているようにも見える戦場は、一方的な蹂じゆう躙りんの様相を呈ていしていた。

　西シー都ドウ脱走軍の機体とソフィアの機体の機動性には、余りにも差があり過ぎた。

　機動性の差は、慣性制御のレベルの差。

　その差は、機体の性能差であると共に、パイロットの、ドウルマスターとしての能力差を反映したものでもあった。

「ソフィアの化け物め！」

　王ワン虎フウのパイロット──ドウルマスターが憤いきどおりと絶望を込めて絶叫する。しかしその声は操縦席で虚むなしく木霊こだまするのみ。その通信を受け取る相手は、既すでに存在しなかった。

　その男の機体が最後の一機だった。

　乳白色の機体が消えた、と見えた次の瞬しゆん間かん、男のドウルは背後から首と両脚を斬きり飛ばされ、砂さ塵じん舞う大地に投げ出された。




　　　◇　◇　◇




　西暦紀元二十五世紀、世界は無数の都市国家に分ぶん裂れつしている。




　地下資源争そう奪だつ戦せんに端を発した世界規模の内戦、『国家解体戦争』。

　大同盟や大連合の正面衝しよう突とつではなく、ゲリラやテロリストや犯罪組織を国家が背後から使し嗾そうし国家を分断する戦争。内戦故ゆえに核は使えず、力を増した非正規戦力は大国、先進国にも勢力を伸ばした。

　核テロリズムを恐れた、核の厳重封印。皮肉なことにそれが地域紛争を一層激化させた。

　交通・通信インフラに対する相次ぐテロ。

　政治機能の麻ま痺ひ。

　そして気がついてみれば、要よう塞さい化かした閉鎖循じゆん環かん環境型都市──高い城じよう壁へきに囲まれ、その中に大出力発電プラントと太陽光農業プラントを備え、動物性タンパクとリサイクルで賄まかない切れない鉱物資源以外はほぼ自給自足を達成した都市──の外は、村落がゲリラやテロリストの補給基地となることを恐れた為い政せい者しやとそれを支持する市民により、無人の荒野と成り果てた。

　三十年に及ぶ混迷の末に、非正規戦力の共倒れ、否いな、共食いによって、ようやく戦乱の時代は終息を迎えた。

　それから二百年。

　世界は今、閉鎖循環環境型都市国家「ポリス」と、航空交通手段および地下・海底天然資源を独占的に管理し、各ポリスの利害を調整する太陽系開発機構、別名「太陽系連盟」によって統治されている。

　ポリスの市民であることを許された人々は自らを人類文明の正統な継承者として高度な機械文明の恩恵を享きよう受じゆし、ポリスの外を無法地帯と決めつけてそこに暮らす人々の困こん窮きゆうに目を向けようとしない。

　ポリスからあぶれた人々は荒野に「オートン」と呼ばれる──ポリス市民は「アウター」と呼んでいる──共同体を形成し、太陽系連盟の庇ひ護ごと黙認によりかろうじて、寄り添い合い暮らしていくことを許されていた。そしてオートンの外には更さらに、自らを「自然主義者」と呼ぶ自然の脅きよう威いに曝さらされた人々の群れがあった。




　　　◇　◇　◇




　熱いシャワーが白い肌はだをほんのり赤く染めていく。上を向き髪を両手でかき上げ目を閉じて、朧月ミステイムーンのドウルマスター、玲れい音ね＝ウォード＝高たか城じようは無心で一糸纏まとわぬ華きや奢しやな肢し体たいを熱い滴しずくが打つに任せていた。瑞みず々みずしい肌はだの上を熱めのお湯が舐なめるように流れ、その怪しからん戯たわむれを隠すように湯滴が白い飛沫しぶきとなって彼女の身体からだを包み込む。

　所属する極東基地に帰投した玲音は、宿舎に着くなり真っ先にシャワーを浴びていた。身体が汚れていたわけでも汗をかいていたわけでもない。タイタニック・ドウルのコクピットは環境最適化が徹底していて母艦のキャビンより余よ程ほど清潔で快適だ。ただ、ドウルの操縦は自らが巨人になり巨大な甲かつ冑ちゆうを着て戦うという感覚をもたらすもの。砂さ塵じん舞う中での作戦だった所為せいで自分が砂にまみれているような気がしてならず、錯さつ覚かくと知りつつもシャワーを浴びなければという強迫観念に玲音は囚とらわれていたのである。

　たっぷり時間を掛けて身体を洗い、ようやくすっきりした気分になって玲音が浴室を出た直後のこと、基地内通信機インターカムにコールがあった。映像をオフにしたまま──まだバスタオルを巻いただけの姿だったからだ──姿勢を正して通信に応こたえた。相手は基地司令の秘書官。用件は司令室への出頭命令。玲音は慌あわてて着替えを始めた。




　沖おき縄なわに置かれた極東基地は太陽系開発機構、通称太陽系連盟の理事会直属部隊にして連盟軍最強部隊であるソフィアの地上基地の中でも重要拠点と位置付けられている。元げん帥すいの制度がなく最高位が大たい将しようであるソフィアで、基地司令に少しよう将しよう以上を充あてることになっているのもその重要度を表すものだ。

「ウォード少しよう尉い、ご苦労だったな。相変わらず見事な働きだ」

「ありがとうございます」

　その司令官室で、玲音は基地司令・周す防おうアグス少将直じき々じきの労ねぎらいを受けていた。誰だれにでもこのような厚情が示されるわけではない。少将の地位にある者が少尉を一対一で労うというのは、階級意識が緩ゆるやかなソフィアでも異例のことだ。

　彼女は凄すご腕うで揃ぞろいのソフィアの中でも特別な存在だった。

「脱走兵の処遇については西シー都ドウポリスへ無事引き渡しが完了した」

　この言葉を聞いて玲音は訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめた。彼らの脱走が半ば偽ぎ装そうであり西シー都ドウ政府の黙認の下もとにラサへ進軍していたのはほぼ確実だと、彼女はガルトマンのブリーフィングルームで説明を受けていた。

　玲音が不審感を懐いだいたこともその理由も、周防少将にはお見通しだった。

「無論、脱走の背景について十分訊じん問もんした後にな。判明した事実は西シー都ドウ政府にも伝えてある」

　追加説明を聞いて、玲音の疑問は氷解した。つまり捕ほ虜りよ引き渡しに当たって政治的な交こう渉しようが行われ、連盟にとって満足のいく成果が得られたということだろう。

「これであの地域もしばらくは安定するだろう。君の活躍には理事会も大いに満足している」

　重ねて投げ掛けられた賛辞に、玲音は愛あい想そ笑いを浮かべた。

「さてと……少しよう尉いは現在十七歳だったな？」

「はい」

　いきなりの話題転換に、玲れい音ねは戸惑いを見せた。それは今までの大人おとなびた表情とは打って変わった、年齢相応の頼りなげなものだった。

「学校課程はどこまで終わらせている？　高等教育課程は修了しているか？」

「……いいえ」

　彼女の返事を聞いて、基地司令は短くため息を漏もらした。

　そこには「やはり」という感情と、「まずいな」という感情がブレンドされていた。

「……実は、連盟の人事部より警告を受けてな」

　玲音の戸惑っている表情に、不安が追加された。

「君に十分な修学機会が与えられていないのではないか、と」

「いえ、私は別に……ＡＩによる学習で十分ですから」

　今や彼女は、ハッキリ狼ろう狽ばいの色を浮かべていた。玲音にとって学校とは、思い出したくない記憶を刺激する場所だった。

「君がそう言ってくれるのに我々極東基地は甘え過ぎているそうだ。いや、君の気持ちは私にとって、正直なところ大変ありがたく、また都合の良いものだが、残念ながら今回ばかりは人事部の言い分に道理がある。集団生活の中でしか学べないことも多いのだ」

　周す防おうは短く深いため息をついた。

「ソフィアの軍規でも就役年齢は本来十八歳以上だ。特例が適用されるドウルマスターとはいえ、士官が高等教育を与えられていないというのは確かに問題だろう」

　周防少しよう将しようは机の上に置かれていた電子ペーパーを手に取った。

「玲音＝ウォード＝高たか城じよう少尉。これは軍命というより人事命令というべきだが……君にＬ４磐いわ都とアイランド高等訓練校への入学を命じる」

「…………了解しました」

　玲音は何度か口を開きかけて、最後に短く、受じゆ諾だくの答えを返した。
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　小お田だ原わらオートン。ポリス側からの呼称は小田原アウター。

　ポリスの市民権を持たない人々が箱はこ根ね地熱発電小田原制御プラントの周辺に集まり大規模集落に発展したエネルギープラント型のオートンである。

　このプラントは三世紀前に建てられたもので、建設当時の施設は発電設備としてとうに寿命を迎えていた。太陽系連盟が閉鎖されたまま放置されていたこの地熱プラントを再開できるよう補修したのが十年前。それ以前は小規模な難民キャンプが点在するだけだった小田原は、この十年間で人口三万人を超える大規模オートンに成長した。

　国家解体戦争終結後二百年を過ぎた現在も、地球上の文明復興は不完全だ。戦前の生活水準を回復できているのはポリスの中だけで、ポリスの外はかろうじて生活が維持できる程度の生産力しか無い。物資の不足も深刻だが、何よりエネルギーが足りていない。

　しかし逆に、エネルギーさえ十分なら水も食料も衣類も住宅も生活に必要な物は全すべて作り出すことができるだけの技術が二十五世紀の世界では確立されている。現にエネルギーが潤じゆん沢たくなフル規格のポリスは三十キロメートル四方の領域エリアで一千万人の人口を養うことが可能だ。地熱発電プラントが運転を再開した小田原に人々が集まってくるのは当然だった。

　この地熱発電所を巡って小田原オートンと横よこ浜はまポリスの間で諍いさかいが生じたのは二年前のことだ。元々連盟がプラントを修復したのは南関東地域全体のエネルギー事情改善の為ため。連盟は形式上ポリスの連合体であり、太陽系の資源開発とポリス間の利害調整を建前としている。地熱発電プラントは資源開発に分類される。だから連盟が独自に補修工事を行ったのだが、もう一つの役割上、ポリスの利害を無視することはできない。連盟にプラントをオートンへ与える権限は無いのだ。連盟は小田原の住民にプラントの管理を委い託たくしただけで、その報ほう酬しゆうとして生み出される電気の利用を許可していた。

　そこへ横浜ポリスがプラントの優先使用権を主張してきたのだった。東京の姉妹ポリスとして建設された横浜はエネルギープラントの出力が低く、電力供給の一部を東京に頼っている。ポリスとしての独立性を高めたい横浜にとって、エネルギー基盤の強化は積年の宿願だった。横浜の規模からすれば小田原のプラントは補完的な役割しか期待できないが、それでも非正規市民──ポリスの市民はオートンの住民をこう呼ぶ──に使わせるより自分たちが利用する方が正しいあり方だというのが横浜ポリス政府の言い分だった。

　オートンの住民を「非正規市民」と呼ぶことからも分かるとおり、ポリスの市民にはある種の選民思想が染しみついている。自分たちこそ国家解体戦争前の文明社会を正統に受け継ぐ者であるという思い込みだ。

　ただしこれは、全く根拠の無いものでもない。ポリスの成り立ちを考えてみれば、そう思いたくなるのも少しは理解できることだった。

　国家解体戦争の時期、人々は何故なぜ都市に高く分厚い城じよう壁へきを築き、その中に逃げ込んだのか。それはひとえに、非合法武装集団から受ける被害を避ける為ためである。ゲリラやテロリストの暴力から身を守る為に強固な壁かべで彼らの侵入を阻はばむと共に、壁の中から武装勢力を排除する。その対象は現にゲリラ組織やテロリストグループに所属している人間だけではなかった。潜在的な非合法武装集団のメンバー、即すなわち武装勢力の一員となる可能性があると判断された住民も排除対象に含まれていた。その選別は思想、経歴から始まり、社会的地位、職業技能、家庭環境、果てはその者の経済力で線引きされるケースもあった。

　つまりポリスに居を構える者にとって、自分たちだけが善良な市民の子孫であり、ポリス外の住民はならず者の末まつ裔えいなのである。たとえそれが文明的な生活環境を排他的に享きよう受じゆしていることに対する罪悪感を紛まぎらす、あるいは誤ご魔ま化かす為の自己欺ぎ瞞まんであっても、ポリスの市民はそれを無意識に考えないようにしている。

　小お田だ原わらオートン存続の生命線であるエネルギープラントの使用権を渡せという横よこ浜はまポリスの高圧的な要求にはこのような背景があった。ただこれが解体戦争前であれば、中央政府の崩壊を念頭に置いたとしても、横浜と小田原、両者の距離が近すぎて紛争にはならなかっただろう。しかし鉄道をはじめとする高速交通網が破壊されたまま放置され、航空戦力を連盟が独占している状況下では、これ程ほど狭い地域でも立派な地域紛争として成り立ってしまう。横浜と小田原は数次にわたる小こ競ぜり合いを経て、ついに正面衝しよう突とつへと至ってしまった。




『スカーレット・ワン、間もなく敵先せん遣けん隊たいが有効射程距離に入る』

「こちらスカーレット・ワン。横浜ポリス軍の規模は？」

『ドウル五機。随ずい伴はんの地上部隊は見られない』

「意外と小規模ね。なめられているのかしら」

『敵機はいずれも小型の高機動タイプだ。あくまで偵てい察さつが任務なんだろう』

「その思おも惑わくにこっちが付き合う義理は無いけどね。それよりそろそろ離脱なさい。生身でドウル同士の戦闘に巻き込まれたらひとたまりもないわよ」

『ああ、そうさせてもらう。スカーレット・ワン、いや、朱あか理り。健闘を祈る』

「どうせ祈るなら勝利にして頂ちよう戴だい」

　オールオーバー、という本来の意味とはまるで異なる音声コマンドにより偵察兵との通信を切って、小田原オートン軍のエースドウルマスター・早さ乙おと女め朱理は、全身を前後左右から柔らかく覆おおった操縦席の緩かん衝しようシートに力を抜いてもたれかかった。

　ポリスのような城壁を持たない小田原の防衛隊は敵軍の予想侵攻経路上に全戦力を展開している。住民を巻き込むことだけは避けなければならない。防衛線を抜かれれば降伏するしかない。また迂う回かいされればおしまいだが、そうはならないだろう。横浜軍は間違いなく正面から攻めてくるというのが小お田だ原わら軍の一致した見解だった。

　横よこ浜はまと小田原の間には百倍以上の国力差があるのだ。これだけ生産力に差があれば、普通は勝負にならない。ドウルが実用化された一世紀前より昔なら、戦争以前に小田原は横浜の要求に逆らうことなどしなかっただろう。

　だがサイクロニクス兵器を搭載した、というよりサイクロニクス兵器の最適解かいであるタイタニック・ドウルは、操縦者の能力次第で物量差を覆くつがえす可能性を秘めている。それが小田原に徹底抗戦を決断させた理由の一つだ。

　そして、もう一つ。

（本当に来るのかしら……ソフィアが）

　ヘルメットの中で目を閉じた朱あか理りが、心の中で祈るように呟つぶやく。

　通常太陽系連盟はポリス同士の調停にしか動かない。ポリスとオートンの争いには介入しない。だが実際に軍事衝しよう突とつが起これば話は違ってくる。

　連盟は戦争を許さない。力尽ずくで戦闘を終結へ導く。そして、その為ための手段として投入されるのは、ほとんどのケースでＳＯＦＥＡソフイアだ。Special Operation Force with Extra Ability。エクサーと呼ばれる凄すご腕うでのドウルマスターを擁ようする連盟直属の機動部隊。文字どおり一いつ騎き当とう千せんの働きを見せるソフィアのドウルならば、横浜軍を撃退し調停を強制することが可能だろう。それは朱理のみならず、小田原軍に共通する認識だった。

　朱理はドウルを操る自分の操縦技術に自信を持っている。

　その反面、自分のＳＩＭＡシーマがそれ程ほど突出したものでないことを知っている。一対五程度ならともかく、百倍の敵を退ける自信は無い。

　彼女にできるのは時間稼かせぎ。敵の侵攻を食い止めてソフィアが介入するまでの時間を稼ぐ。それが小田原軍の立てた作戦だった。

　しかし正直なところ、朱理はソフィアの──連盟の介入を疑っていた。彼女は連盟の非情さを、身を以もつて知っている。太陽系連盟は所しよ詮せんポリスの為の組織だ。連盟がオートンの為にポリスの利益を損なうような行動をとるなどあり得ないと朱理は思っていた。

（それでも、あたしは自分の役割を果たすだけよ）

　朱理が小田原に流れてきたのは二年前、ちょうど横浜との小こ競ぜり合いが始まった頃ころのことだ。当時まだ十五歳の子供ながら既すでに一流のドウルマスターとして名を馳はせていた朱理は、傭よう兵へいのような形で小田原に受け入れられた。そのことについて、彼女に不満は無い。身寄りの無い彼女は、自分と弟の住む家を自力で手に入れる必要があった。自分の腕を最も高く買ってくれるコミュニティとして小田原を選んだのだから、お互いのニーズが一致しただけだ。

　それでも朱理は、小田原の住民に対して恩義を感じている。この町は、子供だった自分を利用するだけで騙だまさなかった。弟も町の一員として、迫害しないでくれた。だからこの勝率ゼロの戦いを前にしても、別の町へ逃げ出そうとはしなかった。

「戦術マップ」

　ドウルの操縦席はパイロット──ドウルマスターの身体からだを完全に固定する構造になっている。動かせるのは指と瞼まぶたと口くらいだ。非リンク状態では音声コマンドが主な操作手段になる。

　朱あか理りの命令により、ヘルメットのバイザースクリーンに味方の配置図が映った。ドウルが八機。機種はバラバラ、いずれも一世代前の中古品だが、オートンが保有する戦力としては異例の規模と言える。兵器は高価な商品で、その中でもドウルは特に高額だ。これだけの戦力を調ととのえるのに小お田だ原わらは様々な無理をしている。行く宛あての無いテロリストまがいの脱走兵を機体込みで受け入れるという荒あら業わざまで厭いとわなかった。

　一列四機の二列横おう隊たいで待機する友軍機、その後列中なか右みぎの機体を表す青い光点へ朱理は心配そうな目を向けた。その機体に乗っているのは彼女の弟の蒼生あおいだ。ドウルは著いちじるしくパイロットを選ぶ。彼女と同じく、いや、もしかしたら彼女以上の適性を持っている蒼生は実戦経験どころか慣かん熟じゆく訓練もそこそこに今回の戦闘へ駆り出されている。

（……大だい丈じよう夫ぶよ、蒼生。あんたの所へは行かせないから）

　蒼生の出撃は朱理にとって不本意なものだった。だが反対することはしなかった。姉弟きようだいの立場として、反対などできなかった。朱理はその代わり、弟の分まで戦うつもりだった。

　戦術マップの端に赤い光点が映った。偵てい察さつ部隊が設置したレーダーはまだ生きているようだ。

「タイタニック・ドウル、リンケージ！」

　朱理は自分に気合を入れるべく、戦闘態勢移行の音声コマンドを高らかに叫んだ。

　ドウル用パイロットスーツ、マスターウェアの首、手首、足首、計五ヶ所につけられたＮＩＴリングを操縦シートのコネクタが左右から挟はさみ込むようにして機体とつなぐ。ヘルメットの中で額に接触しているプレートから意識を覚かく醒せいさせたまま身体を睡眠に近い状態へ誘いざなう信号が発信され、バイザーの映像がドウルの視覚と同調する。

　ＮＩＴＵニユーラルインパルストレーサーユニツト。通称「ニッツ」。素す肌はだに密着するマスターウェアの内部に張り巡らされたセンサーで神経信号を読み取り、機体に制御信号として伝達する操縦用システムユニット。ＮＩＴＵニツツによる操縦は明めい晰せき夢むの中で身体を動かす感覚に似ている。バイザーに映し出される映像はドウルの「視界」と完全に一致し、ドウルの手足を自分のものとして動かすドウルマスターに一切の違和感を与えない。神経信号をトレースするこのシステムにより、ドウルマスターはタイタニック・ドウルという「甲かつ冑ちゆう」を着込んで戦う巨人兵となる。

　朱理はいきなりドウルを疾しつ走そうさせた。いや、ドウルという巨人の甲冑を「着て」走り出した。自動的に作動を始めたサイクロニクスの出力は高い水準を示しているが、極めて高い、ではない。まるで本当に甲冑を着た人間が動いているようなドウルの滑なめらかな動きはＳＩＭＡシーマの強さによるものではなくＮＩＴＵニツツに対する適性の高さによるものだ。自分の身体以上にドウルの巨体を使いこなす、それが朱理の才能だった。

　突出した朱理を追いかけて僚りよう機きが前進を始める。だが、朱理のスピードについてこられた機体はいなかった。走り始めて一分、朱あか理りは横よこ浜はま軍のタイタニック・ドウルと接触した。

　偵てい察さつ隊たいの情報どおり、横浜軍の機体「ゼテス」は軽装甲の高機動タイプだ。中古とはいえ朱理の乗る赤茶色の「タロスⅢ」は装甲の厚い格闘戦タイプ。距離を取っての砲戦ならともかく、白兵戦ならタロスⅢに分ぶがある。これが一対一なら、横浜軍のドウルマスターは戦いを回避しただろう。横浜のドウル先せん遣けん隊たいが撤てつ退たいしなかったのは相手が一機で、しかも単機突出の結果、孤立状態になっていたからに違いなかった。

　横浜軍のゼテスが朱理のタロスⅢへ一いつ斉せいに襲おそい掛かった。飛び道具を使わないのは弾を節約する為ためか。この戦力差なら格闘戦でも味方に被害を出さず倒せるという判断は、普通なら間違っていなかった。

　左右から高速回転する穂ほ先さきが迫る。それを朱理はヘルメットの内側からしっかり見ていた。朱理とタイタニック・ドウル「タロスⅢ」の一体化はＮＩＴＵニツツの理想とする水準に近い。彼女は甲かつ冑ちゆうの両前腕部に装備したスパイク付きの小型シールドでドリル・ランスの刺し突とつを受け止めた。高速回転するドリルビットとシールドの接触面で火花が散り、スパイクがビットの回転を妨さまたげる。

　シールドの損傷は軽微。朱理はそれをバイザーに浮かんだメッセージで確かめた。ＮＩＴＵニツツは触覚を伝えてこない。衝しよう撃げきをフィードバックするだけだ。こんなところも全身甲冑を着込んでいる状態と似ている。彼女はタロスⅢの機械的出力に任せて、ドリルビットを食い止めている両腕のシールドを跳はね上げた。

　左右のゼテスが体勢を崩す。慣性制御が完全に機能していれば機体が操縦者のコントロールを外れることは無い。タロスⅢのシールドが刺突の勢いに負けなかったのもゼテスの上体が泳いでいるのも理由は同じ。タロスⅢとゼテスの慣性制御力場がぶつかり合い、一対二であったにも拘かかわらずタロスⅢの力場がゼテスの力場に打ち勝ったということだ。

　敵の機体は隙すきを曝さらしている。だが朱理はそれを突くことができなかった。

　横浜軍先遣隊のタイタニック・ドウル「ゼテス」は五機。残る三機が前から二機、後ろから一機、二手に分かれて襲い掛かってきたのだ。

　朱理はあえて足を前へ踏み出した。左側のゼテスが繰り出すドリル・ランスの突きをシールドでいなすのではなく受け止め、右側の機体の突きを上へ弾はじく。左手で受け止めたランスを盾たてで払い除のけるようにして左の敵の体たいを崩す。朱理は右のゼテスへ迫り寄り、ここではじめて両手に持つ武器を使う。

　鎌かまのような内反りの湾わん曲きよく刀とう。ドウルのサイズに相応ふさわしい刀身には途中三ヶ所に鋸のこぎり状の爪つめが付いている。それを両手に一本ずつ。シクル・シアーズと呼ばれる、ジグソー・グレイブやドリル・ランスと並んでポピュラーなドウル用の近接武器だ。

　ドウルの慣性制御システムは相手の武器の慣性をも中和する。戦せん斧ぷや戦せん槌ついのような勢いをつけて叩たたき込む重量武器は相手を上回る慣性制御力が無ければ役に立たない。重量武器だけでなく刀や槍やりのような武器も勢いを殺されて切断力や貫かん通つう力りよくを発揮できない。余よ程ほど自分の慣性制御力に自信がある場合を除き、ゼロ距離状態からでも敵の装甲を破壊できる動力鋸長柄刀ジグソー・グレイブや回転穿孔槍ドリル・ランス、相手を固定して勢いではなく圧力で切断または剪せん断だんする鎌形大鋏刀シクル・シアーズのような武器でないと、ドウル相手に有効なダメージを与えられない。

　朱あか理りはタロスⅢの右腕でシクル・シアーズを左下から右上へ振り上げ、敵機ゼテスの右みぎ脇わきへ打ち込んだ。内向きに湾わん曲きよくした刃がタロスⅢより一回り小さな機体をがっちり捕らえる。

　動きが止まった敵機へ向けて、今度は左の刃を右から左へ。狙ねらいは首だ。

　サイクロニクスは容器が人の形に近ければ近い程、高い効率で作動する。逆に言えば、容器が人の形を失うと出力が途と端たんに落ちる。では、人の形を失わせるにはどの部分を欠損させるのが一番効果的だろうか。

　答えは「頭部」である。手足を一本落としても、損なわれる出力はせいぜい一割。四し肢しを全すべて落として出力低下率は最大で五割。それに対して頭部を切り離すと、それだけでサイクロニクスの出力は元の三割以下に落ち込む。

　故ゆえにタイタニック・ドウル同士の格闘戦では最終的に相手の首を狙うのがセオリーだ。朱理の攻撃はこの定じよう石せきに則のつとった合理的なものだった。

　右から左に振り抜かれたシクル・シアーズが、体勢を崩しているゼテスの首を捉える。頸けい部ぶを守る立て襟えり状のアーマーが慣性中和により勢いを殺された刃を受け止めるが、朱理は構わず力尽ずくでシアーズを手前に引いた。

　こんな力任せの斬きり方では、直剣や外反りの刀なら刃が滑すべって装甲を斬り裂さくに止とどまっただろう。だが鎌かまのような内反りの刃は加えられた力を逃がさず深く食い込んでいく。朱理は敵機を逃がさないよう右手のシアーズを操作しながら左の刃でその首を一気に斬り落とした。

　敵の方から押し返してくるような圧力が消えた。腕に掛かる圧力ではない。もっと抽象的な力、こちら側の力場を浸しん食しよくしようとしていたゼテスの慣性制御力場の出力が低下した感触だ。

　朱理はすかさず慣性制御システムを操作した。敵機体の慣性を加増することでこれを固定、右手のシアーズを引き抜く。その直後、敵機に対する慣性制御を解除。スパイク付きの盾たてを叩たたきつけた。

（一つ！）

　横転する敵機と緊急排出されたコクピットユニットを横目に朱理はタロスⅢを反転させ──彼女の体たい感覚では自分で振り返り──最初に右側面から襲おそってきたゼテスと向かい合う。現在の状況は一対四。まだ敵五機の内、一機を潰つぶしただけだ。バイザーに映る索さく敵てきセンサーのサインを確認するまでもなく敵がこちらへ狙いをつけているのは分かっていた。

　朱理の意図した動作を忠実にトレースしてタロスⅢが反転する。その光学センサーはドリル・ランスの穂ほ先さきをこちらへ向けて突進してくる敵ドウルの姿をバイザーに映し出した。最初に側面から攻撃を掛けてきた二機の内の一機だ。朱理は咄とつ嗟さに左腕をかざした。タロスⅢの左前腕部に装着された小型シールドがドリル・ランスと激突する。

　再び「場」のプレッシャーを朱あか理りは感じた。ランスの慣性を増大させ貫かん通つう力りよくを高めようとするゼテスの力場と、ランスの慣性を中和し刺し突とつの勢いを殺そうとするタロスⅢの力場がぶつかり合っているのだ。

　朱理の左腕に大きな抵抗が掛かる。タロスⅢのシールドに掛かる圧力がＮＩＴＵニツツを通じてそのような錯さつ覚かくをもたらすのだ。しかし負荷が掛かっているということは、シールドを貫通されていないということ。慣性の増大と中和は、中和の方に天てん秤びんが傾いていた。

　ドリルビットがシールドの表面を削けずっている。それに構わず、朱理はシールドを跳はね上げた。ランスの穂ほ先さきが斜め上へ流れる。体勢の崩れた敵のシールドを右手に握るシアーズのグリップで強引に払い除のけランスとシールドの間に両手をねじ込んだ。

　右手と左手、二本のシクル・シアーズが交差する。全長の半分を占める長い柄えの上端に取り付けられたフックがかみ合い、二本の刃やいばが一つの大おお鋏ばさみとなる。

　これが鎌形大鋏刀シクル・シアーズのもう一つの形。内側に湾わん曲きよくした刃が敵機の首を挟はさみ込む。首くび刈かり鎌がまの鋏は装甲をものともせず一気にゼテスの頭部を刈かり飛ばした。

　朱理が右へ振り向く。味方が立て続けに撃破されたのを見て警戒したのか、最初後方から仕掛けてきた横よこ浜はま軍のドウルは足を止めて身構えていた。

　朱理はその機体へ先手を打って突進した。シクル・シアーズを分離し、両腕のシールドを前に掲げて跳とび込むようにゼテスへ体当たりを掛ける。

　ぶつかり合う盾たてと盾。タロスⅢの慣性中和に失敗したゼテスは、体格差に負けて大きく仰のけ反る。朱理が左右の鎌を振り上げた。真っ向から振り下ろしたシアーズは相手の両肩に深々と食い込む。両腕を断ち切るには至らなかったが、敵機は既すでに死に体たいだ。しかし朱理のチャージは、これで終わりではなかった。

　タロスⅢの巨体が宙を舞う。シアーズのグリップを握ったまま敵めがけて跳ちよう躍やくしたのだ。

　突き出される右みぎ膝ひざ。そこには円えん錐すい形けいの角つのを生やした可動装甲が追加されている。角の尖せん端たんが向く先は、鎌が捕らえている敵機の、顔面。

　激しい破砕音と共にゼテスの頭部が潰つぶれ、そのまま地面に崩れ落ちる。朱理は敵機を押し除けるようにして両手のシアーズを外し、戦闘能力を失った敵機を踏み潰さないように着地した。

　これで一対二。右手に見える二つの敵影に、最前までの勢いは無い。格闘戦に弱気は禁物だ。この鉄則を忘れた横浜軍偵てい察さつ隊たい機へ、朱理は猛もう然ぜんと襲おそい掛かった。




　地面を揺るがす足音が背後から聞こえてくる。朱理は元来た道──小お田だ原わらの方へ振り向いた。僚りよう機きがようやく追い付いてきたのだ。

「こちらスカーレット・ワン」

　コールサインを口にすることで、自動的に友軍向けの通信回線が開く。

「ようやく追い付いたの？　遅いわよ」

『こちらスカーレット・ツー。ずいぶん派手にやったな。ひのふの……相手はゼテスが五機か。偵てい察さつ用のドウルとはいえ大したものだ』

『スカーレット・スリーだ。朱あか理りぃ……少しはボーナスを残しておけよ』

　返って来たのは悪びれの無い返事。朱理も本気で責めたわけではないので、このくらいの軽口がこの場の雰ふん囲い気きにちょうど良かった。

「コールサインを使え、髭ひげオヤジ」

『オヤジは酷ひでえな。俺おれはまだ二十九だぜ』

「十七歳のあたしから見れば十分オジサンの域よ。そろそろ足に来てるんじゃないの」

　しかし軽口の応おう酬しゆうは敵の接近、ではなく通信に割り込んできた申し訳なさそうな声で中断された。

『こちらインディゴ・フォー。ごめん、姉さん。ついて行けなくて……』

「良いいのよ、蒼あお……インディゴ・フォーは後からで。アンタは後詰めなんだから」

　自分では姉らしく慌あわてず理性的な対応ができた、と朱理は思っていた。だが武器を持ったままの両手を顔の前でぶんぶん振り回していることに気がついていない程度には、彼女は狼ろう狽ばいしていた。彼女の傍そばに立っていた機体が仰のけ反ぞるように後退したのも朱理の目には入っていない。

　朱理は弟が自分に対して引け目を覚えていることに気づいている。それが理屈で解決できない感情であることも理解している。彼女が弟を戦場に立たせたくないのと同じように、蒼生あおいも朱理一人を戦わせたくないのだ。しかし、現実はこの姉弟きようだいに厳しかった。朱理がドウルに乗らなければ二人は小お田だ原わらに住めなかったし、オートンの一員である以上、蒼生がドウルに乗らずに済ませることも許されなかった。彼女にできるのは、弟に気を遣つかわせないよう自分も気を遣っていないふりを演じることだけだった。

　朱理のタロスⅢが見せた同士討ちを起こしかねない危険な挙動が収まったところで、小田原軍のドウルマスターたちはようやく真ま面じ目めな相談に移った。

『で、これからどうする？』

「どうするもこうするもないでしょ。侵攻部隊を迎え撃てってのが雇やとい主ぬしの命令なんだから、雇われ者のあたしたちはそれに従うまでよ」

『それはそうだが、具体的にどうするかということだ。小田原オートンの防衛本部は可能な限り迎撃ポジションを押し上げろと言っていたが……』

『回り込まれたらどうするんだろうね？　素人しろうとはこれだから』

『いや、回り込まれなくても我々のディフェンスを抜かれてしまえば結果は同じだ。予備兵力が無いのだからな。素人考えというより、それを考えても仕方がないということだろう』

『まあ、これだけ兵力に差があればわざわざ迂う回かい作戦なんてやらんだろう。敵さんは最短距離を突っ走って来るさ。後のことを考えれば、抵抗兵力は潰つぶしておきたいだろうしな』

『俺おれもそう思う。だから問題は、何処どこで迎え撃つかということだ』

『本部から状況に応じて対応しろと言われている以上、俺たちが決めなきゃならん』

「インディゴ・ワン、貴方あなたはどう考えるの？　この部隊のリーダーは貴方なんだから、あたしは貴方の決定に従うわよ」

　朱あか理りの言葉に、他ほかの六人も喋しやべるのを止やめてインディゴ・ワンへ──その機体へ目を向けた。

『私は一いつ旦たん、先さき程ほどのポジションまで下がるべきだと思う。我々の戦闘目的はソフィアの介入を招く為ための時間稼かせぎだ。スカーレット・ワンが破壊した機体のドウルマスターを回収するだけでも、二、三時間は稼げるだろう』

『……ちょっと待ってください。負傷者を救助しないんですか？』

　リーダーの言葉を聞いて、蒼生あおいが慌あわてて口を挿はさんだ。

『インディゴ・フォー。ドウルのコクピットは操縦者の保護に万全を期している。緊急射出で地面に放り出されたくらいで一刻を争うような怪け我がはしない』

　だが非難の声は続かなかった。インディゴ・ワンのアイデアを非道だと考えている者は、蒼生以外いなかった。

「インディゴ・フォー、インディゴ・ワンの言うとおりよ。第一、あたしたちに捕ほ虜りよを取っているような余裕なんて無いわ」

　真っ先に姉である朱理がその甘さをたしなめ、

「そうと決まればさっさと戻りましょ」

　率先してリーダーの指示に従い動き出した。

　朱理はふと、道の左に目を遣やった。ドウルの歩行にも耐えられるよう圧縮整地された道路の彼方かなたに、緑の水田が連なって見える。食料プラントに頼らない自然主義者の農地。今年の天候は今のところ順調なので、このまま行けば餓が死し者しやが出ない程度の収しゆう穫かくは得られるだろう。

　非合法武装集団の補給基地となることを恐れ都市外の農牧地に対する資本の投下が止まって、既すでに二百年が経過している。未いまだ安定を欠く気候で十分な化学肥料も農薬も、そして何より燃料も得られない古典的農業は、容易に凶作に陥おちいる。そして餓死で、病死で、あるいは間引かれて、多くの人々が死んでいく。それが自然主義者の生活だ。

　彼らは兵器の中に押し込められ、命のやり取りを強制されることが無い。その代わり彼らには運命に抵抗する術すべが無く、ただその蹂じゆう躙りんに身を任せることしかできない。

（あたしは運命なんかに屈しない。抵抗できずにのたれ死ぬなんて真っ平ぴらだ）

　朱理は真っ直すぐ前を見て、大型陸上機械用の広い道を歩き続けた。
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　地じ響ひびきを立てて鋼はがねの巨人が闊かつ歩ぽする。一糸乱れぬ二＋四×七の方ほう形けい陣じんで行進するのは横よこ浜はま軍のドウル部隊三十機。横よこ浜はま軍制せい式しきタイタニック・ドウル「金こん剛ごう」が二十八機、砲撃戦を得意とする隊長用機「徳とく叉しや迦か」、そして横浜軍エースドウルマスター・如月きさらぎ龍りゆう一いちの専用機「娑しや羯か羅ら」。いずれも東京ポリスで開発された最新鋭機だ。

　彼らは偵てい察さつ機きゼテスが残ざん骸がいとなって転がっている戦場跡で足を止めた。

　セオリーどおり頭部を潰つぶされている五つの機体と、放り出された五つのコクピット・ユニット。見た限りでコクピットに異状は無い。それにも拘かかわらず脱出した形跡が皆かい無むなのは、パイロットが意識を失っているからだろう。機体が受けた重大なダメージを感じるはずのない痛みとして錯さつ覚かくしてしまうのはＮＩＴＵニツツの大きな欠点だ。

　もちろん肉体的な損傷が生じるレベルのものではないから、パイロットは時間が経たてば何事も無かったように目を覚ます。つまり逆に言えば、撃破されてからまだそれ程ほど時間が経っていないと推測される。

『随ずい分ぶんあっさりやられてくれたな』

『ゼテスのような安物を使うからです。足が速いだけで、他ほかの面では二線級のスペックなんですから』

　隊長とエースの会話に異を唱える機体は無い。隊の規律が徹底しているという面もあるだろうが、他のドウルマスターも同じ感想なのだろう。

『だがこいつらも報ほう酬しゆう分ぶんの働きはしてくれた。それでよしとしよう』

　同情する雰ふん囲い気きが生まれなかったのは、ゼテスのドウルマスターが横浜軍の正規軍人ではなく傭よう兵へいだったという事情もある。

　横浜軍の制式ドウルである金剛は防御の堅い拠点防衛用の機体で偵察には向いていない。

　そこで横浜ポリスは小お田だ原わら侵攻に当たり、偵察・工作任務の専門家を自称する傭兵を雇やとい入れた。予算の無む駄だ遣づかいという声も少なくなかったが、横浜の指導層は戦闘を長引かせない為ために慎重を期したのである。理由は小田原と正反対。太陽系連盟に介入する暇いとまを与えない為だ。

『こいつらをやった機体は旧式のタロスシリーズ』

　偵察隊と朱あか理りの戦闘状況はゼテスのカメラから横浜軍本隊に中継されていた。

『単一機種に統一されてはいないだろうが、他の機体もタロスと同じ一世代前の旧式だろう。トラップを仕掛けている様子も無い』

『それで時間稼かせぎが可能と考えているのなら、我々もなめられたものです』

　小田原軍の戦闘目的が連盟介入までの時間稼ぎにあるということは、横浜軍にも分かっていた。横浜と小田原の戦力差で他に取るべき策は無いのだ。国力差百倍といっても、横浜が保有するタイタニック・ドウルの機体数が小田原の百倍という意味ではない。横浜のドウル保有数は六十機。現状において小田原の八倍に満たない。今回の対小田原戦に投入した機体はその半数。だが三十対八でも最初から勝負にならない程度の戦力差ではあるのだ。（ちなみにドウル保有数六十機というのは世界的に見てもかなり多い。同盟国である東京ポリスの百機と合わせれば世界トップクラスの軍事力となる）

『アウターの連中にはすぐに身の程ほどを思い知らせてやるとして、今はとりあえずこいつらを出してやるとしよう』

　隊長機からゼテスのドウルマスター救出指令が出される。操縦席に閉じ込められたままでも命に別状があるわけではないが、機体から切り離されたコクピットユニットでＮＩＴリングが接続されたままの状態が続くと数週間から数ヶ月の運動障しよう碍がいを患わずらう危険性が高い。戦闘が終結、または中断した段階で、排出されたコクピットを開放しドウルマスターを引きずり出すのが戦場の常識となっている。

『待ってください、隊長』

　しかしその定じよう石せきに横よこ浜はま軍のエースドウルマスター、如月きさらぎ龍りゆう一いちが異議を差し挟はさんだ。

『四機もいれば、多少時間が掛かるにしても救出作業は可能です。残りはすぐに小お田だ原わら軍を追い掛けましょう』

『戦力を分けるというのか？』

『小田原の戦力が十機以上ということはないでしょう。三十機が二十六機になっても誤差の範囲です。それより時間を掛けないことの方が、今回の作戦には重要なはずです』

[image: ]

　龍一の具ぐ申しんに賛成の声は上がらなかった。彼の意見が正しいことは、おそらく金こん剛ごうのドウルマスター二十八人の全員が理解していたが、自分が救助される立場になった場合を考えて心情的に賛成しかねているのだ。

『分かった。貴官の意見を採用しよう』

　だがさすがに指揮官に選ばれただけあって、隊長は感情より論理を優先させた。

『二十五番機から二十八番機は偵てい察さつ隊たいの救出に当たれ。他ほかの者はこのまま前進する』

　隊長機・徳とく叉しや迦かと龍りゆう一いち機・娑しや羯か羅らが並んで歩き出し、金こん剛ごう二十四機がその後に続いた。
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　小お田だ原わら防衛隊のドウル八機は、オートンから十キロの地点にある海辺の廃はい棄きされた旧世紀の都市で横よこ浜はま軍を待ち構えているところだった。彼らは東京ポリスが横浜軍に水陸両用の最新鋭機を提供したという噂うわさを耳にしている。もしその機体で海中から背後に回り込まれれば、彼らのやっていることは全すべて水の泡だ。海辺に来たのは海中を進む機体を探知する為ためだった。だから前方から接近してくる横浜軍をレーダーに捉とらえた時、彼らの懸け念ねんは一つ消え去ったことになる。だが小田原軍のドウルマスターは、朱あか理りを含めて動揺に襲おそわれていた。

『ヤツら、来るのが早すぎる……！』

『まさか、既すでに戦闘エリアとなっている道をキャリアーで来たのか？』

『いや、キャリアーの反応は捉えられない。ドウル用のキャリアーだ。あんなデカブツをレーダーから隠せるはずがない！』

『あいつら、偵察隊を見捨ててきたのよ』

　朱理が放った一言に、通信回線を飛び交っていた怒号はピタリと収まった。

「……だったら、あの人たちは？」

　姉の言葉に一番ショックを受けていたのは蒼生あおいだった。

「ドウルのコクピットは、脱出時の衝しよう撃げきからパイロットを完かん璧ぺきに守る。そうだろう、姉さん？」

　コードネームではなく姉と呼んだことに、叱しつ責せきは返ってこなかった。

『外的なショックに対する防御は完璧よ。でも緩かん衝しよう装置が完璧すぎて、ドウルマスターをシートに固定している器具が外れないままになっていることが多いの。例えば、ＮＩＴリング』

「ＮＩＴリングが外れないと……どうなるんだ？」

『リングが強制的に吸い上げている神経信号の行き場が無くなって、ドウルマスターの肉体が手足を失ったと誤認識してしまう。その所為せいでドウルマスターは一時的な運動障しよう碍がいを患わずらうことになるわ』

「一時的って……どのくらい？」

『数週間から数ヶ月』

　それを聞いて、蒼生は安あん堵どの息を漏もらした。数ヶ月の運動障碍は、オートンの住民や自然主義者なら命取りになるかもしれない。だがポリスの市民であれば、療養に問題は無い。

　しかし、そう考えるのは早計だった。

『でも神経の障しよう碍がいが手足から重要器官、例えば心臓に及んだ場合、数ヶ月で死に至る』

「そんな！　じゃあさっき俺おれたちが救助しなかった所為せいで、あの人たちが」

『落ち着け、インディゴ・フォー』

　蒼生あおいの動揺を止めたのは、隊長を務めるインディゴ・ワンの落ち着いた声だった。

『俺は、横よこ浜はま軍が僚りよう友ゆうを見捨ててきたとは思わない。おそらく彼らは救助に必要な最低限の人員を残して進軍してきたのだろう』

『自分から兵力を分けたと？』

『そうだ、スカーレット・ツー。我々と彼らの戦力差なら、別におかしな判断ではない。それより今は、そんな話をしている場合ではないぞ』

　海外の──日本列島以外という意味だ──ポリスで傭よう兵へい部隊を率いていたこともあるインディゴ・ワンの発言には、これ以上の無む駄だ話ばなしを許さない説得力があった。

『インディゴ・フォー、ガンジャベリンの有効射程距離に入るまでの推定時間を報告せよ』

「現在の速度で七分後です！」

　蒼生はこの隊の中で最も経験が乏しい。その為ため、最後尾のポジションで情報分析の役目を割り当てられている。隊長インデイゴ・ワンの言葉でその役目を思い出した蒼生は、慌あわてて戦術支援モニターを呼び出し質問に答えた。

『各機散開！』

　この地点には廃はい棄きされた二十一世紀の中層ビル群が比較的原形を留とどめた状態で残っている。彼らがこの場所を迎撃ポイントに選んだ理由だ。

　小お田だ原わら部隊は廃ビルを遮しや蔽へい物ぶつとして、その陰に散った。

『インディゴ隊、射撃用意。スカーレット隊は待機』

　隊長が自分自身を含めたバックアップチームにガンジャベリンの安全装置解除を命じる。

　ガンジャベリンはタイタニック・ドウルの砲撃戦用主力兵器だ。その形態・性質を簡単に説明すると、穂ほ先さきに成形炸さく薬やくを仕込んだ針のように細い──ドウルのサイズに対してという意味である──投槍ジヤベリンをレールガンで撃ち出すライフル型の銃である。銃ガンの形をしていても主体はあくまで投槍ジヤベリンの方だから「ジャベリンガン」ではなく「ガンジャベリン」。平均的な物で長さ三メートル、直径十センチの投槍ジヤベリンを九本～十五本装そう塡てんしたカートリッジを使用し、大気圏内で秒速三キロ、大気圏外で秒速五十キロの速度で炸薬内蔵の槍やりを撃ち出す。

　投槍ジヤベリン自体は歩兵でも扱えるサイズに過ぎないが、レールガンを使用することで得られる飛ひ翔しよう速度が圧倒的な威い力りよくを生む。レールガンのサイズは全長十メートルから十二メートルの物が主流だ。ドウルの体高のおよそ半分に達するサイズは投槍ジヤベリンを十分に加速する為のレール長を確保するのに必要なものだが、他ほかの武器の携行を妨さまたげる要因にもなっている。その為ドウルは砲撃戦部隊と近接戦部隊の混合チームによる運用がセオリーとなっており、単機で戦場に投入するのは、例えばそれが極めて強力な機体である場合などの特殊なケースに限られる。

「敵の侵攻速度は変わらず。射程内まで、あと三分」

　戦術支援モニターを開いたまま、蒼生あおいは自身でもガンジャベリンを構えた。銃の重さが感じられないことに違和感を覚えるのは、ドウルとの同調が朱あか理り程ほど上手うまく行っていないからだ。

　蒼生のＮＩＴＵに対する適性は、残念ながら朱理に遠く及ばない。彼は自分に姉のような才能が無いことを弁わきまえている──あるいは、そう思い込んでいる。彼の姉はエクサーでこそないものの、タイタニック・ドウルの操縦にかけては紛まぎれもなく天才だ。

　彼女が初めてドウルに搭乗した年齢はわずか十二歳。その初うい陣じんで、当時日本列島のみならず東アジア一帯に勇名を轟とどろかせていた京都ポリスのエースを撃破している。

　この時代のご多分に漏もれず蒼生たち姉弟きようだいには様々な民族の血が混じっているが、彼ら自身はまだ本州から出たことが無い。だが世界中の何処どこへ行こうとも、朱理は一流のドウルマスターとして通用すると蒼生は確信している。彼女一人ならばポリスの正規軍に迎え入れられ、そのまま市民権を得ることも荒こう唐とう無む稽けいな夢ではない。

　姉の為ためを思えば、自分はいない方が良いいのではないか……とは、蒼生も思っていなかった。そもそも今の時代、そんな繊せん細さいな人間は生きていけない。自分が生きていく為にはまだ姉の軍事的才能が必要だと割り切れる程度には蒼生も図太かった。だが、こういう時代に生きる少年だからこそ、そして自分が一つしか年の違わない姉の庇ひ護ご下かにあるということを強く意識しているからこそ、早く一人前になりたいという欲求は人一倍強かった。

（俺おれだってもう戦える。やってみせる！）

　今回の横よこ浜はま軍侵攻は小お田だ原わらオートンにとって大いなる災さい禍か、かつて無い危機。だが蒼生にとっては、一つのチャンスだ。──彼はこの瞬しゆん間かんまで、そう思っていた。

「射程距離、入りました！」

　横浜軍の最前列が蒼生のポジションから距離二千五百メートルの境界内に踏み込んだ瞬間、彼はそう叫んだ。既すでに機体とリンク済みだった彼の声は、意識的な操作を必要とせず通信機を介して味方に届く。

『撃て！』

　インディゴ・ワンの号令と共に、インディゴ隊のガンジャベリンが一いつ斉せいに火花を散らした。炸さく薬やく内蔵の投とう槍そうが大気圏内上限速度、秒速三キロで撃ち出される。ドウル本体と比較すれば投槍の質量など有あって無いようなものだが、これだけの初速で発射されれば反動は無視できない。不安定な二足歩行のドウルがガンジャベリンを使えるのは、慣性制御により反動を抑制することができるからだ。逆に言えば、発射のタイミングで上手く慣性制御を効かせられなければ、反動で正確な照準が得られなくなる。

（くそ、外した！）

　自分の放った投槍ジヤベリンが空中で爆発したのを見て、蒼生あおいは心の中で舌打ちを漏もらした。ガンジャベリンの弾体に内蔵された炸さく薬やくは、流れ弾による被害を防止する為ために当たらなくても発射後一秒で爆発する仕様になっている。空中での爆発は、的を外したことを意味していた。

　相手は方ほう陣じんを崩していない。まぐれでも当たる陣形だ。それなのに当たらなかったのは、慣性制御が甘かったのと、色気を出して敵機の頭部を狙ねらったからだ。それは蒼生自身にも分かっていた。

　今度は確実を期して、機体の腹部を狙う。ここは操縦ユニットを守る胸部に比べて、比較的守りが薄うすい箇か所しよだ。上手うまく装甲を抜けばガンジャベリンでもドウルを撃破できる。

　しかし廃はいビルの陰から慎重に狙いを付けていた蒼生は、引き金を引くことができなかった。蒼生以外の機体から命中弾を受けた横よこ浜はま軍が急激に陣形を変化させ、半はん円えん陣じんから濃密な砲撃を繰り出してきたのだ。遮しや蔽へい物ぶつにしていた廃ビルが被弾し、破片が蒼生の機体タロスⅣに降り注ぐ。銃身が瓦が礫れきのシャワーを受けて射撃どころではなくなってしまった。

　それでも蒼生は運が良かった。

『スカーレット・スリー！』

『畜ちく生しよう、脚をやられたっ！』

『こっちは右腕に被弾！　これ以上の砲撃は無理だ！』

『インディゴ・ツー、スカーレット・スリー、武装を交換しろ！』

　横浜軍の金こん剛ごうに次々と命中弾を浴びせながら、インディゴ・ワンが被弾した味方にロールチェンジを命じる。

「ああぁぁぁぁ！」

　蒼生の口から獣けもののような叫びが放たれた。ただしそれは獲え物ものを前にした捕食者の咆ほう吼こうではなく、追い詰められた被捕食者の悲鳴だった。

　蒼生のタロスⅣが遮蔽物として役に立たなくなった廃ビルの陰から走り出る。狙いを付けぬまま撃ち続けたガンジャベリンが、まぐれで三機の金剛にヒットする。

　だが、ビギナーズラックはここまでだった。激しい衝しよう撃げきがタロスⅣの左肩シールドを吹き飛ばす。蒼生が止とどめを刺されなかったのは、彼の機体がその衝撃で転倒した為に敵が偶然狙いを外したからだ。そういう意味ではまだ、ツキが残っていたと言える。だが倒れたまま振り向いて、彼の機体を撃った相手を視認した瞬しゆん間かん、蒼生は心の中で「やられた」と思ってしまった。

　相手は左右両肩にシールド一体型のガンジャベリンをマウントした砲撃戦用ドウルの徳とく叉しや迦かだった。小お田だ原わら軍に情報部などという気の利きいた物は存在しない。だが敵部隊の指揮官機に関する情報くらいは手に入れていた。徳叉迦は東京ポリスで開発された最新鋭の機体だ。入手したデータには射撃時の安定性が特に向上していると書かれていた。

　指揮官機らしくあの機体は戦端が開かれた時からほとんど前進していない。敵陣の最後方からの射撃で、徳とく叉しや迦かは初弾から蒼生あおいの機体を捉とらえた。二発目が外れたのは運が良かったからにすぎない。さっきのような幸運は二度と起こらないだろう。自分の運命からせめて目を逸そらすまいと、蒼生は徳叉迦の構えるガンジャベリンの銃口を睨にらんだ。

　だが蒼生の乗るタロスⅣのメインカメラは、徳叉迦の銃口をのぞき込むことができなかった。徳叉迦は銃口を別の機体へ向けていた。

　蒼生の肩から力が抜ける。絶体絶命の窮きゆう地ちを逃れて思わず気を抜いてしまったのだ。──戦場の直ただ中なかという状況が続いているにも拘かかわらず。

『蒼生、右！』

　徳叉迦が照準を外した理由。それを蒼生は絶望と共に認識した。右手から接近する鮮やかなネイビーブルーの機体。肩の上、首の両側にマウントされたジェットエンジンのような武装。その目立つ色彩とフォルムは横よこ浜はま軍のエース機、娑しや羯か羅らに違いなかった。

　蒼生は慌あわてて立ち上がろうとした。地面に右手をつく。だが、右腕は自らの体重を支え切れなかった。そのまま無様に転倒する。首こうべを回めぐらせて右腕を見ると、肘ひじの装甲がずれていた。転倒した時に胴体の下敷きになって損傷したのだろう。ドウルの操縦システムは自分の肉体を動かすのと同等の操作性を発揮するが、痛覚は再現しない。機体が損傷してもその情報が感覚としてドウルマスターにフィードバックされることは無い。

　今いま更さらながら、蒼生は視界の片かた隅すみにダメージサインが表示されているのに気づいた。ポリス正規軍の機体では起こり得ぬ損傷。だが蒼生のタロスは出所が定かでない中古品で、物資が十分とは言えないオートンで整備された物だ。転倒時の受け身は必ひつ須すだったのに、それを怠おこたった。その結果、右腕の自由を失った。

　再び体勢が崩れ、回避はいよいよ絶望的なものになる。怠たい慢まんの付けは、どうやら自分の命で支払うことになりそうだ──そう思いながら、蒼生は左手で身体からだを起こそうとしていた。ただ殺されるのを待つつもりは無かった。

　そのあがきが、奇跡を呼んだのか。

　いや、これを奇跡と言っては当事者に失礼だろう。彼女は必ず助けるという決意を持って飛び込んだのだから。

　蒼生の視界を赤茶色の巨影が横切った。草原や廃はい墟きよではかえって目立つ砂漠迷彩のタロスⅢ。朱あか理りの機体が娑羯羅にタックルを仕掛けたのだ。

　娑羯羅はタックルにより吹き飛ばされたが、空中で体勢を立て直し軽やかに着地した。

　純粋な機体重量はタロスⅢが娑羯羅を上回る。娑羯羅のドウルマスター・如月きさらぎ龍りゆう一いちは慣性増大により踏ん張るのではなく、接触時の慣性中和により衝しよう突とつ時のダメージをほとんどゼロに軽減した。そして空中で両肩のウォータージェット・ユニットから高圧の霧きりを噴射して、その反動で機体をコントロールしたのだ。

『蒼生、下がりなさい！』

　弟に叫ぶのと、崩れかけた舗ほ道どうを蹴けったのは、どちらが先だったか。廃はい墟きよの道路が足の大きさに陥かん没ぼつし、朱あか理りは娑しや羯か羅らへ肉にく薄はくした。




　娑羯羅の目を通して、否いな、娑羯羅と視界を重ね合わせて、龍りゆう一いちは突っ込んでくるタロスを見み据すえた。

　娑羯羅のサイクロニクスが遠雷のような咆ほう哮こうを放つ。ＳＩＭＡシーマ──シンボリックSymbolic・イメージImage・マテリアライズMaterialize・アビリティAbilityが空間構造に干かん渉しようする時に発生する幻げん聴ちようだ。

　タイタニック・ドウルには専用機と量産機がある。専用機とは文字通り、パイロット＝ドウルマスターに合わせて作られた、そのドウルマスター専用の機体のことだ。そして専用機と量産機を分ける最大の相違点は固有兵装の有無にある。

　ＳＩＭＡシーマは個人の精神が産み出す属人的な力だ。機械的に画一化された能力ではなく、得手不得手の差が非常に大きい。慣性中和装置や気体運動制御装置のような基本装備は適性に関係なく使いこなすことがドウルマスターには要求されるが、それ以外の面では得意分野に特化することが効率的だと考えられている。

　固有兵装は、ドウルマスターの持つＳＩＭＡシーマの特性に合わせて作られた武器のことだ。ドウルマスターが最も得意とするＳＩＭＡシーマをサイクロニクスで増ぞう幅ふくして攻撃に、防御に用いる。固有兵装により、専用機はその機体だけの超常能力を発揮する。

　如月きさらぎ龍一が得意とするＳＩＭＡシーマは液体流動制御。娑羯羅の両肩に取り付けられた円筒──ウォータージェットがこの能力を活いかす為ための固有兵装だ。娑羯羅の右手が、右肩に担かつぐ円筒の下に取り付けられた取っ手を握った。タロスⅢが娑羯羅に接触するまで、あと四歩。

　娑羯羅の右手がウォータージェットの筒先を赤茶色の機体へ向ける。接触まで、あと三歩。

　龍一の目前に浮かび出たクロスゲージがタロスⅢの頸けい部ぶに重なる。接触まで、あと二歩。

　娑羯羅の固有兵装が細い高圧水流を吐き出したのと、タロスⅢが眼前に盾たてを翳かざしたのは、ほとんど同時だった。

　タロスⅢの左手から盾が飛んだ。

　赤茶色の巨体は、ネイビーブルーの巨人の前で手をついている。

　倒れたのではない。それはまるで、クラウチングスタートによるダッシュの構え。

　タロスⅢが勢いよく体たいを起こし、右腕ですくい上げるように鎌形大鋏刀シクル・シアーズを振るう。

　娑羯羅はそれを、無数の散弾で迎え撃った。

　左肩のユニットから放たれた水の礫つぶてが、タロスⅢの巨体を押し戻す。

　体勢を崩した赤茶色の機体に、娑羯羅がドリル・ランスの穂ほ先さきを向けた。




　唸うなりを上げて回転するビットが盾を失った左側からタロスⅢの喉のど元もとへ迫る。

　娑羯羅の槍やりは、赤茶色の機体ではなく黒灰色の機体──蒼生あおいのタロスⅣを貫つらぬいた。

『蒼生あおい!?』

　朱あか理りが悲鳴を上げる。

　大だい丈じよう夫ぶ、と言うように、蒼生と一体化したタロスⅣが振り向いて頷うなずいた。

　娑しや羯か羅らのドリル・ランスは、タロスⅣの左腕を貫つらぬいて胴体の前で止まっていた。

　タロスⅣが疾しつ走そうを始める。

　虚を突かれたのか、慣性制御能力でも上回っているはずの娑羯羅がタロスⅣに半ば担かつがれて後退する。

　その先は、放ほう棄きされた旧世紀の埠ふ頭とう。水辺に建てられたビルの残ざん骸がい。

　蒼生はそのまま廃はいビルに突っ込んだ。

　娑羯羅の背中が脆ぜい弱じやく化かしたビルの壁へき面めんを崩す。

　だが致命傷には程ほど遠とおい。娑羯羅は廃ビルに埋まることなく、その手前でタロスⅣを受け止め踏ん張っている。ギリギリで慣性制御を作動させたのだろう。

　蒼生タロスⅣの右腕はさっきから動かない。左腕ももげ掛けている。突き放されれば今度こそ絶体絶命だ。蒼生には、抵抗の手段が無い──

（くそっ、何とかなれっ！）

　それでも蒼生は諦あきらめなかった。諦めることが即、死を意味する。そんな日々を潜くぐり抜けて小お田だ原わらに流れ着いた蒼生に死を受け容いれるという選せん択たく肢しは無い。

　絶望しても、諦めない。

　どんな不条理にもしがみつく。

　そんな、盲目的な生への執着を、蒼生はサイクロニクス機関に注ぎ込んだ。

　超常の現象を起こすタイタニック・ドウルの心臓。

　それが今、可能性の扉をこじ開ける。

　蒼生のＳＩＭＡシーマを吞のみ込んだタロスⅣのサイクロニクス機関が、彼の闘志を戦う為ための力に換える。武器として顕けん現げんする。

　電光が迸ほとばしった。

　雷の覇は者しやが産うぶ声ごえを上げた。

　最大出力一テラワット。

　放電時間、百分の一秒。

　出力で自然現象に匹ひつ敵てきし、エネルギー量で自然現象の十倍にも達する雷が至近距離からネイビーブルーの機体を撃つ。

　ドウルも電気で動く機械だ。過大な電圧は内部機構を損なう。今の一撃は娑羯羅の耐久限度を超えるものではなかったが、一時的な機能低下を引き起こすには十分な威い力りよくだった。

　ちなみにこの瞬しゆん間かん出力は、二十世紀末に造られた商業用原子炉の一千倍に達する。それだけのパワーを、サイクロニクス機関の助けを借りているとはいえ、一人の人間が生み出したのだ。瞬しゆん間かん的なもの故ゆえエネルギー量自体で見れば大したことはないが、この瞬間出力は明らかにドウル本体の出力を超えている。この一瞬、蒼生あおいはタイタニック・ドウルを上回る「力」を発揮したのだった。

　もし追撃が可能であったなら、蒼生は横よこ浜はま軍エース撃げき墜ついという大金星を挙げていたことだろう。だが未いまだ、可能性の扉はわずかな隙すき間まを開いただけだった。

　運命はそれ以上のサービスを行うつもりが無いようだった。

　娑しや羯か羅らだけでなく、タロスⅣのサイクロニクス機関も沈黙していた。分かり易やすく言えば──厳密には違うのだが──オーバーヒートだ。

　最新鋭機である娑羯羅は、すぐに再起動するだろう。

　しかし、タロスⅣの損傷は限界を超えている。元々この機体は電撃を放つようには作られていない。サイクロニクス機関はＳＩＭＡシーマを増ぞう幅ふくし安定的に出力する装置でありＳＩＭＡシーマの個人的特性に拘かかわらず作動する物だが、ＳＩＭＡシーマを効率的に攻撃力・防御力として利用する為ためにはその種類に応じてカスタマイズされた装置、固有兵装が必要となる。タロスⅣのサイクロニクス機関は設計段階でこれ程ほど強力なＳＩＭＡシーマの使用を想定していなかった上に、出力がスムーズに行かなかった所為せいで余計な負荷が機関に掛かっていた。

　そしてそれ以上に。

（か……らだ、が……動か、ない……と……動、け……）

　蒼生の疲労が限界を超えていた。過大なＳＩＭＡシーマの放出に耐えられなかったのは中古の機体だけではなかった。満足な訓練を積んでいない蒼生の意識は、大量のＳＩＭＡシーマ放出による急激な脱力感に朦もう朧ろうとしていた。




（今の電撃は一体何だ？）

　娑羯羅の機能は全面的に麻ま痺ひしている。それにも拘わらず、如月きさらぎ龍りゆう一いちは操縦席でそんなことを考えていた。

　機体の麻痺が一時的なものであり、ごく短時間で回復することが分かっていたからだ。既すでに復旧プロセスが進行している。龍一の心に焦あせりは無く、彼の意識は機体の受けた正体不明の攻撃に向けられていた。

（ＳＩＭＡシーマによる攻撃であることは確実だが……）

　タロスⅣは一世代前のドウルであり、そのスペックは細かい部分まで判明している。あの機体に電撃を放つ機能など無い。同時に、ＳＩＭＡシーマを電撃に変換するサイクロニクス装置を搭載していないことも分かっている。

（サイクロニクス機関の基礎的な機能だけで固有兵装に匹ひつ敵てきする攻撃を繰り出した？）

　彼の知識の範囲内で、そんなことができるのはエクサーだけだ。

「まさかな……」

　龍りゆう一いちの口から無意識の呟つぶやきが漏もれる。

　彼の呟きに、娑しや羯か羅らの電子頭脳は不適正コマンドのアラートを返した。




　　　◇　◇　◇




　横よこ浜はまと小お田だ原わらの衝しよう突とつは、横浜のドウル部隊がポリスを出発した時点で太陽系連盟の知るところとなっていた。武力紛争根絶の旗を掲げる連盟は即、ソフィアに対して出動を命令。蒼生あおいのタロスⅣと如月きさらぎ龍一の娑羯羅が激突していた時には、空くう宙ちゆう母艦一番艦「グリンブル」が両軍の本格的衝突直後に介入すべく相模さがみ湾わん沖の上空に達していた。

　そのグリンブルの中では、ソフィアのエクサー、ボルジギン＝バートリーン＝ドルジ大たい尉いが愛機「ルドラ」の中で降下の時を待っていた。

「レア」

『はい、ドルジ大尉殿』

「今の反応は何だ」

　非リンク状態で外部映像ではなく各種センサーのデータをモニターに映し出していたドルジは、瞬しゆん間かん的に発生した高出力のＳＩＭＡシーマを訝いぶかり艦橋に問い合わせたのだった。

『ただ今のＳＩＭＡシーマ反応は相模湾の湾岸地域で交戦中のドウルから発せられたものです』

　ルドラの情報支援を担当する新米オペレーター、レア＝プティ曹そう長ちようがドルジの質問に答える。彼女はまだ十五歳の少女だが知覚方面のサイキック、ＥＳＰに高い素質を示しソフィアの士官候補としてグリンブルで実戦教育を受けているところだ。

　気難しいタイプが多いエクサーに対して、高レベルのＥＳＰを持つ者は日常生活においても「気が利きく」タイプが多い。レア＝プティも少々子供っぽいところはあるものの細やかな気配りができる少女で、ドルジを含めグリンブルのクルーに可愛かわいがられている。

　──閑かん話わ休題──

「横浜軍のものか？」

　ドルジが真っ先に考えたのは横浜軍のエース、如月龍一のことだった。彼はまだ二十歳はたち前でありＳＩＭＡシーマの成長余地がある。元々エクサーまであと一歩と言われている彼が、実戦の中で覚かく醒せいしたのかと思ったのだ。

『申し訳ありません、大尉殿。どちらの部隊のものか特定できませんでした』

　しかし、レア＝プティはすまなそうにそう告げた。龍一はソフィアも注目しているドウルマスターだから、そのＳＩＭＡシーマ特性も摑つかんでいるはず。それなのに誰だれが発信源か特定できなかったということは、先さき程ほどのＳＩＭＡシーマは別人のものである可能性が高い。

「分かった。降下まであとどのくらいだ」

『はい……あと六十秒です、大尉殿。カウントダウンを開始します』

　レア＝プティの良く響ひびくソプラノを聞きながら、「面白いことになりそうだ」とドルジは考えていた。




　　　◇　◇　◇




　朱あか理りの操るタロスⅢが体勢を立て直し突進する。

　その向かう先は再起動中で身動きの取れない娑しや羯か羅らではなく、敵の攻撃と自らの力で擱かく座ざしたタロスⅣ。朱理の戦う理由は「弟の為ため」。彼女が娑羯羅の撃破より蒼生あおいの救出を優先したのは、彼女のポリシーに照らせば当然の選せん択たくだった。

　彼女の機体が娑羯羅から受けたダメージが、その判断を強固なものにしていた。先さき程ほどの戦闘で斬ざん撃げきを咄とつ嗟さに中止し残された右手のシールドで胸部をかばわなければ、娑羯羅の水弾はタロスⅢの操縦ユニットを直撃していた。

　タイタニック・ドウル同士の戦闘ではまず相手の慣性制御能力を奪うばうのがセオリーであり、その為に最優先のターゲットは首、次いで四し肢し。しかし首を刈かられても四肢を切り落とされても、それでドウルマスターが直接戦死することは無い。ドウルは機体の損傷で爆発するような燃料を使っていないし、ミサイルや爆弾の類たぐいも内蔵していない。せいぜい対拠点攻撃用に爆発物で武装した機体が外装兵器の誘爆に巻き込まれるか、機体を駆動していた電流の一部が操縦席に逆流して感電により火傷やけどするくらいである（脳や心臓などの重要器官に対する感電対策は過か剰じような程手厚く措そ置ちされている）。ドウル同士の戦闘でドウルマスターが戦死するケースは、そのほとんどが相手に明確な殺意がある場合に起こることだ。

　しかし稀まれに、固有兵装の性質によってその気が無くても相手のドウルマスターを死なせてしまう場合がある。娑羯羅の固有兵装がまさにそのタイプの物だった。

　朱理の機体は右手のシールドに所々穴が開いているだけでなく、頭部をかばった左前腕部が装甲を失い千切れかかっている。それ以外にも、シールドでカバーできなかった部分は見るも無残に削けずられていた。

　蒼生を救出している間に、娑羯羅は間違いなく再起動するだろう。

　娑羯羅から繰り出される次の攻撃に、朱理の機体は耐えられない。

　味方の援護が期待できる状況ではない。彼女はまだ十代の少女だが、事態を無意味に楽観視できない程度には戦場というものを知っていた。

　それでも朱理に躊ちゆう躇ちよは無い。

　蒼生の機体までたどり着いた朱理は、右手の得え物ものでタロスⅣの首を切り落とし、同じ右手の盾たてでその胸部を思い切り突き飛ばした。




　突然、視界がブラックアウトした。その直前の光景は、自分の首に刃やいばを振るう姉の機体。

「姉さん!?」

　ドウルとのリンクが強制切断された操縦席で蒼生あおいが叫ぶ。

　その声は彼の姉に届かない。

　彼は叫び続けることもできなかった。

　首を切り落とされたことによりタロスⅣのパイロット保護システムが作動。機体から緊急分離された操縦ユニットが突き飛ばされた勢いで飛び、廃はい墟きよの路面に落ち、傷んだ舗ほ装そうを抉えぐる。

　緩かん衝しよう装置の限界を超えた衝撃により既すでに朦もう朧ろうとなっていた蒼生の意識は闇やみに落ちた。




　外から見ただけでは、操縦ユニットの中の様子まで分からない。とりあえず蒼生を直接戦闘の範囲外まで遠ざけて、朱あか理りはホッと息をついた（ただしその運動神経シグナルはＮＩＴＵニツツにインターセプトされて実際の動作となることは無かった）。これでもう、少なくともこの戦場で蒼生が死ぬことは無い、と朱理は思った。

　今の衝撃で遂ついにタロスⅢの左腕がもげ落ちた。失われたのは左ひだり肘ひじから先だ。この程度では「人の形を失った」と判定されなかったようで、サイクロニクスの出力は三パーセント低下したのみ。しかし、手足を駆動させる機械部分にガタが来ていた。最初に蒼生を助けに入った時の強引な機動、金こん剛ごうの戦列を突破し徳とく叉しや迦かの砲撃を潜くぐり抜け娑しや羯か羅らの前に割り込んだあの時点で、既に相当な無理をしていたのだ。

　朱理は不自由な機体を何とか振り向かせた。

　ネイビーブルーの機体がちょうど再起動を終えていた。

　娑羯羅のサイクロニクスが再び咆ほう哮こうを上げる。

　朱理は右手のシクル・シアーズを握り締めた。手て応ごたえが妙に鈍い。朱理の最大の武器である機体との一体感が薄うすれていた。

（これはダメかな……）

　弱気になるのとは違う。妙に冷静な思考が朱理の意識をよぎった。自分がやられてしまったら蒼生がどうなるのか、気き懸がかりではあった。だが今までずっと自分が守ってきた蒼生が、今まで見せたことのない力で自分を守ってくれた……そのことが、朱理に不思議な充足感を与えていた。

（無抵抗でやられるつもりは無いけどね）

　せめて最後に一いつ矢し報むくいてやろう。そう決意した朱理に、予定どおりの救い手が訪れた。

　天から軽やかに舞い降りる巨体。

　朱理のタロスⅢと龍りゆう一いちの娑羯羅のちょうど中間地点に降り立つタイタニック・ドウル。

　体高二十五メートル。現行のドウルとしては最大級の、世界で最も有名な機体。ソフィア最強とその名も高いエース機──

「ルドラ！」

　朱あか理りは思わずそのドウルの名を叫んでいた。

　ルドラの着地と同時に、標準周波数通信で勧告が下される。

『こちら太陽系開発機構直属機動部隊ＳＯＦＥＡソフイア所属艦グリンブル。横よこ浜はま、小お田だ原わら両軍は直ただちに戦闘を中止してください』

　予定というには余りに不確定な、都合の良すぎる仮定のみで組み立てられた小田原の抵抗戦略は、望みうる限り最高の形で結実しようとしていた。

　朱理たち小田原軍の戦闘はソフィアが介入するまでの時間稼かせぎを目的としたものだ。万が一にもその目的を損なうような真似まねはできない。

　朱理はすぐに武器を手放した。
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　一方、娑しや羯か羅らを操る如月きさらぎ龍りゆう一いちは対応を決めかねていた。眼前の機体がソフィアのエース機「ルドラ」であることは彼も認識している。その戦闘力は決して評判倒れではないだろうと龍一も考えていた。

　だが横浜軍はまだ二十機以上、正確には二十二機が健在なのだ。対して、ルドラは一機。しかもこちらはほとんど最新鋭機と言って良い金こん剛ごうと、専用機の徳とく叉しや迦か、及び娑羯羅だ。貧乏ポリスの旧式機や整備が不十分な脱走兵部隊、中古品ばかりのオートンの部隊とは訳が違う。いくらソフィアのエクサーが相手でも、この物量差で負けるとは考えられない。

　龍りゆう一いちには、自分の技量に対する自負もある。彼のＳＩＭＡシーマ指数は九十八。ＳＩＭＡシーマ指数百がエクサーとそうでない者を分ける境界線だ。単純にＳＩＭＡシーマだけでも、エクサーにそれ程ほど引けを取っているとは思っていない。液体流動制御の固有兵装は各種固有兵装の中で最も戦闘力が高いタイプと言われているし、自分程液体流動制御を使いこなしているドウルマスターはいないと龍一は密ひそかに思っている。ドウル自体の操縦にも自信を持っていた。

　ここでソフィアのエースを撃げき墜ついすれば「横よこ浜はまの如月きさらぎ龍一」の名は世界に轟とどろくことになるだろう。作戦面においても、小お田だ原わらの抵抗意志を完全にへし折ることができるはずだ。いや、そればかりか太陽系連盟がポリスの頭上に君臨する今の世界政治体制を突き崩すきっかけになるかもしれない。彼は「真の独立」「真の自立」というスローガンに若者らしいシンパシーを懐いだいていたし、その実現に貢こう献けんしたいという若々しい野心も持っていた。

「隊長、どうします？」

　戦わせて欲しいという意思を秘めて、龍一は徳とく叉しや迦かに通信を送った。

『ポリスから停戦命令は下されていない』

　龍一の質問に対する回答は規則どおりのものだった。彼らは小田原の地熱発電プラント制御施設占領を命じられて出兵している。ソフィアの要求はこの命令に反するものだ。ポリス政府から占領命令の変更が無い限り、正規軍である彼らに戦闘を中止する権限は無かった。

　──とはいえ、これはあくまで原則論だ。状況に大きな変化が生じた場合、政府からの回答があるまで現地指揮官の権限で戦闘を中断することはむしろ当然の権利であり義務である。ソフィアの介入はこの「状況の大きな変化」に該がい当とうする。

　いや、ソフィアの介入は横浜ポリスにとっても当初から予期された事態のはずだった。それなのに戦闘の中断が予定されていないということは、政府がソフィアの勧告を無視しても良いと考えているということに他ほかならない。少なくとも龍一はそう考えた。

「了解です。作戦を続行します！」

　龍一は地形モニターで自分が何処どこに立っているのかを確認した。海はすぐ後ろ。所謂いわゆる「背水の陣」だが、彼にとっては好都合だ。

　娑しや羯か羅らがドリル・ランスの穂ほ先さきをルドラへ向けた。彼と隊長の会話を聞いていた僚りよう機きも娑羯羅を支援すべく陣形を変える。龍一はＳＩＭＡシーマをサイクロニクス機関に注ぎ込み、音声コマンドで固有兵装への回路を開いた。




　ドルジはルドラの目を通して、娑羯羅が──そのドウルマスター、如月龍一が自分と戦うつもりであることを見て取った。

『大たい尉い殿、敵機・娑羯羅にＳＩＭＡシーマ反応増大中！　ご注意ください！』

　通信機を通して、母艦グリンブルのレア＝プティが発する狼ろう狽ばいした声が伝わる。

「了解だ」

　そういえばレアが実際の戦闘に立ち会うのはこれが初めてだったかな、とドルジはついでのように考えた。

　彼にとっても約一年ぶりの実戦だ。最近はルドラのシルエットを見るだけで戦意を喪そう失しつする相手ばかりだったのだ。それを少々物足りなく思っていたドルジは、娑しや羯か羅らの示した戦意を見て軽い興奮を覚えていた。

　戦闘が回避できればそれに越したことは無い。悪友が口を酸すっぱくして説くその理屈に彼も異を唱えるつもりは無い。だが自分が好戦的であるのは、これはもう性格であって仕方がないことなのだ、とドルジは開き直り気味に思っていた。皮肉なことに、このところ本当は戦闘を嫌っている彼女にばかり実戦に突入する任務が回ってきて、彼は腕を振るう機会が与えられていない。そのことにドルジは、少しばかり欲求不満を覚えていたのだった。

　脳裏に城門が開く光景をイメージする。城の中からではなく、城じよう壁へきの外、草原から馬に乗った視点で眺ながめるイメージだ。それだけでいつものように自分の中から力が流れ込んでくるのをドルジは感じた。その力を丹たん田でんに、自分と一体化したルドラの胴体中央、操縦ユニットのすぐ下の部分へ誘導する。

　ルドラのサイクロニクス機関がドルジのＳＩＭＡシーマを吞のみ込んで唸うなりを上げる。その咆ほう哮こうは、娑羯羅のそれを凌りよう駕がする力強さを有していた。




　朱あか理りはリンクを維持したままの操縦席で強いプレッシャーを受けていた。その発生源はルドラ。計器を確認するまでもなく自分のものとは次元の違うＳＩＭＡシーマの波動に、朱理はエクサーの実力を実感する。

　横よこ浜はま軍の選せん択たくは無む謀ぼうだ、と彼女は思った。朱理の立場としては横浜軍が大人おとなしく撤てつ退たいしてくれた方が良い。しかしそんな利害関係に拘かかわらず、横浜軍はソフィアと──ルドラと戦うべきではないと彼女は感じた。

　この力の前には一対二十程度の戦力差など意味が無い。干かん戈かを交えれば徒いたずらに損害が増えるだけだ。横浜軍のドウルが残ざん骸がいと化す未来を彼女が幻げん視しする中、ルドラの外見に変化が訪れた。

　ルドラの特徴は背面に取り付けられたＸ型の大型ユニットだ。背中の中央を交点として右肩から左腰、左肩から右腰に伸びている、薄うすい箱を交差させたような固有兵装。その前後にスリットが生じる。その変化は両足の外側に取り付けられている分厚い装甲プロテクターにも生じていた。

　ジェットエンジン？　と朱理は思った。しかしあの大きさでは燃料を積むスペースが無い。娑羯羅は両肩に担かついでいる円筒形のユニットとは別に、背中に小型タンクを背負っている。しかしルドラの、おそらく固有兵装はＸ型ユニットの前後全面、脚部ユニットの上下全面にスリットが開いていて、空気が通り抜ける以上の空間は存在しないと思われた。

　娑羯羅が腰を落とす。朱理はそれを突進の構えだと思った。だが次の瞬しゆん間かん、彼女が目にしたのは逆の動作だった。

　娑しや羯か羅らは大きく後方へ跳ちよう躍やくした。着地、否いな、着水地点は海の中だ。娑羯羅は水を武器とするタイタニック・ドウル。そのドウルマスターである如月きさらぎ龍りゆう一いちは、海中にポジションを取ることでＳＩＭＡシーマの力量差を覆くつがえそうと考えたのだろう。

　だが、そう上手うまくは行かなかった。

　その戦法が上手く行かなかったということではない。

　娑羯羅は海に入れなかった。

（噓うそでしょ……!?）

　朱あか理りはその光景を間近で見ていた。ドウルのカメラ越しではあったが、それは肉眼で直接見たのと変わらない。

　自分の目で見た現実が信じられなかった。

　娑羯羅が跳躍した直後、ルドラが飛んだ。鋭い排気音と共にドウルが宙を駆けた。

　二十メートル以上の距離をあっさりゼロにし、娑羯羅の首を握り潰つぶさんばかりに摑つかみ、娑羯羅を軸にぐるりと回って元居いた場所に着地した。

（気体流動制御……「風使い」！）

　ルドラが足あし下もとに娑羯羅を投げ捨て首を踏み抜いて無力化する。その周囲に激しく土つち埃ぼこりが舞っているのを見て、朱理はようやく今何が起こったのか理解した。

　ソフィアのエース、ルドラのドウルマスター・ドルジ。またの名を「暴風のドルジ」。朱理はその異い名みようを「暴風の如ごとく敵機をなぎ倒す」という意味だと考えていた。だが、「暴風」の名はそのままの意味だった。あのスリットだらけの固有兵装は、見たまま空気を通す装置だったのだ。

　気体流動制御は固有兵装の中で、それ程ほど強力な特性ではないと考えられている。流動性は固体、液体、気体の中で最も高いが、密度は最も劣る。それも、比べ物にならないくらい低い。例えば常温一気圧における一立方メートル当たりの空気の質量は約一・二キログラムだが、水一立方メートル当たりの質量はおよそ一トン。つまり空気の八百倍以上だ。九気圧に圧縮した空気を拡散させないまま水の十倍のスピードで動かしてようやく、気体流動制御は液体流動制御が生み出す運動エネルギーを超えることができるのだ。大気圏内であれば空気は何処どこにでもあるとはいえ、気体流動制御で十分な攻撃力を確保する為ためには大量の空気を支配下に置く能力が必要になる。

　しかし逆に言えば、それだけ大量の空気を制御できるＳＩＭＡシーマの持ち主は、気体流動制御の固有兵装をいくらでも強化できることになる。弾切れの心配は一切不要だ。燃料の心配をすることなく、ＳＩＭＡシーマが続く限りドウルの巨体で自在に飛び回ることもできる。──ルドラのように。

　ドルジは気体流動制御を空気の砲弾、空気の刃やいばの創造に使うのではなく、機体の推進力として使っていた。ドウルは地上において通常、足と地面の摩ま擦さつ力りよくを超える推力を得ることができない。余よ程ほど上手うまく重心をコントロールしても移動に使用できる力はそれ以下だろう。二本の足で歩く人型をしている構造上の必然だ。バーニアスラスターを使って機動性を底上げする運用方法もあるにはある。だが燃料タンク容量の限界から、瞬しゆん間かん的、あるいはごく短時間の加速にしか使えない。

　自由に、高速で飛び回る。地上においてそのアドバンテージがこれ程のものとは、朱あか理りにとって想像の埒らち外がいだった。

　ルドラは何も、特別なことはしていない。

　すばやく近づいて、死角から一撃を浴びせるだけ。

　それだけで一方的に戦場を蹂じゆう躙りんする。

　ルドラにはおそらく、遠えん隔かく攻撃の能力も備わっているだろう。気体流動制御により強力な「風の盾たて」を作り出すことも可能に違いない。だがルドラは、ドルジはそのスピードだけで全すべての攻撃を寄せ付けず、野の太刀だちに似た大だい刀とうで横よこ浜はま軍のドウルを斬きり捨てていった。




　徳とく叉しや迦かに乗る横浜軍隊長が停戦受け入れを表明することにより──事実上の降伏宣言だ──戦闘は終わった。ルドラは横浜軍のドウルマスター全員が操縦席から退去し終えたのを確認して、何故なぜか朱理のタロスⅢへ歩み寄った。

『こちらはソフィア所属機ルドラ、ドウルマスターのドルジ大たい尉いだ』

「こちらは小お田だ原わら防衛隊所属タロスⅢ、ドウルマスター早さ乙おと女め朱理です。階級はありません」

　まさかと思っている内に直接話し掛けられて朱理は息が止まる程驚おどろいたが、何とか普通に自己紹介を返した。

『ミス早乙女、でいいか？　一つ個人的な頼みがあるんだが』

　ドルジに、朱理が若い女性であると知って驚いた様子は無かった。女子供が武器を取ることも珍しくない時代だ。彼女は本州でティーンの少女がドウルに乗っているのを自分自身以外に知らなかったが、世界では少女のドウルマスターも珍しくないのだろう、と朱理は思った。

「朱理で結構です。あたしにできることでしたら」

　ソフィアにも自分たちの利害があるのだろう。しかしこの戦闘で、朱理にとって、ドルジは紛まぎれもなく命の恩人だ。個人的な依頼に応こたえるくらいいくらでも、と彼女は思った。どんなことを求められても、例えば身体からだを差し出せと言われても、一晩くらいなら構わなかった。──未経験だからこそ、軽々しくそういうことを考えていたのかもしれないが。

『そうか』

　通信機から嬉うれしそうな声が聞こえる。だが、それに続いて出されたリクエストは思いもよらないことだった。

『ではアカリ。一瞬で良いい、サイクロニクスの出力を上げてくれないか』

「はっ？　あっ、いえ、そんなことでしたら喜んで」

　一体ドルジは何がしたいのだろう、と朱あか理りは思った。まさか自分をソフィアにスカウトしたい、などということではあるまい。都合の良い妄もう想そうを打ち消しながら、朱理はＳＩＭＡシーマをサイクロニクス機関へ注入した。

『……ふむ』

　何となく「違ったか」という空気が伝わってきた。都合が良すぎると思いつつ、心の何処どこかで期待していた朱理はその言葉にならない意思表示にがっかりしたが、すぐに気持ちを切り替えた。

「ドルジ大たい尉い、もうよろしいでしょうか」

『ああ、すまない。ありがとう』

　そう答えたドルジは、何故なぜかその場を動こうとしない。まだ何か言いたいことがあるのだろうかと思って、朱理は再び声を掛けた。

「ドルジ大尉？」

『アカリ、つかぬことを訊きくが……』

「はい」

『俺おれが到着する直前、横よこ浜はま軍の娑しや羯か羅らと交戦していたのは君で間違いないか？』

「いいえ、弟です」

『弟？』

　鸚おう鵡む返しに訊たずねるドルジの声は興味津しん々しんなものだった。

「はい。弟がタロスⅣで娑羯羅と交戦していました。サイクロニクスの故障により戦闘不能となりましたので操縦ユニットごと強制脱出させましたが」

『なる程ほど……アカリ、弟さんを我々に紹介してくれないか』

「それは構いませんが……」

　ドルジが何を考えているのか、朱理には分からない。だがその申し出は、正体不明の不安を朱理の心に呼び起こした。
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　ソフィアの空くう宙ちゆう母艦グリンブルは全長、最大翼よく幅ふくともに約二百メートルの巨大サイズだ。ドウルのキャリアーである空宙母艦は地球上全域を行動領域とする戦術上の必要性から垂直離着陸機能も持っているが、それはある意味非常用で、通常は滑かつ走そうして離着陸する。そしてそのサイズ故ゆえに、十分な着陸場所を取れないことも多い。その為ためソフィアの空宙母艦は全すべて飛行艇ていとしての機能も備えている。グリンブルは今、小田原を臨む相模さがみ湾わんにその巨体を浮かべていた。

　波に揺られるグリンブルへ、ルドラを吊つり下げた大型ヘリが接近する。大型と言ってもルドラより小さいのだが、ドウルの空中輸送用に作られたヘリだから揚よう力りよくは十分だ。ルドラは地上において単独飛行能力を持つ、知られている限り唯ゆい一いつの機体だが、今回は随ずい員いんを伴う都合により輸送ヘリに大人おとなしくぶら下がっているのである。

　格納庫に横たえられる形で収納されたルドラから降りるドルジを出迎えたのは、

「大たい尉い殿、お疲れ様です」

　一足先に輸送ヘリから降りたレア＝プティだった。

「ああ、レアもご苦労だったな」

　身長百八十センチのドルジに対し、レア＝プティは百五十センチに満たない。年齢的にもドルジが二十八歳、レアが十五歳。ドルジにとってレアは妹というより娘みたいな女の子だ。

「結構風が強かったようだが、ヘリは揺れなかったか？」

「お気き遣づかいありがとうございます、大尉殿。あたし、いえ、小しよう官かんは大だい丈じよう夫ぶです」

「そうか。偉いな、レアは」

　こんな風に、ついつい対応が甘くなるのもやむを得ないところか。──この子供扱いをレアがどう感じているかは別にして。（なお、「娘みたい」といってもドルジに結婚の経験は無い）

　二人は横に並んで艦橋へ向かう。どうせ艦長の前で報告しなければならないことなのだが、それを待ちきれなかったのかドルジがレアに問い掛けた。

「レア、彼のことをどう思う？」

「早さ乙女おとめ蒼生あおいさんのことですね。あの人からは未み覚かく醒せいの強いエクサを感じました。かなりハイレベルなエクサーだと思います」

　エクサExAとはエクストラExtra・アビリティAbilityのことで指数百を超えるＳＩＭＡシーマを意味する。ＳＩＭＡシーマの強さは原則として一から百の指数で表され、ドウルマスターになるには指数五十以上が必要だ。しかしごく稀まれな確率で指数百を超えるＳＩＭＡシーマの持ち主が出現する。

　指数百以下のシーマー（指数五十以上のＳＩＭＡシーマ保有者を「シーマー」と呼ぶ）はサイクロニクス機関の助けが無ければイメージによって現実に影えい響きようを及ぼすこと（＝イメージのマテリアライズ）ができない。しかし、指数百を超えるとサイクロニクスの補助が無くてもイメージをマテリアライズすることができるようになる。

　この、古典的な表現で「超能力者サイキツク」と呼ばれる者のことを現代ではエクサーと呼び、その力をエクサと呼んで通常のＳＩＭＡシーマと区別していた。

「ただ、あた、いえ、小官はまだ試験官資格を有しておりませんので、小官の意見だけではスカウトの妥だ当とう性せいを決められないと思います」

　顕けん在ざい化かしたＳＩＭＡシーマ指数はサイクロニクス技術を使った計測器で計ることができる。だが未覚醒のＳＩＭＡシーマがどの程度の強さなのか、それを調べる為ためには強力な感応力ＥＳＰ所持者の力で判定する必要があった。

「それは最初から分かっていることだから気にしなくて良いい。間違いなくエクサーだと分かれば、試験官を呼んでも無む駄だ足あしにならないだろう？　それだけで十分意味があった」

　カーティスのやつでも呼び出すか、と独り言を呟つぶやくドルジの隣となりで、レア＝プティは褒ほめられて嬉うれしそうな顔をしていた。
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「入るわよ、蒼生あおい」

「あっ、姉さん……」

　入るわよ、と声を掛けた時には既すでに、朱あか理りは弟の部屋に入っていた。

「暗いわね。こんな暗い中じゃ、滅め入いっていくだけで良いい考えなんか浮かばないわよ」

「電気は節約しなくちゃならないからね」

　この小お田だ原わらオートンは地熱発電所を有しているので（正確には、太陽系開発機構から施設管理の代だい償しようとして利用を認められている）、ポリス以外では豊富に電力が供給されている方だ。だがそれでも町を維持する為ために省エネは不可欠のものとして住民の意識に刷り込まれている。

　蒼生は間違っていない。

「何言ってるの」

　──今が、夜ならば。

　窓まど際ぎわに立つ朱理が内窓を開け断熱カーテンを上げると、まぶしい朝日が射さし込んで来た。

「もう朝よ」

　つらそうに目を細める弟に、姉は呆あきれ顔を隠さずため息を吐ついた。

「徹てつ夜やしたことも気づかないなんて。で、少しは考えがまとまった？」

　呆れ顔を崩さぬまま、朱理の声に隠しきれない気き遣づかいが滲にじんだ。

　二人の脳裏に昨日の出来事が蘇よみがえる。横よこ浜はま軍との戦いが一昨日おとといのこと。そして昨日、その熱も冷めやらぬ内に二人の家を訪れた二人の客。本人の自己紹介でその片方があのドルジだと知って興奮し狼ろう狽ばいする姉弟きようだいに、もう一人の客である長身の女性、マユリ＝カーティスはこう告げた。

『蒼生君、君は潜在的なエクサーだ』と。そしてマユリは蒼生をソフィアに招いた──。

「──行くことにするよ」

　姉の問い掛けに逡しゆん巡じゆんを見せた蒼生は、それを振り切るようにキッパリとそう答えた。

「そっ」

　再度、朱理がため息を吐く。ただそこに込められている感情は、呆れではなく、諦あきらめ。

　その失望したような表情に、蒼生は慌あわてて言葉を継いだ。

「俺おれがエクサーなんて未いまだに信じられないけど……俺がソフィアに入隊すれば、連盟は五年後に切れる地熱発電プラントの使用権を更さらに三十年、延長してくれる。逆に俺が入隊を断れば」

「横浜軍がまた攻めて来ても、今度は手を出さない、か」

　他人ひと事ごとのような姉の呟つぶやきに、弟はこくりと頷うなずいた。

「──知らん顔はできない。俺おれもこの町の一員なんだから」

　彼のセリフが終わると同時に、ピシッ、と小気味のいい音がした。

　額を押さえて抗議の眼まな差ざしを向ける弟に、朱あか理りはデコピンを放った指をそのまま突きつける。

「ナマ言わないの。ちょっと前まであたしと同じ布ふ団とんじゃなきゃ寝られなかったくせに」

「むむ昔のことだろ！」

　動揺も露あらわに赤面して、蒼生あおいが椅い子すに座ったまま朱理に背を向ける。

　その背中に朱理が覆おおい被かぶさった。

「姉さん!?」

　ひっくり返った声で蒼生が叫ぶ。蒼生の狼ろう狽ばいと動揺には様々な理由があって、その中には姉の量感たっぷりな胸が背中に押し付けられているからというものもあったが、それを口に出せる程ほど、蒼生はこういうことに慣れていない。

　朱理はそんな弟の動揺に気づかず──気づいたとしても気にしなかっただろうが──蒼生に抱だき付いたままその耳元で囁ささやいた。

「この町のために自分が犠ぎ牲せいになる、なんて考えてるなら大間違いよ。エクサーだからって、アンタが犠牲になる必要なんて無いんだからね。アンタはそんなこと考えなくていいの。この町に義理なんて……全く無いとは言わないけど、義理ならあたしが十分果たしてんだから。ここに居い辛づらくなるというなら、別の町に移ったっていいんだし。自慢じゃないけど、あたしなら何処どこへ行っても引く手数多あまたなんだからさ」

　自分を抱く手の力を強めながら嘯うそぶく姉の言葉に、蒼生は苦笑いを漏もらした。

「いや、それ、立派な自慢だから。……それに、姉さんにばかり負担を掛けられない」

「それが生意気だって言うのよ」

　蒼生の応こたえに、弟の背中から離れた朱理が少しムキになった口調で言葉を重ねる。

　いつもであれば、姉の剣幕に弟が口をつぐむ。だが今回は、いつもと少し、様子が違った。

「……違うんだ、姉さん。俺は嫌いや々いや行くんじゃない。今まで俺は姉さんに頼ってばかりだった」

　物心ついた頃ころ既すでに、蒼生の肉親は朱理だけだった。幼い二人は他ほかの孤児と一ひと纏まとめに養育されていた。二人の世話をしてくれていた老女から、両親は「この町」を守る為ために何処かのポリスの脱走兵と戦って死んだと聞いた。町の名前は覚えていない。多分、北陸の小さなオートンで、両親はそこを守っていたドウルマスターだったのだろう。その町はすぐに捨てた。いや、町に捨てられた。どちらも同じ意味だ。町は孤児を養育する余裕を無くし、住民は生活していくのに必要なエネルギーを供給できない町から出て行った。二人は訳も分からぬまま、次の町に流れて行った。同じようなことが毎年のように繰り返された。

　その生活が変わったのは蒼生が十一歳、朱理が十二歳の時だ。当時二人は大おお津つオートンに身を寄せていた。その大おお津つオートンと京都ポリスの間で紛争が勃ぼつ発ぱつ。後に聞いた話では、琵び琶わ湖この水利権が争点だったらしい。この戦いで朱あか理りはドウルに乗って出撃し、京都ポリスのエースを撃破するという大金星を挙げた。

　それ以来、朱理は「凄すご腕うでの少女ドウルマスター」として本州に名を轟とどろかせ、傭よう兵へいとして好待遇でオートンを転々とすることになる。蒼生あおいは姉の軍事的才能のお蔭かげでようやく人並みと言える生活を手に入れることができた──。

「姉さんと違って俺おれには何の力も無かった。でも俺にエクサが備わっていて、それを使いこなせるというなら……」

　今度は俺が姉さんを護まもってあげられる。声に出さなかったその思いは、朱理にもはっきり伝わっていた。

　俯うつむいたまま独り言のように続ける弟の言葉に朱理は反論しなかった。否いな、できなかった。エクサー。五千万分の一の確率で出現すると言われている、指数百を超えるＳＩＭＡシーマの持ち主。

　何な故ぜＳＩＭＡシーマ指数百を超える者を「エクサー」という特別な名称で呼ぶのか。それは指数百を境に、ＳＩＭＡシーマの意味が劇的に変化するからだ。

　ＳＩＭＡシーマ指数が百以下の人間は、サイクロニクス機関の補助を得なければ精神の力を物理現象に変換することができない。イメージを現象に換えられない。

　だがエクサーは、自分だけで思念を物理現象化することができる。それがどんなに些さ細さいなレベルのものであっても、エクサーは己おのが思念の力だけで世界を塗り替えることができるのだ。

　そのエクサーがサイクロニクス兵器の最適解かいであるドウルに乗った時、指数百以下のドウルマスターとは一線を画する戦闘力を発揮する。

　朱理は思う。何故自分にその力が備わっていないのかと。その力があれば、今まで以上に弟のことを守ってやれるのに、と。そんな思いを胸の裡うちに秘めて、姉は弟の言葉に耳を傾ける。

「エクサーはソフィアに所属する。建前はともかく実態はそれが強制だということくらい誰だれでも知っている。それは逆に言えば、俺のような潜在的エクサーの能力を開発するノウハウを持っているのはソフィアだけ、ということだ」

　蒼生は一言一言、自分に言い聞かせるように喋しやべり続ける。

「俺は連盟の理想なんて信じてない。連盟に正義なんて無いと思っている」

　蒼生の手がぐっと握り締められた。その気持ちは朱理にも痛い程ほど理解できた。朱理と蒼生はポリスに、連盟を頂点とするこの世界の一員となることを拒絶された子供たちなのだから。

「俺は正義や理想の為ためじゃなくて、誰かの正義や誰かの理想に踏みにじられない力を手に入れる為に、ソフィアに行くんだ」

「蒼生……」

　朱理の両手が蒼生の肩に置かれ、蒼生の身体からだがビクッと震ふるえる。

　朱理の身体が再び蒼生の背中にのし掛かり──彼女の腕が弟の首に回された。

「ぐえっ！　喉のど、姉さん、喉に入ってる！」

　蒼生あおいの抗議に、朱あか理りは耳を貸さなかった。

「だから生意気を言うんじゃないの。あんた、もしかしてあたしのことを護まもってやるとか思ってんじゃないでしょうね？　そんなの、百年早いわよ」

「苦し、喉が、呼吸ができ、胸が当たあたあた……」

　裸締めの要領で首に回された姉の腕を必死にタップしながら、蒼生が錯さく乱らん気味にあらぬことを口走っている。

　その様ザマに満足したのか──何に満足したのかは秘密だ──、朱理は蒼生を解放し、わざとらしく大きなため息を漏もらした。

「仕方ないわね。そうと決まれば、さっさと準備を済ませるわよ」

　そうと決まれば？

　姉の言い回しに無視できない違和感を覚えて、蒼生は恐る恐る訊たずねた。

「……準備って？」

「磐いわ都とアイランドへ行く準備に決まっているでしょ。宇宙は初めてだからね。必要なものは揃そろえてくれるって言ってたけど、インナーとかはそうも行かないだろうし」

「えっと……そのくらい一人でできるけど」

「アンタは自分一人の準備で手一杯でしょうが」

　違和感は確信に変わった。

　だがそれを信じたくなくて、蒼生は悪あがきにしかならない反問を口にした。

「俺おれ一人分で十分だと思うけど」

「あたしに着の身着のままで寄宿舎入りしろって言うの？　この家の退去手続きだって進めとかないと、戻ってきた時に貸してもらえる家が無くなっちゃうのよ」

「もしかして姉さん、俺についてくるつもりなのでしょうか……？」

「そんなわけないでしょ。あたしも入学するの」

「……どこに？」

「バッカねぇ。磐都訓練校に決まってるじゃないの。スカウトが来たのはアンタのトコばかりじゃないのよ。まあ、エクサーでもないあたしがスカウトされたのは意外だったけど」

　確信が確定に変わり、蒼生は慌あわてて立ち上がった。

「ちょっと待てよ！　姉さんはこの小お田だ原わらオートンのエースなんだぞ!?」

　大声で詰め寄られて、顔を顰しかめ耳を押さえる真似まねなどしているが、姉にそれ以上の顔色の変化は無かった。

「連盟の高等訓練校に士官候補生を送り込んだ町に攻め込もうなんてバカは、少なくともこの本州東部にはいないわよ」

　言われてみればもっともである。蒼生は反論と説得の言葉を失った。

「それに、アンタ一人じゃどんなドジを踏むか不安で仕方無いからね。連盟の飼い犬なんて好みじゃないけど、姉としてしっかり監督してあげる」

　そんな憎にくまれ口を残して、朱あか理りは弟の部屋を出て行った。
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　サンドバッグを打つ激しい音が間断なく続く。

「おい、如月きさらぎ……いくら何でも飛ばしすぎだ。オーバーワークで身体からだを壊すぞ」

「休暇中にトレーニングのしすぎで怪け我がしましたなんて洒落しやれにならんぜ？」

　声を掛けて来たのは軍の同どう僚りようだ。彼らの言うとおり、自分がむきになっている、あるいは自棄やけになっているという自覚は龍りゆう一いちにもある。だが彼は、サンドバッグを打つ手を止めようとしなかった。身体が止まらなかった。

　横よこ浜はまに帰還した龍一は、そのまま休暇を取った。娑しや羯か羅らがルドラにやられて修理中なので基地に居いてもやることが無かったのである。初日は宿舎でごろごろしていたが、何もしないでいるとルドラに手も無く捻ひねられたあの戦いが脳裏に浮かび上がって悔くやしさの余り手足が勝手に暴れ出しそうになった。「地じ団だん駄だを踏む」というやつである。宿舎は一人部屋だから誰だれも見ていない。それでもそんな子供じみた真似まねはみっともなさすぎると感じた龍一は、自分の身体をいじめることでその悔しさを紛まぎらわせることにした。そう考えて彼は休暇二日目からこのジムに通い詰めていた。

　彼は現在一人暮らしだが、彼の両親は健在で、彼の弟、妹と共にこの横浜に住んでいる。

　東京ポリスの姉妹都市として建設された横浜は、エネルギー供給を東京に依い存そんしている。言い換えれば、都市内のエネルギープラントだけで市民のエネルギー需じゆ要ようを満たすことができない。

　こういうポリスは横浜だけではない。そして横浜のようなエネルギー生産力が不足しているポリスでは、市民の入れ替え制度が導入されている。ポリスに対する貢こう献けん度どが低い家族を、新規居住希望者と入れ替えるのだ。

　龍一の家族は、彼がドウルマスターとして横浜軍で活躍しているので優先的に居住権が更新されてきた。今回の敗北も彼が責任を問われることは無いだろう。軍政部の高官も「相手が悪かった」とむしろ慰なぐさめてくれたくらいだ。

　しかし、後が無くなったのも事実。少なくとも龍一はそう感じていた。

　休暇も今日が最終日。明日からはまた訓練と沿海警備で息をつく間もない日々が再開される。彼の操縦する娑羯羅は世界的に見ても珍しい陸海両用のタイタニック・ドウルで、週に二日は海中哨しよう戒かい任務に駆り出されるのだ。

　横浜軍がソフィアの手で大打撃をこうむったことを、少なくともこの東アジア地域の政治勢力なら皆知っていることだろう。あわよくば備び蓄ちくしている資源や食しよく糧りようをかすめ取ろうと侵入してくる輩やからが増えるに違いない。

　そいつらを見逃しでもしたら……。

　龍りゆう一いちはサンドバッグを打つ手を止めて、大きく息を吐はいた。どんなに激しく身体からだを動かしても頭が空からっぽにならない。マイナス思考が次から次へと湧わいてくる。

　どうも自分で思っている以上に、敗北のショックが尾を引いているらしい。気分転換が必要だ、と判断した龍一はトレーニングを切り上げ、街に出てみることにした。




　ポリスはほぼ自給自足の要よう塞さい都市だが、外部との交易が全く無いわけではない。都市内でリサイクルするよりも外部から購入した方が安価な物については輸入するし、立地環境上他ほかのポリスより安価に製造できる余よ剰じよう生産物については輸出する。ポリスの経済活動は輸出入を前提としたものではないが、国際情勢の安定化に伴いポリス同士、あるいはポリス以外の生産地に対する貿易は増加している。

　横よこ浜はまポリス城じよう壁へきの外には横浜港とその港町がある。元々東京ポリスが横浜に姉妹都市を建設したのは貿易の拡大を睨にらみ、海運拠点として利用する為ためだった。航空輸送手段は連盟により独占されている。二十五世紀現在の貿易手段は海運であり、貿易の窓口は港だ。

　龍一は港のすぐ横まで足を延ばしていた。ポリスの城門をくぐるには厳しいチェックを受けなければならないが、軍のドウルマスターに配布されるＩＤカードには様々な優先コードが書き込まれている。これをスキャナーに通せばそれ以上何も問われない。横浜軍における所属・地位を明かすことすらせず──ドウルマスターの身元は拉ら致ち・暗殺防止の為、軍事機密に指定されている──龍一はゲートを通過した。

　港町はポリスの外だが、その住民の表情は明るく──気楽なものだ。この港町も連盟の基準ではオートンなのだが、同じオートンでも小お田だ原わらの住民が押し隠しているような、切せつ羽ぱ詰まった念が見られない。城壁の中に比べれば明らかに不便なはずだが、十分豊かでのびのびしているように見える。

　もっとも、小田原と「横浜ＳＳシーサイド」を名乗るこの町を同列に論じることはできない。オートンの定義は「ポリスとして登録されていない陸上自治集落」であり、この定義に人口も社会資本も経済力も関係は無いのだ。陸上で人が定住している場所は、ポリスでなければどんなに豊かでもどんなに貧しくてもオートンに分類される。

　ただし自然主義者の集落はオートンに含まれない。連盟がそれを「自治体」として認めていないからだ。ポリスは連盟に登録され、連盟の政策や人事に対して投票権を持つ（ただし、連盟の活動はポリスの投票権の効力が及ばない領域の方が広い）。連盟が自治体と認めた集落はオートンとして記録され、紛争から保護される。結局のところ、実質的な軍事警察権を掌しよう握あくされているという意味でオートンも連盟の支配下にある。ただオートンの住民は、連盟に保護されていることを知らされていないだけだ。

　オートンは「自治体autonomy」という英単語から作られた呼称だが、ポリスの市民は「アウター」という蔑べつ称しようを好んで口にする。ただこれも、ポリスの外が全すべてオートンでないのと同様、全てのオートンを意味する単純な概がい念ねんではなかった。

　アウターは本来、この「横よこ浜はまＳＳ」のようにポリスの城じよう壁へきに隣りん接せつした場所に形成され、ポリスの経済活動に全面依い存そんする──口が悪いポリス市民は「寄生している」と表現する──町のことだ。このような蔑視は実を言えば、アウターがポリス市民の資格を失った「追放者スローン」の受け皿になっており、自分も何時いつかポリス市民失格の烙らく印いんを押されアウターの住民に転落するかもしれないという不安の裏返しなのである。

　ポリスの市民はこの不安から無意識に目を背そむけている。そして自分たちが何故なぜオートンをアウターと呼ぶのか意識しないまま、オートンをアウターと蔑さげすむ。それが何故蔑称なのかも忘れて、ただ差別意識だけが積み上がっていく。

　龍りゆう一いちが無意味とも思える不快感を覚えたのも、アウターとオートンの違いを意識せず、蔑視のフィルターを通して町の景色を眺ながめていたからだった。彼は小お田だ原わらの住民の厳しい暮らしと比較して、横浜ＳＳの微温ぬるま湯ゆに浸つかっているような暮らしに苛いら立だったのだった。──この時、龍一は、横浜政府の小田原に対する要求がその厳しい暮らしを更さらに厳しくするものであり、自分がその主戦力として出動した、ということには気づいていない。無意識の思考であるが故ゆえに、気づきようがなかったのだ。

　早めの昼食をとる為ために入ったレストランの隣となりのテーブルでは、彼と同年代のカップルが他愛たわいもないお喋しやべりをしていた。

　龍一の心に更なる苛立ちが湧わいた。

　国家の解体が真に決定的なものとなった「反動戦争」から半世紀と少し。戦後の混乱は世界中に爪つめ痕あとを残している。日本列島も未いまだそれを拭ぬぐい去れていない。龍一の感じたものを言葉にするなら「それなのにこいつらは！」だ。

　彼は自覚していないが、それは八つ当たりだった。

　ポリスの標準的な教育形態は五歳から十五歳までで現代文明・社会に関する一般的な知識を身につけ、十六歳から二十歳はたちまでの五年間で職業に必要な専門知識を習得する。優秀な者はこの期間が短縮され、教育について行けない者はポリス市民の資格を与えられない。これは現在、どの地域でもほぼ同じだった。

　ただ軍務につく者は例外だ。例えば太陽系連盟直属軍では就役年齢を原則十八歳以上としているが、エクサー（ＳＩＭＡシーマ指数百を超える者）やエスパー（ＥＳＰテストに合格した者）は十八歳未満でも実戦部隊に配属されることがある。優秀なドウルマスターが不足しがちなポリスでは、ＳＩＭＡシーマ指数が低くても操縦に適性があれば年齢に関係なく実戦部隊に放り込む。

　龍一は十七歳からドウルに乗っている。彼は現在十九歳。もしドウルマスターとしての適性が無ければ、隣となりのカップルのように専門教育課程の学生としてそれなりにお気楽な生活を送っていたはずだ、と考えたのである。ポリスの専門課程学生は転落の恐怖──ポリス市民失格の烙らく印いんを押されスローンとなる恐怖──に苛さいなまれており、ポリス外の学生はその先に待つ不安定な生活に脅おびえているのだが、隣の芝しば生ふは青く見えるものだ。

　幸い、龍りゆう一いちが黙々と食事を済ませた時には、隣のカップルもいなくなっていた。新しく隣のテーブルに案内されたのは若い女性の二人連れだ。両方ともかなりレベルの高い美人。さっきまでとは逆に席を立つのが惜しくなった龍一は、食後のコーヒーをちびちび飲みながらこっそり隣りん席せきをのぞき見た。

　龍一の隣に座っているのは黒髪、浅黒い肌はだのスレンダーな美人。東南アジアの血が濃いのだろう。長い髪を時々かき上げる仕草が色香を感じさせる。本人も自分の色気を分かっているのか、着ている物もかなり露ろ出しゆつが多いセクシー系のファッションだ。もっとも龍一は、色気が前面に出すぎている女性は好みのタイプから外れるので目を離せなくなるということはなかった。

　彼の斜はす向むかいでメニューを眺ながめているのは銀色の髪をソバージュにした象ぞう牙げ色いろの肌の美女だ。年齢は龍一とほとんど変わらないだろう。黒髪の方より、かなり胸が大きい。龍一は「女性は胸が大きければいい」というタイプではなかったが、ちらっと見た限りこの欧州系美女は上品な顔立ちといいトラディショナルなファッションといい、他ほかの部分でも彼の好みにぴったりだった。

　はっきり言って軍隊暮らしは、そういう仲になる異性との出会いが乏しい。相手の素性はまるで分からないが、声を掛けないという選せん択たくはあり得なかった。胡う散さん臭くさい人間なら、この場限りにすれば良いい。全く無用のものかもしれない警戒心でこんなチャンスを逃す手はなかった。

　この二人が食事に来たのであれば食べ終わったところで、お茶をするだけなら飲み物が届いた時点で声を掛けよう。そう考えて龍一はまず聴覚に意識を集中した。要は盗み聞きだ。幸いこの店は店員に注文を告げる古風なスタイル。黒髪の女性がウェイトレスを呼び、足音が近づいてくる。告げられたオーダーは紅茶が二つ。龍一は半分閉じていた瞼まぶたを開いて、ウェイトレスに目を向ける、ふりをして斜向かいの美女に視線を向けた。

　何故なぜか、目が合った。

　その美女は、龍一が目を向けるより先に、龍一のことを見ていた。

「あの、失礼ですけど、少しお話しできませんか？」

　美女が魅み惑わく的な笑みを浮かべて立ち上がる。

「こちら、構いませんか？」

「ええ、どうぞ」

　向かい側の席に手を置いた美女へ、龍一は上ずりそうになる声を必死に抑えてそう答えた。




「フェリシア＝リンです。シアと呼んでください」

「ロサ＝クルーズよ。ロサで良いいわ」

　店員を呼んでテーブルをくっ付けさせ、龍一の向かいに並んで座った二人の女性はそう名乗った。正面に腰を下ろした銀髪の方がフェリシアで斜はす向むかいの椅い子すに座った黒髪がロサだ。

「俺おれは──」

「如月きさらぎ龍りゆう一いちさんですね」

　自己紹介を返そうとした龍一だが、フェリシアに遮さえぎられた。
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「横よこ浜はまポリスの専用機、娑しや羯か羅らのドウルマスター」

　そう続けたのはロサだ。

「何故なぜ俺のことを知っている!?　ドウルマスターの身元は軍ぐん機きだ。民間人が知るはずはない！」

　龍一は無意識に立ち上がっていた。色いろ呆ぼけ気分は一いつ瞬しゆんで消え失うせている。声量を抑えるだけの自制心は残っていたが、それだけだ。フェリシアとロサに向ける目付きも口調も厳しい。

「ご質問には全すべてお答えしますので、その前にこちらの話を聞いていただけませんか」

　剣けん吞のんな口調と表情を向けられても、フェリシアの笑顔に変化は無い。柔らかく穏おだやかな雰ふん囲い気きとは裏腹に修しゆ羅ら場ば慣れしていることを窺うかがわせる笑みだ。

　ここで龍一が通報すれば、目の前の二人は拘こう束そくされていただろう。この店は城じよう壁へきの外に位置しているが、この港町が横浜ポリスの影えい響きよう下か、事実上の支配下にあるのは疑う余地無き事実だ。抵抗しなければ手荒な扱いを受けることは無いだろうが、訊じん問もんは免まぬかれない。

　しかし龍一は、そうしなかった。

「貴女あなたたちは何者だ？」

　代わりに彼は、何事も無かったように腰を下ろし、こう訊たずねた。

「先日は災難でしたね」

　しかしフェリシアの艶つややかな赤い唇くちびるから返って来た答えは、それだけ聞いたのでは意味不明なセリフだった。

「先日？」

　乗せられているとは思いつつ、龍一は注文どおりに訊きき返す。

「相模さがみ湾岸の件よ。完敗だったわね」

　歯に衣きぬを着せぬロサの言い様に龍一は顔を顰しかめた。あそこまで一方的に敗れれば言い訳も出てこないが、赤の他人に指摘されると愉快ではいられない。たとえ相手が美女であっても。

「仕方ありませんよ。ルドラはソフィアの天才技術者、あのサラスヴァティ＝パテルが持てる技術の全てを注つぎ込んだ傑作機。しかも戦闘の度たびにソフィアの技術陣によってアップグレードが施ほどこされている実質的な最新鋭機です。娑羯羅も一ポリスが組み上げたにしては良い機体ですけど、相手がルドラでは分ぶが悪すぎます。いくら龍一さんの腕が良くても勝ち目はありません」

　フェリシアの慰なぐさめは龍りゆう一いちに格好の言い訳を提供するもので心地好よかった。だが彼はそのセリフに、聞き流せない内容が含まれていることに気づいてしまった。

「待て……何故なぜそんなことまで知っている？」

「そんなこととは？」

　微笑ほほえみを浮かべて首を傾かしげるフェリシアの表情は、聖女のように善良で幼子のように罪の無いものだった。だがそれに誤ご魔ま化かされてしまわない程度には、龍一はこの時代に染まっていた。

「ルドラの名前はポリスの市民でなくとも知ることができるだろう。だがルドラの開発者の名前をどうやって民間人が知り得るんだ？　ドウル開発者の素性は最高機密とまではいかないまでも、ドウルマスターの身元よりレベルの高い軍事機密だ」

　現に龍一は「サラスヴァティ＝パテル」の名を知らなかった。

「ポリスの軍人でさえ知らない秘密を知っている。君たちは一体何者だ？」

　繰り返される質問。変わらぬ微笑みを浮かべているフェリシアの隣となりでロサがにやりと笑った。「毒の華はな」というフレーズが龍一の脳裏に浮かぶ。フェリシアの微笑とは対照的な罪の香りがする笑みは、ロサに良く似合っていた。

「如月きさらぎ龍一。貴方あなた、ルドラに勝ちたくはない？」

「何？」

　龍一の心にざわめきが起こった。短い一単語しか返せなかったのは、それ以上を口にすると本心を言い当てられた動揺を隠せなくなりそうだったからだ。

「最近は何処どこの紛争地でも、ルドラの姿を見るだけで戦意を喪そう失しつする腑ふ抜ぬけばっかり。あの機体に挑んだ気き骨こつの持ち主は、あたしの知る限り一年ぶりよ。そんな貴方なら……」

　揺れ動く心を見透かすような眼まな差ざしで、ロサは龍一を見詰めている。

「機体の性能が同等であればエクサーにも負けない。そう思っているんじゃない？」

「私たちならルドラに対抗できる機体を提供できます」

　ロサが遠回しに告げたことを、フェリシアが明確に提示した。

「ルドラに対抗できる機体だと……？　それはドウルなのか？」

「もちろんです」

「ソフィアに対抗するドウルを作り出せる組織……お前たちはまさか、」

「せめて声を抑えてくれない？」

　決定的な単語を口にしようとした龍一を、ロサが鋭く遮さえぎった。その行為は龍一の言葉を肯定するのと同義だった。

「あたしはゲノムスの情報工作エージェント」

　ロサが声を潜ひそめて、自らの素性を明かす。

「そして私は、ゲノムスの空くう宙ちゆう母艦オペレーターです」

　同じく小さな声で、フェリシアがそれに続いた。

　ゲノムス。反太陽系連盟を掲げる秘密結社。そのスローガンは連盟による独裁の打破。その主要目的は資源管理の権限を産出地の政府に返還することだと龍りゆう一いちは聞いている。

　事実上連盟により統治された世界を、それぞれの土地の者が統治する分割された世界に戻す。国家の主権が回復された自主独立の世界。かつて世界を荒野に変えた大戦争再発の危険を孕はらみながらも、戦前のように自由で活力に満ちた社会。その回復をゲノムスは謳うたっている。

　壁かべに閉じ込められない世界。それは龍一にとって、魅み力りよく的に見えるものだった。

「龍一さん。私たちは貴方あなたの、ドウルマスターとしての能力を高く評価しています」

「それは俺おれをスカウトするということか？　俺はドルジのようなエクサーじゃないぞ」

　口では否定的なことを言いながら、龍一の心は既すでに大きく傾いていた。

「ＳＩＭＡシーマ指数はドウルを動かす為ための絶対的な要素じゃありません。ドクターが開発した『マクリール』を乗りこなすことができるのは、龍一さんだけだと私たちは考えています」

「ドクター？」

「ゲノムスの首席科学者、ショーン＝オブライエン博士のことです」

「シア？」

　龍一の質問に答えたフェリシアへ、ロサが驚おどろきの声を上げる。龍一が言ったとおり、ドウル開発者の情報は重大な秘密事項なのだ。

「ロサ、私たちには龍一さんが必要なの。ドクターも隊長も、きっと分かってくださるわ」

　ロサにそう言って、フェリシアは再びその瞳ひとみを龍一へ向けた。

「龍一さん、お願いします。仲間になってもらえませんか」

　龍一は元々ゲノムスの主張にシンパシーを懐いだいていた。その上、ルドラに対抗できる機体を提供してくれるという。このオファーは龍一の耳に甘く響ひびいた。

　比ひ喩ゆではなく、毎日のように、龍一はあの敗北の悪夢にうなされていた。地面に叩たたきつけられたあの場面を何度も夢に見る程ほど、あの時の屈くつ辱じよくは彼の心に深く刻み込まれていた。

　そのルドラに雪辱を果たす機会が与えられるというのだ。それだけでも、彼の心を動かすには十分だった。だがそれだけでは、この場で決断するには至らなかっただろう。

「……分かった。俺も連盟が支配する今の世界には思うところがある。仲間にしてくれ」

「ありがとうございます！」

　目を輝かせ満面の笑みを浮かべるフェリシア。「私の仲間になって欲しい」という彼女の真しん摯しな眼まな差ざしが、龍一の背中に最後の一押しを加えた。

　だがすぐに、龍一が顔を曇くもらせる。横よこ浜はまポリスに住む両親と弟妹きようだいのことを思い出したのだ。

「ご家族のことは心配しなくていいわ」

　その心を読んだように、ロサが口を挿はさむ。

「貴方には横浜ポリスの軍人のまま、あたしたちの戦力になってもらうから」

「スパイになれということか……？」

　反射的に龍りゆう一いちは「話が違う」と感じた。この時、彼の心の中うちには「裏切られた」という思いよりも戸惑いがあった。

「いいえ。龍一さんにお願いしたいのはマクリールに乗ることです」

　フェリシアの言葉に戸惑いがますます大きくなる。横よこ浜はま軍のドウル部隊に所属していながらゲノムスのドウルに乗るなど不可能に思われた。

「龍一。貴方あなたには磐いわ都とアイランドへ行ってもらう」

「磐都アイランド？　宇宙ソラへ行くのか？」

　ロサの提案は、龍一の懸け念ねんに対する解決策なのだろう。だが彼にはまるで関連が見えない。

「磐都アイランドのことはご存知ですよね？」

「あ、ああ……衛星軌道上、ラグランジュ点４ポイントフオーに浮かぶアイランドで、連盟の高等訓練校がある所だよな？」

　話がつながらないまま、龍一は頷うなずいた。

「そうよ。貴方にはまずそこに入学してもらう。そして貴方は訓練中に、行方ゆくえ不明になるの」

「連盟の訓練校で起こった事故の犠ぎ牲せい者しやとなれば、ポリスでは名誉の戦死扱い。ご家族が疎おろそかにされることはありません」

「磐都訓練校の演習は連盟の軍務扱いだものね。連盟軍の作戦に従事して戦死した者の家族をポリスから追放したりすれば、連盟が黙っていない」

　ロサとフェリシアから交互に説明されて、龍りゆう一いちは彼女たちが何を言っているのかようやく理解した。確かに効果的な手だとは彼も思う。だが連盟の高等訓練校に、そうやすやす潜もぐり込めるものだろうか。

「しかし……どうやって？」

「そこは任せて」

「龍一さんなら大だい丈じよう夫ぶですよ」

「……何が？」

「龍一さんは自分で思っているより有名人なんですよ」

「優秀なドウルマスターを欲しがっているのは連盟も同じってこと」

　どうやら彼女たちには当てがあるらしい。龍一に上手うまい手立てが無い以上、家族のことは彼女たちを頼るしかない。彼は既すでに自分がゲノムスの一員となることを確定事項と考えていた。

「ただ……ご家族には会えなくなってしまいますが」

　しかし、フェリシアが躊躇ためらいがちな口調で、念を押すようにそう付け加えた。それはきっと、最後の選せん択たく肢しを龍一に与える問い掛けだ。

　引き返す、最後のチャンス。

「それなら最初から覚悟の上だ」

　龍一の答えに迷いは無かった。家族と会えなくなる程度のことで彼の心は揺らがなかった。

　彼は機会を欲していた。己おのれの力で何処どこまで行けるか、それを試してみたかった。

　ポリス軍にいては叶かなわない願い。

　エクサーでないドウルマスターは、エクサーが操るドウルに勝てない。

　この常識を打ち破る。

　不可能を可能にする。

　エクサーになれなかった自分が、エクサーを斃たおす。

　龍一が見み据すえる敵はドルジのルドラであり、その背後に控えるソフィア、さらには太陽系連盟そのものだった。
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　蒼生あおいたち姉弟きようだいが磐いわ都と訓練校へ入学するに当たり、事前の手続きは驚おどろく程ほど簡素だった。連盟直属軍への入隊に必要だったセレモニーは簡単な宣誓だけで思想テストも課せられなかった（それに先立って徹底的な調査が行われたのは想像に難かたくないが）。メディカルチェックも半日で終わった。横よこ浜はま軍との衝しよう突とつから一ヶ月も経たたない内に、二人は銚ちよう子し宇宙港に来ていた。

　訓練校のある磐都アイランドへは空くう宙ちゆう母艦と同じブレンデッドウィングボディを採用した大気圏内外往還機、所謂いわゆる航宙翼機スペースプレーンを使用する。

　航宙翼機スペースプレーンは長さ十二キロメートルのマスドライバーで第一宇宙速度寸前まで加速し、カタパルトから離陸後ロケットエンジンで衛星軌道まで上昇する。マスドライバーから飛び立った直後の速度は秒速七キロメートル。ソニックブームを軽減する構造がカタパルトに組み込まれているものの、音速の二十倍を超える大型輸送機が生み出す衝撃波を無害化することはさすがにできない。故ゆえに、水平離陸する航宙翼機スペースプレーンの発進港は東側に大洋が広がる海上にマスドライバーを建設することになっている。マスドライバーに必要な大電力を生み出す核融合発電プラントを持ち、すぐ東側に太平洋が広がる銚子宇宙港は、連盟の管理する航宙翼機スペースプレーン発進施設の中でも条件が良い＝使用頻ひん度どが高い場所だった。

「やあ、二人とも。時間どおりだね」

　簡易宇宙服に着替えて航宙翼機スペースプレーンの搭乗ロビーに入場した蒼生と朱あか理りを出迎えたのは、金髪で青い瞳ひとみの、背の高い女性だった。

　彼女の名前はマユリ＝カーティス。二人を磐都訓練校へ正式にスカウトしたソフィアの軍人で、今回も彼女が訓練校まで付き添ってくれることになっている。階級は兵卒でも下士官でもなく何と少しよう尉いだ。この人選はソフィアが二人を──エクサーとして覚かく醒せいした蒼生をどれ程重視しているか、その片へん鱗りんを見せている。

「よろしくお願いします、少尉殿」

　元軍人と行動を共にすることの多かった朱理があえて堅苦しく一礼する。半分予想していたことだが、マユリはざっくばらんな態度で手を左右に振った。

「まだ入学前だ、マユリで良いいよ」

「今から慣れておいた方が良くありませんか？」

　朱理の表情が親しげな、具体的には悪戯いたずらっぽい、からかうようなものに変わった。隣となりの蒼生には砕けすぎているように思われたが、マユリは朱理と似たような顔でにやりと笑った。

「慣れた頃ころには肩書きが変わっているかもしれないからね」

　マユリの言葉に、朱理もにこりと笑みを返した。

「星の数が増えると良いですね、マユリさん」




　宇宙港からＬ４（月軌道上公転方向前方六十度に位置するラグランジュポイント）の磐いわ都とアイランドへ総航程約三十時間。初期の宇宙飛行に比べ半分以下に短縮されているが、五世紀で半減というのは歩みが鈍のろいようにも見える。二十二世紀末に勃ぼつ発ぱつした「国家解体戦争」が無ければ技術の進歩はもっと順調だったかもしれない。だが逆に、あの世界的な経済力衰すい退たいを考こう慮りよすれば宇宙航行技術は順調に進歩してきたと言えるかもしれない。

　もっとも、短縮されたとはいえ三十時間は決して短い時間ではない。また地上からアイランドへの航路は推進剤搭載量の制約さえ無ければ半径四十万キロの円盤状空間に数限りなく設定できるが、実際に飛行するコースは限られている。

「──だから宇宙海かい賊ぞくなんて真似まねが可能になるんだけどね」

　順調に飛行を続ける航宙翼機スペースプレーンのキャビンで、マユリは朱あか理りと蒼生あおいを相手に即席の宇宙戦術講義を行っていた。

　──余談だが、彼女の口調は若い女性のものというより青年のものに近い。身長も百七十五センチあって肩幅も広い。地上でスーツを着ていると性別を間違える人も少なくないだろう。ただし、航こう宙ちゆう機きの中で彼女の性別を間違える者はいないはずだ。宇宙飛行中の船内では軽宇宙服の着用が義務づけられており、この宇宙用装備は身体からだのラインが見えやすい。軽宇宙服でマユリのグラマラスな体型を隠すのは不可能だ──。

「……逆にミサイルで破壊する、なんてのは難しくなってるな」

　利用できる航路は限られているが、そこから大きく外れない限り今の航宙機はかなり自由に動き回ることができる。レーダーの有効レンジも初期宇宙時代に比べて格段に向上し、当時地上に設置された大型レーダー並みのレンジを持つレーダーが航宙機に搭載されている。軌道修正力の乏しいミサイルでは一定レベル以上の機動性能を持つ航宙機を捉とらえられない。そして太陽系連盟で運用している輸送機は全機そのレベルをクリアしている。

「航宙機にとって警戒しなければならないのは射程の長い誘導ミサイルよりむしろ、誘導機能が無くても初速が大きいレールガンの方だ」

　近距離から高速の弾体を撃ち込まれては現代の機動性能を以もつてしても躱かわせないことがある。故ゆえに宇宙戦闘機やドウルによる襲しゆう撃げきの方が航宙機にとっては脅きよう威いになる、とマユリは説明した。

　ところで朱理たちの育った島国には「噂うわさをすれば影がさす」という諺ことわざが今も伝えられている。現代でも国際公用語の代用として使われる機会が多い英語には「悪魔のことを話すと悪魔が現れる（Speak of the devil and he will appear）」という諺が残っている。古い俗語スラングで「フラグが立つ」という表現も今に生き延びている。──要するに何が言いたいのかというと。

「マユリさんがあんな話をするから！」

　まさに臨時講義が一段落したタイミングで、彼らの乗る航宙機が襲撃を受けたのだ。

「偶然だ！」

　朱あか理りの糾きゆう弾だんに「濡ぬれ衣ぎぬだ」と返さなかったのは、マユリも迷信的な「フラグ」の存在を否定しきれなかったからに違いない。

　それに対する再反論は、朱理からも蒼生あおいからも無かった。

「きゃっ！」

「うわっ!?」

　二人の口から漏もれたのは、シートから投げ出されそうになった揺れに対する反射的な悲鳴だった。

　突とつ如じよキャビンを襲おそった揺動はドウルの攻撃に備えたランダム回避の加重Ｇだ。ドウルの主要な飛び道具であるガンジャベリンは、宇宙空間において発射点から五十キロメートル以内で標的に当たらなくても自ら燃え尽きるよう規制されている。しかしそれは連盟が中心になってポリス間で締結された条約による制限で、国際法を頭から無視している海かい賊ぞくがそのルールに従うという保証は無い。レーダーレンジの外縁から狙ねらい撃ってくるかもしれないのだ。

「それにしても揺らし過ぎだろう！　下手へたくそめ、機長は誰だれだ」

　マユリが毒づいたセリフが聞こえたわけではないだろうが、機内放送で彼女に対して無情な呼び出しが掛かった。

『推定接触時間まで五分！　カーティス少しよう尉い、出撃願います！』

「やれやれ……。今回はお呼びが掛からないと思ったんだがな！」

　やけくそのように独り言を吐き捨てると、マユリは姉弟きようだいに向かってヘルメットを着用しシートにしっかり身体からだを固定しておくよう指示した。




　マユリは操縦席の後方に設置されたもう一つのコクピットに潜もぐり込んだ。

「狭い！　やはり自分の機体に乗ってくれば良かった」

　輸送機に追加されたコントロール用コクピットは専用機の物に比べ、本来宇宙航行に必要の無いユニットを無理やり追加している所為せいでどうしても狭苦しくなる。それに不平を漏らしながら、彼女は迅じん速そくにシステムを立ち上げ遠隔操作無人戦闘機アレクトーの出撃準備を整えた。

「搭載数は四機か。輸送用の航こう宙ちゆう機きだからな……」

　バイザーに投影された俯ふ瞰かんモニター映像を見ながらマユリは失望を隠せない声で呟つぶやいた。敵の兵力は目の前の計器で確認済みだ。ドウルが三機。本来、アレクトーでドウルの相手をするなら四倍以上の機数が必要だとされている。敵が最新鋭機ではなく一世代前の機体であることが救いだが、それも気休め程度にしかならない。普通に考えれば無茶な出撃だ。機長が慎重な性格なら回避行動を止やめ推進機の火を落として抵抗の意志がないことを示し、敵の攻撃停止を促うながしたところで交こう渉しようにより時間を稼かせごうと考える状況ですらある。

「そして衛星軌道治安軍オービタルガードは間に合わない、と。フン、四対一が三つだろ。やってやるさ」

　だがマユリは不敵に嘯うそぶくと、手元のスイッチで格納庫のゲートを開いた。

　航宙翼機スペースプレーンの背中から平たい三さん角かく錐すいを基本フォルムとした模型のような小型機が放出される。

　ＡＲＥＣＴＯＲアレクトー。All Range Escort-fighter Controlled by Telepathy Order を縮めて名づけられた、テレパシーで操作される無人支援戦闘機。

　アレクトーはオペレーターと呼ばれる指揮官機パイロットの命令により、有人機では不可能な加減速で宇宙を飛び回る。パイロットの居住環境を必要とせず、遠距離索さく敵てきを指揮官機とのリンクで賄まかなうことにより豊富な推進剤を積み込んでもなお有人機よりはるかに小型、低質量で、それ故ゆえに効率的な空間機動を実現している。エンジンを換装することにより大気圏内外で運用可能だが、こと戦場を宇宙に限定する限り唯ゆい一いつドウルに対抗し得る兵器だ。

　ただ小型である分、搭載できる兵器のサイズにも限界がある。それはイコール、攻撃力の上限が低いという意味だ。数の上でドウルの四倍が必要になるとされているのはこれが理由だった。だからといってこれ以上機体を大きくすると慣性の影えい響きようで極端に機動効率が落ちる。サイクロニクス機関の性質上、アレクトーに慣性制御システムは搭載できない。軍事技術も他ほかの技術と同じく、何もかも都合が良くは行かないのだ。

　マユリは若いながら熟練のオペレーターだった。アレクトーの長所も短所も熟知している。彼女は敵機の接近を待たず、テレパシー制御の限界距離ギリギリまでコントロール下にある四機を前進させた。

（接触まであと三十秒）

　バイザーにポップアップされた警告メッセージを読み取り、マユリはディスプレイを俯ふ瞰かんモニターからダイレクトモニターへモードチェンジした。俯瞰モニターはそれぞれの機体を背後から第三者的視点で眺ながめるモニターで、自機と敵機の動きが客観的に把は握あくできるという長所がある。だがその映像はオペレーターにビデオゲームで戦っているような錯さつ覚かくを与え、実戦の中でこそ得られる直感的判断が得られない欠点がある（とオペレーターは不満を漏もらす）。だから戦闘中のオペレーターは一般に、アレクトーの機首に取り付けられたカメラから得られるダイレクトモニター映像を好む。

　四機分の映像が別々の画面ではなく一つの画面に重なってマユリの前に広がった。初心者オペレーターは一機のアレクトーをコントロールするだけで精一杯だが、熟練のオペレーターは同時に三機、四機の無人機を制御する。しかしそこから先は才能だ。だからこの航こう宙ちゆう機きには一つのオペレーター席に対して四機のアレクトーしか積んでいなかったが、マユリは自分専用の小型母艦からであれば八機のアレクトーを同時に操ることができる。

　マユリがこの状況に自分の専用機であれば、と愚ぐ痴ちるのも無理はない。だが彼女はモニター変更と同時に、眼前の戦場へ意識も切り替えた。




　朱あか理りと蒼生あおいは、四機のアレクトーと三機のドウルが交戦に突入したのをシート付属の小型モニターで見ていた。

「小さくてよく分からないけど……多分敵のドウルは『グリフォン』ね」

　銀灰色の小さな映像を凝ぎよう視ししながら朱あか理りが呟つぶやく。グリフォンは一世代前の高機動型白兵戦機だ。射撃管制が貧弱な代わりに回避能力が高く近接武器によるヒットアンドアウェイを得意とするタイプの機体である。

「目的は撃げき墜ついではなく拿だ捕ほか……」

　射撃を得意とする機体ではなく高速で取り付くことを得意とする機体を選んだということは、相手の目的がこの船を乗っ取ることにあると朱理は推理した。

「援軍オービタルガードはやっぱり、間に合いそうにないけど……少なくともいきなり殺される心配だけはしなくて済みそうね」

　安あん堵どした、というより皮肉な口調で朱理が言う。蒼生あおいは眉まゆを顰ひそめて姉に問い掛けた。

「海かい賊ぞくの目的は何だろう？　この船、何か貴重品を積んでいるのかな。それともこの船自体が目的……？」

　航空航こう宙ちゆう手段を連盟に独占されているこの時代、連盟以外の勢力にとって航宙翼機スペースプレーンは貴重品だ。だが今回は違うだろうと朱理は思った。

「貴重品と言えるのかしらね。武装勢力にとっては価値の高い積荷はあるよ。奪うばえればそれにこしたことはないけど、連盟に使えなくしてしまうだけでも価値のある積荷が」

　そう言って朱理はじっと蒼生を見つめる。

「……俺おれのこと？」

　朱理は「そうだ」とも「違う」とも言わなかった。

「宇宙で戦ったことは無いからドウルがあっても大して役に立てないだろうけど……座って見ているだけというのも落ち着かないものね」

　朱理は小さなモニターに視線を戻した。




　衛星軌道上における戦闘には制約が多い。低軌道においてすら空気が無いに等しいから翼つばさが役に立たず、少し方向を変えるだけでも推進剤を消費する。重力を感じられないから容易に上下を見失う。自分が公転していることを忘れて加減速すると簡単に軌道を外れる。

　中でも最も厄やつ介かいな制限事項は「破片をばら撒まいてはならない」ということだった。このルールについては連盟およびその加盟ポリスの軍だけでなく、ゲノムスも海賊も他の非合法勢力もできる限り尊重している。戦闘中に散乱した破片で自分も重大な損傷を負うという洒落しやれにならない事態が宇宙では珍しくないからだ。

　通常爆弾の原理を考えてみればいい。爆弾による殺傷には爆発そのものの熱や圧力より、爆発によって飛び散る破片の方が大きな役割を果たす。宇宙戦闘で生じた破片は空気抵抗で減速せず重力で落下せず、爆発時の運動エネルギーをそのまま破壊力に換えて敵味方に関係なく襲おそい掛かる。敵の機体を爆発させるということは、敵の機体を爆弾にしてしまうことと等価なのだ。

　故ゆえに衛星軌道上で交戦する機体の武装は貫かん通つう力りよくを重視した物になる。それも完全に貫通してしまうのではなく、敵の機体に食い込んで止まり装甲内部を熱や電撃で破壊して機能停止に追い込むことを目的とした物が主流だ。ドウルのガンジャベリンは、まさにこの要求に従い生み出され普及した。

　アレクトーにもガンジャベリンと同質の兵器が搭載されている。名称は「コイルバルカン」。弾体が小さく、発射機構がレールガンではなくコイルガンになっていて弾速が低いという違いはあるが、それ以外の点では同じ物だ。当たらなければ燃え尽きる。ただし、威い力りよくが低い分は数で補う。そこは大気圏内戦闘機で今でも使われているバルカン砲と同じ運用だ。

　マユリもその戦術原則に従い、コイルバルカンを撃ちまくる。もちろん無む駄だ撃ちはしない。慣性制御が無くてもそもそもの静止質量が小さい分、アレクトーの機動性はグリフォンのそれを凌りよう駕がしている。いくら慣性を中和できるドウルでも普通は方向転換する際に推進剤を必要とするし、そもそも衛星軌道上を周回しているのは慣性の働きによるものだから完全な慣性中和を行えばすぐさま地球に落下する。人型を強しいられるドウルにとって、推進剤の搭載量はアキレス腱けんの一つだった。

［ファースト、逆進、降下。撃てフアイア］

　アレクトーを回り込ませ、背後からグリフォンにニードル状の弾体を浴びせる。

［ファースト、離脱。セカンド、サード、ファイア。フォース、右へ］

　実際にはいちいち言葉にしているわけではない。マユリが念じたイメージに従い、テレパシー・オーダー・システムが単体でロボット戦闘機としても運用できるアレクトーに指示を与えているのだ。マユリは支配下に置いた四機を巧たくみに連れん携けいさせ、グリフォンに一方的な射撃を浴びせていた。

　しかし、それで墜おとせる程ほどドウルは容易たやすい相手ではない。この程度で撃破できるなら、ドウルはとうに主力兵器の座を降りていただろう。

　ドウルを最強兵器たらしめているサイクロニクス機関、その代表的なシステムである慣性制御装置。コイルバルカンの弾体は慣性制御により運動エネルギーを破壊力に変換することなく装甲で食い止められ、成形炸さく薬やくのメタルジェットは耐熱性に重点を置いた装甲に跳はね返される。集中射撃によりグリフォンの装甲も所々焦こげているが撃破には至らない。

　そして、推進剤搭載量の絶対的不足により自由な機動では劣っていても、直線の瞬しゆん発ぱつ力りよくでは、慣性制御の恩恵でドウルがアレクトーを上回っている。

（しまった！）

　グリフォンの一機が弾幕を突っ切って突進し、マユリがサードと識別していたアレクトーをジグソー・グレイブで撃げき墜ついした。

　機体の中心部を抉えぐられ、爆散することもなく無残な姿を曝さらして漂ただようアレクトー三番機。しかしそれを見送る余裕はマユリに無い。

　これで三対三。いや、アレクトーを撃げき墜ついしたグリフォンも無理な突撃で重大な損傷を負ったらしく後方に下がっていくから三対二か。しかし、状況は明らかに悪化した。セオリーでは、ドウル一機に対しアレクトーは四機以上で当たるべしとされている。三対二では分断に成功しても三対一にしかならない。それに加えて、四機で三機を分断するより三機で二機を分断することの方が難しい。

「援軍はまだか!?」

　マユリは思わず、機内無線に怒鳴っていた。

　壁かべを接したコクピットから返って来た答えは、希望と絶望が相半ばするものだった。

『ソフィアのガルトマンから返信有あり！　あと五分、いえ四分持ちこたえてください！』

（あと四分!?　無茶言うな！）

（ガルトマン──朧月ミステイムーンが来るのか！）

　間に合えば、助かる。絶望を捻ねじ伏せ希望にすがって、マユリはアレクトーのコントロールに全精神力を傾けた。




「まずいわね……」

　朱あか理りは小型モニターを見ながら無意識に弱音を漏もらした。

　アレクトーを操作しているのがマユリだということは分かっている。空戦に関して朱理は素人しろうとだが、それでも、マユリの腕が悪くないということだけは何となく理解できていた。

　だが最初の条件が悪すぎる。一人の人間が操るロボット戦闘機で、三機のドウルから航こう宙ちゆう機きを防衛しなければならなかったのだ。一機退けただけでも大したものだろう。しかし、一機退けただけではこの状況の解決にならない。敵を全すべて撃退しなければ、彼女たちは危険に曝さらされたままだ。

　機体があれば、と朱理は思った。この航宙機にドウルが搭載されていないことは説明されなくても分かっている。ドウルを運ぶには、この機体は小さすぎる。しかしそれが分かっていなければ、朱理はマユリの指示を無視してシートを離れ、使えるドウルを捜しに行っていたに違いなかった。

「あれは？」

　朱理はアレクトーとグリフォンの戦闘に見入っていた。だから接近する白い影に気づいたのは蒼生あおいの方が早かった。

「月……？」

　白く霞かすむ球体。それはまるで地上から見た朧おぼろ月づきのようだった。




『ミスティムーン、有視界内に到達！』

（予定より二分も早い！　さすがはレニーだ）

　コクピットからもたらされた知らせに、マユリは知り合いの、ただしあまり仲が良くない、同じ階級の少女の姿を思い浮かべた（なお、仲が良くないというのはマユリが一方的に嫌われているだけで、マユリの方は少女のことをかなり気に入っていた。もしかしたら下心を覚さとられて嫌われているのかもしれない）。

　余計なことを考えた所為せいでアレクトーのコントロールが乱れ、一番機が撃げき墜ついされる。マユリは心の中で自分の失態を救援に駆けつけてくれた少女に責任転てん嫁かし、弾が尽きたアレクトーに帰還を命じた。




　いきなり一機が撃墜され、敵が健在であるにも拘かかわらず残る二機が撤てつ退たいを始めたのを見て、玲れい音ねは朧月ミステイムーンの操縦席で仰ぎよう天てんし、呆あつ気けにとられた。

（──とにかく急がないと！）

　我を取り戻した玲音は、ハンググライダーの飛行姿勢に似た格好で摑つかまっていた無人キャリアーのブースターに残された推進剤を一気に燃焼させた。朧月ミステイムーン本体だけでなく無人キャリアーまで丸ごと覆おおっていた慣性中和力場の中で爆発的な加速が生じる。玲音の視界の中でグリフォンの姿が見る見る大きくなっていく。

　常識はずれのスピードにグリフォンは反応できない。もしかしたらオーバースピードで通り抜けてしまうと判断したのかもしれない。

　それもあながち、油断とは言えない。並みのドウル、並みのドウルマスターならいくら慣性制御装置をフル稼か働どうさせても相対静止まで減速できない距離と速度だ。

　しかし朧月ミステイムーンはキャリアーを持ったままぴたりと相対静止し、キャリアーをその場に止めて、スラスターの噴炎も見せずにグリフォンへ襲おそい掛かった。




「何あれ……」

　朱あか理りはモニターに映る映像が信じられなかった。

　新たに駆けつけた乳白色の機体は、ほとんど一いつ瞬しゆんのうちにグリフォンを撃破した。目にも留まらぬスピードで間合いを詰め、敵が振り回すジグソー・グレイブをひらりと躱かわし、首と手足を無む造ぞう作さに斬きり飛ばす。解体されたグリフォンが飛び散らないのは、敵の残ざん骸がいすら慣性制御の支配下に置いているからだろうか。

　文字どおりの秒殺で僚りよう機きを墜おとされたグリフォンが、ガンジャベリンを乳白色のタイタニック・ドウルに向ける。

　白い影がふわりと舞った。

　グリフォンが引き金を引くより早く、その手からガンジャベリンが失われる。よく見れば、手首から先がグリフォンの横を漂ただよっている。

　陸おかを歩くように、乳白色の機体が一歩前進した。

　慌あわてて後退しようとしたのだろう。グリフォンのスラスターに燃焼の光が点ともる。

　だが、遅い。

　噴炎が吐き出される時は、永遠に訪れなかった。

　乳白色の機体が手にする長なが柄えの武器が閃ひらめき、

　グリフォンは僚りよう機きと同じように、バラバラに解体された。

「どうして……」

　その一部始終をリアルタイムの映像で見ながら、朱あか理りはそれができの悪い特撮映像としか思えなかった。

「姉さん、どうしたんだ？」

「蒼生あおい、アンタ、今のを見て何も感じなかった？」

「えっ？」

「今の映像に何の疑問も感じなかったの!?」

　今にも蒼生に摑つかみかからんばかりの勢いで朱理が声を張り上げる。

　しかし、姉が何に興奮しているのか分からない蒼生は戸惑うばかりだ。

「朱理、落ち着きなさい。蒼生君に分からないのも無理はない。今の光景に一目で違和感を懐いだくことのできる君の方が凄すごいんだよ」

　朱理をなだめたのは、キャビンに戻ってきたマユリだった。

　いつの間にかレッドアラートは消えている。朱理は身を乗り出していた為ため肩に食い込んでいたベルトを外し、深呼吸してからマユリへ振り返った。

「……すみません、思わず興奮して」

「無理もないよ。あれを初めて見て、理解できれば、興奮するのはむしろ当然だ」

　どうやら姉も落ち着いたと見て、蒼生がおそるおそる問い掛けた。

「一体、何のことなんですか？」

　弟の質問に、朱理は呆あきれ果てている視線を向けた。

「な、何だよ」

「大型スクリーンに外の様子を映すから、注意して見てごらん」

　不服そうな蒼生にマユリが笑いながらそう言葉を掛ける。彼女の言ったとおり、キャビンの側面にまるで窓越しに見ているようなリアルタイムの景色が映し出された。

　そこでは乳白色の機体が解体したグリフォンの回収作業を行っている。まず操縦ユニットを摘出し、航宙翼機スペースプレーンが出したケーブルに漂流しないよう繫つなぎ止め、それから胴体と手足、頭部を集める。普通なら大きく飛び散っているはずの各パーツはほとんど航宙翼機スペースプレーンと相対静止状態になっていたので、作業は簡単に終了しそうだった。

「あの白いドウルの名は『朧月ミステイムーン』。ルドラと並んでソフィア最強と謳うたわれている機体だ」

「ミスティムーン……」

　感じ入ったように蒼生あおいがその名を呟つぶやく。ただそれは残念ながら朧月ミステイムーンの強さに対してであって、朱あか理りが感じた理り不ふ尽じんに対するものではなかった。

「朧月ミステイムーンは真空の衛星軌道上で回収作業を行っているわけだけど、蒼生君、何かが足りないと思わないか？」

　そう言われて、蒼生は改めて朧月ミステイムーンを眺ながめる。地上で見ていた町の住民以上に人間らしい動きだ。流れるような自然な動きに思わずため息が出そうになる。

「まだ分からない？」

　苛いら立だちを露あらわにした声で、朱理が蒼生を詰なじった。

「いい？　宇宙空間を移動するのに、まず何が必要になるの？」

「何って……推進機と推進剤だろ。足場も空気も無いんだ……から……」

　蒼生が大きく目を見張り、慌あわててスクリーンに振り返る。そこに映る朧月ミステイムーンを凝ぎよう視しし、止まっていた呼吸を無理やり再開させて声を絞り出した。

「スラスターの噴射炎が見えない……いや、スラスター自体が無い……？」

「ソフィアでも機密扱いされているんで、私も何故なぜかは知らないんだけどね。朧月ミステイムーンはあるはずのスラスターが見えない。宇宙で作戦する時には必ひつ須すであるはずのスラスターもその噴射炎も、外から見ただけじゃ何処どこにあるか分からないんだ」

　話し掛けられても蒼生は振り向かなかった。

「だから模も擬ぎ戦せんで対たい峙じしても、どちらに飛ぼうとしているのか、どう動くのかまるで予想できないんだよ。まったく、質たちが悪い話だよね」

　マユリのボヤキを聞きながら、魅み入いられたように蒼生は朧月ミステイムーンを見詰めていた。




　　　◇　◇　◇




　幸いと言って良いいのか、賊ぞくの襲しゆう撃げきはその一度だけだった。蒼生たちはほぼ予定どおり磐いわ都とアイランドへ到着した。

　アイランドは地球と月のラグランジュ点に建設された人工天体だ。その形状は巨大な円盤の周りを同軸回転する巨大な円環。大おお雑ざつ把ぱに表現すれば、円盤の中心部を貫つらぬく円筒から伸びる八対つい十六本の支柱に上下から挟はさまれる格好で中空のリングがつながれた構造になっている。外側のリングの半径は六十キロメートル。厚さ（地面の横幅）が三キロ、幅（空の高さ）が二百メートルで統一されている。

　磐都アイランドの特徴はリングが二重になっている点だ。内側のリングは半径三十キロメートルで厚さは外側と同じ、幅は半分になっている。これはタイタニック・ドウルの操縦訓練用に作られた低重力区画で、このリングを持つが故ゆえに太陽系開発機構直属軍高等訓練校は磐都アイランドに置かれている。

　そこで訓練を受ける為ためには、その前に磐いわ都と高等訓練校に入学しなければならないのだが、蒼生あおいはその第一歩から──いや、第一歩を踏み出す前からつまずいていた。

　アイランド中央部の無重力区画に設けられた宇宙港に航宙翼機スペースプレーンは接岸した。大気圏外において空気は貴重品だ。航こう宙ちゆう機きの発着場を丸ごと与よ圧あつするような無む駄だ遣づかいが行われているはずもなく、壁かべから延びた桟さん橋ばしを伝ってエアロックへ進み、与圧区画に入って宇宙服を脱ぎ、入国審査を受けて（アイランドはポリスと同じく独立政治体として扱われている）ようやく遠心力で疑ぎ似じ的に重力を再現した居住区画へ足を踏み入れることができる。

「わわわっ！」

　ところが蒼生は、エアロックへ向かうだけで四苦八苦していた。無重力酔よいしているのかそれとも単に不器用なのか、すぐに桟橋から足を踏み外してしまう。手て摺すりを摑つかめばそれ以上飛んで行くことはないのだが、何度か手を滑すべらせてその度たびに朱あか理りを煩わずらわせている。

　今も壁まで飛んで行きそうになった蒼生の手を、朱理が危ういところで捕つかまえている。その彼女は手摺に足を引っ掛けて自分と蒼生を支えているのだから冗談抜きに綱渡り状態だ。

「蒼生、いい加減にしなさいよ」

「……ごめん」

「だからもっとゆっくり行こうか、って言ってるのに」

「でもマユリさんを待たせるのも悪いから……」

　マユリは一足先に手続きしておくと言って、さっさとエアロックに飛んで行った。

　そう、文字どおり飛んで行ったのだ。機体の外がい壁へきを蹴けって、エアロックまで一直線に宙を飛び、壁に手をついて手品のように体勢を入れ替えあっさり与圧区画へ入場した。

　それが随ずい分ぶん簡単そうに見えたのがいけなかった。慣れない宇宙服、慣れない無重力環境であるにも拘かかわらず、蒼生は無警戒に足を踏み出したのだ。結果は、見事にジャンプした。意図せぬ跳ちよう躍やくに慌あわてながら、その時は何とか手摺を摑むことに成功したが、これで苦手意識が刷り込まれたのだろう。わずか五十メートルを進むのに蒼生は悪戦苦闘していた。

　一方、朱理は無重力下を磁じ力りよく靴ぐつで移動するコツをすぐにつかんだ。靴に仕込まれた電磁石は足の動きに連動してオン・オフを繰り返す。磁力がオンの状態で片足の靴裏が自分の運動量を支えるに足る面積、床に接触していれば少なくとも宙を漂ただようことはない。朱理は歩幅を小さく、片方の足が床に着いてからもう片方の足を上げるようにして歩いている。普段よりゆっくりではあるが、特に苦労する様子も無く確実にエアロックへ向かっていた。その背中を見て蒼生はますます焦あせり、ますます余計な力が入り、ますます……という悪あく循じゆん環かんに陥おちいった。

　この中央円筒部は自転していない。入出港口とは反対側に支柱内の通路へつながる入り口があって、そこで初めてアイランドへの来訪者は人工天体の遠心力がどのようなものであるかを味わう。だから本当はマユリがやったように壁を蹴って一直線に飛ぶのが一番簡単なのだが、蒼生あおいだけでなく朱あか理りもそれに気づいていなかった。

　ようやく桟さん橋ばしの半分まで来たところで、蒼生は向こう側から歩いてくる人影に気づいた。彼らが乗ってきた航宙翼機スペースプレーンに用があるのだろう。この桟橋は十分な幅がある。すれ違うのに横へ避よけなければならないということは全くない。彼は気にせず、とにかくエアロックを目指すことにした。

（えっ、速い……）

　だが彼の目は自分の意思に反して、その人物を追いかけていた。彼女はとてもスムーズに、それこそ地上とまるで変わらない足取りでこちらへ歩いてくる。そのシルエットが女性の、それもかなり華きや奢しやな女の子のものであることに蒼生は気づいた。

（あっ……）

　バイザーの反射光で顔は良く見えない。だが蒼生は理由も無く、その女性を「少女」だと思った。足取りだけでなく、彼女の身ごなしはとても軽やかで、蒼生はついついその少女に見入ってしまう。

「バカッ、蒼生！」

　突とつ如じよ、朱理から罵ば声せいが飛んだ。それで蒼生は、自分が浮いていることに気づいた。

「うわっ!?」

　手て摺すりには手が届かない。いや、身体からだを上下反転させれば届いたかもしれないが、彼にはどうやれば良いいか分からない。慌あわてている内に彼の身体はゆっくり上昇し、既すでに朱理が手を伸ばしても届かない高さに達していた。

「蒼生っ！」

　焦あせった声で朱理が叫ぶ。本当はそんな必要も無く、ただ港の職員に助けてもらえば良いだけだが、彼女も初めての環境で勝手が分からずパニックに陥おちいってしまっていた。

　その時、蒼生が目を奪うばわれていた少女が、トンと桟橋の床を蹴けった。彼女の身体は蒼生とすれ違うコースで昇って行く。

　彼女は蒼生のすぐ横を通り過ぎ、円形に湾わん曲きよくした港の壁かべの手前で身体の向きを変えると、今度は壁を思い切り蹴った。

　蒼生に向かって少女が迫る。彼の許もとへ真っ直すぐ飛んできた少女は、腕を広げて蒼生に抱だきつくと彼を軸にクルリと回った。

　自由落下の向きが逆転したのを蒼生は実感した。少女と抱き合った体勢でワルツのようにクルリクルリと回りながら、桟橋へ近づいて行く。

　少女は手足を巧たくみに振って回転を止め、足を桟橋に向けた。二人はそのままストンと着地する。その時、蒼生はバイザーの中の、少女の顔を見た。

　妖よう精せいのような、美しい少女だった。

　彼が知っている少女たちは皆、荒野で生き抜く意思と活力に満ちていた。

　だがこの少女は、今にも風に溶けてしまいそうな、儚はかない美しさを感じさせる。

　彼が見詰める先で、少女がにっこり笑った。

　その笑顔はやはり儚げで、この世ならざる場所へ引き込まれていきそうな魅み力りよくがあった。

「宇宙は初めてですか？」

[image: ]

　接触したバイザーを震ふるわせる、耳に心地の良い柔らかな声。

　ただ、その後の行動は、彼女の印象を全すべて裏切るものだった。

　少女が蒼生あおいを突き飛ばしたのだ。

　とても勢いよく。

　何故なぜか少女は反動を受けていないが、蒼生は桟さん橋ばしの上を真っ直すぐ飛んで行った。

　啞あ然ぜんとする朱あか理りの横を通り過ぎて、蒼生の身体からだがエアロックに激突する。

　少しも痛くはなかったが、蒼生は精神的に大きなショックを受けていた。

　少女はそんな彼に小さく手を振って、航こう宙ちゆう機きの中へ姿を消した。
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「ソフィア空くう宙ちゆう母艦ガルトマン所属、玲れい音ね＝ウォード少しよう尉いです」

「航こう宙ちゆう翼よく輸送機デネブ〇三、機長のジェームズ＝ヨンだ」

　面会に来た玲れい音ねを、航宙翼機スペースプレーンの機長は尊大な態度で迎えた。彼女がドウルの中から呼びかけた時にはそれ程ほど悪い感じはしなかったから、玲音の外見で態度を変えたのだろう。

　確かに年齢は親子どころか祖父と孫程も離れている。また、通信機を通した声と実際に顔を合わせた際の印象が大きく違うと言われるのは玲音にとっていつものことだった。彼女の華きや奢しやな体型と気が弱そうな顔立ちはある種の男性にとって庇ひ護ご欲よくをそそるものだし別のタイプの男性にとって嗜し虐ぎやく心しんを刺激されるものだ。権けん威い主義的な人間であれば、見下すような態度を取るのも仕方がない。と玲音が考える程度には、珍しくない対応だ。

「それで、ソフィアの士官殿が何の用かね」

　しかし玲音が気にした素振りを見せないと、それを萎い縮しゆくしていると勘かん違ちがいして嵩かさにかかって来るのもこのタイプの人間の常だった。自分が何者であるのか、少しほのめかすだけで相手を黙らせることができると玲音は知っている。もしかしたら黙る代わりに媚こびへつらうかもしれないが。ただそれも、玲音にとっては気の滅め入いる展開だ。

「現在この機でお預かりいただいている賊ぞくの処遇についてです」

　だから彼女は、事務的に用件を済ませることにした。

「分かっている」

　機長はそう答えた。ただそれだけを。

　何が分かっているのだろう？　と玲音は考え続きを待ったが、機長はまるで喋しやべり方を忘れてしまったようだ。彼女は仕方なく、自分の方から一方的に用件を伝えることにした。

「太陽系開発機構理事会より連行部隊が送られてきます。それまで賊は当アイランドの警備部で」

「少しよう尉い」

　玲音の伝言を──これは彼女の意見ではなく、偶たま々たまこのアイランドに用事があった為ために伝言役を押し付けられただけだ──機長はぶっきらぼうに遮さえぎった。

「海賊の処遇は決まっている。連盟の指図に従う必要は認めない」

　玲音は眉まゆを顰ひそめた。

「しかし開発機構としましては」

「当デネブ〇三は連盟に業務委い託たくを受けているだけで、所属はプロビデンスポリスだ。海賊の処遇について連盟に従う必要を認めない」

　玲音の不快感には二重の理由がある。連盟の公式名称はあくまでも「太陽系開発機構」であり、連盟の士官である玲音が「開発機構」と言っているのに「連盟」と返すのは礼を失している。そして海賊の処遇は確かに各独立政治体、つまりポリスの裁量に任せられているが、宇宙はアイランド近きん傍ぼう空域を除き、条約により連盟の管かん轄かつと定められているから、宇宙海賊の身柄は連盟に引き渡さなければならない。デネブ〇三の機長の言い分は、この国際慣習を否定するものだった。

「海かい賊ぞくはニューフロンティアアイランドに寄港後、プロビデンスへ連行する」

　ニューフロンティアアイランドはＬ１に四基稼か働どう中ちゆうの人工天体の一つ。Ｌ１とＬ４、Ｌ１とＬ５の間は交通量が多く、それに比例して海賊の出没も多い。またそれ以上に反連盟秘密結社ゲノムスが活発に活動している空域でもある。

「分かりました」

　ただ、あからさまに邪じや魔ま者もの扱いしてくる相手を心配する義理は無い。忠告する必要も玲れい音ねは覚えなかった。

「機長のお返事は太陽系開発機構理事会にそのままお伝えします」

　それを捨てゼリフにして、玲音は航宙翼機スペースプレーンデネブ〇三を後にした。
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　その頃ころ龍りゆう一いちは、ゲノムス空くう宙ちゆう母艦「ナグル」で月軌道の外側から降下して月と磐いわ都とアイランドの間に設定された作戦ポイントへ向かっている最中だった。

「……それで、間抜けにも捕ほ虜りよになったこの連中を助け出せば良いいのか？」

「間抜けって……言うわね、龍一」

　場所は龍一に割り当てられた船室。彼に任務を伝えに来たロサが彼の暴言に鼻白む。

「彼らはうちでも腕利ききのドウルマスターだし、捕まったのは別に独断専行した結果じゃない。命令に従って出撃した結果よ。見捨てることはできないわ」

「だったらそんな命令を出したヤツが間抜けなんだろう」

「龍一、貴方あなたねぇ」

　ゲノムスという組織自体に対する批判とも取れる龍一のセリフにロサが怒りの声を上げる。だが続く反論を鋭い視線で制して、龍一は自らの真意を説明する。

「どんなに正しい目的があってどんなに考え抜かれた作戦が立てられていても、現場の兵士にとって意味があるのは勝つか負けるか、生きるか死ぬか、生還できるかできないか。結果が全すべてなんだよ。出撃したドウルマスターが全員捕虜に落ちたって時点で作戦としては間抜けだ」

　龍一の言い分に一理あると思ったのか、彼の言葉を聞き終えたロサは落ち着きを取り戻していた。

「貴方の言いたいことは分かった。じゃあ、出撃を拒否するの？」

「いや。俺は兵士だからな。命令されれば出撃するし、出撃する以上は作戦を成功させる」

「オーケー、龍一。貴方が物分かりの良い人間で助かったわ」

　ロサは満足げに頷うなずき、挑発するような笑みを龍一に向けた。怒らせる為ための挑発ではなく、誘いを掛ける艶なまめかしい目付き。ロサの眼まな差ざしには本人にその気が無くてもそんな風に感じさせる色気がある。

「出撃は二時間後よ。マクリールでの実戦は初めてだけど、大だい丈じよう夫ぶよね」

「問題無い。記念すべき初うい陣じんだ、ばっちり決めてやるさ」

　ロサの視線に実は結構動揺しながら、それを押し隠して龍りゆう一いちはクールに応こたえた。




　艦橋のドアが開き、ロサが艦長席へ向かい足を進める。個人用端末でアイランド向けファッション雑誌を眺ながめていたシアが慌あわてて立ち上がりその後に続いた。

「隊長、龍一に救出作戦のことを伝えました」

　ロサの言葉に、艦長席に座る総そう白髪しらがの男性が一つ小さく息を吐ついて、閉じていた瞼まぶたを開いた。

「彼は心良く引き受けてくれたかね」

　座っていても分かる、この白はく髪はつに似合わぬ鍛きたえ抜かれた巨体の持ち主は、ゲノムスが持つ唯ゆい一いつの空くう宙ちゆう母艦「ナグル」の艦長ホセ・アントニオ＝ロペス＝ミュラー。部下からは「艦長」ではなく「隊長」または「ロペス隊長」と呼ばれている。

「心良く、とは言えませんけどね」

　ロペスの問い掛けに、ロサが肩をすくめている時のような表情で──実際にはそんなジェスチャーを取らず、姿勢良く立っていた──答えた。

　ロペスが今度は大きく息を吐いてシートの背もたれに身体からだを預ける。一段高くなっている艦長席のすぐ下、ロサと隣となり合うポジションで報告を聞いていたシアが、眉まゆを曇くもらせてロペスの顔を見上げた。

「隊長、やはり普通に入学した方が良かったのでは……」

　シアが言っている「普通に」というのは、普通に連盟の航こう宙ちゆう機きで磐いわ都とアイランド入りするという意味だ。磐都訓練校への入学自体は横よこ浜はま政府の推すい薦せんを得て正式決定している。龍一の能力値と実績からすれば、連盟直属軍への移い籍せきは太陽系開発機構としても大歓迎でありそこに工作の必要は無かった。手を回したのは横浜政府に龍一を手放させる段階だ。

　だからそのまま磐都アイランドに向かって良かったのだが、ゲノムスの首脳部はそうしなかった。その理由は──

「それではロサを龍一の随ずい員いんと入れ替えることができなくなる」

「シア、そのことはもう何度も話し合ったでしょう？」

　ロペスとロサの反論にシアは頷うなずくことしかできなかった。各ポリスから派遣されるドウルマスターには、そのポリス出身のサポーターを付けることができる。横浜ポリスが用意した龍一のサポーターをロサと入れ替え、同時に多数の工作員を連盟に送り込むのが今回ナグルに与えられた作戦の目的だった。連盟の航宙機を襲おそうことも予定された作戦のうちだ。捕ほ虜りよの救出は降って湧わいたついでに過ぎなかった。




　　　◇　◇　◇




「マユリさん、置いていくなんて酷ひどいですよ」

　入国手続きを終えて居住区行きのリフトへ向かう道すがら、朱あか理りはマユリに嚙かみ付いていた。

「ははは、昔から言うだろう？　習うより慣れろって。その証拠に朱理はすぐ歩けるようになったじゃないか」

「それはそうですけど！　そんなの、結果論じゃないですか。マユリさん、ちょっと無責任すぎません？」

「結果論、大いに結構。結果を出せないよりずっと良いい」

　朱理の抗議をマユリは笑って聞き流し、朱理はむくれた顔でマユリの背中に続く。不快感を隠そうともしない朱理だが、彼女はマユリのことが嫌いではない。むしろ気に入っている。そもそも朱理がこんな年相応の顔を見せるのは珍しいことなのだ。

「……蒼生あおい、マユリさんの言ってることなんて気にする必要無いからね。世の中、最初から上手うまく行くことの方が少ないんだから」

　沈んだ顔をしている弟を慰なぐさめるのに気安くマユリの名前を出すのも、一種の親近感表現と言えるだろう。だが朱理の気き遣づかいは、少し的外れだった。

「えっ？　ああ、うん、そうだね」

　上手くできなかったことを気にしている、というには上の空の反応だ。朱理は訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめた。

「蒼生？」

「別に気にしちゃいないって。あの程度のことで落ち込むような柔やわな神経はしてないよ」

「それはそうだろうけどさ……」

　彼女たち姉弟きようだいは幼い頃ころの流亡生活を乗り越えて今ここにいる。ちょっと思い通りにならないことがあったくらいでへこたれるようでは、今日まで生きてこられなかった。だから朱理も、蒼生がさっきの醜しゆう態たいを引きずっているなんて本気で思ってはいなかったのだが……

（……どうも引っ掛かるのよね）

　初めての無重力環境で上手く歩けなかったことを気にしていないというのは本当のことでも、落ち込んでいないというのは噓うそだ。いつもどおりを装よそおっているが、そこは生まれた時から一緒にいる弟のこと、朱理にはそれが強がりだとすぐに分かった。蒼生は何か、別のことで落ち込んでいる。彼女はそこに、不ふ穏おんな影を感じ取っていた。

（あの時、蒼生を助けてくれた人って……女の子だったよね？）




　もし姉の心の声が聞こえたとしたら、蒼生は仰ぎよう天てんしたに違いない。彼はまさに、玲れい音ねに助けられた時のことを考えていたのだから。

　蒼生あおいはまだ玲れい音ねの名前も知らない。軽宇宙服の外から見たプロポーションと、ヘルメットのバイザー越しに見た顔しか分かっていない。

　それでも彼女との出会いは、蒼生の心に強きよう烈れつな印象を刻んでいた。彼の心に生じた反応を表現するのに最も近い言葉は「一目惚ぼれ」だろう。だが似てはいてもイコールではない。彼は恋愛の優先順位がとても低い世界に住んでいた。生きていくことが第一順位で、その為ためには自分が有能であると──少なくとも無能ではないと認められる必要があった。蒼生は見み栄えっ張りな少年だが、それは彼だけの性質ではなく、この時代の少年に共通する傾向だ。そんな彼にとって、初対面の魅み力りよく的な女の子に無様な姿を曝さらすというのはかなりこたえることだったのだ。

　だから朱あか理りの疑念は、入り口で当を得ていたものの出口で的を外していたと言えるだろう。たった二人の、ずっと一緒に生きてきた姉弟きようだいであっても、男女の心の間にそびえ立つ垣かき根ねを乗り越えることは中々に難しいようだった。
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「距離、千キロを切りました」

　反太陽系連盟武装組織ゲノムスの空くう宙ちゆう母艦ナグルの艦橋で、総合オペレーターを務めるフェリシア＝リンの声が響ひびく。ちなみに何故なぜ「総合」なのかというと、彼女一人で航行支援機器管制、探知機器管制、対探知機器管制、攻撃的通信機器管制、防御的通信機器管制の五役を兼ねているからだ。

　航こう宙ちゆう機きは未いまだ推進剤に大きなキャパシティを割さかなければならない。その上、空宙母艦は宇宙航行に必要な装置以外にドウル本体、ドウル整備設備、ドウル発着設備を搭載している。その為、艦橋に余計な人間を座らせる余裕が無いのである。

「まだ気づかれた様子はありません」

　シアがセンサーで監視しているのはゲノムス所属のドウルマスターが囚とらわれている航宙翼機スペースプレーンデネブ〇三と、その護衛部隊を乗せたポリス連合軍の空宙母艦「オオトリ」。

　ポリス連合軍とは各ポリスから持ち回りで提供され連盟の指揮下に入る軍隊のことで、元々がポリスの連合体である太陽系連盟は独自の兵力である直属軍とポリスからレンタルした兵力であるポリス連合軍を配下に置いている。航宙翼機スペースプレーンもそうだが、航空・航宙手段が連盟に独占されている現在、各ポリスは連盟の業務に提供するという名目でのみ航宙機や空宙母艦を保有することができる。航空・航宙技術を断絶させない為に、各ポリスは仕方無く、ただし積極的に連盟へ宇宙兵力を提供していた。

　──なお、オオトリ自体がデネブ〇三の護衛につくのではなく、その搭載機がデネブ〇三に同行する。オオトリは月からＬ４へ、デネブ〇三はＬ４から月へ、互いに逆方向へ飛んでいるので、オオトリ自体が護衛につく為ためには百八十度転進しなければならず、これを実行するには大量の推進剤を必要とするからだ。現代の宇宙船にとって宇宙空間における百八十度転進は不可能ではないが非現実的な操船なのである──。

「空くう宙ちゆう母艦の艦名は分かるか」

「東京ポリス所属艦『オオトリ』。事前の情報どおりです」

「まずは第一段階クリアだな……」

　シアの報告を聞いて、艦長のロペスが安あん堵どの息を漏もらした。今回の作戦は龍りゆう一いちが磐いわ都とアイランドへ渡航するのに使ってもおかしくない機体をコスモジャックすることが第一段階だ。その為には、東京の空宙母艦に出て来てもらわなければならない（横よこ浜はまは月軌道まで上がれる航こう宙ちゆう機きを持っていない）。仮に仲間が捕ほ虜りよになって、オオトリがその護衛を乗せて来ることが無かったならば、何か別の手段で東京の所属艦を引っ張り出さなければならなかったところだ。そういう意味では、偶然ではあるが、デネブ〇三を襲しゆう撃げきしたドウルマスターが任務に失敗して囚とらわれたのはロペスたちナグルのクルーにとって都合が良かった。

「あちらの艦の探知機器スペックは本艦にそれ程ほど劣る物ではない。ステルスが効いているうちに奇襲を掛ける。マクリール、出撃用意」

　表情を引き締めたロペスの命令により、艦橋が慌あわただしい空気に包まれる。艦長を含めわずか五人の艦橋要員（艦長、操そう舵だ手しゆ、機関士、総合オペレーター、作戦情報アナリスト）だけでなく、有線通信でつながる艦内全体に緊張が走ったのをオペレーター席のシアは感じ取った。

『カタパルト接続。マクリール、出撃準備完了』

　搭載機発着管制室よりロペスの命令に対する回答が届く。

「龍一、行けますか？」

　ドウル本体の移動管制官も務めるシアが、通信機のテストを兼ねてコクピットの龍一に話し掛けると、

『問題無い。何時いつでも行ける』

　龍一から落ち着いた口調で返事があった。

「貴方あなたのコールサインは打ち合わせたとおり『リュー』です。艦外に出たらそう呼びますから間違えないようにお願いします」

『了解。俺おれの方はいつもどおり「シア」で良いいんだな？』

「それで結構です」

　出撃直前の打ち合わせを終えて、シアがロペスへ振り返った。

「隊長」

「マクリール、発進せよ」

　ロペスの命令は艦橋内だけでなく、発着管制室にも伝わった。

「マクリール、発進」『マクリール、発進』

　シアと管制官が同時に命令を復唱する。

　それを合図として、マクリールがカタパルトから射出された。




　射出時に慣性制御システムを同期フル稼か働どうさせることにより秒速三十キロメートル、第三宇宙速度（地球の太陽公転軌道離脱速度）の二倍近い速度を得たマクリールは一直線に航宙翼機スペースプレーンデネブ〇三へ向かった。宇宙空間におけるタイタニック・ドウルは、通常機体に沿って二メートルから三メートル程度の厚さで形成される気体の膜で覆おおわれている。これもサイクロニクス機関による現象の一つで、ドウルを熱線や大気圏落下事故時の熱から保護する役目を果たす。

　だがマクリールの表面は、厚さ一メートルの特殊なコロイド溶液で覆われている。液体流動制御のサイクロニクス機関で形成されたこの溶液の層は極めて強力なステルス性を持ち、探知システムの管制脳にもオペレーターにもドウルが接近中であることを覚さとらせない。無論このシステムはステルスが主目的ではなく攻守にわたり独特の効果を発揮するのだが、副次的なものに過ぎないこのステルス機能がこの初うい陣じんでは大きな効果をもたらしていた。

　射出時の距離九百キロまで接近していたデネブ〇三、及びオオトリに接触するまで約三十秒。それはわずかな判断の遅れが致命傷になる短い時間だった。

　デネブ〇三に衝しよう突とつする寸前、慣性制御システムにより機体の慣性を軽減する。同時に流動制御の半自動操作により液体の層に穴を開けスラスターを一いつ瞬しゆん、噴かす。それだけでマクリールはドウルの手を伸ばせば届く至近距離で、デネブ〇三と相対静止状態に移行した。

（良いい反応だ）

　龍りゆう一いちはマクリールから返ってくるレスポンスに、快感に近い満足を覚えた。

（確かにこれならば相手がエクサーであっても……）

　マクリールから返ってくる手て応ごたえは、この機体が最初から彼の為ために建造された物ではないかと龍一に錯さつ覚かくさせる程ほどしっくり来るものだった。横よこ浜はまで使っていた娑しや羯か羅らはまさしく彼の為に設計され建造された機体だが、それでもこれ程の一体感は無かった。

　ゲノムスのスカウトに応じたのは、間違いではなかった──そんなことを頭の片かた隅すみで考えながら、彼はマクリールのサイクロニクス機関へ固有兵装展開の為のＳＩＭＡシーマを注ぎ込んだ。

　龍一の視界で、航宙翼機スペースプレーンの表面に多数の光点が映る。あらかじめナグルでマクリールの電子頭脳にインプットしておいたスラスターの位置だ。龍一は機体を覆うコロイド溶液を細い鞭むち状じようの武器に変え、スラスターを次々に破壊していく。空くう宙ちゆう母艦オオトリからドウルが出撃してきたのは、龍一が最後の補助スラスターを破壊した直後のことだった。

　ポリス連合軍の大気圏外専用ドウル「ケイツァル」が隊列を組んでマクリールに迫る。数は六機。通常、空宙母艦のドウル搭載数は四機だ。機体の大きさ自体は他ほかの空宙母艦と変わらないから、オオトリは格納庫のレイアウトを余程工夫しているのだろう。

　もっとも、龍一はそのことに驚おどろかなかった。東京の姉妹ポリスである──親子ポリスと言った方が実態に近いかもしれない──横よこ浜はまの軍人だった彼は、オオトリの優すぐれている点を東京軍の士卒から自慢という形で良く聞かされていた。その時の優越感に満ちた顔に、彼はいつもむかついていた。にやつく顔に拳こぶしを叩たたき込みたくなったのも一度や二度ではない。そのオオトリを目まの当たりにすると、乗り気でなかった作戦に対するモチベーションが一気に高まったのだから「我ながら現金なものだ」と龍りゆう一いちは身動きの取れないコクピットで笑った。

　もちろんその間にも、接近するケイツァルの迎撃準備は調ととのえている。コロイド溶液の層──流体装甲を元に戻し、背中のウェポンラックに固定していた円形の鍔つばを持つドリル・ランスを手に取った。

　ケイツァルの武器もマクリールと同じくドリル・ランス。

　同じ間合いの武器で、一対六。

　専用機の初うい陣じんには上等だ！　と龍一は心の中で吼ほえた。

　散開して包囲網を形成しようとするケイツァルの隊列の真ん中へ、龍一は自分から突っ込んで行く。

　中央右の機体と激突。

　マクリールのランスはケイツァルの肩に取り付けられたシールドに阻はばまれ、ケイツァルの刺し突とつはマクリールの流体装甲によって逸そらされる。

　マクリールの機体を覆おおうコロイド溶液はただ貼はり付いているのではなく不規則に流動している。その流れは外部から衝しよう撃げきが加わるとそれを外へ逃がすように制御されている。受け止めてはね返すのではなく、滑すべらせて逸らす。それが流体装甲の効果だ。

　自分の得え物ものに予想外の挙動を強しいられたケイツァルが体勢を崩す。無重力の宇宙では重力に引かれて倒れるということは無い（正確には地球衛星軌道を公転しており地球の重力の作用は受けている）。だから手足の位置を戻しスラスターを噴かして機体の向きを変えるだけで良いいのだが、そこに隙すきが生まれるのは地上と然さして変わらない。龍一はもう一度ランスを突き出しながら、鍔の少し下に設けられたスイッチで穂ほ先さきに仕込まれたギミックを作動させた。

　コクピットに警報。頭上から敵機が襲おそってくる。大気圏外専用機として開発されたケイツァルは脚部の動力が大幅に省略されている代わりに、推進機と推進剤タンクが両脚に内蔵されており宇宙空間で高い機動性を発揮する。包囲態勢構築の為ために散開した機体が、予想以上の速さで戻って来たのだ。

　しかし、龍一は攻撃を中断しなかった。機体をわずかに前進させ、ランスを最初に接触したケイツァルへそのまま突き出す。回転するその穂先に流体装甲から分離した水が纏まとわり付く。

　正面の機体が首を傾けてマクリールの繰り出す穂先をギリギリで躱かわす。

　頭上の機体から繰り出されたドリル・ランスが背中の流体装甲上を滑っていくのと、それは同時に起こった。

　マクリールの持つランスの穂先に纏わり付いていた水が極ごく薄うすに研ぎ澄まされた三枚の円盤となって展開されたのだ。

　高速回転する円盤にケイツァルの頭部が削けずり取られていく。首を切られるのではなく顔を抉えぐられることでケイツァルは慣性制御を無効化された。

　三み度たび繰り出されるマクリールのランス。その穂ほ先さきはケイツァルのコクピットを貫つらぬいたが、背中までは貫かん通つうしていない。コクピットのみを破壊している。当然ドウルマスターは生きていないだろう。

（──それがどうした！）

　今、初めて、意識して人を殺した。海かい賊ぞくの掃そう討とう任務で相手の戦闘艇ていを破壊することにより結果的に海賊を死なせたことはあったが、最初から殺すつもりで攻撃してその結果を導いたのはこれが初めてだった。

（そんなことを気にしていて兵器に乗れるか！）

　人殺しが嫌いやなら最初から兵器に搭乗すべきではない。ドウルマスターであることを選んだ以上、これは必然だ。普通の倫りん理り観かんを振りかざしても偽ぎ善ぜんにしかならない──龍りゆう一いちは自分をそう納なつ得とくさせた。

　そもそも、今の彼にくよくよ悩んでいる時間は無かった。彼は武器を左手一本に持ち替え、右手で虚空を押した。その動作に連動してスラスターが作動する。機体が左に流れ、その右みぎ脇わきを背後からドリル・ランスの穂先が通過する。

　ＮＩＴＵニツツは運動神経を伝わる電気パルスを走査することで脳が随ずい意い筋きんに発する命令を読み取り、それを機体の運動に反映させる操縦システムだ。ＮＩＴＵニツツを使うドウルマスターは自分の肉体を動かす以上の命令を搭乗するドウルに対して行えない。例外は音声によるコマンド入力だが、言葉を発して命じるのは意外と時間が掛かるものだ。咄とつ嗟さの反応を必要とする状況に直面した時、多くの場合それでは間に合わない。

　しかし、スラスターによる機動は肉体に備わっていない運動だ。肉体の運動をトレースするＮＩＴＵニツツは、そのままではスラスターを操作できない。ＮＩＴＵニツツによる操縦システムには、この問題を解決する二つの代だい替たい手段が組み込まれている。

　一つは機体表面にスイッチを設け、それをドウルの手で操作するという方法だ。多くの機体で、人間であればベルトのバックルが納まる位置にスラスターの操作スイッチが取り付けられている。腰の両脇にジョイスティック状のスイッチが設けられていることもある。

　もう一つは機体の動作でスラスターを操作する方法だ。ジェスチャーをコマンドとして登録しコントローラーの代わりをさせるということだ。例えば今の場合だと、武器を持っていない手で虚こ空くうを押すという動作が、その反対側へ移動する為ためのスラスターを作動させるコマンドになっていたのである。他ほかにもジャンプするジェスチャーで上へ、ダッシュするジェスチャーで前へ、バックステップで後方へといった具合に四し肢しの動作とスラスターの動作が結びつけられている。

　龍りゆう一いちは振り返りざま足を振り上げ腰を捻り、マクリールの機体を九十度倒して進行方向へ両足を向けた。小ジャンプで直前の機動を打ち消す。ランスを彼の背中に突き刺そうとしたケイツァルが目の前に横倒しの姿勢で浮いていた。──全すべてはマクリールと一体化した龍一の主観である。だがドウルを自在に操るには、自身の肉体と機体を主観的に一致させるこの域にまで達しなければならない。彼は今、体感上でマクリールと完全に同化していた。

　ランスを使って邪じや魔まなシールドのエッジを上から打ち、続けざまに相手のランスを横に払って、がら空あきになった敵機の胸へドリルビットの穂ほ先さきを突き込む。既すでにマクリールの特殊機能を使う必要も無くなっていた。通常の攻撃だけで、彼は胸部装甲に守られたケイツァルのコクピットブロックを破壊した。

　残り四機。龍一は、まるで負ける気がしなかった。




　マクリールの周りには頭部を破壊され、コクピットのみを貫つらぬかれた六機のケイツァルが漂ただよっている。これでポリスに対する裏切りが決定的なものとなったわけだが、龍一は平静を保った顔でケイツァルの残ざん骸がいと何の動きも見せないデネブ〇三を眺ながめていた。

『リュー、お疲れ様でした。帰投して結構です』

　そうしている内に、ナグルのシアから通信が入った。今ナグルはマクリール以外の搭載機を使ってポリス連合軍空くう宙ちゆう母艦オオトリの乗っ取りを進めているところだ。

「こいつらは放っておいて良いいのか？」

　こいつら、というのは彼の周りを漂っている残骸のことだ。ケイツァルは修理して次の作戦段階で使うことになっている。彼が取り替えの容易な頭部とコクピットブロックに攻撃を絞ったのはその為ためだった。

『回収はグリフォンにやってもらいます。いくら機体性能の高いマクリールでも一対六は疲れたでしょう？　艦内でゆっくり休んでください』

「そうか。お言葉に甘えよう。マクリール、帰投する」

　彼はもう一度、周りを漂う残骸へ目を向けた。

　彼が犯した裏切りの証あかし。──罪悪感は既に薄うすれていた。

　彼が手に入れた力の証。──興奮は深い充足感に変わっていた。

　龍一は腰のスイッチでスラスターを操作し、マクリールをナグルへ向けた。
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　初めて見る宇宙都市の風景は、奇妙なものだった。

　アイランドのリング部を支える支柱スポークの中に設けられたリフトを降りている最中、急激に体重が戻ってくる感覚にも戸惑ったが、リフトを降りて目の中に飛び込んで来た光景は、まるで異世界に紛まぎれ込んだような違和感を蒼生あおいにもたらした。

　いや、と蒼生は思い直した。「まるで」でも「ような」でもない。ここは紛れもない異世界、今まで自分が姉と共に暮らしてきた世界ではないのだ。いちいち驚おどろいていてはきりが無い、と彼は自分を叱しつ咤たした。

　改めて自分が立っている人工の大地を見渡す。蒼生は地上で地平線を見たことは無いが、水平線なら何度も見ている。視界の向こう側に海が落ちていくような曲線。ここで見る地面は、その逆だ。右を見ても左を見ても、緩ゆるやかに上っていく地面。

　正面には垂直にそそり立つ黒っぽい壁かべが視界いっぱいに広がっている。城じよう壁へきの中で暮らすポリスの市民であれば違和感を持たないかもしれないが、蒼生はじわじわと締め付けてくるような閉へい塞そく感かんを覚えた。

　視線を上へ動かす。壁は「空」まで続いていた。壁と同じ素材で蓋ふたをされた偽いつわりの青空。少しの間観察していて、それが発光パネルをびっしり敷き詰めた物だと分かる。

　蒼生はアイランドについて事前に仕入れてきた知識を記憶の中から引っ張り出した。居住用人工天体のコンセプトが考え出された当時は、太陽光を鏡で人工天体内部に直接引き込んで利用することが考えられていたらしい。だが光を透過しつつ有害な宇宙線を長期居住に実害の無いレベルまでカットする素材の開発が予想以上に困難で、結局太陽光により作り出した電気を使い発光パネルを光らせるという方法に落ち着いたとその資料には書かれていた。

　体感で気温は摂せつ氏し二十度前後。これも電気で保たれているのだとすれば、少し贅ぜい沢たくなエネルギーの使い方だと蒼生は感じた。もう少し寒くても我慢できる、と彼は思ったのだ。実際は太陽熱で直接暖めた空気を循じゆん環かんさせているだけで、空気の加熱に電気は使われていない。この温度に保たれているのはアイランドの容積に対して加熱槽そうをどの程度の大きさにすれば良いいか慎重に計算した結果なのだが、蒼生がそれを知るのはもう少し後のことである。

「蒼生君、そろそろ行こうか」

　マユリにそう声を掛けられて、蒼生は顔が熱くなるのを感じた。自分の行動が「おのぼりさん」丸出しだったのに気がついたのだ。彼は自分が赤面していないか気になったが、手鏡などという気の利きいた物は持ち合わせていなかったし、たとえ持っていたとしてもそれを使うのはもっと恥ずかしいように思われた。

　恐る恐る──ただし努めて平静な風を装よそおいながら──蒼生はマユリの顔を窺うかがった。幸い彼女には、蒼生あおいの奇行を気に留めている様子が無かった。




　高等訓練校はスポークリフトのすぐ側そばにあった。ほとんど隣となりだ。アイランドの内ない壁へきにへばりつくようにして三階建ての校舎が建っている。これから三年間二人の宿になる──「家」という意識は蒼生に無かった──訓練校の宿舎も校舎に道一つ隔へだてた場所に建っていた。こちらは四階建てだが、建物としての高さは校舎よりむしろ低かった。

　とは言えこれもまた、蒼生にとっては今までに見たことのない立派な建物だ。そこに自分が住むと思えば、こみ上げてくる感動を否定するのは難しかった。

「わぁ……立派な所ねぇ」

　姉のように素直な賛辞を口にしなかったのは、単なる男の意地である。つまらない拘こだわりだと自分でも分かっていたが、蒼生はオートンの居住環境とはかけ離れたこの建物を自分が無条件に賞賛するのは負けだと感じていた。……もっとも、何に対して負けてしまうのか、自分でも分かってはいなかったが。

「さてと……私はここまでだ。部屋の番号とか注意事項は管理人から聞いてくれ。カーゴ室の荷物は一時間以内に届くはずだよ」

「あっ、はい。マユリさん、ありがとうございました」

　立派な建物に目を奪うばわれていた朱あか理りが、慌あわててマユリへ一礼する。マユリがそのまま帰ってしまいそうな雰ふん囲い気きだったので、蒼生は急いで口を挿はさんだ。

「あの、すみません」

「んっ？　どうした、蒼生君」

　背を向け掛けていたマユリが蒼生へと振り返る。顔には「何か言い忘れたことがあっただろうか」という微かすかに訝いぶかしむ表情が浮かんでいる。

「俺おれがお世話になる寮りようは何処どこでしょうか？」

　先さき程ほどマユリは朱理に向かって詳細は管理人に訊きくよう言った。つまりここが朱理の入居する女子寮なのだろう。ならば自分が入る男子寮は何処なのか、と蒼生は思ったのだ。

　マユリは一いつ瞬しゆん、何を言われているか理解できない様子だったが、すぐに蒼生の勘かん違ちがいに気づいてニヤリと笑った。

「蒼生君、君は二つ思い違いをしているようだ」

「思い違いですか……？」

「ああ。まず一つ目。ここは寮ではなく宿舎だ。個人用の貸かし部べ屋やだよ。管理人はいるけど彼女は私生活に干かん渉しようしない。逆に言えば食事などの面倒も見てくれない。そして二つ目。宿舎はここ一つだ。男女別はない」

「ここ一つですか!?」

「ああ、ここ一つだ。小さく見えるかもしれないが、これでも三百十人分の部屋があるから追い出される心配はしなくても良いいぞ。訓練校の定員は三百名だからな」

　蒼生あおいが何に焦あせっているのか理解しながら、マユリはそこからずれた回答を返した。

「あ、はい……いえ、そうじゃなくて！　男女一緒なんですか!?」

　そして注文どおりの反応に、もう一度ニヤリと笑う。

「何を焦っているんだ？　部屋は当然ながら、それぞれ鍵かぎが掛かるようになっているから夜よ這ばいの心配はしなくていいぞ」

「夜這……っ」

「男の子としては残念なことかもしれないけどね」

「駄だ目めよ、蒼生！　あんたには女の子なんてまだ早すぎるわ！」

　絶句する蒼生に、マユリが笑顔で、朱あか理りが凄すごい剣幕で釘くぎを刺す。

「おや、蒼生君はまだ童どう貞ていなのかい？」

　さすがに笑いをかみ殺しながら──一応、蒼生のプライドに配はい慮りよしたのである──マユリが朱理に訊たずねる。

　朱理がすぐさま頷うなずこうとしたのを遮さえぎって、蒼生が叫んだ。

「夜這いなんてしません！　それに俺おれが童貞かそうじゃないかなんてマユリさんには関係無いじゃないですか！」

　蒼生は自分のセリフが結局マユリの問いを肯定しているようなものだと気づいていない。

「ははは、すまなかった」

　息を荒げる蒼生を見下ろして、マユリは少しも悪いと思っていない口調で謝った。──女性としてかなり長身のマユリは、年齢を考えても小柄な蒼生より十センチも背が高い。

「姉さん、とにかく入居手続きを終わらせよう。マユリさん、ありがとうございました！」

　実は身長が中々伸びないことにコンプレックスを持っている蒼生にとって、マユリの態度は怒りを抑えられないものだった。形ばかりの謝辞を叩たたきつけ、さっさと宿舎に入ろうとする。

　彼は立ち話をしている自分たちの横をまさに通り過ぎようとしていた人影に、気づいていなかった。

「きゃっ!?」

　前を見ずに勢いよく足を踏み出した蒼生は、彼より小柄な背中にぶつかってしまう。

「あっ、すみません！」

　幸い、ぶつかった相手は少しよろめいただけで転びはしなかった。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです」

　そう言って振り向いたのは、儚はかなげな美び貌ぼうの少女。彼女の声に、蒼生は聞き覚えがあった。それもついさっきのことだ。宇宙港で彼を助けてくれた女の子。この声はまさに、あの時の彼女のものだ──。

　蒼生は咄とつ嗟さに、これだけでこの少女との会話を終わらせたくないと思った。だが、何を話せば良いいのか分からない。取り敢あえずあの時の御お礼れいを言えば良いのだろうか……？

　彼が迷っている横で、マユリがその少女に話し掛けた。

「──レニーじゃないか！　何故なぜここに？」

　レニーと呼ばれた少女が少し記憶を探るような表情を見せた。そしてすぐに顔を強こわ張ばらせる。マユリの声につられて振り返っていた朱あか理りは、その少女が「ゲッ……」という可か憐れんな容姿に似合わぬ声を上げたのを確かに聞いたような気がした。

「カーティス少しよう尉いこそ……いえ、ご無ぶ沙さ汰たしております」

　少女はマユリに向かって慣れた感じの敬礼を行った。彼女はおそらくポリス正規軍か連盟直属軍に所属している。それも数ヶ月という短い期間ではなく、少なくとも一年以上。少女の板についた敬礼を見て、朱理はそう推測した。

　彼女の格好は朱理たちと同じ、ヘルメットを脱いだだけの軽宇宙服姿だった。宇宙港から居住区に降りてきたばかりなのだろう。軽宇宙服は西暦二千年前後のドライスーツと同程度の嵩かさに抑えられているが、日常生活で着用するにはやはり不向きだ。

「そんな堅苦しい挨あい拶さつは抜きにしないか？　私と君の仲じゃないか」

「カーティス少尉とは何度か作戦をご一緒しただけの関係だと思いますが」

「相変わらずつれないね。こんなに可愛かわいい顔をして……だがそこが良い！」

「カーティス少尉……お連れの方が戸惑っていらっしゃいますよ」

　少女の言葉に、マユリが背後を振り返る。そしてバツの悪そうな表情を浮かべた。

「ええと、彼女は」

「開発機構直属軍ソフィア所属予備操手サブマスター、高たか城じよう玲れい音ねです。この度たび、磐いわ都と高等訓練校に入学することになりました」

　マユリが少女を朱理たちに紹介しようとする、その言葉を遮さえぎって、少女──玲音は自ら名乗りを上げた。なお予備操手サブマスターとはドウルマスターの操縦訓練を受けていてまだ正式の搭乗資格を得ていない者のことだ。朱理も蒼生あおいもドウルの実戦経験はあるが、ここで言う搭乗資格は連盟が発行するものなので、身分上は予備操手サブマスターになる。

　ソフィアのタイタニック・ドウル「朧月ミステイムーン」専属ドウルマスターである玲音は言うまでもなくドウルの正式搭乗資格を持っている。彼女がマユリの言葉を遮ったのは、その素性を隠す為ためだ。マユリもそれをすぐに理解して、偽いつわりの自己紹介に口を挿はさまなかった。

「年は十七歳です」

　そこで玲音は口調をマイルドなものに変えた。同年代と考えたのか、朱理に向かってそう言いながら柔らかく微笑ほほえむ。彼女の外見にはこちらの方が明らかにマッチしていた。

「よろしくお願いしますね」

　敬礼ではなくペコリと一礼されて、朱理の初対面の人間に対する緊張が解ける。鯱しやちほこ張ばった態度を止やめると、玲音は浮うき世よ離れした、儚はかない、庇ひ護ご欲よくをそそる雰ふん囲い気きを纏まとう少女だった。

「早さ乙女おとめ朱あか理りです。小お田だ原わらオートンから来ました」

　隣となりで「年上……？」と呟つぶやいている弟の声を聞き流して、朱理が自己紹介を返す。

「あたしも訓練校の新入生で、ドウルマスターコースを履り修しゆうする予定です。……年も同じ十七歳よ。朱理で良いいわ」

「わあっ、そうなのですか？　仲良くしてくださいね、朱理。私のことはレニーと呼んでください」

　嬉うれしそうに玲れい音ねがはしゃぐ。彼女のことを前から知っているマユリから見ると少々わざとらしい態度だったが、朱理に違和感を覚えた様子は無い。

「レニー？」

　朱理はむしろ耳慣れない愛称の方に意識を割さいていた。

「ええ、プライベートではずっとそう呼ばれていましたから。あっ、言い難にくかったら別に玲音でもいいですよ」

「じゃああたしは玲音って呼ばせてもらうね。よろしく、玲音」

「ええ、よろしくお願いします。ところで朱理、そちらの方は……？」

　蒼生あおいへ向けられている玲音の視線をたどって、朱理は呆あきれてため息を吐つく、その寸前の表情を浮かべた。

「方かたって程ほどのものじゃないんだけど……。蒼生、いつまで呆ほうけてんの！　自分で挨あい拶さつしなさい！」

　朱理に叱しかりつけられて、蒼生はようやく自失状態から回復した。

「朱理の弟の早乙女蒼生、十六歳です！」

　彼は自分が何にショックを受けていたのか、いや、ショックを受けていたことさえ自覚していない状態だったが、姉から叱しつ責せきを浴びた際の条件反射みたいな反応で自己紹介の言葉を口にした。

「俺おれ、いえ、僕もドウルマスターコースに入学予定です！　よろしくお願いします！」

「……誰だれが『僕』よ、気持ち悪い」

　隣で朱理がボソッと悪態を吐いたが、玲音は聞かなかったふりをして蒼生へ向き直った。

「こちらこそよろしくお願いします。確か、宇宙港で会いましたよね？」

「あっ、はい」

　玲音の言葉は蒼生にとって複雑なものだった。あんな一いつ瞬しゆんとも言える短時間の出会いを覚えていてくれたのが嬉しい反面、あの醜しゆう態たいを覚えられていたのは恥ずかしくもある。

　しかし玲音は、そんな少年の複雑な心境に気づくことなく、気安い口調で言葉を続けた。

「じゃあ、改めて。高たか城じよう玲音です。一歳しか違わないんだから、もっと普通にお話しして？　それから私のことは、気軽にレニーと呼んでください」

「はい、いえ、いきなりそんな……」

「何緊張してんのよ、あんたは……」

　ガチガチの蒼生あおいに朱あか理りがツッコミを入れるが、その声は彼の耳に届いていない。

　そして玲れい音ねは、そんな蒼生を見て訳知り顔でクスッと笑った。

「と言っても、いきなりは無理ですよね。『レニー』の方は慣れたらで良いいですから、最初は『玲音』でお願いしますね？」

　本当は何も分かっていなかったのだが。

「はいっ。よろしくお願いします、玲音さん」

　まあ、蒼生にとってみればその方が好都合だっただろう。依い然ぜんとして緊張から抜け出せないままだったが、何とか初対面の挨あい拶さつを終えることができた。

「二人とも、これから入居手続きでしょう？　ご一緒しませんか？」

「そうね……」

　玲音の誘いに、朱理はチラリとマユリを見た。彼女はまだ何か言いたげな顔でその場に留とどまっていた。

「カーティス少しよう尉い。まだ何か？」

　だが玲音の冷たい声と眼まな差ざしに、マユリはすごすごとその場を去った。




　管理人室で各自に割り当てられた部屋を訊きき、自分の部屋へ向かっている最中、どうしても気になるという様子で朱理が玲音に問い掛けた。

「玲音って、マユリさんと何かあったの？」

「えっ、どうして？」

　玲音はそんなことを訊かれるのがさも意外という表情でそう問い返したが、彼女のこめかみが軽く引きつっているのを朱理は見逃さなかった。

「だってさっきの態度……」

「…………」

「姉さん、止やめなよ。俺おれたちにだって言いたくないことがあるだろう？」

　苦い顔をして黙り込んだ玲音に気を遣つかって──本音は彼女に格好の良いところを見せたくて──蒼生が口を挿はさむ。だが事態は彼の目もく論ろみどおりに進まなかった。

「いえ、そんなに深刻な話じゃないんですよ」

　やけに重い事情と勘かん違ちがいされた、と思ったのか玲音が慌あわてて首を振ったのだ。

「その、昔ちょっとありまして……。それにカーティス少尉の方が年上で階級も上ですから」

　だがやはり詳しい説明をできず、玲音は言葉を濁にごす。誤ご魔ま化かし笑いを浮かべる彼女に対して、朱理も蒼生もそれ以上の追及はできなかった。




　自分の部屋に入って軽宇宙服を脱いだ玲音は、シャワーを浴びた後の下着姿のままベッドに身体からだを投げ出した。半回転して仰あお向むけの体勢になり、天井を見詰めながら大きく息を吐つく。同期生になる二人に愛あい想そ良くしなければと無理をして、精神的に疲れてしまったのだ。

　実のところ、玲れい音ねは人見知りする性格だ。軽度の対人恐怖症と言っても良いい。

　彼女は他人が自分へ向ける視線を恐れている。彼女の「力」を知った人々から向けられる、怯おびえた目。

　わずかな例外を除いて、誰だれもが彼女を化け物と見る。人間扱いしない。鋼はがねの自制心で普通に接してくれる人は少なくないが、その瞳ひとみの奥に消しようのない恐怖を見つけた時、彼女は言いようのない絶望を覚える。

　子供は大人おとなより正直だ。たとえ若くして職に就き、早くに一人前と認められる時代であっても、十代の心は二十代以上に比べて未成熟だ。強きよう靱じんさが足りない。心も身体と同じで時間を掛けて鍛きたえられていくものであり、心を鍛えるには肉体以上に時間が掛かる。恐怖を抑える力もそれを隠し通す精神力も、まだまだ不十分だ。

　それに加えて、十二歳でソフィアに入隊し二年間の訓練を経て十四歳からずっとソフィアの第一線で活躍している彼女には同年代の友人がいない。そもそも彼女の周囲には同年代の子供がいなかった。友達は皆、十歳の時にテロで死んだ。両親もその時にいなくなった。

　両親と友達と住む場所をいっぺんに失い身を寄せた難民キャンプでは、あの事件の生き残りという理由で気味悪がられ避けられた。玲音がいたキャンプは連盟が運営していたもので仮設とはいえ学校もあったが、彼女はそこでも忌き避ひされた。

　異質なものを見る目に耐えられず、玲音は三ヶ月でその学校に行けなくなった。彼女の学校に対する苦手意識はこの時に形成されたものだ。

　そういう暮らしをしてきた所為せいか、玲音は大人との付き合い方しか知らない。同じ年とし頃ごろの少年・少女との距離感が摑つかめない。遠えん慮りよしすぎて気まずくなったり、逆に遠慮が無さすぎて後から羞しゆう恥ちに身を焦こがしたり。今もいきなり馴なれ馴れしかったかと悩んでいる真っ最中だ。

　元々気乗りしていなかったが、ここに来たことを玲音は早くも後こう悔かいし始めていた。




　　　◇　◇　◇




　アイランドには地球と同じサイクルの昼と夜がある。エネルギーの無む駄だ遣づかいを防ぐ為ため、ポリスよりずっと厳しく昼夜の区別が付けられている。オートンに住んでいた朱あか理りたちには馴な染じみのある生活リズムだ。全すべてのアイランドは地球標準時で運営されているから小お田だ原わらとの時差はあるが、それは地球からアイランドへの航海中に調節済み。姉弟きようだいは磐いわ都とアイランド到着の翌日、早起きしてこの人工天体の見物に出かけた。

　見物といっても観光などという気楽なものではない。暇ひまつぶしの散歩でもない。彼らは万が一が起こった場合の避難経路やシェルター、脱出ポッドの場所を自分の目で確かめに行ったのである。

　今から七年前、一つのアイランドが崩壊する事件があった。月の裏側に存在したアイランド「ファーマン」がその住民百五十万人ごと宇宙の塵ちりと消えたその出来事は「ファーマンの悲劇」という名で宇宙に居住することのリスクを世界に知らしめた。

　惨さん劇げきの原因はアイランドの構造的欠けつ陥かんによるものではなく、ゲノムスの仕掛けた大規模爆弾テロが引き起こしたものだ。この事件でアイランドの技術的な安全性自体が不安視されることはなかったが、少人数の凶悪な意思によって自分たちの立つ人工の大地が崩れ去り、人の生存を許さぬ真空の宇宙へ投げ出される可能性があるという恐怖が宇宙に住む人々の意識の底に刻み込まれる結果となった。

　朱あか理りと蒼生あおいが資料に記されたデータに満足せず自分の足で歩き回っているのは、二人ともそれが必要だと生存本能で理解しているからだった。

　人の心は脆もろい。死の脅きよう威いに曝さらされた時、正常に振る舞える者は少ない。

　理性的でいられる者はなお稀き少しようだ。

　データを記憶していても、それを使えるかどうかは別問題。極限状況に追い込まれた時、自分の頭の中にある記憶の存在そのものを思い出せるという保証は無い。

　だから意識がそれを思い出さなくても、無意識が身体からだを動かしてくれるように、知識ではなく経験を自分自身に刷り込んでおく。──それが生死を分けるのだと姉弟きようだいは身にしみて知っていた。

「このブロックのシェルターはこれが最後だね」

　蒼生が紙の本に書かれた施設案内図を見ながら姉にそう告げる。これも電気の使用が制限された状態を想定してのことだ。紙の本には情報端末と違って電池切れが無い。

「次は商店街の方を見ておくわよ」

　同じ本を手にした朱理が弟に指示した。特に逆らう理由も無く、蒼生がその背中についていく。

「あれっ？」

「あの人……」

　二人が向かった通りの先に華きや奢しやな人影を認めたのは姉弟同時だった。

　彼女の方でも朱理と蒼生に気づいたようで、足を止めて二人を見ている。

　姉弟はどちらからともなく歩く足を速めた。

「朱理、蒼生君、お買い物ですか？」

　声を掛けたのは玲れい音ねが先だった。

「ううん、マッピングよ？」

「マッピング？」

　朱理の答えが理解できず、玲音が小首を傾かしげる。

「アイランドの地図に空白は無いはずですけど」

「地図を元にして、自分の中に自分だけの地図を作っているんですよ」

　蒼生あおいの補足もすぐには胸に落ちなかったようだが、少し間を置いて「ああ……」と玲れい音ねが頷うなずいた。

「地図に書かれていることが正しいかどうか確かめているのですね」

　もっとも、玲音の理解は十分なものではなかった。だが、それ以上は朱あか理りも蒼生も何と説明すれば良いいのか分からない。それは朱理と蒼生が生きてきた環境に根ざすポリシーのようなもので、バックグラウンドを共有していない相手を納なつ得とくさせる自信は無かった。

「まあね、そんなとこ」

　結局、朱理は適当に誤ご魔ま化かすことを選んだ。横から何も口を挿はさまれなかったので、蒼生も同じ結論らしい。

「玲音の方こそショッピング？　随ずい分ぶん可愛かわいい格好をしているけど」

　アイランドの住人は身体からだにフィットした服を着ていることが多い。これには一応、いざという時に宇宙服を着やすくする為ためという理由がある。実際に緊急事態が発生した際、都合良く近くに宇宙服が置かれているかどうか、手の届く範囲に宇宙服があったとしてそれを着込んでいる余裕があるかどうか、実効性は疑わしい。だが〇・一パーセントでも生存の確率が上がるなら、それを怠おこたるべきではないと宇宙生活者は考える。宇宙で暮らすということは、壁かべ一枚隔へだてて死の世界と隣となり合わせで日々を過ごすということなのだから。

　現に蒼生は宇宙服のアンダーウェアにポケットの多いジャケットを引っかけただけのスタイル。朱理も下は厚手のタイツとショートパンツ、上は身体に貼はり付くスキニーセーターというコーディネートだ。二人とも宇宙で暮らし始めたばかりだが、だからこそ宇宙生活の原則を忠実に守っているようだった。

「そうでしょうか？」

　それに対して、自分の着ている物を見下ろし小首を傾かしげている玲音はといえば、ふんわりしたシフォンのワンピース姿だ。左手には洒落しやれたハンドバッグを抱かかえている。髪を押さえているカチューシャのカットガラスがキラキラと光を反射してまるでティアラのようだ。足元はヒールの高いショートブーツ。さすがに脚を露ろ出しゆつしてはおらずタイツで覆おおっているが、それもカラフルなお洒落重視の物だった。

「これくらい普通だと思いますけど」

「ここがポリスの中だったらね」

　朱理の言うとおり、玲音の着ている物はまるで地上、しかもポリスの城じよう壁へきの内側で若い女の子が遊び着に選ぶようなファッションだった。

「うーん、蒼生君はどう思います？　おかしいでしょうか？」

　形勢不利と見たのか、玲音が蒼生に話を振った。

「えっ!?」

　しかしこの質問は、十六歳の少年にとっていささか荷が重いものだった。

「あっ、いえ、その……似合っていると、思います」

　セリフの後半はボソボソとデクレッシェンドしていたが、

「そうですか？　ありがとうございます」

　玲れい音ねの耳にはしっかり届いていた。

「ほら、朱あか理り。蒼生あおい君はおかしくないって言ってくれましたよ？」

「蒼生は似合ってるって言ったの」

　顔を見合わせていた玲音と朱理が同時に小さく噴き出した。こんなことで口論しているのは不毛だと感じたのだろう。──もっとも、傍はたから見ていると見目良い少女が二人でじゃれ合っている光景で、特に男性にとって決して不毛ではなかったが。

「それで、玲音はお買い物？」

「ええ、頭に窓がつく方の」

　二人の会話を横で聞いていた蒼生の頭上に「？」が浮かぶ。

「ウインドウショッピングか。あたしには縁の無い言葉だわ」

「じゃあ今日がデビュー戦ですね。行きましょう、朱理」

　素っ気ない態度を取っていても、そこは同じ女の子。朱理が本当は気を惹ひかれていると玲音には丸分かりだった。

「えっ、玲音!?」

　玲音が朱理の手を取って歩き出す。朱理は、抵抗しなかった。




　朱理の手を取った玲音が最初に足を止めたのは雑貨店の前だった。

「わぁ……」

　ショーウインドウをのぞき込んだ朱理の口からため息が漏もれる。色とりどりの小物とアクセサリー。彼女はこれ程ほど多彩な品しな揃ぞろえの店を見たことが無かった。

　オートンでは生活必ひつ需じゆ品ひんの優先度が限りなく高い。難民キャンプにはそもそも生活必需品しか無い。若い女の子であるにも拘かかわらず、朱理は指輪一つ、ネックレス一本持っていない。首に巻く物といえば認識タグをぶら下げたチェーン、そういう生活を彼女は送ってきた。

　このショーウインドウは、彼女が初めて触れる「豊かな世界」の景色だった。

「……何これ」

　熱心にマグカップを眺ながめていた──少女向けのアクセサリーより小物の方に彼女は夢中だった──朱理は、隣となりから聞こえてきた不機嫌な呟つぶやきに意識を引き戻された。朱理が振り向いた先では、玲音が冗談や気まぐれで済まない不快感を顰ひそめた眉まゆの間に湛たたえていた。

「……どうしたの？」

「いえ、ちょっと……」

　玲れい音ねは朱あか理りの問いに対してまともに答えず、それだけを言い残して店てん舗ぽの中へ向かう。朱理がその後を追い、蒼生あおいが慌あわてて姉の背中に続いた。




　店の中のショーケースを順番に見て回っている間も、彼女の機嫌は回復しなかった。ぐるっと一回りして入り口に戻って来た玲音が「やっぱり」と短い呟つぶやきを漏もらした。

「何かお探しですか？」

　彼女の様子は店員から見ても目立っていたようで、二十代後半くらいの女性店員が玲音に声を掛ける。

「すみません、変なことを訊きくようですけど」

　玲音にとっても、質問に答えてくれる相手の登場はありがたいものだった。

「何だか妙に欠品が多くはありませんか？」

　店員の顔に動揺が走る。

「誠まことに申し訳ございません。もしご希望の商品がお有ありでしたらお取り寄せ致いたしますが」

　彼女はすぐに営業スマイルで取り繕つくろったが、最初から「何かある」と確信して注意を高めていた玲音の目は誤ご魔ま化かせなかった。

「いえ、クレームを付けているわけじゃないんです。こちらこそごめんなさい」

　もっとも自分の態度が余りよろしくなかったことは自覚していて、玲音の方からも頭を下げる。その上で彼女は、本当に知りたかったことを訊たずねた。

「ただ教えて欲しいことがあったんです。──船が着いていないのではありませんか？」

　店員が素早く左右に目を走らせ、心持ち玲音に顔を寄せた。

「失礼ですがお客様はもしかして……？」

　そこから先を目で問い掛けた店員に、玲音は首を横に振った。

「監査官インスペクターではありません。この度たびソフィアから訓練校に派遣された訓練生です」

「ソフィアの……」

　店員の態度から緊張が消え、少しリラックスした雰ふん囲い気きに変わる。

「衛星軌道治安軍オービタルガードじゃないんですよね？　告げ口とかしません？」

「ソフィアとオービタルガードの仲の悪さは噂うわさどおりですよ」

　店員の態度が目に見えて気安くなった。ちょいちょいと手招きする彼女の後を玲音がついていく。朱理と蒼生も、訳が分からぬままその後に続いた。

　店の奥、陳ちん列れつ棚だなの陰になって表からも中からも見えない死角のスペースに玲音を引きずり込んだ店員は、いきなり「やんなっちゃうのよねぇ」と砕けた口調でぼやき始めた。余りの変へん貌ぼうに目を丸くしている玲音に構わず──朱理と蒼生はオートンに時々やって来る自称「的てき屋や」との付き合いで免めん疫えきがあった──店員の独演会は続く。

「お客さんの言うとおり、最近海かい賊ぞくの被害が多くてね。仕入れが思うように行かないのよ」

　もしこのお姉さんが喫煙の習慣を持っていて、アイランド内が全面禁煙でなかったなら、彼女はタバコの煙を天井に吹き上げていたかもしれない。

「損害を被こうむっているのはうちだけじゃないから、商店組合の皆みんなで政府に何とかしてくれって言ってるんだけど埒らちが明かないし。かと言ってうちみたいな個人商店は自前で運び屋さんなんて雇やとえないし、店を畳たたむにしてもポリスの市民権なんて手に入らないし……。何だか八方塞ふさがりって感じなのよ」

　朱あか理りも蒼生あおいも、店員の言っていることが良く理解できなかった。これだけ物が溢あふれているのに何が「八方塞がり」だと言うのだろう。

　しかしこの場でそう思っていたのは、早さ乙女おとめ姉弟きようだいだけだった。

「いつ頃ごろからなのですか？」

　玲れい音ねは店員の言葉に大きく頷うなずきながらそう訊たずねた。

「そうね、二ヶ月くらい前からかな……。ゲノムスの活動が活発化した所為せいで治安軍ガードの連中がそっちに掛かりっ切りになっちゃって。お蔭かげで海賊が好き放題よ」

「二ヶ月も……」

　玲音の口調は同情しているというより一緒になって怒っているという感じのものだった。

「そっ、二ヶ月もほったらかし。ねえ、お客さん、ソフィアなんでしょ？　あたしも事情は知ってるけど……その上で言うんだけどさ。あの連中……何とかならない？」

　元々小さかった声を更さらに潜ひそめた店員に、もっと声量を絞った囁ささやき声で玲音が問い返す。

「あの連中とは、ゲノムスのことですか？　海賊のことですか？　それとも……」

「全部ぜ・ん・ぶ。中でも特に能無しガード」

「……それはちょっと」

「分かってるって。でも覚えておいて。あたしらはガードの不ふ手て際ぎわにうんざりしている分、あんたたちには期待しているんだから。あたしらの気持ち、裏切らないでよ」

「──頑張ります」

　最初は店員の営業スマイルならぬ営業謝罪で始まった会話が、いつの間にかペコペコ頭を下げる玲音の肩を店員がばしばし叩たたいているという逆転模様で終わりを迎えていた。




　雑貨屋を出た玲音は、わざわざ見送りに出て来た店員が中に引っ込んだのを見届けて、大きく息を吐き出した。

「月並みですけど、次はお洋服でも見に行きましょうか」

　振り返って朱理に笑い掛ける。その笑顔は知り合ったばかりの朱理にも、蒼生にすらも分かる、紛まぎれもない作り笑いだった。




　玲れい音ねが朱あか理りを連れ込んだのは、目眩めまいがするような派手＆可愛かわいらしい服で溢あふれたブティックだった。もちろん目眩いを起こしそうになったのは朱理だけで、玲音は店に入るなり品定めを始めていた。蒼生あおいが意外に平気な顔をしているのは色々とよく分かっていないからに違いない。

　戸惑いから脱しきれない朱理に、玲音が試着用の服を突きつけた。

「これなんて朱理に似合いそうです」

「えっ……？」

　朱理は自分の胸元に押し付けられたパステルカラーのジャケット＆スカートを見下ろして顔を引きつらせた。──可愛らしすぎる上にスカートの丈たけがとにかく短い。

　ニコニコと微笑ほほえんでいる玲音の表情から他意は窺うかがわれない。彼女は本気で朱理に似合うと思っているのだろう。しかし……

「いや、あたしにはこういう、その、何て言うか女の子らしい服は……」

「そんなことはないと思いますけど」

　玲音はなおも服の掛かったハンガーを朱理に押し付ける。どうあっても朱理に試着させたいようだ。

　それに朱理の方でも、嫌いやがる気持ちの一方で着てみたいという欲求も覚えていた。難民キャンプとオートンで育った朱理にとって、こういう華はなやかな服に触れる機会は初めてのものだ。彼女もお洒落しやれに対して人並みの興味は持っている。ただ今までは、それどころじゃなかっただけだ。あるいはそれを分かった上で、玲音は朱理に試着を勧すすめているのかもしれない。

「姉さん、着るだけ着てみたら？」

　その一言が最後の一押しになった。蒼生の口調は割とどうでも良さそうなものだったが。朱理は「分かったわよ」と不機嫌そうな声で答えていたが、試着室へ向かう足取りは軽かった。




　……そして三十分後。蒼生は自分の軽率な発言を後こう悔かいしていた。

「蒼生、これどう思う？」

「わぁ、素敵じゃないですか。ねっ、蒼生君。そう思いますでしょう？」

　朱理と玲音が試着する度たびに蒼生の感想を求める。最初の内は目新しさもあって真ま面じ目めに意見を返していた蒼生だが、そろそろ面倒になってきていた。

　それに、選ぶ服が段々派手に──過激になっている。玲音は妖よう精せいのような美少女だが、実のところ朱理も負けてはいない。セクシー系の服は背が高くグラマラスな朱理の方がむしろ似合う。今も身体からだにぴっちり密着して背中と太ももを大だい胆たんに露ろ出しゆつしたワンピースでポーズを取っているが、それがとても様になっている。弟の蒼生が目のやり場に困る程ほどに。

「んんっ？　蒼生、あんた何赤くなってんの？」

　途中からそれに気づいた朱理は、わざときわどい服を選んでいた。つまり、悪乗りしているのである。今も蒼生の反応を楽しんでいる。

「姉さんを見て赤くなったりするはずないだろ！　自意識過か剰じようだ！」

　咄とつ嗟さに反論した蒼生あおいだが、耳まで赤くなって目を逸そらしながらでは説得力が無かった。

「本当かなぁ？」

　更さらに悪乗りした朱あか理りが蒼生を後ろから抱だき締める。自分の背中で形を変える柔らかな膨ふくらみの感触に、蒼生は声にならない悲鳴を上げた。




　商店街を堪たん能のうした二人（玲れい音ねと朱理）とそのお供（蒼生）は、公園のベンチで少し早い昼食をとっていた。サンドイッチを手に持った蒼生が不思議そうに辺りを見回しているのは、人工天体であるアイランドの中に公園という無む駄だなスペースのあることが腑ふに落ちなかったからだ。同じ境遇で育った姉弟きようだいでも朱理は特に疑問も懐いだかず、目の前の食事に集中している。その食べっぷりは見ていて惚ほれ惚ぼれする、を通り越して玲音を軽く引かせる程ほどだった。

「玲音、もう食べないの？」

　その玲音は、サンドイッチを少しつまんだだけだ。最初から朱理たちより小さなサイズを買っているのに、まだ半分以上残っている。

「ええ……残り物で良ければ食べますか？」

　玲音は曖あい昧まいな笑みを浮かべて、手に持つ箱を朱理へ差し出す。

「えっ、良いいの？　ありがとー」

　朱理は嬉うれしそうに、かつ遠えん慮りよなく差し出された箱を、ではなくその中身を手に取って口に運ぶ。玲れい音ねの心の中には「よく食べますね」という言葉と「太らないのですか？」という疑問が浮かび上がっていたのだが、彼女はそれを口にしなかった。

　疑問を口に出したのは、食事を終えて満足げに息をついた朱理の方だった。

「玲音、さっきの小物屋の店員さんの話ってさ……ゲノムスと連盟軍の争いに乗じて、海かい賊ぞくがのさばってるってこと？　それで地球からの荷物が届かなくなってる？」

「簡単に言えばそういうことですね。もしかしたら海賊もゲノムスのメンバーなのかもしれません」

　玲音の表情はいきなり、不自然に硬化した。何かこみ上げてくる感情を必死で抑えつけているような印象だ。それがどのような感情か、傍はたで見ている蒼生には分からない。だがこれ以上この話を続けるのはまずいんじゃないかと蒼生は感じた。

　しかし、朱理は止まらなかった。

「でも、あたしからすれば色んな物が溢あふれているように見えたけど」

　彼女は気になったことを棚たな上あげできない性格だった。

「特に食べ物と飲み物は、ここが宇宙だってことを忘れるくらい新鮮で種類も豊富だったし」

　遠慮の無い朱理の質問に、玲音は苦笑を浮かべた。

「海賊だって宇宙に人が住めなくなったら、盗とる物が無くなってしまいますから」

「……宇宙人コズミカンが生活に困らないよう、海賊も加減しているってこと？」

「宇宙人コズミカンって……。その言い方、ここでは止やめた方が良いいですよ。アイランドの人にとっては差別用語ですから」

　玲れい音ねは呆あきれ声で注意した後、謝ろうとする朱あか理りを笑顔で制して話題を元に戻した。

「海賊だって馬ば鹿かではありませんからそのくらい考えていると思います。船を飛ばすのだってただではありませんから。それにゲノムスもこれ以上宇宙市民スペーシアンの反感を買いたくないのでは」

「ふーん……」

　玲音の説明に納なつ得とくしたわけではなかったが、今度は朱理も空気を読んだ。彼女の本心は「生活に不要な贅ぜい沢たく品ひんを、わざわざ高いコストを掛けて宇宙に持ち込んだりするから海賊なんて商売が成り立つんじゃないの？」というものだったが、さすがにそれを口にするのは憚はばかられた。

「海賊といえば、あたしたちもここに来る途中海賊に襲おそわれたのよね」

　朱理が突然この話を持ち出したのは、話題を変える為ためだった。

「えっ、そうなんですか？」

　玲音はまるで初耳のような顔をして相あい槌づちを打った。

「姉さん、あれはゲノムスだったんじゃないかな。海賊じゃあ、ドウルを四機も用意できないと思う」

「そうですね。その戦力規模なら、ゲノムスだと思います。よく無事に……ああ、そういえばカーティス少しよう尉いとご一緒でしたね。少尉が撃退されたのですか？」

「うーん、マユリさんも奮戦したんだけどね」

「姉さん、ドウル四機に無人戦闘機四機じゃ仕方無いよ。戦力が違い過ぎる」

「その無人戦闘機は『アレクトー』ですね。カーティス少尉はソフィアでも有名なアレクトーのオペレーターなのですが……確かにアレクトー四機でドウル四機を相手にするのは難しいと思います」

「やっぱりそうなんだ。それで、危ないところを朧月ミステイムーンっていう白いドウルに助けてもらったんだけど……凄すごかったなぁ、あの機体。グリフォン四機をあっという間に撃げき墜ついしちゃって」

　朱理が玲音に、期待のこもった視線を向ける。

「ねっ、玲音もソフィアのメンバーなんでしょ？」

「……一応は」

「朧月ミステイムーンのマスターってどんな人か知ってる？」

「朧月ミステイムーンの名前は知っていますが、ドウルマスターのことまでは。タイタニック・ドウルの操縦者に関する情報は機密事項ですので」

　真顔でとぼける玲音。彼女の言うようにドウルマスターの素性は軽々しく明かしてはならないことになっているから、仕方の無い対応ではある。

「まあ、そうよね」

　あっさり引き下がった朱あか理りに、玲れい音ねが柔らかな微笑ほほえみを返す。彼女の笑みには、白々しさの欠片かけらも存在していなかった。




　その後の和なごやかな雑談の中で三人は次の目的地について話し合い、宇宙港へ行こうという結論で纏まとまった。三人とも食べたばかりの昼食を除き、商店街で何も買っていなかったが、特に欲しい物があったわけでもなかったし、足りない物に気づいたりもしなかったのだ。

　宇宙港はアイランドの中央ブロックにある。居住区画のあるリング部と中央ブロックの往復には二つをつなぐ支柱の中に設けられたスポークリフトを使う。最も寄よりのリフトゲートはここから少し離れた所にあるが、アイランドの公共交通機関であるリニアカートを使う程ほどではない。三人は食後の散歩を兼ねて公園の中を徒歩でゲートへ向かった。

　それなりに広い公園を突っ切り、住宅街に足を踏み入れる。ここは中央ブロックの工場で働く技術者のアパート地区だ。三人と同年代、または少し年上の男女が仲なか睦むつまじげに歩いている。むろんカップルだけでなく男同士、女同士、あるいは男女混合の少年少女のグループも見える。今すれ違ったのは推定三十代の夫婦と十歳前後の女の子の家族連れ。先程の商店街とはまた一味違った、宇宙に生きる人々の生活がここにもあった。

　玲音にとっては当たり前の風景。だが朱理にとっては情報として知っていただけの光景だ。胸に心地好よい温ぬくもりを感じながら歩いていた朱理は、突然上がった「あっ！」という声に少なからず動揺した。

「いてっ！　姉さん、いきなり何するんだよ!?」

「あんたこそいきなり大声上げて何なのよ」

「だからって殴なぐらなくてもいいだろ……」

　朱理が拳こぶしを振り下ろしたのは、照れ隠しみたいなものだった。もちろん、蒼生あおいには訳が分からない。

「うるさい。で、一体何なのよ」

「……実はさっきから何かこう、もやもやっとした違和感を覚えてたんだけど」

　それでも大人おとなしく質問に答えたのは姉と弟という生まれながらにして決定づけられた力関係によるものだった。

「何が引っ掛かっていたのかようやく分かった気がして」

「違和感？」

　問い返した朱理だけでなく、玲音も興味深げな目を蒼生に向けている。姉はともかく玲音に聞かれるのは気恥ずかしいと思いながら、先を促うながす朱理の視線に押されて蒼生は質問の回答を続けた。

「さっきから子供の姿は結構見てるんだけど、赤ん坊がいない」

「えっ、そうだっけ？」

　朱あか理りが訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめる。

「そうなんだよ。子供が全くいないんだったら、ここはそういうアイランドなんだろうって納なつ得とくもできる。だけど子供がこんなに大勢いるのに赤ん坊が全然いないって不自然じゃないか」

「そういえば……そうね」

　改めてあたりを見回し、なる程ほどとばかり呟つぶやいた朱理のセリフを聞いて、玲れい音ねもまた「なる程ね」と言いたげな微笑ほほえみを浮かべた。ただし玲音の笑みは、ひっそりと、少し寂しそうにも見えるものだった。

「……二人とも知らなかったのですね。これは何処どこのアイランドでも同じなのですが、子供を作りたい夫婦は地上に降りなければなりません」

「えっ、そうなの？」

　確認するまでもなく、朱理は本気で驚おどろいている。宇宙生活者にとっては重大で深刻なこの問題も、地上生活者にとっては知らないで済ませられる他人ひと事ごとに過ぎない。それを玲音はまたしても思い知らされ、慣れているとはいえ少し哀かなしくなった。

「理由はまだ分かっていないのですが、微小重力下では胎たい児じが中々正常に育ちません。疑ぎ似じ重力下でも同じで、正常な出産には自然な重力が必要なのです」

「へぇ～、初めて知ったわ」

「そして、生まれてすぐは子供にも母体にも悪あく影えい響きようが大きくて宇宙に上がれませんから。大気圏離脱に耐えられない乳幼児は、アイランドに暮らしていないのです」

「そうだったんですか……」

　このシステムの裏に潜ひそむ悲劇の種に、二人は気づいただろうか？

　姉弟きようだいの表情を見る限り、中々気づきそうにないと玲音は思った。

「ですから朱あか理り、気をつけなければなりませんよ。アイランドでうっかり妊にん娠しんすると強制中絶もあり得ますから。蒼生あおい君も、ガールフレンドができたら気をつけてあげませんと」

「そんなことしないわよ！」「そんなことしません！」

　玲音の言葉に姉弟二人揃そろって顔を赤く染め、声を合わせて反論してくる。知らないのは二人の責任ではないけれど、この程度の意地悪は言わないと、玲音の気が収まらなかった。

「ハイハイ」

　期待どおりの顔を見せた姉と弟に満足して、玲音は心の中でこっそり舌を出した。




　　　◇　◇　◇




　その頃ころ、磐いわ都とアイランドの管制空域に一隻せきの空くう宙ちゆう母艦が進入していた。ポリス連合軍・衛星軌道治安軍オービタルガード所属「オオトリ」。船せん籍せきは東京ポリス。

　オオトリの接近は事前に航行プランが提出されていたもので、予定より一日遅れている。もっとも、衛星軌道を巡航するオービタルガードの軍船が事前通告無しにアイランドの空域へ入ってくるのは珍しくもないことで、それに比べれば一日の遅れなど誤差の範囲内だ。磐都管制にとってこれは不法な侵入ではなく、到着の遅れた進入に過ぎない。

　しかしオオトリを動かしている者からすれば、これは予定どおりの侵入だった。




　オオトリの後方、磐都アイランドの管制空域のわずか外側に相対静止したゲノムス空宙母艦「ナグル」の格納庫で、今まさにタイタニック・ドウル「マクリール」に乗り込もうとしていた龍りゆう一いちは、背後から「龍一さん」と呼ばれて振り返った。

「シア？」

　彼を呼び止めたのは銀色の髪に灰色の瞳ひとみ、見事なプロポーションの北欧系美女、フェリシア＝リン、通称シアだった。

「何故なぜここに？」

　シアはナグルの総合オペレーターで、彼女の持ち場はブリッジだ。

「出撃前に龍一さんと少しお話ししたくて」

　シア程ほどの美人にこういう言い方をされて都合の良い勘かん違ちがいをしない男は少ないだろう。特に龍一の場合、シアは彼の好みにど真ん中ストライクなのだから。

　もっとも、すぐに気持ちを切り替えられない程龍一は色ボケしていない。何より今は出撃直前、しかも今日は極めて難しい作戦が控えている。仮にシアが軽宇宙服姿ではなくもっと露ろ出しゆつの多い服装だったとしても、浮うわついた気持ちではいられなかったに違いない。

「龍一さんも理解されていると思いますが……」

　当然、それで正解だった。

「今回、龍一さんに与えられた任務は非常に困難なものです。戦闘それ自体も難しいさじ加減が求められますが、それ以上にタイミングがシビアです」

　シアは作戦のことが心配で龍一と直接話しに来たのだ。

　ここまで聞いて、龍一はそう解釈していた。

「私は、今回の作戦が無茶なものだと考えています。龍一さんに掛かる負担が大きすぎると、そう思っています。本部にもそう具ぐ申しんしました。ですが残念ながら、本部の決定を変えるには至りませんでした」

　しかしシアの愁うれいに満ちた眼まな差ざしが、彼の思考とは裏腹に彼の感情を刺激していた。

「ゲノムスは国家ではありませんが、私たちはやはり軍隊です。規律は不可欠ですし、いざとなれば命を懸かけることが要求されます。しかし今回は……」

　そう言って、シアが龍一の目を見詰める。長い睫まつ毛げに縁取られたグレーの瞳ひとみ。龍一の心臓が彼の意思を裏切って跳はねた。

「ご自分の身を第一に考えてください。この危険なミッションも龍一さんならやり遂とげられると思いますが……危ないと感じたら任務を中止して構いません。そのまま戻ってきてください」

「……それは隊長の指示なのか？」

　龍りゆう一いちの舌は、かろうじて理性的な回答を紡つむぎ出した。──何とか格好をつけることに成功した、とも言える。

「そう思って頂いて構いま──いえ、そうです」

　彼の質問に対するシアの答えは、どこまでも男心を揺さぶるものだった。




　シアが立ち去るのを待っていたようなタイミングで──否いな、実際に待っていたのだろう──三十歳前後の、細身の男性が龍一に声を掛けた。

「はじめまして。如月きさらぎ龍一君だね。私は吉き良らフリードリッヒ。今日の作戦でコンビを組ませてもらう者だ」

「はじめまして。如月龍一です。よろしくお願いします」

　今回の作戦ではドウルのドッキング型有人キャリアー「レイヴン」を使うことになっている。そのパイロットがこの男性なのだろう。明らかに年上のパートナーから先に挨あい拶さつをされて、龍一は「しまった」という思いから緊張気味に自己紹介を返した。

「こちらこそよろしく」

　吉き良らが右手を差し出す。慌あわてて龍一がその手を握り返した。

「磐いわ都とアイランドでも会えるだろう。楽しみにしているよ」

　そう言って吉良はキャリアーに向かった。

（あの人も潜入工作員なのか……？）

　思った以上にゲノムスは連盟へ幅広く手を伸ばしている。そんなことを思いながら、龍一はマクリールに乗り込んだ。
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　宇宙港に着いた早さ乙女おとめ姉弟きようだいのはしゃぎぶりは相当なものだった。宇宙港に来たのはこれが初めてではなく、アイランドに到着した昨日もここを通っている。しかしあの時は辺りの景色をじっくり見物する気持ちの余裕が無かった。

　今回も本来の目的は宇宙船見物ではなく港湾施設の実地確認だったはずだが、姉弟は大型船を見れば目を輝かせ、小型船の出入りを見れば歓声を上げ、作業員が自在に飛び回るのを見れば姉が弟をからかう、といった具合で展望デッキに釘くぎ付づけだった。

　それも無理はないかもしれない。二人はまだ十六歳と十七歳。それでなくても航空航宙手段を連盟が独占している現在、地球居住者が宇宙船を見る機会はポリス市民であっても少ない。まして生きることに精一杯だった二人だ。宇宙船どころか海上を行く大型船せん舶ぱくも数える程ほどしか目にしたことはない。二人に馴な染じみがある大型機械といえばタイタニック・ドウルくらいだ。その二倍から十倍のサイズを持つ宇宙船を間近に見て興奮するなというのは酷こくな要求だろう。

　もっとも置いてきぼりにされている玲れい音ねにとっては、事情を理解できても余り慰なぐさめにはならなかった。

（失敗したかな……）

　彼女の胸裏に渦巻いているのは、一人で行動していた方が良かったかも？　という後こう悔かい。

　このままでは駄だ目めだという自覚が玲音にはあって、ここに来たのをきっかけに変わろうと今日は朝から頑張って、ずっと明るく振る舞ってきた。しかし心の中は「これで良いいのか」「これで間違っていないのか」という不安で一杯だった。少し「やらかしてしまった」実感もある。正直なところ彼女は結構ギリギリだった。

「レニー」

　だから、いつもなら余り近づきたくない相手も、今は大歓迎だった。

「カーティス少しよう尉い」

　玲音の声は、騒いでいた二人の耳にもしっかり届いていた。

「マユリさん」

「やあ、朱あか理りに蒼生あおい君もいたのか。宇宙港見学かい？」

「見学というか……見物ですけど」

　マユリの問いに答えた朱理の、セリフの後半が恥ずかしそうにフェードアウトしていたのは子供みたいな態度だったと今いま更さら恥ずかしくなったからだ。

「君たちの身分だとまだ民間ポートエリアにしか入れないだろう？」

　それを年長者らしく見なかったことにして、マユリは三人にこう提案した。

「私と一緒なら軍用ポートエリアに入れるけど、見学してみないか？」




　軍港エリアは中央ブロックの反対側、リング部を支える支柱の更さらに外側に浮いていた。宇宙軍用ポートは厳密に言えばアイランドの一部ではなく、アイランドと通路でつながっている別の人工天体だった。

「昨日は民間ポートに入港したからね。こっちはちょっと、雰ふん囲い気きが違うだろ？」

　笑いながらマユリが朱あか理りと蒼生あおいに感想を訊たずねる。彼女が二人をリラックスさせようと話し掛けているのは分かっていたが、姉弟きようだいにできるのは無言で頷うなずくことだけだった。

　朱理も蒼生も、軍用ポートの雰囲気に圧倒されていた。活気に溢あふれた民間ポートとはまるで違う、ピリピリとした緊張感が広い円筒内の真空に満ちていた。

「カーティス少しよう尉い」

「何だい、レニー。それと私のことはマユリと呼んで欲しいんだけどね」

　しかし玲れい音ねがこのムードに吞のまれることはない。彼女にとっては日常的に訪れている場所だ。

「分かりました。マユリ少尉」

「……何かな？」

「船が少なくはないでしょうか」

　それより玲音は、港内がいつもより静かな点に気を取られていた。ポートの中には円筒形を基本フォルムとする中型の宇宙空間専用母艦と、翼つばさの上下に合計八つの薄うすい三さん角かく錐すいをつけた全ぜん翼よく機き型の小型船が泊まっているだけだった。

「最近海かい賊ぞくの動きが活発だからね。……いや、それにしても少ないな？」

　マユリも説明しながら訝いぶかしく感じたようで、セリフの最後の方は首を捻ひねりながらのものになっていた。

「誰だれかに……あっ、少しよろしいでしょうか」

　質問できる相手がいないかと左右を見回したマユリは、ちょうどエアロックから与よ圧あつエリアに入ってきた作業員に話し掛けた。

「あっ？　いえ、何かご用でしょうか？」

　面白くないトラブルでも発生していたのか、不機嫌な顔で振り返ったその男は、マユリの姿を認めた途と端たん、礼れい儀ぎ正しい応こたえを返した。

　今日のマユリは拠点勤務用の制服を着ている。現在彼らがいる区画は宇宙服着用が推すい奨しようされているエリアだが、少し見学するだけで長なが居いするつもりはなかったのでそのままの装よそおいだ。

　マユリは普段男みたいな喋しやべり方をしているが、こういうタイトな服装だと、出るべき所は大きく出て締まるべき所はすっきり締まっている大変ナイスなボディであることが分かる。女性にしては少々背が高いきらいがあるが、プロポーションのバランスが良いのでそれがむしろ華はなとなっている。顔だって決して悪くない。むしろ美人の部類だ。女性的な魅み力りよくに溢れているとは言えないが、男みたいに短く切った髪と凜り々りしい顔立ちが倒とう錯さく的な美を演出している。

　作業員の態度が急変したのは、間違いなく彼女の魅み力りよくに敬意を表したのだろう。──青のラインがアクセントになったソフィアの白い制服と、両肩の少しよう尉いを表す階級章に態度を改めた、という可能性も小さくなかったが。

「少しお訊ききしたいことがあるのですが、お時間を頂ちよう戴だいしても構いませんか？」

　いつもの男性的な言葉遣づかいとは別人のような、涼やかで歯切れの良い口調。そこには男性の親切心を刺激する十分な魅力があった。

「良いいですよ。何でしょう」

　作業員がマユリへ歩み寄りながら答える。立ち止まった位置は、他人同士にしては少々間合いが近かった。玲れい音ねや朱あか理りなら思わず一歩下がったかもしれない。だがマユリはそのまま、爽さわやかな笑顔で話し掛けた。

「船の数が少ないようですが、大規模な出動でもあったんですか？」

　その質問を聞いた途と端たん、作業員の男は舌打ちしそうになって、慌あわてて口元を引き締めた。

「いえ、出動が多いのは確かですが、特に大規模な作戦というわけでは……。最近、ゲノムスと海かい賊ぞくの活動が活発化していることはご存知ですよね？」

「もちろん知っています」

　マユリは内心「知っていて当たり前だろう」と思ったが、口にした答えはそれだけだった。

　そのお蔭かげで、男は気持ちよく喋しやべり続ける。

「その所為せいでここを母港にしている船も軒並みお仕事中なんですよ。残っているのは小型の実験機と」

　そう言って男は窓から見える大気圏外専用の宇宙母艦を目で指し示した。

「新型をテスト中の母艦だけです」

「新型？　新型のタイタニック・ドウルですか？」

「あっ、いや、実物を見たわけじゃなくて、もっぱらの噂うわさでして」

　男が慌ててマユリの視線を遮さえぎるようにかざした両手を振る。本来なら不確実な情報であろうと他言無用だったのだろう。新型ドウルにはマユリも関心があった。だが、彼女はドウルマスターではない。相手が嫌いやがっていることを無理やり聴きき出す程ほどの興味は無かった。

「一応、護衛用の機体は積んでいるようですが……」

　男の言いたいことはマユリにも分かった。

「しかしそれだけでは、アイランドの守備が心こころ許もとないのでは？」

　それはまさに、マユリが訊こうとしていたことだったからだ。

「そうなんですよ。だから増援が昨日、月基地から到着するはずだったんですが。それが今日にずれ込んでいるんです」

「丸一日も遅れているんですか？」

　マユリの驚おどろきは、演技ではなかった。月基地からこのアイランドがあるＬ４まで、空くう宙ちゆう母艦なら通常航行でも十時間で到着する。月基地の緊急出動用カタパルトを使えばその半分だ。数時間ならともかく、予定より丸一日遅れるような距離ではない。

「まったくガードの連中はだらしなくて困ります。東京のオオトリは几き帳ちよう面めんな船だったんですが、ガードの雰ふん囲い気きに毒されてしまったようですね」

　作業員がそう言って大おお袈げ裟さに嘆なげいた。東京は磐いわ都とアイランドを建設したポリスの一つ。だから余計に情けなく感じるのだろう。

「東京ポリスのオオトリが……？」

　近きん隣りんに陸上資源産出地を持たず、海底資源の採掘も他国の干かん渉しように悩まされていた旧日本系のポリスは、天然資源が外交手段となり得なくなった太陽系開発機構体制に協力的なことで知られている。日本人が特に真ま面じ目めで几帳面というのは既すでに過去の話だが──というより混血が進んで民族の特徴を論じること自体が意味を失っている──、特にだらしなくもない。

　空くう宙ちゆう母艦オオトリの未着。それが単なる遅刻にすぎないと、マユリには思えなかった。




　　　◇　◇　◇




「オオトリ、スピードが出すぎている。このままではアイランドに激突するぞ。オオトリ、減速せよ。聞こえていないのか。オオトリ、応答せよ！　……駄だ目めです、応答ありません！」

　その頃ころ、管制室では大騒動が起こっていた。アイランドに接近中のオオトリが一向に減速の気配を見せないのだ。オオトリは月軌道の内側から楕だ円えん軌道でＬ４に接近している。減速せずに通り過ぎるだけならオオトリが遭そう難なんするだけでアイランドに被害はない（本当は空宙母艦の遭難だけでも大問題だが）。しかしオオトリは磐都アイランドに衝しよう突とつする軌道をたどっていた。

　アイランドには軌道調整用のロケットモーターが備わっているが、あくまでも少しずつゆっくりと軌道を修正する為ためのものだ。時速三万キロで接近する航こう宙ちゆう機きを躱かわせる程ほど機き敏びんに移動する能力は無い。

「オオトリの船体映像、出ます！」

　アイランドの周辺宙域に浮かぶ無人カメラからオオトリの映像が届く。それを見て係員が悲鳴を上げた。

「これは……推進機が全すべて潰つぶされています！」

「何だって!?」

「海かい賊ぞく……まさか、ゲノムスの仕し業わざか？」

　ざわめきが喧けん騒そうに変わるまで、時間は掛からなかった。

「オオトリの両サイドに大型ブースターが取り付けられています。ですが推進剤を使い切っている模様！　オオトリは自力で減速も針路変更もできません！」

「空宙母艦をミサイルにしてアイランドに特攻を掛けるつもりか!?」

「あいつらまさか、『ファーマンの悲劇』を繰り返すつもりじゃないだろうな!?」

　管制室内がパニックに陥おちいる。

「落ち着け、馬ば鹿か者ものども！」

　いや、パニックに陥る寸前、管制室長の大だい音おん声じようが慌あわてふためく職員の心を痛打した。

「非常警報発令！　アイランド守備隊に事態を報告！　守備隊のドウルが総掛かりで当たれば、空くう宙ちゆう母艦の質量程度受け止められる。だがそれも急がないと手遅れになるぞ！」

　職員たちは返事をする間も惜しんでコンソールに取り付き、各おの々おのの役目に取り掛かった。
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　突とつ如じよ鳴り響ひびいた非常警報に、現役組の反応は素早かった。

「ソフィア少しよう尉い、マユリ＝カーティス。状況説明を求む！」

　マユリが腕時計に向かって話し掛け、左目の前にその文字盤をかざした。ブレスレットに取り付けられた情報端末のディスプレイから時刻の表示が消え、自動的に眼球との距離を測定、現状に関する詳細な情報を網もう膜まくに投映する。

「朱あか理り、蒼生あおい君。その角を曲がった所に宇宙服があります」

　壁かべのコンソールで宇宙服ロッカーの位置を検索した玲れい音ねがその場所を指差す。無重力区画であることを忘れさせる自然な身ごなしで走り出そうとして、玲音は何故なぜか振り返った。

「えっ、玲音さん!?」

　いきなり手を取られた蒼生が顔を赤くして叫ぶ。

「行きましょう、蒼生君」

　玲音は蒼生が昨日、宇宙港で悪戦苦闘していたのを覚えていた。

　玲音にグイッと引っ張られ、蒼生の足が床から離れる。玲音はそのまま走り出した。すり足に近い走り方だが、余よ程ほど磁じ力りよく靴ぐつの扱いに慣れているのだろう。磁力でつまずくこともなく、横倒しになった蒼生を引っ張って廊下を疾しつ走そうする。

「うわあああああっ」

「朱理も急いだ方が良いいですよ！」

　所しよ詮せん、人が走る普通のスピードしか出ていないのだからドップラー効果が発生するはずはない。だがそれを錯さつ覚かくさせる調子でフェードアウトした蒼生の悲鳴と、それに続く玲音の声に朱理も慌てて走り出した。

　床から飛び上がりながらも見事な宙返りで天井を蹴けって床に復帰し、また天井へ……という愉快な動きを繰り返しながら廊下の角を曲がる朱理の背中を見送って、マユリがヤレヤレと首を振った。

「私だけ置いてきぼりか。相変わらず薄はく情じような子だね、レニーは」

　それだけなら同情を誘う独り言だったが、その後に続く「だがそこが良い」という一言がまさに蛇だ足そくだった。玲れい音ねが聞いていたらきっと「隙すきあらばセクハラしようとする態度を改めてくだされば邪じや険けんになんてしません」と返しただろうモノローグの後、マユリもロッカーへ向けて走り出した。




　玲音が見つけた宇宙服ロッカーは、ロッカールームではなく壁かべに宇宙服がしまわれただけの非常用のものだった。

　蒼生あおいはジャケットを脱げばその上から宇宙服を着られるし、朱あか理りはショートパンツが嵩かさ張ばるものの少し無理をすれば彼女もそのまま宇宙服を着用可能だ。しかし、玲音のふわふわしたワンピースはそうも行かない。自分のことは後回しで更衣室がないかあたりを見回していた姉弟きようだいだが、すぐにギョッと目を見張ることになった。

　手早く自分に合うサイズの宇宙服を選んだ玲音が、その場で服を脱ぎ始めたのだ。

「れれれ玲音さん!?」

「ちょっ、玲音！　いきなり何してるの!?」

　磁じ力りよく靴ぐつを脱いでタイツの足を床のフックに引っかけ、ワンピースを脱ぎかけている玲音に向けて、蒼生と朱理が同時に叫ぶ。
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「何って、宇宙服に着替えていますが？」

　両肩をはだけ片かた袖そでを抜いていた玲音は、二人の方をチラッと見ただけで着替えに戻った。もう片方の袖から腕を引き抜きワンピースを足元に落とす。彼女が着ている物はカラータイツとキャミソールだけになってしまった。そのキャミソールは胸元のカットこそ浅く胸は完全に隠れているものの、身体からだにぴったりフィットするタイプで折れそうに細い腰のラインが何も着ていない状態よりも強調されている。

「わわっ！」

　蒼生が慌あわてて後ろを向く。勢いが付きすぎた身体を止める為ためにあちらこちらへ身体をぶつけたが、錐きり揉もみ状態に陥おちいることは何とか回避した。

　蒼生の悲鳴が鼓こ膜まくに響ひびいたのか玲音が少し顔を顰しかめた。しかし彼女が見せた不快げな反応はそれだけで、玲音はテキパキとロッカーから取り出した宇宙服を着込んだ。

「二人とも、早く宇宙服を着た方が良いいですよ。何が起こるか分かりませんから」

　脱いだワンピースをロッカー備え付けのハンガーに掛け、磁力靴もロッカーにしまって宇宙服の識別信号で鍵かぎを掛けながら玲音が姉弟に笑い掛ける。

　玲音に促うながされて、蒼生が恐る恐る振り向いた。彼の顔は真まっ赤かに染まっている。玲音は既すでに宇宙服を着てヘルメットまで手にしているが、蒼生は彼女を直視できない。さっきの下着姿が彼の目に焼き付いているのだ。タイツに包まれた形の良い脚。むき出しの華きや奢しやな肩と腕。なよやかな身体のライン。細い腰が強調する胸の膨ふくらみ──。彼は玲音から目を逸そらしたまま硬直していた。

　弟につられたのか、同性であるにも拘かかわらず朱あか理りも顔を赤くして立ち尽くしている。

　その一幕を途中から見ていたマユリが、姉弟きようだいの背後で苦笑いを浮かべていた。蒼生あおいの反応は健全な少年として当然のものだが、今は状況に余裕が無い。マユリはまず、蒼生を強制再起動させることにした。具体的には彼の着ているジャケットを背後からはぎ取ったのだ。

「うわっ!?　あっ、マユリさん」

「二人とも早く宇宙服を着用してくれ。レニーの言うとおり、事態がどう転ぶか分からない」

　そう言いながらマユリはベルトの留め金を外し、裾すそが膝ひざ上うえまである上着を脱いだ。その下は玲れい音ねのようにキャミソールとかタイツとかいうことはなく、宇宙服用のアンダーウェアだ。玲音に劣らず手早く宇宙服姿になったマユリに倣ならって、蒼生と朱理も今着ている服の上から慌あわてて宇宙服を着込んだ。
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「レーダー波、密度減少。磐いわ都とアイランドのセンサーがオオトリに集中した模様です」

　シアの報告に、ナグルの艦長席でロペスが頷うなずいた。

「よろしい。予定どおりだ」

　第三者の視点で見れば、ロペスの態度は大おお袈げ裟さすぎるようにも思える。だが殊こと更さら「自分の思っていたとおり」という姿を指揮官が見せることで、部下に「作戦が順調に進んでいる」という安心感を与える。時に指揮官は役者でなければならないということをロペスはレジスタンスとしての長い戦歴から学んでいた。

「アイランド防衛隊の動きはどうだ」

「まだ動きはありません。……いえ、オオトリに向かう機影あり。機種照合『ギュゲス』。数、八。アイランドのドウルを全機投入してオオトリを止める構えです」

　彼が待っていた回答が、シアの朱しゆ唇しんからほとばしった。

　ロペスが艦長席から立ち上がり命令を発する。

「マクリール、発進せよ」

「マクリール、発進」『マクリール、発進』

　シアと搭載機発着管制室が続けて復唱。

　次の瞬しゆん間かん、ナグルの機体に小さな震動が走る。発進カタパルトがマクリールを秒速二十キロで撃ち出した反動だ。ドウルの質量をこの速度で撃ち出しながら微震動で済んでいるのは、撃ち出されたタイタニック・ドウルが加速中に自身の慣性を中和しているからだった。

　サイクロニクス機関の力を最大限に発揮することで得られる速度。磐いわ都とアイランドの沖を漂ただよう空くう宙ちゆう母艦オオトリ目指してマクリールが宇宙を突き進む。

「グリフォン全機、発進準備」

　艦橋サブスクリーンの戦術モニターでマクリールが無事軌道に乗ったのを確認したロペスが次なる指示を出した。

「グリフォン全機、カタパルトへ移動」

『管制室了解。グリフォンをカタパルトへ移動します』

「レイヴンもすぐに出撃できるよう待機」

「レイヴン〇一三、出撃待機」

『レイヴン〇一三、吉き良らフリードリッヒ、了解。いつでも行けます』

　全すべての準備が調ととのっていることに満足して、ロペスは艦長席に深く座り直した。
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「アイランド防衛隊のギュゲスが総掛かりでオオトリを止める為ために出動したようだ」

　再び腕時計型情報端末リストデバイスを左目に押し当てたマユリが最新の状況を玲れい音ねたち三人に伝える。空宙母艦がアイランドに突っ込んで来ていることは既すでに全員が知っていた。

「ギュゲスって、このアイランドのドウルですか？」

「開発機構直属軍が使用しているタイタニック・ドウルだよ。宇宙でも地上でも使われる機体だが、宇宙では主としてアイランド防衛に配備されている」

　朱あか理りの問いに答えたマユリへ、今度は蒼生あおいが質問する。

「ドウルで空くう宙ちゆう母艦を止められるものなんですか？」

「ギュゲスはタイタニック・ドウルの原型であるマリオネット・ドウル本来の役割、宇宙船や人工衛星に対する有害な飛来物を排除する為ための慣性制御搭載機という性質を強く継承した機体だ。全長二百メートルの空宙母艦が相手でも、ギュゲス八機なら十分止められる。むしろ多すぎるくらいだよ」

「これからどうしましょう？」

　この問い掛けは玲れい音ね。

「どうしたら良いいと思う？」

　マユリは答えず、玲音に同じ質問を返した。彼女の瞳ひとみは、人の悪い笑みを湛たたえている。

　玲音が少し顔を顰しかめた。自分に答えを言わせたいというマユリの意図に気づいたからだ。ただ、そうと分かっていても玲音は宇宙における非常事態を如何なる意味でも後回しにできない。

「──マユリ少しよう尉いはご自分の機体で出動された方が良いと思います。あの全ぜん翼よく機き型の小型船は少尉の専用機『ヤマタノオロチ』ですよね？」

「へぇ、知っていたのか。レニーには見せたことが無かったと思うけど」

「マユリ少尉が変態的な実験機をご自分の愛機にされているのは有名ですから」

「変態的……」

　マユリの眉まゆがピクッと動いたが、彼女はすぐに態勢を立て直した。

「じゃああれが複座機だということも当然知っているだろう？　ちょうど良かった。副操縦士コパイに逃げられて困っていたんだよ」

　玲音の口から大きなため息が漏もれた。

「マユリ少尉……またやってしまわれたのですか？」

「まただなんて人聞きの悪い。あの機体のコパイに逃げられたのはまだ二人だ」

　玲音の眼まな差ざしが冷たく蔑さげすむものに変わる。一体どういう事情なのか、蒼生と朱理の胸は好奇心ではち切れそうになっていたが、とても訊たずねられる雰ふん囲い気きではなかった。

「……いっそのこと、男性のパイロットと組まれては如何いかがです？」

「酷ひどいことを言うなぁ。私はこれでも女性だよ？　密閉された機内で男性と二人きりなんて、貞てい操そうをゴミ箱に捨てるみたいなものじゃないか」

　確かにそれは危ないと朱理は思った。マユリの主張はもっともなものだ。しかし、酷いと言いながら少しもそうは聞こえないのが不思議だった。

　蒼生はそもそも玲音が何故なぜ「男と組め」とマユリに言っているのか、そこに疑問を覚えていた。マユリとコンビを組んで出動するのはそれ程ほど過か酷こくなのだろうか？　女性では耐えられない程に？

「ソフィアのパイロットにそんな不ふ埒らちな方はいないと思いますが」

　どうもそういうことではないように、彼には感じられた。

「だが、残念ながらここに男性のパイロットはいない。玲れい音ねもまさか蒼生あおい君がいきなり宇宙空間戦闘をこなせるとは考えていないだろう？」

　マユリの人が悪そうな笑顔を前に、玲音が悔くやしそうな表情を浮かべる。

「……私も航こう宙ちゆう機きの操縦は素人しろうと同然ですよ」

「宇宙に慣れているだけ適任さ」

　玲音がもう一度ため息を吐ついた。それが白旗の合図だったと、朱あか理りにも蒼生にも何となく分かった。彼女に航宙機操縦の経験と技能がある程度備わっていることも何となく分かった。

　これが正規軍のメンバーと傭よう兵へいの違いか、と朱理は思った。彼女はドウルの操縦しかできない。他ほかの技能を身につける余裕は無かった。彼女を取り巻く環境がそれを許さなかった。朱理は自分と玲音の違いに、小さな寂しさと大きな悔しさを感じた。

　もし玲音が朱理の心の声を聞くことができたなら、代わって欲しいと思っただろう。

「……分かりました。ヤマタノオロチの副操縦士、務めさせていただきます」

　だが玲音にはそんな能力も無く、そんなことができるはずもなく、彼女は不承不承頷うなずくことしかできなかった。

「そうか！」

　嬉うれしそうに笑うマユリへもう一度冷たい眼まな差ざしを向けて、玲音は朱理たちへ振り返った。

「二人はあの宇宙船に避難するのが良いいと思います」

　港内に停泊中のずんぐりした円筒型の宇宙船を指差しながら、そう提案する。

「そうだな。ヴィヴヴァンはとにかく頑がん丈じような船だ。足も速いし港にいるより安全か」

　マユリがつい今し方までとは一転した真ま面じ目めな表情で玲音の案を支持した。港湾作業員と会話している最中は素知らぬ顔をしていたが、実は玲音もマユリも輸送艦ヴィヴヴァンのことを、その最高責任者込みで良く知っていた。

「ヴィヴィアン？　あの船の名前ですか？」

「ヴィヴヴァン。ソフィアのドウル輸送艦だ」

　朱理の間違いをやんわり正して、マユリが少し思案顔になる。

「いや、単なる輸送艦ではないんだが……」

「今はそんなことを言っている場合ではないのでは？」

　しかし玲音にたしなめられて、すぐに意識を朱理たちの避難へ戻した。

「それもそうか。とにかく、開発中の新型ドウルを運ぶ為ための船だからね。新型機が宇宙の藻も屑くずと消えたりしないよう徹底的に装甲を強化しているし、万が一にも新型機を海かい賊ぞくやゲノムスに奪うばわれないよう高出力の推進機を積んでいる。避難するにはもってこいだ」

「そんな船に入れてもらえるでしょうか？」

　蒼生あおいの不安を滲にじませる当然とも思える質問に、

「大だい丈じよう夫ぶ。正式入隊はまだだけど、君たちはもうソフィアの一員だ。ソフィアは身内を見捨てたりしない」

　マユリは自信たっぷりな顔で請うけ合った。

「乗艦時に本人認証を求められると思うけど、すぐに入れてもらえる」

「蒼生、行きましょう。あたしたちがここにいても仕方無いわ」

　尚なおも不安を拭ぬぐい去れない蒼生の手を、朱あか理りが引っ張って歩き出した。玲れい音ねのように走るのはまだ無理なようだが、中々の早足だ。それに蒼生も、床に足を着けてついて行っている。もっとも歩くのに精一杯で姉に対する反論や反抗まで気が回らない様子だ。

「レニー、私たちも行こう」

「……分かりました」

　マユリと玲音は同時にヘルメットを被かぶり、朱理たちとは別のエアロックへ向け走り出した。
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　大型のブースターパックを背負ったオレンジ色のタイタニック・ドウル「ギュゲス」がアイランドへ刻一刻と近づいてくるオオトリへ向かって頭から落ちていく。アイランドのすぐ側そばに相対静止しているカタパルトから射出されたギュゲスは頭の天てつ辺ぺんを前にした慣性飛行でオオトリへ接近している。それがドウルマスターにとっては落ちているように実感されるのである。

「コンタクトまであと五分。姿勢変更、オオトリに正対せよ」

　その部隊をモニターしている磐いわ都とアイランド軍港の管制官が、ギュゲスのドウルマスター全員に対して指示を出す。目標である空くう宙ちゆう母艦の位置はドウルのセンサーでも確認できるが、より高性能のセンサーを有する軍港の管制室が念の為ためにフォローしているのだった。

　八機のギュゲスから了解の声が返り、オレンジ色の機体がバーニアスラスターを噴かして姿勢を変える。ギュゲスの部隊はオオトリと正対した。

　ドウルの視覚センサーが得た情報を手元のディスプレイに映している管制官が息を吞のむ。ギュゲスの身長は二十五メートル。それに対してオオトリは全長、全ぜん翼よく幅ふく共に二百メートル、格納庫部分の高さが三十メートル。数字だけを比較すると、それ程ほど差があるとは思えない。だがこうしてドウルの視界に映る姿を見ると、押し潰つぶされそうな圧迫感を覚える。小さなディスプレイで見てもこれだけのプレッシャーがあるのだから、実際にドウルの目で見ているマスターは単なる圧迫感に止とどまらぬ恐怖を覚えているはずだった。

　それでも管制官の立場として「逃げていい」とは言えないし、ここで逃げ出すようなドウルマスターはいない。それに理論上は半数以下の三機でオオトリの軌道を変更し相対静止に持って行ける計算だ。作戦を中止する理由は無かった。──この時点までは。

『オオトリから何かが射出された！　管制室、詳しいデータを求む！』

　ギュゲスより入電した質問に、磐いわ都と軍港管制室が更さらに慌あわただしく動き始める。

「機影照合、『ケイツァル』。数、四！」

　レーダー担当者の報告にざわめきが広がった。

「どういうことだ？　今いま頃ごろ自分たちの艦を止める為ために出て来たのか？」

「ケイツァルは高機動型の機体だ。慣性制御の出力自体は高いが有効範囲が狭い。自分たちだけでは艦を止められないが、ギュゲスと協力すれば可能だと判断したのではないか？」

　同どう僚りようたちが口にする推測をＢＧＭに、通信士がギュゲスのマスターに回答を送る。

「射出された機影は搭載機のケイツァルだ。繰り返す。ケイツァル四機、射出」

　その一方で別の通信士がオオトリ、及びケイツァルに呼び掛けを続けている。

「空くう宙ちゆう母艦オオトリ。こちら磐都軍港管制、応答せよ。オオトリ、応答せよ」

「空宙母艦オオトリ所属、ケイツァル。こちら磐都軍港。応答を求む！　聞こえていないのか、ケイツァルのドウルマスター！」

　しかし、オオトリからもケイツァルからも応こたえは無い。仮にオオトリが何らかの理由で深刻なダメージを負っており通信機能が麻ま痺ひしているとしても、宇宙空間に出撃したケイツァルまで通信に応えられないということは考えにくい。通信不能な状態で宇宙に出て来るなど自殺行為に近いからだ。

　管制室に不ふ穏おんな空気が漂ただよい始める。

　管制官の間に不吉な予感が広がる。

『ぐわっ!?』

　その予感は、通信回線を通じてギュゲスからもたらされた悲鳴で現実のものとなった。

「何だ、何があった!?」

『こちら四号機、ケイツァルに撃たれた！』

　管制室内のざわめきが止やんだ。

　ギュゲス四号機からの報告を受けた通信士の声だけが管制室に響ひびく。

「撃たれた!?　ケイツァルが撃ってきたのか!?」

　デブリの衝しよう突とつを勘かん違ちがいしたのではないか、と通信士は思った。しかしそれが単なる願望でしかないことを、本当は通信士も理解していた。

『ガンジャベリンによる砲撃だ。不意を突かれた』

「損害は!?　四号機、損害を報告せよ！」

『右肩装甲を破損。駆動系に異状無し』

　四号機ドウルマスターの声と同時に、管制室の扉が開いた。

「ギュゲス隊、散開！」

「隊長!?」

　管制室長が驚おどろきの声を上げる。アイランド防衛隊の隊長が軍港管制室に直接足を運ぶのはかなり異例なことだった。

　室長の叫びに、防衛隊長は反応しなかった。隊長は通信士を押しのけギュゲス隊のドウルマスター全員に指令を下した。

「一番機から四番機は回避軌道を取りつつオオトリへ向かえ。五号機から八号機はケイツァルを迎撃！」

『了解！』

　ドウルマスター八人の声がピッタリ重なってスピーカーを震ふるわせた。
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　アレクトー母艦「ヤマタノオロチ」に乗り込んだ玲れい音ねは、一段高くなった後部席に座るマユリの方を見ようともせずテキパキと副操縦席に自分の身体からだを固定した。

「レニー、操縦は分かるかい？」

「飛ぶだけでしたら何とかなります」

　玲音の応こたえにはおよそ愛あい想そというものが無かったが、今回ばかりはマユリに対して含むものがあったわけではない。「飛ぶだけなら」という彼女のセリフに謙けん遜そんは一切無く、全くの本心であり事実だった。

　玲音はドウルマスターだ。朱あか理りと蒼生あおいには予備操手サブマスターと自己紹介したが、本当はタイタニック・ドウル「朧月ミステイムーン」の専属ドウルマスターでエクサーだった。ＭＩＴＵマインド・インパルス・トレーサー・ユニツトを使用したドウルの操縦ならソフィアでも屈指の腕前と評価されている。

　しかし航空機も航こう宙ちゆう機きも、必要最低限程度の訓練でしか操縦したことがない。ソフィアの必要最低限だから民間部門のパイロットを比較対象にすればむしろ上じよう手ずな方に分類されるかもしれない。だが飛行と空中戦で要求される技術水準はまるで違う。

　今の玲音には全く余裕が無かった。

「ガルトマンは今、何処どこに？」

「月基地に停泊しています。圧縮通信を送りましたが、到着まで最短で五時間は掛かると思われます」

　マユリがアレクトー操縦用のテレパシー増ぞう幅ふくシートの機能をオンにして精神の触しよく手しゆを自分へと伸ばしてきていることにも気づかない程ほど、目の前の操縦桿かんに気を取られていた。

『レニー』

「ひゃあ!?」

　不意に頭の中へ流れ込んできた声。背筋をそっと撫なでられたようなその感触に玲音が悲鳴を上げる。

「あぐっ……」

　思わず副操縦席から立ち上がろうとしてシートベルトが肩に食い込み、玲れい音ねは苦痛の呻うめきを漏もらした。

「マユリさん、テレパシーでいきなり話し掛けるのは止やめてください！」

　振り返って玲音が叫ぶ。彼女の意識に忍び込んだ官能的な囁ささやきはテレパシー・オーダー・システムで増ぞう幅ふくされたマユリの思念波だ。

　このシステムはサイクロニクス技術によるものではない。サイクロニクスはＰＫ（念力）を機械の補助によって出力する技術だ。ＰＫが機械的に増幅できるなら、ＥＳＰ（超感覚）も機械的に増幅できるはずと研究者は考えた。しかしこの分野の研究は今以もつてほとんど進展していない。テレパシー・オーダー・システムはその唯ゆい一いつの成果と言って良かった。

「意識に無理やり割り込まれる感覚は服の中に手を突っ込まれるのと同じだって、何度も言っているじゃないですか！　セクハラは身体からだだけにしてください！」

『おや？　身体は触っても良いいのかい？』

「駄だ目めに決まっているじゃないですか！」

『レニー、言っていることが支し離り滅めつ裂れつだよ』

「支離滅裂なのはマユリさんの頭の中です！　同性の身体を撫なで回して何が楽しいのですか!?」

『何がって……楽しいよ？　可愛かわいい女の子が顔を真まっ赤かにして恥じらう所なんか特に』

　余りにも正直な呟つぶやきに玲音が絶句した。発進手順を放置して膝ひざの上で拳こぶしを握り締める。

　力みすぎているのか、玲音の身体が細かく震ふるえている。

　気の所為せいか「ヤマタノオロチ」も、軋きしみを上げながら震え始めた。

『ちょっ、レニー、ストップストップ！　私が悪かったから止めて！　オロチが壊れる！』

　本気で慌あわてている声が意識内に響ひびいて、玲音はハッと自分を取り戻した。

　機体の震動が止む。

　玲音は握り締めていた拳を解ほどいて、大きく息をついた。

　発進時の機器チェックを再開した玲音の耳に、背後からマユリの肉声が届く。

「今管制室からデータが入った。オオトリからケイツァル四機が出撃して、ギュゲス隊に襲おそい掛かっているらしい。オオトリは完全に乗っ取られているようだね」

「敵の増援は？」

　更さらに悪化している事態に、玲音も意識を切り替えて冷静な声で訊たずねた。その間にも発進準備は続けている。

「今は見えないが、確実に来ているだろうな。そうでなければギュゲス八機にケイツァル四機で襲い掛かるなんて勝ち目のない戦いは挑まないだろう。現状、ケイツァルはその機動性を活いかしてギュゲスにヒットアンドアウェイを仕掛けている。明らかな時間稼かせぎだ」

「時間を稼かせげば何とかなる当てがある……ということですか？」

「そういうことだ。ガルトマンが間に合わないのは痛いな。他ほかの空くう宙ちゆう母艦も、すぐに駆けつけられるポジションにはいないようだし」

「ここにある戦力で何とかするしかないということですね……発進準備終わりました」

「了解。機動力ならアレクトーもケイツァルに負けていない。アレクトーで追い込んでギュゲスに仕留めさせる、この方針で行こう」

「了解です。──管制室、ヤマタノオロチ、発進します」

『こちら管制室。ヤマタノオロチ、発進を許可する』

　軍港のゲートが開く。航こう宙ちゆう機きが停泊している港内は与よ圧あつされていないから、エアロックは存在していない。逆進で全ぜん翼よく機き型の機体がゆっくり外へ出て行く。

　その先は戦火飛び交う宇宙空間。

　その様子を輸送艦のモニターで、早さ乙女おとめ姉弟きようだいも見ていた。
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　マユリが保証したように、輸送艦ヴィヴヴァンは朱あか理りと蒼生あおいをすんなり受け容いれた。二人は格納庫脇わきのドウル搭乗員控え室に案内されている。控え室のスクリーンには、軍港管制室から転送された外の様子が映っていた。

　ガンジャベリンの爆発光が虚こ空くうに花火を咲かせる。急接近したケイツァルがギュゲスに一撃を浴びせた。ケイツァルが標準装備する近接武器はドリル・ランスだが、今はそれに鉤かぎ鎌かまを付けて戈ほこのような形状にしている。すれ違いざまに相手の首を引っ掛けて、自機の推進力に任せもぎ取ろうという装備だ。

　ギュゲスの側からすると、鉤鎌に引っ掛けられても自分の慣性を中和して無抵抗に引っ張られれば首を刈かり取られることはないし、機動性に勝まさるケイツァルに白兵戦の間合いまで接近できる。それが分かっているからか、ケイツァルも首を刈れないと見るやすぐに鉤鎌を外して距離を取る。さっきからその繰り返しだ。

　スクリーンの別の面には、空宙母艦オオトリに四機のギュゲスが取り付こうとしている姿が映っていた。空宙母艦の中の様子が分からないのでオオトリを壊すわけには行かない。機体に過か剰じような圧力を掛けないよう慣性制御をフル回転させて三角形の機体にそっとつかまる。右う翼よくにつかまる機体と左翼につかまる機体のタイミングがわずかにずれたのか、オオトリが緩ゆるやかに回転を始めるが、左翼側のギュゲスがブースターを噴かしたことにより機首を磐いわ都とアイランド方向に向けた姿勢で空宙母艦の回転は止まった。

「今のところ上手うまく行っているようね……」

　オオトリが少しずつ減速している。画面に表示されたデータからそれを読み取って、朱理が一安心という風に呟つぶやいた。

「姉さん、あれ」

　弟が自分を呼ぶ声に、朱あか理りが顔を上げる。蒼生あおいが指差しているのは室内の外がい壁へき側に取り付けられた船外モニターだ。現在運用されている航こう宙ちゆう機きに窓というものはない。外の様子は船外カメラが撮影した映像が壁面のスクリーンに映し出される。

「ヤマタノオロチ、だっけ。マユリさんたちも出撃するのね」

「玲れい音ねさん、大だい丈じよう夫ぶかな？　あの人、俺おれたちと同じ訓練生だよね？」

「……大丈夫でしょ。同じ訓練生といっても、玲音はソフィアから派遣されたって言ってたし」

「でもサブマスターってことは、まだ訓練中だろ？　それにドウルと航宙機じゃ勝手が違うだろうし……」

　蒼生の言い方は何となく朱理を責めるような口調になっている。それはもちろん八つ当たりに過ぎなかったが、

「うるさいわね。じゃあ止めれば良かったの？」

　朱理がきつい口調で言い返したのは、彼女自身、玲音を心配していたからだった。

「……ごめん」

　自分の八つ当たりと姉の心配を同時に覚さとって、蒼生が悄しよう然ぜんと項うな垂だれる。

　蒼生は思う。玲音の代わりに自分が出撃できたらと。

　それは妄もう想そうに過ぎない。ここには彼が使える機体が無いし、宇宙で戦う技量も無い。

　だが理屈ではなく男の意地みたいな部分で蒼生はそう思った。姉に助けられるのは自分の方が弱いのだから仕方が無いと割り切っている。いや、本当は割り切れていないのだが、今はまだ言っても仕方が無いと蒼生は無理やり自分を納なつ得とくさせている。マユリが自分には避難するように指示して彼女自身は戦場へ出て行くことについては、然さ程ほど無理することなく受け容いれられる。マユリは女性ではあっても大人おとなで、プロの軍人だ。

　しかし、玲音がマユリと共に戦いの場へ赴おもむくのは、そう易やす々やすと吞のみ込めなかった。玲音の方が年上といってもその差はたったの一歳、同じ訓練校の新入生で同じ見習いドウルマスター。違いはソフィアという正規部隊に属していた玲音と、オートンの自治軍に臨時参加していただけの自分という軍歴の差だけだ。──蒼生はそう考えて、焦あせっていた。

　そう。彼の中に渦巻いている感情は焦りだった。玲音に対して芽生え掛けている淡い好意は二の次だった。彼は自分が無力であることに苛いら立だちを覚えていた。

　そういう蒼生の思いは、半分だけ朱理に伝わった。

「蒼生、あたしちょっと、この艦の人に訊きいてくるね」

　朱理が不意に立ち上がる。姉が何を言っているのか、これだけでは蒼生にも分からなかった。

「えっ？　訊いてくるって、何を？」

「この艦は護衛用のドウルを積んでいるってさっき聞いたでしょ。それを貸してもらえないかどうか、訊ききに行くのよ」

「はっ？　無茶だよ、それは」

　蒼生あおいは姉の無鉄砲な思いつきに呆あきれた。

「ドウルを積んでいるってことは、そのマスターも乗っているってことだろ」

　しかし、朱あか理りは蒼生が思っている程ほど、何も考えていないわけではなかった。

「でも、ドウルが出撃する気配も無ければ艦自体が出港する気配も無い。ドウルを動かせる状態ならこれはおかしいでしょ。空くう宙ちゆう母艦がアイランドに突っ込んで来ているんだから」

　蒼生には見えなかった不自然な現状。朱理はそれに気づいて行動に移そうとしていたのだ。

「蒼生はここで待ってて」

「いや、俺おれも行くよ」

　蒼生の中で、焦あせる気持ちがますます高まっていた。
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　アレクトー小型母艦の質量対比推力はドウルのブースターより遥はるかに高い。慣性制御効率は比較にならない程低いが、それを差し置いても直線的な加速力はギュゲスよりヤマタノオロチが上だ。オオトリがアイランドに一層接近していることもあり、マユリと玲れい音ねはギュゲス隊の半分の時間で交戦宙域に到達した。

「アレクトー分離後、当機は向きを反転して月軌道に乗ります」

「了解」

　そう応こたえて、マユリはヘッドレストにつながった半球形のフードを目の前に下ろした。

『レニーのエクサ、当てにしているよ』

　続くセリフがテレパシーで玲音の意識に送り込まれる。背筋を這はい上がるむず痒がゆい感触に耐えて、玲音はカタパルトのトリガーに指を掛けた。

「分離十秒前。五、四、三、二、一、分離」

　自らの掛け声と共に、玲音はカタパルトのトリガーを引いた。

　両りよう翼よくの上面に二機、下面に二機、片翼四機、両翼合計八機ドッキングしていたアレクトーが電磁カタパルトにより前方へ射出される。全翼機の翼上にあった薄うすい突起はドッキングしたアレクトーだったのだ。それを射出した反動で小型母艦ヤマタノオロチは減速。玲音は機体を前後反転させ機首をアイランドの外側──アイランドの公転軌道の外側の意味だ──に向けると、主推進機メインスラスターを全開で噴かせた。

　航こう宙ちゆう機きにとって航路の反転は推進剤を大量に消費する、最も苦手とする運動だ。衛星軌道公転速度も月軌道まで上がれば随ずい分ぶん緩ゆるやかになるとはいえ、秒速一キロメートルを超える（静止衛星軌道で秒速三キロ超、熱圏内の低軌道では秒速七キロを超える）。単純に減速するだけでは重力に引かれて軌道が下がるので、高度を維持する為ための推進剤も必要だ。

　空くう宙ちゆう母艦クラスのサイズになると軌道上で反転という航行は事実上不可能だ。高度を下げて進行方向の後方で低軌道をかすめて反転するか、月を周回して反転するか、月やアイランドに一いつ旦たん寄港して改めて逆方向へ発進するか、そのどれかしかない。

　アレクトー母艦のような小型機でも、衛星軌道上で反転するのはかなり難しい。質量対比推力が高いので不可能ではないが、推進剤が一気に減ってしまう。

　しかし、それは普通ならば、だ。

「慣性制御システム、出力最大。超過駆動、百五パーセント、百十パーセント、百十五パーセント……」

　サイクロニクス搭載機の最適解かいはタイタニック・ドウルだが、ドウル以外の輸送機械にサイクロニクス技術が採用されていないということではない。空宙母艦にもアレクトー小型母艦にも慣性制御システムと気体拡散防止領域発生装置ＭＩＤＦジエネレーターが搭載されている。

　ただ、人型をしていない航こう宙ちゆう機きはサイクロニクス機関の効率が低下する。慣性制御システムでいえば、人型のタイタニック・ドウルに比べて航宙機の慣性制御効率は一割以下だ。

　しかしそれは逆に言えば、平均的なドウルマスターに比べて十倍の能力を持つマスターなら航宙機にもドウル並みの慣性制御を働かせることが可能ということを意味している。そしてエクサーである玲れい音ねには、その出力を実現する力があった。──ただ問題は、航宙機のサイクロニクス機関がそこまで強力なＳＩＭＡシーマを想定して作られていないという点だ。

「想定最大出力の百二十パーセント。システムが限界です」

『仕方がない。今の水準をキープして軌道を反転してくれ』

「了解」

　アレクトーを操作する傍かたわらでマユリが玲音に手加減を依頼する。玲音はＳＩＭＡシーマ出力を苦労して抑えながら教本どおりに推進機のスロットルを調整していた。




　小型母艦ヤマタノオロチの操縦を玲音に任せて、マユリは分離した八機のアレクトーへ同時に命令を送った。

［一番、二番、上昇。三番、四番は下から回り込め］

　母艦の向きを基準としてアレクトーを動かす。今は地球のある側が下、磐いわ都とアイランドのある方向が前だ。

　半民間の航宙翼機スペースプレーンで借りたアレクトーと違い、ヤマタノオロチのアレクトーはマユリ専用にチューンされている。テレパシーオーダーの細かなニュアンスもアレクトーのＡＩが自主的に解釈してくれる。彼らの操縦はマユリにとってある種の快感さえもたらす。

［七番、八番、右の敵を牽けん制せい。六番、七番、砲撃後離脱］

　戦闘宙域に到着した八機のアレクトーを連れん携けいさせ、ケイツァル一機をギュゲスの方へと誘導する。

　ケイツァルの背後からギュゲスがジグソー・グレイブを振り下ろす。

　ケイツァルの首が左肩ごと斜めに切り落とされるのを、アレクトーのカメラを通じてマユリは見た。

（まずは一機！）

　マユリは次の獲え物ものを求めて彼女の分身を羽ばたかせた。
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『作戦宙域まであと五分』

「マクリール、了解。……なあ、シア」

『何、リュー』

　慣性飛行でオオトリとランデブーする軌道を飛んでいた龍りゆう一いちは、マクリールの目が捉とらえた映像に眉まゆを顰ひそめていた。

「ケイツァルが既すでに出撃しているんだが」

『……ごめんなさい。オオトリに潜入させていたドウルマスターの勇み足です』

「それだけならまだしも……二機しか見えないんだが、あとの二機は墜おとされたのか？」

『……そうです。こちらでも確認しています』

　龍一は思わず舌打ちを漏もらした。

『黙っていたのはリューが無理をすると思ったからです。救援の為ために推進剤を消費しては、作戦に支障が生じると判断しました』

「いや……シアを責めるような真似まねをして悪かった。残っているマスターに、俺おれが到着するまで逃げに徹するよう伝えてくれ」

『分かりました』

　もう一度顔を上げて、落ちていく先で戦っているケイツァルの様子を確認する。それで龍一は、敵がギュゲスだけではないことに気づいた。ケイツァルはヒットアンドアウェイで離脱しようとして、不自然な軌道変更を強しいられている。待ち伏せを受けているような動きだ。

「ズームイン」

　龍一は音声コマンドで視覚センサーのモードを望遠に切り替えた。

「ストップ」

（これは……アレクトーか）

　ケイツァルの半分程度の小型機が人間には耐えられない加減速で飛び回っている。その形状から見ても、テレパシー遠えん隔かく操作ロボット戦闘機に間違いない。それが八機。常識的に考えれば四人以上のオペレーターで操っていることになるが、龍りゆう一いちはその一糸乱れぬ連れん携けいを見て一人のオペレーターがこの八機を操っていると確信した。

（凄すご腕うでだな。このままではあの二機も長くないぞ）

　龍一は興奮気味にそう考えた。彼の中で闘志が高まっていく。

『作戦宙域まであと三分』

「シア、予定変更だ。作戦宙域に急行する」

　そう言いながら龍一は、マクリールのサイクロニクス機関へＳＩＭＡシーマを流し込んだ。

『リュー!?』

「凄腕のアレクトー使いがいる。このままではケイツァル隊が全滅する」

　龍一は右手で右腰を触った。分厚い手てつ甲こうの所為せいで手触りは分からないが、ベルトに付けたスイッチの場所は分かる。──実際に動いたのはマクリールの腕で、龍一の腕はピクリとも動いていない。マクリールとＮＩＴＵニツツで一体化した龍一がそう感じているというだけだ。

　マクリールの指が、腰の部分に設けられたスラスターのスイッチを入れる。

　それと同時に、慣性制御システムが最大出力で作用した。

　一いつ瞬しゆんの噴射と、一瞬の慣性中和。

　マクリールは一筋の流星となって戦場に飛び込んだ。
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『カタパルト、セット。ギュゲス、発進準備完了。……早さ乙女おとめ朱あか理り君、本当に良いいんだね』

　通信相手は輸送艦「ヴィヴヴァン」の副長兼ドウル発着管制官。

「無論です」

　その念押しのセリフに、ギュゲスの操縦席から朱理は肯定の言葉を返した。

　彼女がこの席に座る為ための交こう渉しようは、驚おどろく程ほど楽なものだった。ほとんど二つ返事でギュゲスを貸してもらえることになったのだ。

　無論それには理由がある。この艦、ヴィヴヴァンにはドウルマスターが乗っていなかったのだ。この艦は機密保持の観点から極めて少人数で運用されていて、護衛用ドウルの搭乗者の補充をこの磐いわ都とアイランドで受ける予定だった程の徹底ぶりだ。それでは何故なぜ部外者である朱理と蒼生あおいを艦内に受け容いれたのかというと、いざという時にギュゲスを動かしてもらう為だったという。

　つまり朱理が何も言わなくても、この艦の責任者は彼女をギュゲスに乗せるつもりだったということだ。それを朱理の方からギュゲスで出撃したいと申し出たものだから、渡りに船とばかり彼女の出撃準備が調ととのったという次第だった。

　それで何故なぜ、この段階まで来て副長が引き止めるようなことを言ったのか。それは、朱あか理りを出撃させるという判断が艦の最高責任者の独断で、艦長以下、輸送艦ヴィヴヴァンの実際の運航に携たずさわる「宇宙の男」たちは正式入隊前の、しかも少女である朱理を出撃させることに本心では反対だったからである。

　そうした裏の事情も包み隠さず説明されて、朱理は出撃することを選んだ。彼女が思ったのは「艦長より偉い人がこの船にはいるんだ」ということで、正式入隊前とか少女とかそういう話は今いま更さらだった。彼女はそんな建前が通用しない人生をずっと歩んできたのだ。

「コールサイン『ギュゲス・レッド』。発進許可願います」




　輸送艦のカタパルトではなく軍港のカタパルト上で発進許可を求めるタイタニック・ドウルを、ヴィヴヴァンの乗組員は苦い思いで見守っている。十七歳のエクサーでもない少女を兵器に乗せて送り出す、自分たちの不ふ甲が斐いなさを嚙かみ締めて。

　今まさに出撃しようとしている姉を、蒼生あおいは苦い表情で見詰めている。またしても姉に守ってもらうことしかできない、自分自身の不甲斐なさを嚙み締めて。

「──ギュゲス・レッド、発進せよ」

　管制機能を港から艦内に回してもらった副長が、朱理に発進を許可する。

『ギュゲス・レッド、発進します』

　リニアモーター機構のカタパルトから、朱理を乗せたギュゲスが猛もうスピードで射出された。




　装着型の大型ブースターと一緒に射出された朱理は、機体だけでなくブースターにも慣性制御が作用していることに一安心していた。

　実を言えば朱理は自分でも無む謀ぼうだと思っていたのだ。彼女の宇宙空間戦闘経験はゼロ、これが掛け値無しの初体験、完全な打ぶっ付け本番だ。ブースターまで慣性制御力場で覆おおうことができるかどうか、彼女自身にも分からないというのが正直なところだった。最悪の場合はドウルとブースターのドッキング部分で機体が分解してしまう可能性もあった。発進前のサイクロニクス機関テストでブースターの使用は問題無いと太たい鼓こ判ばんを押されていたが、実際に成功するまで彼女の内から不安は消えなかった。

（……何、やり遂とげたみたいな気持ちになってるのよ。まだ始まってもいないのよ！）

　自分の弛し緩かんした心に気づいて、朱理は自らを一いつ喝かつした。こんなことでは弟を、ただ一人残った肉親を守れないと己おのれ自身に活を入れた。

　蒼生は両親のことを覚えていないが、朱理には両親の記憶があった。二人が死んだと伝えられた日のことも彼女は忘れていない。狂ったように泣いて、気絶するように眠って、目を覚ました時には両親のことを忘れていたあの時の弟のことが忘れられない。

　あの日、朱理は決めたのだ。自分が両親の分まで弟を愛し守るのだと。弟がいつか自分の元から巣立っていくその時まで、自分が弟の面倒を見るのだと。

　最近になって彼女は思うことがある。自分は「弟を守る」と思い込むことで、両親を失った悲しみと喪そう失しつ感かんに耐えていたのではないかと。弟を支えていたつもりで、自分の方がより強く支えられていたのではないかと。

　だから余計に、朱あか理りは蒼生あおいを守る為ため全力を尽くす。蒼生の代わりに戦場へ出る。蒼生が戦場に立たなければならないなら、自分が全力でかばう。

（蒼生、あんたが引け目を覚える必要なんてないんだからね。あんたがちゃんと独り立ちできるまでは、あたしがあんたの分まで戦ってあげるから）

　心の中で弟に誓う。そうすることで朱理は自分を奮い立たせる。

　──彼女のその決意こそが蒼生に最大の引け目を与えていると、朱理はまだ知らない。




　　　◇　◇　◇




　龍りゆう一いちが交戦宙域にたどり着いたのは、最後のケイツァルが撃げき墜ついされた瞬しゆん間かんだった。

「うおぉぉぉぉ！」

　龍一の口から雄お叫たけびが漏もれる。彼は自分が叫んだことを意識していないが、通信回線越しにその声を聞いたナグルの乗員は、それを涙無き慟どう哭こくと理解した。

　スラスターが火を噴き、慣性制御システムが唸うなりを上げる。

　マクリールがギュゲスへ突進する。

　ギュゲスの持つ巨大な方形の盾たてがマクリールの視界からオレンジ色の機体を隠す。

　龍一は構わず、ドリル・ランスをギュゲスの盾へ突き立てた。

　ランスの根元にメタリックな煌きらめきを反射するコロイド溶液の円盤が形成される。その円盤が広がるのではなく、前へ移動した。

　ランスの刺し突とつを上回る衝しよう撃げきが方形の盾を襲おそう。

　衝撃に耐える為、ギュゲスが動きを止めた。

　マクリールの動きは止まらない。細かくバーニアスラスターを利きかせて、盾を回り込むようにギュゲスの側面へ移動する。

　センサーが後方に射撃反応を捉とらえたが、龍一は回避行動を取らなかった。流体装甲を動かして弾体を横に弾はじく。手て応ごたえがガンジャベリンより小さい。アレクトーのコイルバルカンと認識する。

　その間にも、マクリールの動きは止まらない。敵のドウルマスターが反応するより早く、マクリールの二段突きがギュゲスの頭部と腹部を貫つらぬいた。

　頭部を破壊されたことにより慣性制御がダウン。腹部への攻撃で動力回路が致命的に破損。搭乗者こそ無事ではあるが、ギュゲスは戦闘不能に陥おちいった。

　一方的な撃げき墜つい。戦闘宙域に緊張が走る。ギュゲス三機は、三方向からマクリールを囲む位置に移動した。近きん似じ的な正三角形の、二次元的な包囲。アイランド防衛隊のドウルマスターは初めて見るこの明るいブルーの機体が上か下か、どちらかへ逃げると予想した。ギュゲスが近接兵装のジグソー・グレイブを左手に持ち替え、盾たての裏側に取り付けられたウェポンラックからガンジャベリンを手に取った。

　ギュゲスが包囲態勢のまま一いつ斉せいに撃った。マクリールは上にも下にも避よけなかった。明るいブルーの機体は、前に突進した。

　撃ち込まれた針のような弾体を、両肩に装備された紡ぼう錘すい形けいの盾で受ける。ただ受けただけでは針の先端に仕込まれた炸さく薬やくで盾に穴が空あき本体の損傷も免まぬかれないところだ。しかし、ある意味当然のことながら、そうはならなかった。マクリールはガンジャベリンをただ受けるようなことをしなかった。

　盾の上に流体装甲を集めて厚みを増す。それと同時に慣性中和力場を弾体に作用させる。電磁力で射出された投槍ジヤベリンは標的に穴を開けるはずの爆炎で跳はね返った。正確に言えば逆進したのだが弾着の瞬しゆん間かんわずかな角度が付いていた所為せいで弾体が回転しながら飛んでいったので「跳ね返る」で構わないだろう。マクリールの盾を貫つらぬくことができなかったという結果は同じだ。

　斜め後方から発射されたガンジャベリンはマクリールが前進したことで空から振ぶりした。上から撃ち込まれたコイルバルカン──撃ったのはマユリのアレクトーだ──も流体装甲に阻はばまれる。龍りゆう一いちが取った予想外の行動に、ギュゲスを操るドウルマスターの反応は遅れた。

　オレンジ色の機体が武器を近接兵装へ再び持ち替える前に、ブルーの機体がドリル・ランスを突き出す。ギュゲスが回転するビットをかろうじて盾で受ける。

　マクリールとギュゲスの慣性制御力場がぶつかり合う。マクリールの慣性を中和しようとするギュゲスと、慣性中和をキャンセルしようとするマクリール。

　タイタニック・ドウル同士の、というよりドウルマスター同士の力比べは、ランスの穂ほ先さきが盾を貫いたことで決着が付いた。龍一のＳＩＭＡシーマが相手のそれを上回ったのだ。

　大型シールドを貫かん通つうしたドリル・ランスはそのままギュゲスの喉のどを穿うがつ。

　流体装甲が円えん刃じんとなってビットの開けた穴を切り広げた。

　胸元から頭まで抉えぐられたギュゲスが完全に沈黙する。

　この宙域に満ちていた緊張が、戦せん慄りつに変わった。
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「マクリール、敵機に接触しました。……ギュゲス一機、撃墜」

　ナグルの艦橋に小さな歓声が上がった。アイランドガードにとっては戦慄を招く襲しゆう撃げきでも、ナグルの乗員にとっては興奮を呼ぶ戦果だ。

　しかしロペスはその興奮に同調しなかった。彼は冷徹な指揮官の顔で次の命令を下した。

「作戦を次の段階へ移行する。グリフォンを発進させろ」

「了解しました。艦の軸線をグリフォンの作戦軌道に合わせてください」

「操そう舵だ手しゆ了解。艦の軸線を作戦軌道に合わせます」

　ナグルのバーニアスラスターが作動。

「軌道合わせ完了」

　ナグルの機首がグリフォンの射出コースへ向いた。

「グリフォン、発進してください」

『カタパルト展開、コースセット。グリフォン、発進』

　発着管制室の応答直後、ナグルをタイタニック・ドウル発艦の反動が震ふるわせる。

「続けてレイヴン発進」

　ロペスの指揮に淀よどみは無い。

「レイヴン〇一三、発進どうぞ」

『レイヴン〇一三、発進』

　ドウルキャリアーがナグルから飛び発たつ。発艦に伴う震動は伝わってこなかった。

「レイヴン〇一三の発進を確認」

「ナグル、降下。ランデブーポイントへ向かう」

　作戦に携たずさわる全搭載機の発艦を確認し、ロペスが艦の降下を命じる。

「了解」

　ナグルのスラスターが火を噴く。減速による低軌道への移行ではなく「下」への加速による直接的な移動。ナグルは急速に軌道を下げ、周回速度を上げた。
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「何てヤツだ！　一体何なんだ、あのドウルは!?」

　テレパシー・オーダー・システムの指揮シートに納まったマユリが肉声で悪態をついた。狭いコクピットで大声を出されて玲れい音ねが軽く顔を顰しかめる。ただテレパシーで愚ぐ痴ちをこぼされるより余よ程ほど被害は少ない。だからマユリの声で鼓こ膜まくに痛みを覚えたことに対して、玲音が苦情を申し立てることはなかった。

「粘ねん性せいの高い液体で機体を覆おおっているようですね。その液体を流体制御で攻撃にも防御にも利用しているようです。ＭＩＤＦジェネレーターの液体版と言えば良いいのでしょうか」

「テクノロジー的な分析を聞きたいわけではないよ。いや、それももちろん重要だが」

「極めてハイレベルな流体制御能力です。エクサーではないと思いますが、あの機体のドウルマスターはそれに近いＳＩＭＡシーマの持ち主だと思います」

　これ以上大声を出されるのは迷惑だったので、玲れい音ねはマユリの質問を先取りして自分の感じたことを伝えた。

「エクサーじゃない、か。最悪の事態は避けられたな」

「私のＥＳＰは人並みなので、間違っているかもしれませんよ？」

「間違っていない方がありがたいから信じておくよ」

「──ありがとうございます、と言うべきですか？」

「どういたしまして。──っと、無む駄だ話ばなしをしている暇いとまも無しか！」

　そもそも作戦中に無駄話をする方がおかしいのでは、と玲音は思ったが、彼女は沈黙を守った。無駄話によって意識を乱した状態で対処できる敵でないことは、ここから見ているだけで彼女にも理解できた。
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　朱あか理りが交戦宙域に到達した時、敵の迎撃に回っていたギュゲス四機は既すでに撃げき墜ついされていた。

　マユリのアレクトーがマクリールに十字砲火を浴びせていたが、その数も六機に減っている。

（あの敵、オオトリの方へ行こうとしている？）

　正面に見える敵機が斜め下からアイランドへ直進する空くう宙ちゆう母艦へ向かおうとしているのを、朱理はすぐに覚さとった。

　オオトリは相変わらず磐いわ都とアイランドに衝しよう突とつするコースを取っているが、その速度はわずかずつ減速している。もう少し速度が落ちれば軌道が下がり、衝突コースを回避できるだろう。ギュゲス隊の目的はオオトリをアイランドに連れ帰る＝アイランド沖で周回速度を同調させることなので、今のペースでは減速しすぎだ。しかし、空宙母艦がアイランドに衝突するという最悪の事態は免まぬかれる。

　だがこの、ブルーに揺らめくドウルをオオトリに近づけさせては全すべてが台無しになる。オオトリに取り付いているギュゲスを破壊し、再び空宙母艦を衝突コースに乗せることくらい、このドウルはやってのける。──朱理は直感により、そう確信した。

　スイッチ操作に頼らず、ダッシュする動作でスラスターを全開にする。そのアクションをそのまま突進につないで、朱理はマクリールへ襲おそい掛かった。

　マクリールが振り向く。その目は朱理のギュゲスをしっかり捉とらえている。

　ブルーの機体が飛び上がった。宙返りして上下逆さまの体勢を取ると、ランスを構えて頭からギュゲスへ突進する。

　左手で大型シールドをかざした朱理は、盾たてが衝撃を受けるのと同時に、後ろへ倒れ込んだ。盾を手放すことでランスの突きを逸そらし、マクリールの腕を摑つかむ。弱い抵抗の後に、しっかりとホールドした感触が返ってきた。

　ＮＩＴＵニツツは触覚を伝えないが、熟練したドウルマスターは自分の動作に対する抵抗で触覚を再構築する。朱あか理りのＮＩＴＵニツツに対する高い適性は、ベテランの技術を再現するに足りている。その彼女の感覚が、敵を捕まえたと伝えてきた。朱理は流体装甲のことをこの時点でまだ知らなかったが、敵の本体に手が届いたのは理屈抜きで分かった。

　マクリールの腕を引き懐ふところに飛び込んで、朱理は右手の長なが物ものも手放す。代わりにサブウェポンのナイフを腰のホルダーから引き抜いた。刃やいばを突き立てるのではなく、拳こぶしを覆おおうナックルガードを相手の腹に叩たたき込む。その一撃は、確かにダメージを与えた手て応ごたえを朱理に返した。




　この攻撃は龍りゆう一いちの意表を突いた。彼はナイフのブレードで首を狙ねらってくると予想して、そこに流体装甲を集めていたのだ。

　アラートシグナルが視界に重なってヘルメットのバイザーに映る。龍一がマクリールに乗って、初めて受けたダメージだ。彼は足で地面を蹴けって跳とび退すさる動作でバーニアスラスターを噴かせ、ギュゲスから距離を取った。漂流防止のワイヤーでジグソー・グレイブを回収したギュゲスの繰り出す刺し突とつを更さらに後退して躱かわす。

　自分では機体性能に溺おぼれたつもりは無かったが、さっきのランス・チャージは不用意だったと反省した。どうやらこの敵は力押しで何とかなる相手ではないらしいと彼は認識した。

　だからといって慌あわてはしない。マクリールは元々力押しに向いた機体ではないのだ。

　こちらへ突進してくるギュゲスを龍一は横よこ滑すべりに回避する。

　下から撃ち込まれたコイルバルカンは流体装甲と慣性制御力場が無力化した。

　前へ踏み込むことによりスラスターを作動させる。ギュゲスの左をすり抜け、反転、相対静止。背後からランスを突き込む。

　盾たてを手放しているギュゲスは、振り向きざま前腕部の装甲で龍一の突きを受け止める、のではなく逸そらした。

　龍一は水すい刃じんを展開しその腕を破壊しようとしたが、彼が流体装甲を操作するより早くギュゲスが激しくスラスターを噴かせて大きく横に飛んだ。

　その動きは龍一に違和感を与えた。彼も大気圏外戦闘はこれで二回目だが、水中戦の経験が豊富だった為ためか宇宙空間におけるドウルの操縦にはすぐ慣れた。だがこの相手は宇宙空間機動が如何いかにも不慣れだ。身のこなし自体は龍一が感かん嘆たんを漏もらす程ほど洗練されているにも拘かかわらず。

（地上では熟練者、宇宙戦は素人しろうとか……）

　アイランドガードに採用されたばかりの新入りか、あるいはそもそも部外者なのか。いずれにせよ、マクリールの機動力を活いかした戦い方をすればそんなに手こずることはない。

　彼ひ我がの戦力を、龍一はそう判断した。




　マユリはアレクトーのカメラから送られてくる戦況に顔を顰しかめた。味方機は新たに参戦したギュゲス一機。そのドウルマスターが朱あか理りであることは知らされている。その連絡を受けた瞬しゆん間かん、マユリは「無む謀ぼうだ」と呆あきれた。朱理を出撃させたヴィヴヴァンの乗員とアイランドガードには怒りを覚えた。

　地上の戦闘と無重力空間の戦闘は勝手が全く違う。どんなにドウルの機体操作が巧うまくても、スラスターを使った運動は経験しなければ身につかない。マユリ自身、最初はアレクトーを母艦に呼び戻すこともできなかった。俯ふ瞰かん的な映像を利用できるアレクトーですらそうなのだ。自分が機体と一つになるタイタニック・ドウルを宇宙空間でいきなり思いどおりに動かすことなどできるはずがない。

　案の定、朱理はヒットアンドアウェイに戦法を切り替えた敵機にひどく苦戦している。相手の攻撃それ自体は卓越した反応速度と機体操作技術で何とか防御し、重大な損傷は受けていない。だが攻撃が全く当たらない。攻撃をさばいたギュゲスが反撃に移ろうとしたその時には、既すでに敵機は刃やいばが届かないところへ遠ざかっている。だからといって飛び道具は論外だ。射撃体勢も作れないのに弾が当たるはずがない。

　もっとも、有効な攻撃を行えないという点ではマユリも似たようなものだった。否いな、全く変わらなかった。アレクトーのコイルバルカンは先さき程ほどから敵機に命中している。だが、まるでダメージになっていない。敵機のハイレベルな慣性制御と粘ねん性せいの高い液体を使った敵の装甲はコイルバルカンの弾体をことごとく跳はね返している。成形炸さく薬やくの爆炎流は液体の装甲を波立たせるだけで本体に届いてもいない。

（この手は使いたくなかったが……）

　マユリはアレクトーに思念波を送る傍かたわらで非常手段を取ることを決断した。アレクトー自体をミサイルにして敵に突っ込ませる「カミカゼ」攻撃である。

　これを使うと補給部の小言が恐ろしく鬱うつ陶とうしいのだが、他ほかに有効な手立てが無い以上、仕方が無かった。これ以上手間取るわけにはいかない。既にアレクトーの推進剤は残量が心こころ許もとなくなっている。マユリが脱落すれば、残るは朱理のギュゲスだけだ。朱理一人ではこの敵を足止めすることも難しいだろう。

　マユリが残った六機のアレクトーに体当たりの指令を送ろうとした瞬間。

　ヤマタノオロチのレーダーが外軌道より高速飛来する機体を感知した。




　神経を引っ搔かく警報と同時。朱理の視界、その隅すみに、味方識別信号を発していない機体が高速で接近していることを告げるメッセージが表示された。遠ざかって行くブルーの機体を見失わないようにしながら、朱理はそのデータを読み取る。

（何これ？　隕いん石せき？）

　警告メッセージが接近する飛来物の正体を「ドウル」であると示しているにも拘かかわらず、朱理はそんな憶測を持ってしまう。

　接近する機体グリフオンは速すぎた。この速度、この角度では低軌道をフライパスして一周に何十日もかかる離心率の大きな楕だ円えん軌道に乗るか、あるいは地球に落下してしまう。まともな──正気のドウルマスターが取る航路ではない。

　驚おどろきの余り、朱あか理りが敵の意図に気づいたのは攻撃が終了した後だった。

　敵機──ナグルから発進したグリフォンが向かった先はオオトリ。空くう宙ちゆう母艦と衝しよう突とつする軌道ではなくその鼻先をかすめる軌道を通り抜けざま、オオトリに取り付いたギュゲスへ砲撃と斬ざん撃げきを加える。オオトリのコントロールに集中していたギュゲス四機はグリフォン三機の襲しゆう撃げきに一いつ瞬しゆんで墜おとされ、少しずつ軌道を下げて──落下していく。

　飛び去っていく敵機を朱理は呆ぼう然ぜんと見送った。その時、朱理の意識はマクリールから離れてしまっていた。




　龍りゆう一いちはグリフォンの襲撃があることを知っていた。その常識外れな航路が作戦どおりであることも分かっていた。だから彼は、ギュゲスのマスター（＝朱理）やアレクトーのオペレーター（＝マユリ）のように意識を奪うばわれたりしなかった。

　敵に生じた隙すき。ギュゲスとアレクトーの内、龍一はアレクトーを攻撃対象に選んだ。慣性中和力場の中でスラスターを噴かせて最も近いアレクトーへ突進する。アレクトーのスラスターが何故なぜかこちらへ突っ込んでくるような挙動を見せたが、龍一は構わずガンジャベリンを撃ち込んだ。

　慣性制御力場を持たないアレクトーに秒速五十キロメートルの弾体を受け止める防御力は無い。翼つばさに針のような投槍ジヤベリンを突き刺した無人機は回転しながら彼方かなたへ消えて行く。その方向が現在の周回軌道上だったことに一瞬「しまった」と思ったが、龍一はすぐに意識を切り替えた。

　次のターゲットはすぐ近くに来ている。コイルバルカンを武器とするアレクトーがこちらに接近する意図は分からなかったが、彼にとっては好都合だ。龍一は休みなく無人機へ襲おそい掛かった。




　アレクトーを全機撃ち落とした龍一は、マクリールをギュゲスへ向けた。自分ではマクリールの機動に追いつけないと覚さとったのか、先さき程ほどからギュゲスはガンジャベリンを撃つだけで動いていない。推進剤を無む駄だに使わない姿勢は賢かしこかったが、勝ち目が無いと知りながら撤てつ退たいしないのは愚おろかしいと龍一は思った。

（……いや、もしかしたら相討ち狙ねらいか？）

　地球の海でも同じようなことを考える相手は大勢いた。地球で彼が乗っていた機体はマクリールではなく娑しや羯か羅らだが、海中において娑羯羅は今のマクリール同様に他のドウルを圧倒していた。しかしその実力に明らかな差があるにも拘かかわらず、勝てないことが明らかであるにも拘わらず突っ込んできた海かい賊ぞくたち。その内の何割か、もしかしたら大部分は別のポリスのドウルマスターだったのだろうが、彼らは防御を捨てて娑しや羯か羅らを攻撃してきた。おそらく、共に海の藻も屑くずと果てる覚悟だったのだろう。無論そんな覚悟に付き合う義理を龍りゆう一いちは持ち合わせていない。当時も、今も。

　龍一は慎重にギュゲスへ接近する。相手がマクリールのランスの間合いに入る直前、ギュゲスのスラスターが火を噴いた。虚こ空くうを踏みしめ斬きり掛かってくるギュゲス。

（良いい読みだ）

　敵ドウルマスターのリーチ感覚は称賛に値した。間合いの読みは、もしかしたら自分より上かもしれないと龍一は思った。

　それでも脅きよう威いは感じない。彼の勝ちは揺るがない。彼は四し肢しの動作ではなくスラスターの操作でジグソー・グレイブの打ち込みをいなす。機体の速度を活いかして回り込み、側面から頭部へ突きを入れる。

　敵のマスターはグレイブの柄えを回転させて突きを弾はじいた。慣れない無重力環境だろうに、このドウルマスターは機体を完全に近い制御下においている。搭乗するドウルに性能差が無かったら苦戦は免まぬかれなかっただろう、と龍一は心の中で認めた。

　それは、余裕に他ほかならなかった。

（逃げたところで俺おれがアイランドを襲おそうことなど無いのだがな）

　ギュゲスのドウルマスター、つまり朱あか理りが知るはずもないことだが、龍一たちに磐いわ都とアイランドを攻撃する意図など無かった。

　龍一はギュゲスと打ち合いながら、予定どおり戦場をオオトリの方へと誘導した。
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　格納庫脇わきの控え室で、蒼生あおいは朱理の戦いを見ていた。

　そして、居ても立ってもいられなくなった。

　姉が苦戦しているのは言われなくても分かる。勝ち目が薄うすいのも誰だれかの解説を受けるまでもない。そもそも朱理は宇宙で戦うのが初めてなのだ。いくら地上で実績があるといっても、地に足を着けられる重力下と足場の無い無重力下では勝手が違う。それは蒼生が自分の身を以もつて体験したことだ。

　焦しよう燥そうに駆られ、蒼生は控え室から飛び出した。宇宙船の中とはいえ控え室の外は格納庫。与よ圧あつを確認せずヘルメットを閉めなかったのは迂う闊かつだが、今の蒼生はそんなことにさえ神経が回らない状態だ。ただ焦あせる気持ちに急せき立てられ、自分が何を探しているのかも分からず、その何かを探し回る。

　ただ、そんなに広くもない中型輸送艦の中のこと。蒼生はすぐに行き止まりに突き当たった。

　目の前にそびえる壁かべはドウル格納庫の隔かく壁へきだ。すぐ横に中へ通じる装甲扉が見えている。

　どうせ鍵かぎが掛かっているだろう。そう思いながら、蒼生あおいは扉の開閉装置に触れた。

　開閉装置の上に表示されていた「施せ錠じよう中ちゆう」の文字が、何故なぜか「解かい錠じよう」に変わった。

　音も無く開いたドアに蒼生は不審と警戒を懐いだいた。だが彼を突き動かす衝しよう動どうがそれを上回る。蒼生は格納庫の中へ足を踏み入れた。

　自動的に照明が点ともる。金こん色じきの煌きらめきに蒼生は目を細めた。

「これは……ドウルなのか？」

　反射的に細めた目を開いて、目の前に横たわる人型機械を蒼生は凝ぎよう視しする。中世西洋の甲かつ冑ちゆう騎き士しを模したフォルム。その形状はタイタニック・ドウルのものに他ほかならない。

　金色に見えたのも錯さつ覚かくで、メタリックゴールドの塗装もドウルのものとしてそれ程ほど奇抜ではない。

　ただ、大きかった。

　通常のタイタニック・ドウルは全高二十メートルから二十五メートル。

　眼前に横たわる機体は、その一・五倍前後のサイズがある。
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「一体何メートルあるんだ……」

　誰だれに訊きいたのでもない、独り言の問い掛け。

「全高三十五メートルだ」

　だが彼の問いは、答えを得た。

　慌あわてて振り返る蒼生あおい。彼は宇宙服を着た女性が歩み寄ってくるのを認めた。

「これがドウルなのか？　無論、ドウルだとも！　これこそは最強と呼ばれる可能性を秘めたタイタニック・ドウル、『インドラ』だ！」

　彼の横に立ったその女性が、大おお袈げ裟さな身振りで、陶とう酔すいを滲にじませた声を張り上げる。それにつられて、蒼生はもう一度その機体へ目を向けた。

　大きく、そして力強い。ただ伏しているそのボディから言いしれぬ迫力を感じて、蒼生は無意識に後あと退じさりした。

「インドラ……」

　意図せず、その名を口にする。

「そうとも。これがインドラだ」

　隣となりから話し掛けられて、蒼生はようやく我に返った。

「あのっ……勝手に入ってすみませんでした！」

　そこでようやく、自分が無断でここに入り込んでいることへ思いが至った。勢いよく頭を下げて謝罪する。どうやらここは新型機の格納庫らしい。軍事機密に触れてしまったか、と内心ビクビクしていた蒼生は、

「構わないさ。呼びに行く手間が省けた」

「えっ？　それってどういう意味ですか……？」

　予想外の答えに顔を上げて反問する。

　しかし、黒い髪をアップにした浅黒い肌はだのその女性から答えは返ってこなかった。彼女は壁かべと一体化している大型端末の前に腰を下ろしてモニターのスイッチを入れた。端末に相応ふさわしいサイズの大型スクリーンに、朱あか理りのギュゲスとブルーのドウルの戦闘が映し出される。

「良いい腕だな」

　何の脈絡も無くその女性が呟つぶやいた。いや、呟いたというには大きく、明確な指向性を持った声だ。彼女の顔はスクリーンに向かったままだが、今の言葉は明らかに蒼生へ投げ掛けられたものだった。

　ただ自分が話し掛けられたということは分かっても、彼女が何を言いたいのか、肝かん心じんなことが蒼生は理解できなかった。良い腕というのは誰だれの腕のことだろうか。彼が真っ先に思い浮かべたのは姉の朱理の操縦技術だが、ブルーの機体のドウルマスターも間違いなく凄すご腕うでだしアレクトーを操っていたマユリも疑いなく称賛されるべき腕前だった。

「だが、残念ながら機体の性能が違い過ぎる」

　続く言葉で、どうやら姉のことで合っていたようだと蒼生は覚さとった。彼はその女性に何か答えようとしたが、彼女が続きのセリフを紡つむぎ出す方が早かった。

「あの青いドウルを設計したのはオブライエンのヤツだろう。量産型のギュゲスじゃ相手にならない」

　彼女は音も無くため息を吐ついた。顔は見えていないが、仕草で分かった。

「あの……」

　オブライエンとは誰だれか、蒼生あおいは質問しようとした。

　だがまたしても女性のセリフが早かった。

「だがこいつなら何とかなるだろう」

　それに、自分が懐いだいた疑問など、そのセリフを聞いた後ではどうでも良くなった。

　その女性は振り返ってインドラを見上げている。

　朱あか理りを助けられる機体。

　それこそ、彼が探していた物だった。

「お願いします！　この機体を、インドラを俺おれに貸してください！」

　誰とも知らぬ相手に、蒼生は勢いよく頭を下げた。土ど下げ座ざでなかったのは無重力下で床に座るのが難しかったからにすぎない。

「俺はまだ半人前にもならない未熟者ですけど！」

　頭を下げたまま、蒼生は叫んだ。

「姉さんを、助けたいんです！」

　叫んで、自分がまだ名乗ってもいないことに蒼生は気がついた。

「あっ、すみません」

　ガバッと頭を上げて、おろおろした顔で蒼生が早口に名乗る。

「俺の名前は早さ乙おと女め蒼生っていいます」

「知っているよ」

　振り返った女性の返事は、思い掛けないものだった。

「君のことはボルから聞いている」

　蒼生は女性の顔をまじまじと見つめた。女性に対して不ぶ躾しつけだという発想は意識にかすりもしなかった。

　黒い髪、黒い瞳ひとみ、浅黒い肌はだ、彫りの深い顔立ち。

　年齢はおそらく三十前後だろう。それなりに美人であるはずなのに、何故なぜか色気は感じない。

「あの……ボルって誰ですか？」

　蒼生の質問に、女性は声を上げて笑った。蒼生も顔が熱くなった。自分の発した問いが、今この場で最もどうでもいい質問だったと感じたからだ。

「私の名はサラスヴァティ＝パテル」

　女性は蒼生の質問に対してではなく、蒼生が当面知るべきことについて答えた。

「パテル大先生と呼びなさい。大先生だけでもいいぞ」

「はぁ……」

　いささかずれている感もあったが。

　蒼生あおいはまさしくそう感じて気の抜けた声を漏もらしたが、パテルは彼の態度など気にも掛けていなかった。

「パテル……大先生はタイタニック・ドウルの設計者なんですか？」

　他ほかに解釈のしようもないし、ドウルの設計者には変人が多いと聞かされていたので違和感も無かったが、何となくそう訊たずねなければならないような気がして蒼生はパテルに問うた。

「天才設計者だよ」

　ある意味、予想どおりの答えが返ってきた。今の状況も忘れて脱力感を覚えた蒼生だったが、続くセリフに焦しよう燥そうと興奮を取り戻した。

「インドラを貸して欲しいんだね？　この機体に乗って、君のお姉さんを助けに行きたいと？」

「──そうです」

　パテルは笑っていた。願いの代だい償しように生いけ贄にえを要求する享きよう楽らく的な神々の顔で。

　蒼生はパテルの目を正面から見詰めて、頷うなずいた。彼は相手が魂たましいを要求する悪魔でも構わないと念じていた。

「いいとも、君の望みを叶かなえよう！　インドラは君の為ために持って来たんだ！」

　高らかなその声と共に、パテルが端末を操作する。

　インドラの胸部装甲が開いた。そこからコクピットユニットが降りてくる。

「さあ、行きたまえ。インドラに乗って、君のお姉さんを助けるんだ」




　ドウルの操縦に必要な装備はコクピットユニットの中に揃そろっていた。ドウルマスター用のスーツは、何故なぜかサイズが彼にぴったりだった。

　蒼生はそのことに疑問を覚えなかった。彼は一刻も早く朱あか理りの許もとへ駆けつけたかった。スーツを着るには宇宙服もアンダーウェアも脱いで下着姿になる必要がある。しかしパテルが──女性が見ている前にも拘かかわらず、服を脱ぎ棄すてる彼の動作に一切の躊躇ためらいは無かった。

　蒼生を乗せたコクピットユニットが俯うつぶせに横たわったインドラの胸に引き込まれる。保護装甲が閉じて、バイザーにインドラの視界が映し出された。

『蒼生君、聞こえるかい？』

「聞こえます、大先生」

　蒼生が「大先生」と答えているのは冗談でも嫌いやみでもなく大おお真ま面じ目めだ。彼はインドラのサイクロニクス機関から返ってくる力感に陶とう酔すいしていた。蒼生はこの時、一種の被洗脳状態にあった。

『インドラは少々特殊な装備を積んでいてね。この装備があるから、その巨体でまともに動くことができる』

「何ですか、それは？」

『サイクロニクス・パワージェネレーター。まあ平たく言うと、サイクロニクス機関でＳＩＭＡシーマを電気エネルギーに変換する装置だ』

　実にそのままなネーミングだが、蒼生あおいの脳裏にツッコミの言葉は浮かんで来なかった。

『君がインドラで出撃する為ためには、当然この装置を動かさなければならない』

　巨人機との一体感に酔よっていた蒼生だが、このセリフにはさすがに意識を醒さめさせられた。

「……俺おれにできるでしょうか？」

　当然の不安を口にする蒼生。

『できるとも』

　だがパテルの回答は自信満々なものだった。

『君ならできる。いや、君だからこそできる』

　揺るぎない口調で断言され、蒼生は不安が晴れるのを感じた。

『蒼生君、君にとって「世界が開く」イメージはどんなものだい？』

　感情が飽ほう和わしている蒼生は、意味不明の質問をされても戸惑わなかった。

「世界が開く、ですか？　一体どういう意味でしょう」

　ただ理解できないということを正直に答えた。

『具体的な説明は難しいよ。抽象的なイメージの話だからね。そうだな、君は「世界が開く」という言葉を聞いて、どんなイメージを描えがく？　考えるんじゃない、直感的に「世界が開く」光景を心に思い描くんだ』

　そう言われて、蒼生は目を閉じた。

　瞼まぶたの裏に漆しつ黒こくのキャンバスが現れる。

　キャンバスは黒い雨雲だった。

　その闇やみを、稲妻が切り裂さいた。

　雷光が雲を切り裂き、その向こうから太陽が現れる。

　──現実にはあり得ない光景だ。だが彼がそのイメージを思い描いた瞬しゆん間かん、インドラに本当の意味で火が入った。

『おめでとう。それが君の、エクサの鍵かぎだ』

「えくさ？」

　知っているはずの単語なのに、その意味が意識に染しみ込まなかった。

『そうだ。蒼生君、ボルから聞いているだろう？　君はエクサーなんだ』

　エクサ。

　エクサー。

　確かに聞いていた。彼をソフィアへ、宇宙へ誘いざなったあの人。名前は確か、ボルジギン＝バートリーン＝ドルジ……

「……ボルってドルジさんのことなんですね」

『ようやく気づいたか。しかし奇妙な縁だな。全人類で百人に満たないエクサーが、偶然未み覚かく醒せいのエクサーを見み出いだすとは。しかもそれがあの、暴れるしか能が無いボルだというのだから……「縁」というやつはつくづく不可思議なものだ』

　パテルが可笑おかしそうに笑う。蒼生あおいも笑っていた。分かってみれば、笑うしかないことだった。

（ボルねぇ……）

　ドルジの引き締まった如何いかにも戦士然とした顔が記憶に蘇よみがえる。ボルという愛称は似合っているようにも思えるし、似合っていないようにも思える。ただ確実に言えるのは、パテルとドルジが極めて親しい仲だということだった。

（恋人なのかな……？）

　だがそう考えた瞬しゆん間かん、

『蒼生君、今おかしなことを考えなかったか？』

　パテルから鋭い問いが飛んできた。

（まさかＥＳＰ？）

　慄りつ然ぜんとする蒼生。だがそれは考えすぎだったようで、

『まあいいか』

　それ以上の追及は無かった。

『蒼生君。エクサーは各おの々おの、自分だけの鍵かぎを持っている。自分のエクサを解放するカギだ。今のイメージをしっかり覚えておくんだよ』

　言われなくても忘れることは無いと、蒼生は断言するだけの自信があった。

　黒雲を切り裂さく白い雷光。そのイメージは彼の脳裏に焼き付いていた。

『さあ、行きなさい、蒼生君。君はもう、戦える！』

　インドラの前で格納庫の扉が開く。その下に、宇宙が見えた。ヴィヴヴァンは何時いつの間にか港の外へ出ていた。

『インドラ、発進だ！』

「早さ乙おと女め蒼生、インドラ、発進します！」
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「磐いわ都とアイランドを出港した輸送艦からドウルの出撃を確認」

　高高度衛星軌道から低軌道へ急速降下中のゲノムス空くう宙ちゆう母艦、ナグル。

　その艦橋でシアから上げられた報告に、艦長のロペスは眉まゆを顰ひそめた。

「数は」

「一機です」

　表情から彼の内心を窺うかがうことはできないが、シアの回答にロペスは少し緊張を緩ゆるめた。気を抜いたわけではないが、敵の援軍が一機と聞いて作戦に影えい響きようを及ぼすものではないと判断したのである。

　しかし、その判断はすぐに覆くつがえされた。

「機種は不明。タイプは……大きい？」

　──シアの追加報告に、自身の直感を刺激されて。

「シア、詳しく報告しろ」

「はい、隊長」

　探知システムからもたらされた敵機のデータに惑乱していたシアが、ロペスの命令で我を取り戻す。

「体高三十五メートル、胴体部最大幅十二メートル、ノーマルなヒューマノイド形態です。加速度から推測される慣性制御システムの出力は機体サイズに見合うものがあります」

「体高三十五メートルで、それに見合う出力か……」

　唸うなるような口調でロペスが呟つぶやく。

「母艦についてはどうだ」

「艦影照合、『リブ』タイプの航こう宙ちゆう輸送艦です」

「ソフィアの実験輸送艦か……」

　偶然か必然か、この時ロペスとシアの脳裏に同じ人物の名前が浮かび上がっていた。ゲノムスの主席科学者ショーン＝オブライエンと同格の天才、ソフィアのドウル開発技術者サラスヴァティ＝パテル──。

「……新型機でしょうか」

「間違いあるまい。体高三十五メートルのタイタニック・ドウルなど聞いたことがない」

　艦橋に沈黙が満ちる。ロペスとシアだけでなく、二人の会話を横で聞いていた他ほかのクルーも軽々しく言葉を発せられない、そんな雰ふん囲い気きがブリッジに漂ただよっていた。

「隊長、針路は……」

　シアのこの質問は、実のところ意味の無いものだった。

「このままだ。言うまでもない」

　ロペスの言うように、検討の余地は無い。ナグルは高高度衛星軌道から低軌道へ急降下している最中だ。既すでに現在の戦闘宙域よりかなり低い所を飛んでいる。この位置からマクリールの救援に赴おもむくことは、ナグルの性能を以もつてしても不可能だ。

「──了解」

　それはシアにも分かっていた。彼女は龍りゆう一いちの技量に信を置いている。事前の調査でもゲノムスの最新鋭機・マクリールのマスターに相応ふさわしい力量が認められたし、初の実戦でもその判断が間違いではなかったことをシアは自分の目で確認している。相手がソフィアの新型機でも後おくれを取るとは思わない。

　それでも、脳裏を過よぎる不吉な予感を止められなかった。

（龍りゆう一いちさん……無理はしないでください）

　その不安を押し殺し、シアは計器に意識を集中した。
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　ブルーの機体にじりじりと押し込まれながら、朱あか理りは突破口を見み出いだせずにいた。相手の攻撃をさばくのに精一杯で、反撃も疎まばらなものになっている。アイランドから少しずつ離されているのは分かるが、相手の機動力に翻ほん弄ろうされて思うように引き返すこともできない。

　このままではやられる。

　唇くちびるを嚙かみ締めながら、朱理はそう思った。この劣勢を独りで覆くつがえすイメージがどうしても持てない。だから、味方識別信号を発しながらアイランドから接近する機体に気づいた時、彼女は正直に「助かった」と思った。

　しかし友軍機が接近するにしたがって、彼女の中で違和感が育っていく。

（……これ、本当にドウルなの？）

　識別信号は種別がタイタニック・ドウル、名称が「インドラ」になっている。だが、大きい。センサーは接近する機体のサイズをギュゲスの一・四倍と告げていた。

『姉さん！』

　戸惑う朱理の耳に、ここで聞こえるはずのない声が飛び込んできた。

「蒼生あおい？　その機体に、『インドラ』に乗っているのはあんたなの!?」

『そうだよ！　姉さん、助けに来た！』

　助けに来た。

　そのセリフを聞いて、朱理は思わず泣きそうになる。──しかし、彼女はそれを自覚していなかった。

「バカ！　何で来たのよ!?」

　口を突いて出たのは、弟を詰なじる言葉だった。

『何でって、何だよ!?』

　思わぬセリフに、蒼生もつい喧けん嘩か腰ごしになる。

「何では何でよ！」

『何では何でよって何だよ！』

「何では何でよって……ああもう！　そんなことを言ってる場合じゃないでしょ！」

『言い出したのは』

「黙りなさい！」

　なおも子供じみた口喧嘩を続けようとする蒼生のセリフを、朱理の叫びが遮さえぎった。

「逃げなさい、蒼生あおい！　あんたに敵かなう相手じゃないわ！」

『そんなの、やってみなきゃ分からないじゃないか！　いや、このインドラならやれる！　この機体なら負けやしない！』

「やってみて駄だ目めでしたじゃ取り返しがつかないのよ！」

　蒼生の反論に、朱あか理りの口調はますます激しいものとなる。

「どんなに強いドウルでも、動かすのはドウルマスターなんだから！」

『俺おれが弱いって言いたいのかよ！』

「あんたは宇宙で戦ったことなんて無いでしょう！」

『それは姉さんだって──危ない、姉さん！』

　弟が死地に飛び込んできた。それに気を取られていた朱理は、自分を追い詰めていた敵の接近に気づいていなかった。
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　龍りゆう一いちも巨人機の接近をマクリールのセンサーで捉とらえていた。

（でかい……）

　彼もまた、インドラの常識外れなサイズに驚きよう愕がくを覚えていた。このサイズに見合うパワーがあるだけで、マクリールにとっても十分な脅きよう威いになる。それに、機体サイズに余裕があるということは、武器を搭載する余力も大きいということだ。

　見かけ倒しという可能性もあった。しかし龍一は、そう考えなかった。接近する巨人機から、彼は自分に敗北の屈くつ辱じよくを刻んだソフィアのエース、ドルジの専用機ルドラと同じ臭においを嗅かぎ取っていた。

（二対一は不利だ）

　作戦の目的上、オオトリに接近するまで敵を残しておかなければならなかった。だから彼はギュゲスに止とどめを刺さずにいた。だが思い掛けない敵の援軍の登場に、そんなことも言っていられなくなった。龍一はまずギュゲスを仕留めて状況を一対一に戻そうと決めた。

　巨人機の援軍が思い掛けなかったのはギュゲスのマスターも同じだったようで、注意が完全に逸それている。性能の落ちる量産機でここまで食い下がってきた好敵手を不意打ちのような形で倒すのは少し残念な気もしたが、戦いの最さ中なかに敵から目を逸らす方が悪いのだ。龍一は最大加速でギュゲスに迫った。

　近接武器の間合いに入ったところで、ようやくギュゲスがマクリールへ振り返った。ギュゲスの動作からドウルマスターが動揺しているのが分かる。──だが、もう遅い。

　龍一がドリル・ランスを突き出す。

　ギュゲスが身体からだを捻ひねる。このタイミングで致命傷を避けたのは真実称賛に値するが、完全に躱かわしきれるはずもない。

　ランスの穂ほ先さきは、ギュゲスの背負うブースターに穴を空あけた。

　ギュゲスの背中で爆発が生じる。安全装置が働いたのか、本体を大破させる程ほどの大爆発は起こらなかったが、ブースターユニットは完全に四散した。

　ギュゲスが身動きしなくなる。やはり無傷とは行かなかったようだ。

　爆発の反動でギュゲスがゆっくりと軌道の外へ漂流していく。この程度の勢いなら衛星軌道から離脱することはないだろうが、かなり遠い公転軌道になることは間違いない。ギュゲスのドウルマスターに待っているのは、酸素切れか、温度の低下による緩かん慢まんな死だけだろう。それより一ひと思おもいに死なせてやった方が苦しまずに済む。そう考えて、龍りゆう一いちはギュゲスを追い掛けた。──追い掛けようとした。




　その眼前に、いきなりそびえ立つ、メタリックゴールドの巨大な人型。




「何っ!?」

　龍一の口から思わず驚きよう愕がくの声が漏もれる。

　センサーでその桁けた外はずれのサイズは分かっていたはずだった。だが実際に目まの当たりにするとその迫力は龍一の予想を遥はるかに超えるものだった。

　マクリールの足が止まる。




　巨人機・インドラが、その正面に立ちはだかっていた。
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「姉さぁん！」

　蒼生あおいの警告は一いつ瞬しゆん遅かった。朱あか理りのギュゲスは身体からだを捻ひねって回避動作を取ったが、敵機のランスは背中に取り付けられた増設ブースターを貫つらぬき、ギュゲスは軌道の外へ向かって漂ただよっていく。

　姉を救出すべきか、敵に対するべきか。

　蒼生は迷った。だが、ブルーの機体が朱理のギュゲスに追撃をかける構えを見せたことで彼の意志は固まった。

　後先を考えない加速で敵機の前に割り込む。インドラの慣性制御システムは蒼生の無理な操縦を完全にフォローした。敵の前に立ちふさがることに成功した蒼生は、その巨体に相応ふさわしいサイズのフォチャード型ジグソー・グレイブを振りかぶった。

　ブルーの機体へ、思い切り振り下ろす。

　初撃は残念ながら躱かわされてしまったが、蒼生あおいは慌あわてなかった。インドラの慣性制御はどんな無茶な攻撃も可能にすると、その一振りで実感したからだ。

　足元まで振り下ろしたグレイブを一いつ瞬しゆんの停てい滞たいも無く斜めに切り上げる。粘ねん性せいの高い液体が刃やいばに絡からみついたが、蒼生は構わずグレイブを振り切った。敵の本体に刃が届いた感触。だが残念ながら、装甲を削けずりきる前にブルーの機体はリーチの外へ逃げ出した。

　視界に映るメッセージ。

　自機の装甲を直撃したガンジャベリンをわずかなダメージも受けずに跳はね返したと、蒼生は結果が出た後に知った。

（やれる。行けるぞ！）

　蒼生は歓喜した。

　自分は朱あか理りを追い込んだこの敵と、対等以上に戦える。

　このインドラがあれば、自分は姉を守ってやることができる。

　インドラがあれば、俺おれは姉さんに勝てる──

　その甘かん美びな悪夢は一瞬で潰ついえた。

　一瞬、意識を逸そらした隙すきに、蒼生は敵機の姿を見失った。マクリールの機動性は、インドラを上回っていた。

（どこだ!?）

　蒼生は目を忙せわしく左右に動かしたが、ブルーの機体を捉とらえられない。彼にはまだセンサーが拾ってきた情報を戦いの中で活いかしきる技術が無い。

「うわぁ！」

　思わず口から悲鳴が漏もれる。アラートメッセージで背後から直撃を受けたと蒼生は知った。自動展開する慣性制御力場が致命傷を防いでくれたが、装甲に軽くない損傷を負ったことがメッセージに記されていた。続けて足に衝しよう撃げき。バーニアスラスターが一基、潰つぶされていた。

「くそぅ！」

　蒼生は急加速をかけて離脱を図った。距離を取って、態勢を立て直そうと考えたのだ。

　彼は自分がアイランドから遠ざかって、オオトリへ向かって飛んでいることに気づいていなかった。




　　　◇　◇　◇




（おどかしやがって）

　逃走する巨人機を追いかけながら、龍りゆう一いちは心の中で毒づいた。

　巨人機の性能は予想に違たがわぬものだった。最初の一撃が流体装甲を貫つらぬいて装甲板を削り始めた時には肝きもを冷やした。ガンジャベリンがまるで通じなかった時には弱気すら顔を出した。

　だが、機体の性能は高くても操るマスターの腕がついてこない。そう気づいた時、龍りゆう一いちの心は余裕を取り戻した。

　機体性能の面から見ても、機動性はマクリールが上回っている。敵の装甲は極めて硬いが、マクリールの流体攻撃が通用しない程ほどではない。

　彼は予定を変更して、ギュゲスより先に巨人機を仕留めようと決めた。




　マクリールがインドラに追いすがる。直線のスピードはインドラの方が上回っているが、このまま逃げ続けても推進剤が切れるだけだ。蒼生あおいがそれに気づいたのは、前から接近するオオトリを視認した時だった。

　蒼生はインドラを反転させ、マクリールと向き合った。インドラはセンサー面でも通常のタイタニック・ドウルを凌りよう駕がする。ギュゲスやケイツァルに装備された物を大きく上回るレンジを持つインドラのレーダーは、接近するマクリールと──軌道の外へ遠ざかっていく朱あか理りが乗ったギュゲスを捉とらえた。

「──何をしているんだ！　馬ば鹿かか、俺おれは！」

　蒼生は自分を激しく罵ののしった。声に出してしまっていることを彼は自覚していなかった。音声コマンドとして意味をなさない内容にインドラがエラーアラートを返したことにも気づいていなかった。

「インドラの性能に浮かれて！　借り物の力に酔よいしれて！　その力が思っていたように通じないからって慌あわてて！　その挙げ句！」

　自分がインドラを借りて慣れない宇宙に出たのは何の為ためだったのか。蒼生は自分に問い掛けた。彼は自分を問い詰めた。それは、姉を助ける為ではなかったのかと。

「俺は！　姉さんのことを忘れて！」

　──逃げた。

「早さ乙おと女め蒼生の、馬鹿野郎！」

　彼は自分に対する怒りをその一言で全すべて吐き出し、迫り来るブルーの機体、マクリールを正面から見み据すえた。

　──今度は、逃げない。

　──相討ちでも良いい。

　──こいつを、倒す！

　蒼生は最も早はや、自分の手で朱理を助けることにすら拘こだわっていなかった。

　宇宙的な尺度で言えば、ここは磐いわ都とアイランドの目と鼻の先だ。敵性ドウルの脅きよう威いが無くなればアイランドから助けが出るだろうし、そうでなくても輸送艦ヴィヴヴァンが姉を救助してくれるだろう。蒼生はそう考えていた。

　──自分は、この敵を倒すだけだ。

　蒼生あおいはドウルの手でグッと得え物ものを握り締めた。

　彼の中で闘志が燃え上がる。

　インドラのサイクロニクス機関が雷鳴の如ごとき咆ほう哮こうを上げた。




（何だ、こいつ!?）

　龍りゆう一いちは突とつ如じよ高まったＳＩＭＡシーマの波動に小さな動揺と無視し得ない疑問を覚えた。

（これはまさか……）

　肌はだを震ふるわせるＳＩＭＡシーマの強さはあの時と比べものにならない。しかし、彼が感じているＳＩＭＡシーマの音ね色いろは確かにあの時、彼がドルジに敗れたあの日、性能が大きく劣る中古の機体で彼の娑しや羯か羅らに一いつ矢しを報むくいたタロスⅣのドウルマスターのものだ。

（面白い！）

　巨人機、インドラを墜おとすとは決めたものの、ただ高性能の機体を与えられただけの雑魚ざこを片付ける程度にしか龍一は考えていなかった。だがあの時のドウルマスターが巨人機インドラに乗っているなら話は別だ。

（あの時とは逆だな）

　あの日は性能の劣るタロスⅣで龍一の娑羯羅が一時行動不能に追い込まれた。今回はマクリールを上回る性能を持つインドラを──

（──仕留める！）

　龍一はインドラに接近すると、慣性制御フルパワーで針路を急転。大型シールドで守られていない右サイドからランスを全力で突き出した。




　インドラはサイズ以外にも通常のドウルと異なる点が多かった。例えば機体のフォルムがアシンメトリーな点である。ドウルは宇宙で運用することを考え、左右対称に作られているのが常だ。それは機体その物だけでなく、機体に固定されている装備も同じだった。盾たてを片手に持つことはあっても、肩や腕に固定された盾は基本的に左右同じに配置される。朧月ミステイムーンの方形シールドは左右同じ大きさだし、マクリールも両肩に頭の高さから腰の下までの長さがある紡ぼう錘すい形けいの盾を備えているが、これも左右対称だ。だがインドラはこの原則を逸いつ脱だつしていた。

　インドラの左肩には首の上から膝ひざの下まである長大な大型シールド。それに対して右肩には肘ひじの少し上までしかカバーしない小型の盾、というより肩当てがついているだけだ。その代わり、右前腕部だけに装備されている分厚い籠こ手てで左右の重量バランスを取っている。

　マクリールの攻撃は、盾が小さい右サイドからのものだった。インドラはマクリールと向かい合っていた時のまま、機体の向きを変えていない。マクリールのスピードに反応できていないように見える。

　だが、マクリールのランスはインドラのグレイブに阻はばまれた。機体の出力を活いかし、片腕の腕力だけで体重の乗った──と槍やりの使い手が人間ならば表現するであろう──マクリールの刺し突とつをいなしたのだ。よく見ればインドラの顔だけがマクリールへと向いている。

　インドラがマクリールのランスを巻き込んだまま、グレイブを大きく振り回した。マクリールがそれに引きずられたのは機体質量の差によるものだけでなく、インドラが自機の慣性を増大させていた為ためだ。

　マクリールが体勢を崩した隙すきにインドラが機体の向きを変える。脚部の補助推進機バーニアスラスターが一基破損したことによる運動性の低下は見られない。通常の機体であれば脚部に一基しかつけられないスラスターがインドラには二基ついているからだ。機体大型化によるキャパシティの増大は、こんなところにもメリットを生んでいる。

　インドラがグレイブを振り下ろす。それをランスの柄えで受けたマクリールは、大きく下に飛ばされた。否いな、自機の慣性を中和し、大きく飛ばされることで体勢を立て直す時間を稼かせいだ。

　慣性制御の切り替えで機体を止めた龍りゆう一いちが、再びマクリールを突撃させる。下からの急きゆう襲しゆうに蒼生あおいが細かく補助推進機バーニアスラスターを噴かせて機体を正対させる。

　マクリールが今度は正面から、インドラの胸部やや左側を狙ねらってランスを突き出す。龍一はインドラが大型シールドでランスを防ぐ際、シールドに視界が遮さえぎられる瞬しゆん間かんを狙って相手の頭上に回り込むつもりだった。しかし蒼生はマクリールの刺突を盾たてで受けず、グレイブで横に払った。

　振り回される前にマクリールが離脱する。龍一は意外感を覚えながらバーニアスラスターを細かく操り相手の死角へ回り込みながらランスを繰り出す。だがインドラは自分から攻撃する余裕こそ無いもののマクリールの攻撃を全すべてさばいてみせた。

　マクリールが再び距離を取る。龍一の意外感は驚おどろきに変わっていた。

（こいつ……この短時間に腕を上げている？）

　彼の中で格下と見下す意識が消えた。慎重に巨人機を観察する。しかしそれは、蒼生に攻守反転の機を与えるものだった。

　相手の攻め手が止まったと見るや、蒼生はインドラを突進させた。慣性中和による大加速。相手の間合いの外からリーチに勝まさるグレイブで突きを放つ。慣性増大による威い力りよく上昇。手に返ってくる硬い感触。

　インドラの攻撃はマクリールの流体装甲を抜いて本体の装甲板に届いていた。ランスで切っ先をいなしていなかったなら操縦ユニットを直撃していただろう。また機体の慣性を減少させていなかったなら、左肩を抉えぐられていただろう。

　マクリールが後退しながらスピンする。装甲を抜かれなかった代だい償しようだ。如何いかに龍一程ほどのドウルマスターでも、この状態で相手の動きを把は握あくするのは難しい。彼がランスを頭上に掲げたのは直感によるものだ。ただそれは決して当てずっぽうによるものではなく、初心者は相手の頭部に対して振り下ろしの攻撃を加えることが多いという経験に基づく反射的動作だった。

　ランスを持つ手に重い衝しよう撃げきが加わった。相手と正対した状態で攻撃されたことを、龍りゆう一いちは幸運だと思った。彼はこれまでに培つちかった操縦技術の全すべてを注つぎ込んでグレイブの刃やいばをランスの柄えの上で滑すべらせていく。

　蒼生あおいは腕力にものを言わせてジグソー・グレイブを押し込んでいく。高速で往復する鋸のこぎりの刃が火花を上げながら敵の得え物ものの上を滑っていく。

（このまま受け流される前に！）

　蒼生は一いつ瞬しゆんだけスラスターを下向きに噴かせて押し下げる力に上乗せした。今、インドラとマクリールの慣性制御システムは互いの力場を喰くらい合っている。マクリールはインドラの攻撃から逃れる為ために自機の慣性を中和しようとし、インドラはその逃走を阻そ止しすべく相手の慣性を増加させようとしている。慣性制御システムの出力自体はインドラが上。しかし、インドラが自分の機体と相手の機体に慣性制御を作用させようとしているのに対してマクリールは自機の慣性中和に専念している。その結果、ほとんど慣性制御が働いていない状況が作り上げられていた。

　生身に近い感覚で、龍一が柄を削けずられながらランスの鍔つば元もとまでグレイブを滑らせる。

　ランスの切断に失敗したと覚さとった蒼生がグレイブを引き次の攻撃姿勢を作り直す。

　その瞬前、マクリールの特殊機能、流体装甲により形成される刃、円まるい水すい刃じんがインドラのグレイブに襲おそい掛かった。

　蒼生と龍一、二人の意図が逆転する。蒼生が成し遂とげられなかった意図を、龍一が結果に出した。マクリールの水刃が、インドラのグレイブを刀身のすぐ下から切断した！

　水刃の飛散したランスをマクリールが手元に引き寄せる。すぐに次の攻撃が来る。そしてこの間合いでは躱かわしきれない。そう覚った蒼生だが、彼はまだ諦あきらめてはいなかった。

　勝負を、ではない。彼にとって既すでに、勝ち負けはどうでもよくなっていた。彼の目的はただ一つ。朱あか理りを救出できる状況を作り出すこと。その為にはマクリールを破壊できれば良いい。否いな、破壊できなくても行動不能に追い込めれば良い。

　人の動きを再現するドウルの手は繊せん細さいな作りをしている。無論強度にも配はい慮りよされているが、拳こぶしで殴なぐるようにはできていない。しかしそんな知識は蒼生の頭の中から消え失うせていた。パテルはモニターの前で悲鳴を上げていたかもしれないが、そんなことに関係なく、蒼生は拳を握り締め相討ち覚悟でマクリールに殴りかかろうとしていた。

　自分が壊されることに危機感を持ったのであろうか。もちろんそんなことはあり得ないが、インドラが蒼生に語りかけたのはまさにそんなタイミングだった。

　ヘルメットのバイザーに文字列が投映されるのではなく、蒼生の網もう膜まくに直接メッセージが送り込まれる。

　──警告。武器変更の必要あり──

　──ヴァジュラの起動を推すい奨しよう──

　突然のことに反応できなかった、というより攻撃に意識が集中していて、無理やり読ませられたメッセージを蒼生あおいが無視する。

　──反対命令無し。ヴァジュラを起動──

　ところがインドラは、ドウルマスターが止めなかったという理由で勝手に内蔵兵器を起動し始めた。これにはさすがに仰ぎよう天てんした蒼生だが、脳の肉体に命令を下す部分は彼の驚きよう愕がくに関係なく拳こぶしを繰り出す神経パルスを発した。

　一方の龍りゆう一いちは、相討ちになる気など全く無かった。実は彼の方にも勝ちに固執する理由は無かったのだが、本当の任務の為ためには機体を破壊されるわけにはいかなかった。

　龍一が攻撃を中断し、機体を少し後退させる。いくらインドラが巨人機だからといって、腕のリーチがランスのリーチより長いはずもない。相手のパンチが届かないところまで退ひいても、こちらのランスは届く。ドウルによるパンチという常識外れの攻撃は敵の、最後のあがきになるはずだった。

　繰り出されるインドラの右腕。その拳の上、籠こ手ての端から刃やいばが伸びた。

　内蔵式の剣。そう認識した龍一が、更さらに一歩後あと退ずさる。

　突とつ如じよ出現した短剣と言うにはリーチが長い刃に驚おどろいたのは、むしろ蒼生の方だった。

　しかし、そんな彼の混乱にはお構い無しに、インドラは蒼生からＳＩＭＡシーマを、指数百を大きく上回る蒼生のエクサを貪どん欲よくに吞のみ込む。サイクロニクス・パワージェネレーターがエクサを高圧大電流に変換し、刃の形状を備えた放電極・ヴァジュラへ送り込む──

「うわぁっ！」

　激しい閃せん光こうが生じた。
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「何ぃ!?」

　突如として目の前に発生した派手な電光の乱舞に、蒼生と龍一が二人して叫んだ。だがその意味合いはまるで違う。

　雷らい霆ていはインドラからマクリールへ向かって走った。蒼生は自分が命じてもいない攻撃が自分の乗る機体から発せられたことに驚いただけだったが、龍一の方はもっと切実な叫びだった。

　タイタニック・ドウルは電気で動く機械である。サイクロニクス機関という超物理的なエネルギー源を搭載していても、機体を動かしているのは基本的に電気エネルギーであり機体内部は電気回路で埋まっている。

　そのドウルがいきなり大電流を浴びせられればどうなるか。もちろんタイタニック・ドウルは電磁波による攻撃を想定して絶縁措そ置ちは万全と思われるレベルのものが施ほどこされている。

　特にマクリールの流体装甲は表面のコロイドが電磁波を吸収し熱に変えることで、電磁波対策をより強固なものとしている。

　だがそれでも。

　その絶縁強度を超える強力な電磁波が浴びせられたなら。

　インドラから発せられた電流は、かつて地上で蒼生あおいがタロスⅣから放ったものとは比較にならない威い力りよくを示していた。当然だ。タロスⅣの時は蒼生の個人的資質が無理やり引き起こした現象であったのに対して、インドラには最初からその機能が備わっているのだから。

　たとえ蒼生にその気が無かったとしても、インドラは正常な機体能力の一部としてヴァジュラを展開しそこから雷らい霆ていを放ったのである。

　その威力は、マクリールの電磁波防御を超えるものだった。

　マクリールの電気回路が機体各所で焼き切れる。龍りゆう一いちはＮＩＴＵニツツの反応で機体の四し肢しが動かなくなったことを知った。

　仮に彼の乗っている機体がマクリールでなかったなら、回路がやられるだけでは済まなかっただろう。龍一は操縦席で焼け焦こげていたに違いない。

　しかしその推測は、何の慰なぐさめにもならなかった。敵を前にして手足が動かなくなるということは、ドウルにとってやられるのを待つのと同義だった。

（……こんな隠し球があったとはな）

　龍一は心の中で悔くやしげに呟つぶやきながら、打開策を見つける為ために壊れていない機能を大急ぎでチェックした。

　マクリールは、さすがにシアたちがゲノムス最高の機体と豪ごう語ごするだけのことはあった。

　スラスターが三分の一程ほど生きている。ＮＩＴＵニツツの接続を切ればスラスターは音声コマンドで操作することができるから、この場を離脱できる。問題は、スラスターを作動させる猶ゆう予よがあるかどうか……。

　龍りゆう一いちの焦あせりとは裏腹に、いつまで経たっても止とどめの一撃はやって来なかった。




　　　◇　◇　◇




　朱あか理りのギュゲスを救助すべく、最も早く動き出したのはアイランドガードでも輸送艦ヴィヴヴァンでもなかった。

「マユリさん、朱理の救出に向かいます」

　全すべてのアレクトーを撃ち落とされ戦闘力を失ったヤマタノオロチを外軌道へ退避させていた玲れい音ねは、朱理を救助するタイミングをずっとうかがっていた。そして今、巨人機の放った激しい電撃によりブルーの機体が動きを止めたのを見て、これこそ好機と考えたのである。

「しかし敵の機体はまだ墜おちていないぞ。一時的に動きを止めただけかもしれない」

　マユリも敵機の動きは見ている。彼女の判断は客観的に見れば妥だ当とうなものだった。

「いいえ。あの敵にはもう、こちらまで攻撃してくる余力は残っていません」

「何を根拠に」

「私がそう思うからです」

　しかし玲音はそれを、自身の主観で否定した。

「むぅ……」

　マユリは玲音の提案を却下しても良かった。玲音はこの機の副操縦士、マユリは正操縦士。決定権はマユリにある。自分がそう思うから、などという根拠にならない理由で再起動した敵の標的になるリスクを冒すのはむしろ避けるべきだった。

「……分かった。レニー、急いだ方が良いいだろうから私が操縦する」

「了解です。ユー・ハブ」

「アイ・ハブ」

　古典的な操縦交代の合図を交わしてマユリがヤマタノオロチを漂流するギュゲスへ向けた。

　本当はマユリも、朱理の救出へ一刻も早く向かいたかったのだ。
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　目の前のブルーの機体はいつまで経っても動き出そうとしない。マクリールが完全に麻ま痺ひしていることを確信して、蒼生あおいは大きく息をついた。

　本当は止めを刺すべきなのだが、蒼生はその気になれなかった。情けが湧わいたのではない。指一本動かしたくないと感じる程ほどの倦けん怠たい感かんが全身を覆おおって、戦いを続行する気力が枯こ渇かつしてしまったのである。

　理由はＳＩＭＡシーマの大量放出だ。相模さがみ湾岸の戦いの際にも起こった、過大なＳＩＭＡシーマの使用による急激な疲労。

　これが二回目ということもあり、あの時のように意識が朦もう朧ろうとすることはなかった。だが身体からだが慣れたというレベルには程ほど遠とおい。蒼生あおいは精神的にも肉体的にも、戦闘続行が不可能な状態だった。

　それにインドラ自体にも問題があった。インドラは他ほかのタイタニック・ドウルの一・四倍から一・七倍の巨体で、それ相応のエネルギーがなければ動かせない。インドラはそれをサイクロニクス・パワージェネレーターで補っている。つまりインドラは通常のエネルギー・ユニット＝キャパシタだけでは戦闘機動ができず、ある意味でドウルマスターからエネルギーを吸収して動いているのだ。

　ドウルマスターが疲ひ弊へいした状態では、満足に武器も振るえない。それがインドラの重大な欠点でありインドラのような巨人機が建造されない理由だ。

　蒼生自身の疲労とインドラの抱かかえる欠けつ陥かん。二つの要因により、蒼生はマクリールに止とどめを刺さないのではなく止めを刺せないでいたのだった。




　いつまで経たっても最後の一撃がやって来ない。

　不審を覚えた龍りゆう一いちは、目を開けてメタリックゴールドの巨人機を観察した。

　見たところ、大きな損傷箇か所しよは無い。戦闘に支障はないように思われる。しかし、相手に自分を見逃す理由も無い。もしかしたら……

（……内部に重大な故障が発生した？）

　あり得る話だ、と龍一は思った。

　ドウルの上限サイズが二十五メートルに抑えられていることには、ちゃんと理由がある。

　それ以上大きくすると戦闘機動に必要なエネルギーを賄まかないきれなくなるのだ。

　ドウルはキャパシタに蓄たくわえられた電気で動いている。これを増設すればエネルギー供給量は確保できるかもしれないが、今度は機体質量が大きくなりすぎて慣性制御システムに負荷が掛かる。例えばキャパシタを搭載したエネルギーパックを取り付ければエネルギーの供給は増やせるが、機動性が極端に低下してドウル同士の白兵戦には堪たえられなくなる。エネルギー量と質量のバランスが取れる上限が、現在の技術ではドウルの全高二十五メートルだった。

　ソフィアといえどこの技術的な限界は同じであるはずだ。しかし全高三十五メートルのあの機体にバランスを崩している歪いびつさは見み出いだせない。だったら内部で何か無理をしているはずだ。本来できないことを、イレギュラーなシステムの組み込みで無理やりできるようにしているはずだった。

　そんな無理をすれば、予期せぬ故障が発生するのも当然だった。思うにあの機体は実験機なのだろう。それを、余よ剰じよう戦力が無かった為ために急きゆう遽きよ実戦投入したのに違いない。

　ならばここで、もたもたしている意味は無い。──龍りゆう一いちはそう考えた。

「マクリール、リンクオフ」

　音声コマンドでＮＩＴＵニツツを遮しや断だんする。電子頭脳が代わって機体を掌しよう握あくし、マクリールは音声コマンド入力による半自動制御セミオートに移行した。

「スラスター作動。目標、空くう宙ちゆう母艦オオトリ」

　コマンド受領のサインが点ともり、スラスターが作動する。

　機体の震動とＧが龍一に伝わってきた。慣性制御システムはＮＩＴＵニツツ遮断と同時に停止している。流体装甲は凍りついて機体に貼はり付いている。凍ったコロイド溶液がスラスターのノズルを塞ふさがなかったのはそういう風に安全装置が設定されているからだが、安全装置まで電撃でやられなかったのは単なる幸運に過ぎない。今のマクリールは氷を纏まとわり付かせた人型の宇宙船でしかなかった。

　星がゆっくり流れていく。後ろ向きに飛んでいるので、オオトリまであとどの位なのか直感的に把は握あくできない。

　だからタイミングを計っていたにも拘かかわらず、オオトリの機体とすれ違った時、龍一は慌あわててしまった。

「アンカーケーブルで機体をオオトリに固定せよ！」

　その所為せいで早口になってしまったが、マクリールの電子頭脳は彼の命令を正確に実行した。

　シートに押し付けられる加重を感じる。龍一の前に、オオトリの艦尾が見えた。

（いよいよ作戦の最終段階だ）

　龍一はマクリールに現在位置が磐いわ都とアイランドからブラインドになっていることを確認させた上で、操縦ユニットのハッチを開けるよう命じた。

　氷を押しのけて装甲カバーが開き、続いて操縦ユニットが回転。龍一の頭上に宇宙が広がる。

　龍一は立ち上がって移動ユニットを背負うと、オオトリに向け宇宙遊泳を開始した。
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「ところでレニー」

　既すでにヤマタノオロチはギュゲスとのランデブーコースに乗っている。マユリは左右の操縦桿かんから両手を離して玲れい音ねにのんびり話し掛けた。

「何でしょうか」

　一方、玲音は小型障しよう碍がい物ぶつの接近を警戒してモニターに目を走らせている。マユリに応こたえる声も上の空といった感じのものだった。

「どうやってギュゲスを救助するんだい？　あの機体の慣性制御は止まっている。ヤマタノオロチにはドウルの質量をアイランドまで引っ張っていくに足りる推進剤が残っていない」

　マユリが最大の問題点をさらりとした口調で指摘する。

「ギュゲスごと救助するつもりはありませんでしたが……？」

　しかし玲れい音ねの中では、そもそもそんなことが問題点とは認識されていなかった。

　マユリは玲音のセリフを思い出してみた。そして、確かに彼女が「朱あか理りの救出」としか言っていないことを思い出して苦笑いを浮かべた。

「なる程ほど、朱理だけを収容するのか。しかしあの状態で操縦ユニットを分離していないんだ。脱出装置に何かトラブルがあったと考えるべきだが……」

　自問するように呟つぶやいて、マユリがハッと目を見開いた。

「あれを使うのかい？　朱理はまだ、ソフィアのメンバーではないよ？」

　一段低くなった前の副操縦席では、玲音が後ろ姿で肩をすくめていた。

「……きちんとお願いすれば、朱理なら黙っていてくれると思います」
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　オオトリの艦内に潜入した龍りゆう一いちは、艦内のロサ、そして本来の乗組員と入れ替わった東京ポリス出身のゲノムス隊員と合流した。

「遅かったわね、龍一」

「すまん、予想外の敵が出て来て手間取った」

「別に謝らなくても良いいわ。ちょっときわどくなったけど、まだギリギリ間に合うタイミングだもの」

　そう返したロサに、艦内モニター用のコンソールで作業していた隊員が話し掛ける。

「ロサ、モニター記録の偽ぎ造ぞうデータを少し追加しておいたぞ」

「ご苦労様。じゃあ、龍一が大活躍してあたしたちが閉じ込められていたキャビンを脱出したところからスタートね」

「正確には、艦橋にたどり着いたところからだな」

　ロサはその隊員に頷うなずくと、龍一に向き直った。

「龍一、台本は頭に入っているわよね？」

「ああ。散々叩たたき込まれたからな」

「結構。念の為ためにお復習さらいしておくけど」

　そう言いながら、ロサは気取った感じで人差し指を立てた。

「龍一は低軌道シャトルからオオトリに乗り換えて月経由で磐いわ都とアイランドへ向かう途中、コスモジャックに遭そう遇ぐう。オオトリの乗員と一緒に閉じ込められていたけれど、コスモジャッカーが退艦した後、監禁されていた部屋から脱出。ここまではＯＫ？」

「ああ、ＯＫだ。しかし、シャトルで出発したとかオオトリに拾ってもらったとか、すぐに噓うそだとばれないか？」

「大だい丈じよう夫ぶ。データは書き換え済みだから。伊達だてに情報工作エージェントは名乗っていないわよ」

「ロサのクラッキングの腕前は見せてもらったから知っている。だが係員の記憶まで書き換えられないだろう？」

「管制頭脳の記録と係員の記憶が食い違っていても、管制頭脳の記録が優先されるわ」

「何故なぜだ？」

「管制頭脳の記録を書き換えられる程度のセキュリティしか備えていないポリスは、連盟から宇宙航行の委い託たくを中止されちゃうからよ。これはポリスにとって航こう宙ちゆう技術の断絶を意味するから、噓だと分かっていても管制頭脳の記録を正しいことにするの」

「なる程ほど」

「ポリスは連盟に面めん従じゆう腹ふく背はい。だからあたしたちにもつけいるチャンスがある」

　龍りゆう一いちが納なつ得とくを見せたところで、ロサがシナリオの確認を再開した。

「これからあたしたちは破壊された推進システムと格闘して、艦首のスラスターに残った推進剤を爆発させる。その反動でオオトリは減速し、アイランドの衝しよう突とつ軌道から外れる。龍一はゲノムスのテロを阻そ止ししたヒーローとして磐いわ都と訓練校に迎え入れられる」

「そしてロサも俺おれの世話役としてアイランドに滞たい在ざい。ここにいる皆みんなはポリス連合軍の隊員としてオービタルガードに潜入することになる、か」

　龍一は二、三度頭かぶりを振って、既すでに何度も発した問い掛けを最後にもう一度だけ繰り返す。

「俺たち二人はともかく、こんなに大勢で潜入してばれないのか？」

　彼の質問に、ロサはにこりともせず頷うなずいた。

「大丈夫よ。さっきも言ったでしょ。ポリス宇宙軍は連盟に対して面従腹背。隊員に関するデータは必要最低限のものしか渡していない」

「ＯＫ。要するに太陽系連盟の支配体制には無理がある、ということだろう？」

「そのとおりよ、龍一。こんな歪いびつな政治体制が半世紀以上も続いていることがおかしいの」

　そこへ艦橋の入り口に立つこの作戦のリーダーから声が掛かる。

「全員、配置につけ」

　ロサが龍一と視線を交わして、ドアの向こうへ移動する。

　龍一も打ち合わせどおり、艦橋の入り口手前に並ぶ男たちの先頭に位置した。

「始めるぞ！　十、九、八」

　カウントダウンを聞きながら、閉ざされた艦橋の装甲扉を睨にらみつける。

「……四、三、二、一、アクション！」

　龍一は装甲扉の開閉スイッチを叩たたいて、艦橋に躍り込んだ。

　飛び交う予定どおりのセリフ。

　主しゆ操そう舵だ手しゆ席に着いた龍りゆう一いちの前に艦外映像が映し出される。

　艦尾モニターにはドウルキャリアー「レイヴン〇一三」がマクリールとドッキングしている姿が映っていた。外から見ただけでは無人と分からない機体を抱かかえて、レイヴン〇一三は低軌道へ降下していった。
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　朱あか理りはギュゲスの操縦シートでうとうとと微睡まどろんでいた。ブースターの爆発により機体の制御系は致命的なダメージを被こうむっている。ギュゲスは音声コマンドにも反応しない。彼女にできるのはなるべく酸素を消費しないようにして救助を待つことだけだ。

（もう駄だ目めかな……）

　しかし、宇宙に不慣れな朱理の中では、既すでに諦あきらめが芽生えていた。マニュアルを遵じゆん守しゆした行動はできても、心構えまで教科書のとおりとはいかなかった。

　時計は生きているから漂流し始めてまだ一時間も経たっていないことは分かっている。だが主観的には何日間も漂流している気分だった。外部モニターが死んでいるので見えるのは操縦席の中だけだ。無線アンテナも損傷しているらしく、微かすかに波が打ち寄せるようなノイズしか聞こえない。

　世界に自分一人だけのような孤独感。

　だんだん、自分が既に死んでいるのではないかという気持ちになってくる。

　このまま眠ってしまおう、と朱理は考えた。夢も見ないくらい深く眠れば、こんな孤独に苛さいなまれずに済む──。

『……り……かり……朱理』

　弱気に囚とらわれ眠りに引きずり込まれ掛けていた意識が急激に覚かく醒せいした。今確かに、彼女を呼ぶ声が聞こえた。

「こちらギュゲス・レッド、早さ乙おと女め朱理！　聞こえますか！」

　アンテナが破損しているのは間違いない。その為ために長距離通信が使えなかったのだ。だから声が届くということは、アンテナを必要としない距離まで互いが近づいているということだ。

『良かった……！　こちらヤマタノオロチ、高たか城じよう玲れい音ねです。朱理、大だい丈じよう夫ぶですか？　怪け我がはありません？』

　ホッとした所為せいか、朱理は何だか泣きたくなった。漏もれそうになる嗚お咽えつを懸命に堪こらえて、できるだけしっかりした声で返事をする。

「大丈夫よ。怪我はしていない。でもギュゲスの方は……」

『ブースターが大破しているのは外からも見えます。バーニアスラスターは動きますか？』

「駄だ目め。そもそも機体が一切制御を受け付けない。モニターもつかないし、アンテナが壊れているみたいで長距離通信もつながらない。こうして話せているのがラッキーとすら感じるわ。生命維持システムもいつまで持つか……」

　自分で口にして身体からだが震ふるえた。本当にいつ死んでもおかしくなかったのだと、朱あか理りは改めて自覚した。

『脱出装置は？　それだけは他ほかの制御系から独立しているはずです』

　そう言われて朱理は再度脱出装置のボタンを押したが、今度もやはり反応しなかった。

「反応無し」

　それでも今回は、絶望を感じなかった。朱理は玲れい音ねが自分を助けてくれると、根拠も無く信じていた。

『分かりました。少し待っていてくださいね』

　その言葉の後、通信が切れる。しかし、孤独は襲おそってこなかった。声は聞こえなくても、確かに今、そこにいて自分を助けようとしてくれていると朱理は感じていた。

　不意に装甲が軋きしむ。一いつ瞬しゆんビクッと震えたが、朱理は何故なぜか、危機感を覚えなかった。操縦ユニットの装甲カバーが無理やりこじ開けられたと、機体の震動が伝えてくる音で分かった。

　ぎしぎしと音を立てて操縦席がゆっくり回転している。座席が足の方を向き、機体の胸が頭上になる。

　頭上のハッチがいきなり跳はね上がった。朱理は反射的に上を見た。

　ハッチの縁に手をついて、玲音が操縦席をのぞき込んでいた。

「朱理、お待たせしました」

　朱理の両目から涙が零こぼれる。密閉されたヘルメットの中には、残念ながら手が届かない。

「行きましょう」

　朱理の涙を見ても、玲音は何も言わなかった。ただ、朱理へ手を差し伸べる。玲音とは丸一日にもならない付き合いなのに、それがいつもどおりの姿に見えて朱理は思わず笑った。

「えっ、何ですか？」

「何でもない」

　そう応こたえて、朱理は玲音の手を取った。

　玲音が朱理の身体からだを操縦席から引っ張り出す。

　朱理は玲音と並んでギュゲスの装甲板に立った。

「……えっ、何で？」

　それが奇妙なことだと、朱理はすぐに気づいた。自分は磁じ力りよく靴ぐつなんて履はいていないし、そもそもドウルの装甲板は非磁性体だ。それに自分は機体に引きつけられて立っているわけではない。足は自由に持ち上げられる。身体の重さも感じない。ただ、この場所から動かないだけだ。

　戸惑う朱あか理りを前にして、玲れい音ねが少し困っているような笑みを浮かべた。

「朱理、私の手を離さないでくださいね。本当は触れていなくても大だい丈じよう夫ぶなのですけど、手をつないでいる方が楽ですから」

　玲音が何を言っているのか、朱理には理解できなかった。言われるがままに手をつないだのは、玲音の方から朱理の手を取ったからにすぎない。

　玲音がドウルの装甲板を蹴けってジャンプした。一緒に朱理の身体が宇宙へ投げ出される。

　足場を失って、朱理は今いま更さら重大なことに気づいた。

「玲音、何処どこに向かっているの!?」

　近くに救助の船が見当たらない。

「大丈夫ですよ。もうすぐヤマタノオロチがこの近くを通ります。ギュゲスと軌道を同調するには、少しだけ推進剤が足りなかったものですから」

「推進剤って、移動ユニットは!?　命綱は!?」

　玲音は船外活動用の移動ユニットも命綱もつけていない。

「ランデブーの時間を考えると、移動ユニットや命綱が届く距離では遅すぎました」

　玲音の回答を聞いて朱理はパニックを起こしそうだった。それでは今、自分たちは宇宙を正しよう真しん正しよう銘めい漂流しているということではないか。

　朱理の狼ろう狽ばいを、玲音は全く共有していなかった。

「あっ、来ましたね」

　まるでタクシーを待っていたような口調で玲音が呟つぶやいた。朱理にもその機影は見えた。かなりの相対速度で近づいてくる。具体的には時速六十キロメートルくらいで。宇宙では静止しているも同然かもしれないが、宇宙服だけで乗り込むには難しい速度だ。下手へたをしたら、ではなく、上手うまくやっても骨折脱だつ臼きゆうは免まぬかれないだろう。

「えっ、うそうそ、減速しないの？　どうするのよ、玲音？　これ、どうするの!?」

　結局朱理はパニックを起こしてしまう。それを見て玲音はメランコリックな表情で笑った。

「こうします」

　不意にヤマタノオロチが減速した。バーニアスラスターの噴炎も無く。

　いや、自分たちがヤマタノオロチと同じ方向に移動を始めたのだと、朱理はすぐに気づいた。

　全ぜん翼よく機き型の機体がどんどん減速していく。

　それはつまり、自分たちがどんどんスピードを上げているということに他ほかならない。

　──何の推進装置も無く。

「玲音が……やってるの？」

　いつもより少し幼い感じの声で、朱理が玲音にそう訊きいた。朱理が自分でやっているのではない以上、他に考えられなかった。

　玲音は何も答えない。

　ヤマタノオロチがゆっくりと近づき、二人のすぐ下に到達して停止した。

　玲れい音ねと朱あか理りのスピードが、ヤマタノオロチと完全に同調した。

　朱理の身体からだが操縦席へ向かって足から落ち始めた。

　玲音も同じ速度で落ちていく。

　玲音が副操縦席に座り、彼女より大柄な朱理が玲音の膝ひざの上に抱かかえられた。

「ちょっ、玲音、この格好……！」

　どんなにショッキングなことを経験しても、恥ずかしいのはまた別腹らしい。

「狭いから仕方がありません。少しの間ですから我慢してください」

「狭くて悪かったね。この機体は戦闘機と同じで、人命救助を想定していないんだよ」

　玲音の一言が不服だったのか、マユリが背後の正操縦席から声を掛ける。

「ハッチを閉めるよ。朱理、少し頭を下げて」

「は、ハイ！」

　マユリの指示に、朱理がひっくり返った声で答えた。自分が小さな子供のように、誰だれかの膝に抱えられるというのは、彼女にとって大層恥ずかしいことであるようだ。

「それにしても……」

　しみじみと漏もらしたマユリの声は、朱理宛あてではなく玲音に話し掛けるものだった。

「朧月ミステイムーンの機動性の秘密はこういうことだったんだね……。レニーが『念動』のエクサーだということは知っていたけど、まさかドウルを動かせる程ほどとは思わなかったよ」

　しかし彼女のセリフに反応したのは朱理の方だった。

「えっ、朧月ミステイムーン!?」

　朱理が膝ひざの上で玲れい音ねの顔を見下ろす。

「秘密ですよ、朱理」

　そう言って玲音はウインクした。その直後、首を捻ひねって背後を振り返り、不機嫌な声でマユリに抗議した。

「マユリさん。私が朧月ミステイムーンのマスターだということは、一応ソフィアの軍事機密なんですけど」

「あれだけの真似まねを見せて、エクサーの身分を隠し切れるなんて思っていないだろう？」

「ええ、それはまあ」

　マユリに対して情報漏ろう洩えいの抗議をしていたはずなのに、玲音の口調はそうと思えぬさばさばしたものだった。

「だったら朧月ミステイムーンのドウルマスターだってことを知られても同じじゃないか？」

「隠さなきゃならない秘密が一つしかないのと二つもあるのとでは大違いです。そうですよね、朱理？」

「えっ、ええっ？　え、ええ……」

　不意に話を振られて、朱理は「え」しか声に出せなかった。ただそれでも一応、答えにはなっていた。

「一つだけでも絶対に漏もらせないんだったら同じだと思うんだが……」

　マユリが何度も頭かぶりを振る。その姿を見ていたのは朱あか理りだけだった。

「朱理」

「はい」

　いきなりマユリの声が硬く重いものになる。それは上官の声、命令する者の声だ。朱理も自然、声こわ音ねを改めて応こたえを返す。残念ながら玲れい音ねの膝に乗ったままの締まらない姿だったが。

「私たちの会話を聞いていたから分かっていると思うが、玲音の正体については他言無用だ」

「正体って……」

　ボソッと玲音の独り言じみたツッコミが入ったが、マユリも朱理もそれを無視した。

「この秘密を漏らした場合、とても不都合なことが起こりかねない」

「──分かりました」

　具体的に何が起こるか、マユリは口にしなかった。

　朱理もそれを訊きかなかった。

「ただ不幸中の幸いというか、訓練校で玲音の正体を知ってくれている生徒がいるのは我々としても助かる」

「玲音を、フォローしろということですね？」

「玲音はしっかりしているようで抜けているところがあるからな」

「マユリさん？」

　玲音が物ぶつ騒そうな声を出した。──ただ本人はそのつもりでも、地声が細くて高くて柔らかい所為せいで、迫力は全く無かった。

「良く言えば浮うき世よ離れしているし」

　悪く言えば世間知らずということである。

「マユリさん！」

　玲音の声は、むきになってもやはり迫力が無い。

「分かりました。玲音のフォロー、しっかり務めさせていただきます」

　そう言って朱理はマユリに向かい敬礼し、玲音に任せておいてという風に笑い掛けた。

　膝ひざの上で大おお真ま面じ目めにそんな顔をされては、玲音も拗すね続けていることができなかった。
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　ソフィア空くう宙ちゆう母艦二番艦ガルトマン。玲れい音ねの本来の所属先であり朧月ミステイムーンの母艦でもあるこの船の艦長ユースフ＝アモンは、冷たい印象を与える鋭い目でスクリーンに映った磐いわ都とアイランドを見詰めていた。

「艦長、この宙域のデブリ回収、九十八パーセント終了しました」

　ガルトマンは空宙母艦オオトリを巡る先日の戦闘でばらまかれたデブリを回収しているところだった。

　ソフィアの空宙母艦が何故なぜそんな清掃夫のような真似まねをしているのか。

　それは艦をこの宙域に留め置く為ための口実だった。

「もっと良く探せ」

　アモンは素っ気なく回収続行を命じる。

「……お言葉ですが艦長、この宙域のデブリ密度は月軌道平均の十分の一まで低下しています。効率的にもクルーの士気的にも、これ以上掃除を続けるのは無理です」

「……そうか」

「艦長がレニーを心配するのも分かりますが、あの子は見掛けよりしっかりしていますよ？」

「そんなことは分かっている」

　アモンは自分が玲音を心配しているということを、隠そうともしなかった。

　それを聞いたブリッジ要員も、艦長に冷ややかな目を向ける者はいないし馬ば鹿かにするような内緒話を交わす者もいない。艦橋だけでなく、もしこの艦内でそんなことを口にする者がいれば、そいつは袋ふくろ叩だたきに遭あうに違いない。

　玲音はガルトマンのアイドルだった。

　彼女が構われすぎるのを嫌うので表立ってちやほやするクルーはいなかったが、ガルトマンのクルーはそのほとんどが、玲音の為なら木星の水素採集も厭いとわないという強つわ者ものだった。

「……こうして見ているだけでは無意味か」

　この、初対面の人間からは百パーセント「傲ごう慢まんで冷れい酷こくな権けん威い主義の艦長」という印象を持たれる強面こわもてのユースフ＝アモンからして、玲音を実の娘のように可愛かわいがっていた。

「艦長、今回レニーが秘密を漏もらしたのは不可抗力だと思います。カーティス少しよう尉いのフォローもあることですし、そんなに心配しなくても良いと思いますが」

　副長に代わって今度は操そう舵だ手しゆがアモンに話し掛ける。しかしこれは、言い方がまずかった。

「ほう……貴官は私がレニーを心配することが不要だと言いたいのか」

　艦橋がいきなり冷気に満ちた。ただし空調の動作に変化は無い。

「滅めつ相そうもありません！」

　操そう舵だ手しゆが立ち上がり、直立不動の姿勢で答える。

　アモンは冷ややかな視線を操舵手に送った。

「それに貴官は、カーティス少しよう尉いがいるから心配要いらないという趣しゆ旨しの発言をしていたようだが、私の聞き間違いか？」

　冷気が一層激しく渦を巻く。艦橋のクルーから操舵手に向かって視線の矢が何本も突き刺さった。

「──その様なことは申し上げておりません！」

「……よろしい。座りたまえ」

「ハッ！」

　激しい冷気の中を汗だくになって操舵手がシートへ戻った。

　アモンは再びスクリーンへ目を向けた。

「行かせるのではなかった」

　ポツリと呟つぶやくアモン。──玲れい音ねはついさっき、入学式典へ向けて艦を発たったばかりだというのに。

「……デブリ回収を続行」

　副長が諦あきらめきった声で、船外作業に当たっているクルーに指令を伝えた。




　　　◇　◇　◇




　ゲノムス空くう宙ちゆう母艦ナグルは月の外側、対地球高度四十五万キロの軌道を航行していた。

「入港まで一時間です」

　シアの報告に、艦長席のロペスが頷うなずく。そして、シアが何か言いたそうにしていることに気がついた。

「シア、何か気になることがあるのか？」

　ロペスに問われて、シアが言い難にくそうに目を逸そらす。

「……龍りゆう一いちのことが気になっているのか？」

　しかしこの質問には心外だという表情を浮かべて、シアはロペスと正面から視線を合わせた。

「龍一にはロサがついているから大だい丈じよう夫ぶです。彼女は普段の態度こそ余り良いとは言えませんが、能力的には全く問題ありません」

「確かに」

　ロペスもシアと同意見だった。

「では何が気になっているのだ？」

　重ねて問われ、シアは観念したように目を伏せた。

「私が気にしているのは、今回の作戦でオオトリを磐いわ都とにぶつけようとしたことです」

「しかしそれは単なるブラフだ。最初からアイランドの直接攻撃など意図していない」

「ですが、それを知らない人々は、我々ゲノムスがまたしてもアイランドの破壊を企くわだてたと思ったはずです。何故なぜ、テロリストの汚名を助長するような作戦を立てたのか……私にはどうしても納なつ得とくできません」

　シアの指摘に、ロペスが苦い顔で黙り込んだ。

「ソフィアの新型機の介入という想定外の要因フアクターがあったにせよ、龍りゆう一いちにも加入早々余計なリスクを負わせてしまいました。工作員を送り込むだけなら、他ほかにも遣やり様ようはあったはずです」

　その表情は、彼がシアと同じことを考えていたと雄弁に物語っていた。

「……今回の作戦に反対する者は、作戦本部にいなかったのですか？」

　シアが恐る恐る訊たずねる。

　その質問に対して、ロペスは驚おどろくべき答えを返した。

「今回の作戦は、首領プルトン直じき々じきの指示だ」

　息を吞のんだのは、シアだけではなかった。




　　　◇　◇　◇




　西暦二四一七年九月一日、磐都高等訓練校は新たな訓練生を迎える。校門の前には新訓練生として入学する蒼生あおいと朱あか理りの姿があった。

「……玲れい音ねさん、姿が見えないね」

「……色々あるんでしょ。部屋を引き払っていないんだから、すぐに戻ってくるわよ」

　支給された制服に着替えた二人は、たった一日行動を共にした、同期生になるはずの少女のことを噂うわさし合った。

　あの事件の後。玲音は所属する空くう宙ちゆう母艦「ガルトマン」に報告があるということで、宿舎に戻らず宇宙軍港からそのまま連絡艇ていに乗ってアイランドを後にした。それが四日前のこと。それ以来、蒼生も朱理も玲音の姿を見ていない。

　あの後と言えば、蒼生はインドラで漂流しているところを輸送艦ヴィヴヴァンに、より正確に言えばパテルに助けられた。蒼生はインドラを傷つけてしまったことを謝ろうとしたが、パテルは彼が引く程ほど上機嫌だった。朱理もヴィヴヴァンにギュゲスを失ってしまったことを謝りに行ったのだが、あんな物はどうでも良いいと取り合ってもらえなかった。それだけなら相手が話もしたくないくらい怒っているのだと納得もできたが、パテルは何故か朱理に対し、専用の機体を作ってやると言って散々彼女を調べ回した。

　玲れい音ねのことを話題に出した姉弟きようだいは連鎖的にパテルのことを思い出していたが、二人とも彼女のことは口にしなかった。

「どうしたんだ蒼生あおい君、暗い顔をして。朱あか理りも何だか元気が無いな。緊張しているのか？」

　不意に横合いから声を掛けられて、蒼生と朱理は同時に振り向いた。

「マユリさん」

　しかし、声を掛けるのは朱理の方が早かった。

　二人に話し掛けて来たのは姉弟をこのアイランドに連れてきて、あの事件でも色々と助けてくれたソフィアのマユリ＝カーティス少しよう尉いだった。

「マユリさんこそ……どうしたんです、その格好？」

　だが今日のマユリはソフィアの制服を着ていなかった。彼女が身に着けている服は、二人が着ている磐いわ都と高等訓練校の制服に似ていた。

「あっ、もしかして！」

　今度は蒼生の方が早く気づいた。

「お察しのとおり。今日からここの教官に着任だ」

「えっ、そうなんですか!?」

　朱理が目を丸くして驚おどろく。

「ああ、びしびししごくから覚悟しておくように」

　マユリがニヤリと笑みを見せる。

「──ハッ、よろしくご指導願います、教官殿！」

　朱理がビシッと敬礼した後、同じようにニヤリと笑う。

　蒼生を置いてきぼりにして、マユリと朱理は笑い合った。

「カーティス教官殿と朱理は随ずい分ぶんと仲が良いいのですね」

「玲音さん！」

　それを疎そ外がい感かんと共に眺ながめていた蒼生が、背後から聞こえてきた声に勢いよく振り返った。

「蒼生君、お久しぶりです。……と言っても、たった四日間ですが」

　そこへ朱理が駆け寄ってくる。

「玲音！　戻って来たのね！」

　熱ねつ烈れつな朱理のアプローチに、玲音が軽く仰のけ反った。

「……それはまあ、報告に行っただけですし」

　本当は入学の任務が取り消しになれば良かったけど、と玲音は心の中だけで呟つぶやいた。

「それにしても、朱理ってカーティス教官とそんなに親しかったのですか？」

「おいおいレニー。それじゃあまるで、私と仲良くするのがいけないことみたいじゃないか」

　普通の足取りで近づいて来たマユリが不服そうに文句をつける。

「いえ、そういうわけでは」

　玲れい音ねの本音は「いけないこと」と断言したかった。少し知り合っただけの関係とはいえ、朱あか理りのような女の子がマユリの毒どく牙がに掛かるのを見過ごすというのは、彼女の正義感に反することだった。

「ただ教官と訓練生が必要以上に親しくするのは余りよろしくないことかと」

「特別扱いが駄だ目めだと言いたいのだろう？　だったらレニーも一緒に仲良くしよう」

「いえ、お断り致いたします」

　もっとも玲音の正義感は、自分の身が危険に曝さらされそうになればさっさと雲隠れする甲か斐い性しよう無しだったが。

「レニー、それは酷ひどいぞ！」

「カーティス教官。ここでは『高たか城じよう候補生』と呼ぶべきかと存じますが」

「相変わらずレニーはつれないな！　だがそこが良いい！」

「……マユリさん、それ、何だか変態っぽいですよ」

　朱理のツッコミを受けて、玲音が囁ささやき声で呟つぶやく。

「……本物の変態さんなのですけど」

「えっ？　玲音さん、何か言いました？」

「いいえ、何でもありませんよ。それより蒼生あおい君、行きましょうか。グズグズしていると式典に遅れてしまいます」




　四人の騒ぎを少し離れた所で見ている二十歳はたち前後の男女も、やはり訓練校の制服を着ていた。

「……あんな能天気なヤツらでも入学できるんだな、ここは」

　シニカルな口調で毒を吐いたのは、無事作戦を終了させた龍りゆう一いちだ。

「性格と軍人としての実力は違うもの」

　無関心な口調で、実は龍一の吐いた言葉より更さらに毒性の高いセリフを呟いたのは、無事磐いわ都とアイランド潜入に成功したロサだった。

「それにしても、ロサ」

「なに？」

「君はポリスから派遣された俺おれのサポーターじゃなかったのか？　君も訓練校に入学するとは思わなかったぞ」

「バカね」

　間髪入れず返されたその返事には、本気で蔑さげすむ目付きのおまけがついていた。その手の嗜し好こうの持ち主なら感激して涙を流すレベルだ。

　あいにくと龍一にはその手の趣味の持ち合わせがなかったので顔を顰しかめただけだった。

「いくらポリスでもドウルマスター一人をサポートする為ためだけに人を一人宇宙に送り込むなんてコストの掛かる真似まねをするはずないでしょ。実態がどうあれ、そんな名目でアイランドが短期滞たい在ざい者しやを受け容いれるはずもないし」

「なる程ほど……」

　しかし説明されてみれば、龍りゆう一いちも納なつ得とくするしかなかった。

「心配しなくてもあたしたちのような立場の訓練生には大したカリキュラムを与えられないわ。そこは訓練校も本音と建前を使い分けていると言えるわね」

「最初から長なが居いするつもりも無いしな」

「しっ！」

　龍一の不用意な発言を、ロサが鋭い声で制止する。「何があったんだ」と訊きき掛けて、龍一は背後から迫る足音に気がついた。

「ああっ、もうこんな時間です！　急がなきゃ急がなきゃ……」

　何処どこかの国のウサギみたいな独り言を呟つぶやきながら、栗くり色いろの髪の子供みたいに小柄な女の子が──実際に子供なのかもしれない──龍一のすぐ横を駆け抜けていく。

　その後ろ姿を見送りながら、龍一は毒気を抜かれた表情でロサに話し掛けた。

「俺おれたちも少し急ぐか」

「そうね。行きましょう」

　ロサは相変わらずクールな顔で龍一に頷うなずいた。




　校門の前では、蒼生あおい、朱あか理り、玲れい音ね、そしてマユリの四人がまだ世間話に花を咲かせていた。　その横を通り過ぎる龍一とロサ。

　ふと、蒼生が通り過ぎていった龍一へ目を向けた。

　ふと、通り過ぎた龍一が蒼生の方へ振り返った。

　蒼生と龍一の視線が交差する。

　すぐに龍一は視線を外し、式典会場へ歩み去った。

　その一いつ瞬しゆんの邂かい逅こうに、玲音と朱理はこの時、気づいていなかった。







　　　あとがき




　新シリーズを手に取っていただき、ありがとうございます。「あとがきを先に読むよ」という方でない限り──こういう方も決して少なくはないと思いますが──ここでお目に掛かっているということは、このシリーズ第一巻を読んで下さっているということですね。ドウルマスターたちの活躍は如何いかがでしたでしょうか？　少しでも面白いと感じて頂けたのであれば幸いですが。




　私のデビュー作『魔法科高校の劣等生』第一巻あとがきをお読みになっている方であれば、きっとお察しのことと思います。この『ドウルマスターズ──若き人形師の邂かい逅こう』の原型が、あそこで触れている第十六回電撃小説大賞に応募してあっさり落選した作品です。落選したことに不満はありませんでしたが、数あるネタの中で応募作に選んだ程ほどですから、作品自体にはやはり思い入れがあります。ですからいつかリベンジをと思っていたところ、今回こうしてチャンスを頂きました。

　ただ、諸もろ手てを挙げてのＧＯサインを頂ちよう戴だいしたわけではありません。むしろその逆で、何度も「冒険だ」と念を押されました。何が冒険かと申しますと、ライトノベルで巨大ロボット物は難しいのだそうです。

　確かに巨大ロボットは格好良く動いてこそですから、小説では難しいかもしれませんね。このタイミングでなければこの作品も日の目を見ることは無かったかもしれません。我が儘ままを叶かなえて下さった担当編集様他ほか関係者の皆様には深く感謝しております。

　ただ、この本のタイトルに「１」とついているとおり、この作品はシリーズ物です。それも結構長い構成を考えています。若きドウルマスターたちの物語を最後まで書き上げることができるかどうかは、読者の皆様が面白いと感じて下さるかどうか次第。「冒険」は始まったばかりです。

　今回、この第一巻を少しでも面白いと感じて下さったのであれば、次回はもっと面白くなるように頑張りますので、またお手に取って頂ければと存じます。




　新シリーズ開幕に当たり、イラストを引き受けて下さったｔａｒｏｕ２様に謝辞を捧ささげることをお許し下さい。人物もロボットも格好良いイラストをありがとうございます。

　それからこの本に携たずさわって下さった全すべてのスタッフの皆様にも御お礼れい申し上げます。皆様のお蔭かげで『ドウルマスターズ』を世に出すことができました。

　そして最後に、この本を手に取って下さった読者の皆様へ心よりの感謝を。願わくば、第二巻でもお目に掛かれますように。今後もよろしくお願い致いたします。


（佐さ島とう　勤つとむ）
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佐さ島とう 勤つとむ

西暦１９ＸＸ年、日本の片田舎に生まれる。和洋のスペースオペラを糧に少年時代を過ごす。青年時代、ファンタジーと伝奇小説に転向。卒業後、企業戦士（ただし雑兵）として現実世界に魂を売り渡すも、西暦２０１１年、遅れてきたジュブナイル作家として空想世界に帰還を果たす。（本プロフィールには虚偽と誇張表現が含まれています）
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イラスト／tarou2

アニメーター。アニメ『キルラキル』『ビビッドレッド・オペレーション』などの作画監督を担当。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19
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